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　　　プロローグ







　夕暮れ時の病院には、ほんの僅わずかな間ではあるが、微睡まどろむように穏おだやかな空気で満ちる時間帯がある。

　回診やリハビリが終わり、見み舞まいに来ていた人達は病院の早い夕食時間が近いということで帰りだし、仕事帰りに面会に来る人達が訪れるのはもっと後で……と、ぽっかり穴が開いたように、廊下や病室を行き交う人の気配が消える時間帯が。

　尤もつともそれは表面的なもので、裏では忙しく働いている人がいるし、大部屋の病室では誰かしらが点つけているテレビから賑にぎやかな声が漏れているはずだ。電話をしに病室を出て、わざわざ外に行く患者もいるかもしれない。

　だから決して張り詰めるように静かという訳ではなく、単に人の行き来が極端に減るだけの話で、しかもイレギュラーというのは往おう々おうにしてある。

　例えば夜勤前に見舞いに立ち寄った夫、容態が急変して病室に駆けつける羽目になった看護師、頼まれた煙草を渡す為に戻って来た友人。

　そして──見舞客が記述しなければならないリストにある患者との間柄に、『学校の友人』と書き込んだ、濃紫色のブラウスに黒のロングスカートという格好をした学生。

　氏し名めい欄らんに『漣さざなみ朱あか音ね』と書いたその学生に、廊下ですれ違った入院患者の男性は思わず足を止めて、呆ほうけた顔をしてマジマジと見てくる。

　それに朱音が微笑ほほえみながら会釈で返すと、一いつ瞬しゆんで真っ赤にした顔を逸そらし、慌あわただしく歩いて行ってしまった。

　過剰な反応だが、そうなってしまうのも半ば仕方が無い。

　泣き黒子ぼくろに彩られた涼しげな瞳ひとみに、芽吹いたばかりの桜を思わせる微笑みを湛たたえた唇。梳すいたばかりのように真まっ直すぐで長い黒髪で、それに隠れがちな耳では三日月を象かたどったイヤリングが揺れていた。暗い色合いの衣服の中で一際目立つ白い太ベルトが締められた腰の細さも、女性からすれば驚きと嫉しつ妬との対象になる程だ。

　左手にだけ黒いシルクの手袋を嵌はめていて、若いはずなのに落ち着いた雰囲気があるせいか、持っている青と薄紅で彩られた小さな花束がとてもよく似合っている。

　どこかミステリアスな印象のある理知的な美人で、服装も相まって芸術家にも見える。バイオリンかチェロのような弦楽器、もしくは絵筆が様になりそうだった。花束と、反対の手に紙袋をぶら下げていなければ、病院内にいてもとても見舞客には思われないだろう独特な雰囲気がある。

　街中を歩けば目に留めた何割かは魅み入いられてしまいそうな美少女然とした容姿は、他にも数人の男性患者や見み舞まい客きやく、そればかりか女性の入院患者の目も惹ひきつけ、けれど話しかけようとする勇気ある者はいなかった。

　そうして誰にも声を掛けられることなく、漣さざなみ朱あか音ねは病院内を迷わずに女性患者向けの棟を進んで行き、やがて目当ての病室に辿たどり着つく。

　そこは大部屋ではなく個室で、プレートには『天あま宮みや桐とう子こ』と書かれていた。

　ちらりと見てそれを確認すると、朱音は口元に浮かべていた笑みを深め……コンコンと軽くドアをノックする。

　ややあって、中から「……はい？」とドアに遮さえぎられくぐもった声が返って来ると、遠えん慮りよ無なくドアを開けて病室へと入った。

　静かにドアを閉めてから朱音が振り返ると、ベッドの上で少女が体を起こす。

　入院患者らしい素そっ気けない水色のパジャマを着た少女は、額ひたいから右目にかけてを包帯で覆おおわれていて、右腕にも包帯が巻かれている。そんな痛々しい姿でも、きっと綺き麗れいなんだろうと思わせる容姿と、意志の強そうな目をしていた。

　入院しているからか長い黒髪を簡単な三つ編みで纏まとめた少女は、自分の病室に入って来た人物を見て、露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめる。どうやら看護師が来たのだと思っていたらしい。

　そんな彼女の様子を気に留めることなく、朱音は会釈をしてから微笑ほほえんだ。

「初めまして、だね。キミが天宮桐子ちゃん？」

「…………そうですが。あなた、誰ですか？」

　見た目の雰囲気より親しげな口調に対し、桐子は不ふ審しんそうに聞き返す。

「ああ、これは失礼。自己紹介が先だったね」

　あからさまにうっかりしていたよ、と言わんばかりに口元を綻ほころばせると、

「わたしの名前は、漣朱音。制服姿じゃないから分からないかもしれないけれど、キミと同じ九く宝ほう堂どう学園の高等部に通っている。一応は先せん輩ぱいに当たるね」

　紙袋を置き胸に手を当てて小さく一礼し、朱音は反対の手に持っていた花束を両手に持ち替え、桐子の寝ているベッドへと歩み寄る。

「尤もつとも、キミにしてみれば先輩後輩なんて大した意味はないのかもしれないけどね。キミはわたしのことなんて当然知らないだろうけど、その逆は有り得ない」

「…………」

　無言で険けわしい視線を送る桐子だが、朱音は全く意に介する様子無く饒じよう舌ぜつに続ける。

「何しろ全国模試で一位の──中等部生にも拘かかわらず、高校三年生を対象とした全国模試で一位を取った天才少女だもの、学校で知らない人はいないよ。しかもこんなに綺麗な子だしね。わたしのクラスでもキミのファンは何人も──」

「余計なお世辞は結構です。それで先輩は何をしに来たんですか？　見舞いなら必要無いですから、どうぞお帰り下さい」

「うん、そうだね。これはわたしが悪かった。怪け我が人にんを相手にベラベラと長話をするのは良くない、単刀直入にいくとしよう」

　そう言うとベッドの横まで来た朱あか音ねは、持っていた花束を桐とう子こへと差し出した。

　ゆっくりと自分に迫る花束に、桐子は包帯に隠れ気味な眉間に皺しわを寄せる。苛いら立だたしげで、そんなものは要らないと言う代わりか厳しい目つきで朱音を睨にらみつけ……ようとした瞬しゆん間かん、不意に視界の中で花束が横へと振られる。

　反射的にそれを目で追った桐子は、しかしすぐに花に気を取られた自分を恥じるようにより険けわしくした表情で不ぶ躾しつけな見み舞まい客きやくを見やり、

「…………っ!?」

　ほんの一瞬目を離した間に起きた異変に気付き、桐子は思わず息を吞のんで硬直する。




　パジャマの襟えり元もとから覗のぞいている桐子の細い首筋に──いつの間にか、先端の鋭するどく尖とがったナイフが突き付けられていた。




「ああ、動かない方がいいよ。声もあげない方がいい。驚いてしまって、そんなつもりはないのに、ついうっかり刺してしまうかもしれないからね」

　驚きよう愕がくと恐怖に表情が染まった少女に対し、ナイフを右手に握った朱音はそれまでと変わらない親しげな口調で喋る。

　視線をナイフからどうにか引き離して朱音を見る桐子だが、それ以上は動けない。

　警告されたからではなくて、十数年という短いながらも生きてきた経験が全く活かせない展開に、頭と体が反応しきれないからだ。

　ただひたすらに『どうして？』『何で？』という疑問が浮かぶばかりで、あとは突然突き付けられた刃物の恐怖に縛られてしまう。

　そんな桐子を見て、朱音は満足げに大きく頷うなずく。

「うん、流石さすがは天才少女だ。吞み込みが早くて嬉うれしいよ」

　馬鹿にした風にではなく、本当に有り難がるように言う。

　ほんの少しナイフを動かせば、その拍子に命に関わる怪我を負わせてしまう状況を作っておきながら、朱音は街中で偶然出会った友人に話しかけるように、にこやかに語る。

「ああそうだ、落ち着いて話が聞けるように、先に言っておくね。ここに来る前に担当の看護師さんに話をして、夕食の時間を三十分だけ遅らせてくれるよう頼んできたんだ。この意味は分かるかな？」

「…………っ」

「うん、分かってくれたみたいだね。つまりあと数十分の間は、神様の気まぐれで他の見舞客でも来ない限り、この部屋のドアが開かれることはない。しばらくは邪じや魔ま者ものなしで二人きりだよ……って、これじゃまるで口く説どいているみたいだね」

　あくまでも親愛に満ちた様子で。

　穏おだやかながら楽しげな口調で語られるのは、計画された、それでいて微かすかな狂気も匂わせるもので。

　自然体だが舞台女優のようにどこか芝居がかっていて、なのに凶器の先端は油断無く肌に触れるか触れないかという距離を保っている。

　──だからこそ桐とう子こは、突き付けられたナイフ以上に、目の前の相手が怖い。

　凶器そのものより、それを事も無げに使用すると思わせる相手の精神性が、怖い。

　そんな桐子を、心の奥底まで測るように微笑ほほえみながら目を細めて見つめていた朱あか音ねは、「さて」と小さく呟つぶやく。

「そろそろ本題に入るとしようかな。……そう、キミにはこの先、二つの選択肢がある」

「…………」

　無言のまま、青ざめた顔で唇を微かに震ふるわせる桐子の前で、朱音は花束を離しフリーになった手で人差し指を立て、

「一つ──この場でナイフで衣服を裂かれて裸体を露あらわにされ、その姿を写真と動画に撮とられる。おまけとして、今後のキミの行動次第ではネットに乗って全世界の人に見られてしまう可能性付きでね」

「ゃっ……?!」

「おっと、まだ一つ目だよ。悲鳴を上げるには少し気が早いんじゃないかな？」

　臓ぞう腑ふを握られたような恐怖を感じ、桐子は喉のどから引ひき攣つった悲鳴が上がりそうになるのを、無理矢理に押し込める。

　そんな様子を満足げに見た朱音は、どれだけ無茶な要求をしているのか自覚していなさそうな口調と涼しげな笑みで、

「ちなみにこれは、あまりお勧めしない方だね。わたしとしてはもう一つの選択肢を選んで貰もらえると嬉うれしいな。そっちの方がお互いにハッピーだしね」

「…………っ……」

　刃物で脅おどしている人間が言うとは思えないセリフを、平然と口にする。

　そんな朱音に、桐子の目にあった恐怖の色が濃さを増す。

　小さな頃から天才と称賛され、同年代だけでなく数多くの大人とも接してきた経験のある桐子だが、他愛もない世間話の延長のように『脅迫』されるだなんて事態は初めてのことだ。

　しかも相手は間違いなく初対面で、同じ学校に通っているといっても、ほぼ接点は無い。なのにこんなことをされる理由が分からなくて、それが余計に混乱と恐怖を沸わき立たたせていた。

　いよいよ怯おびえを制御しきれなくなってきた桐子に対し、その喉元にナイフを突き付けたまま朱あか音ねはにこりと微笑ほほえみ、人差し指に続いてピースするように中指を立てる。

「さて、本命の二つ目だね。聡明なキミなら、これを言えばどうしてこんな状況になったのかも理解して貰もらえると思う」

　勿もつ体たい振ぶった言い方をし、朱音はゆっくりと立てていた指を握り込み……

　微笑を絶やさぬまま、怯おびえる桐とう子こに優しく語りかけた。




「もう一つの選択肢は、潔いさぎよく降参して服従を誓ちかい──わたしの、『奴隷パートナー』になる」




　紡つむがれたその内容は、常人なら正気を疑うものだった。

　現代の──それも多少特殊な土地とはいえ、日本で暮らす一高校生が言うような言葉じゃない。映画か漫画か、現実とフィクションと混同していると思わざるを得ない発言だ。

　意味不明だと意図を聞き返すか、いよいよまともな精神ではないと怯えるか、そのどちらかの反応になるのが普通だろう。

　ただ──天あま宮みや桐子の反応は、少し違った。

「…………あっ……!?」

　小さく上げた驚きの声の中に、微かすかな理解の色が混ざる。

　その反応を見逃さなかった朱音は、満足するように僅わずかに口端を上げた。

　そして突き付けたナイフの刃先を喉のどから顎あごへと滑らせて、再び凶器の存在を桐子に思い出させておいて……

　艶あでやかに咲く花のような微笑みを浮かべた朱音は、甘く優しい声で囁ささやいた。




「さあ──キミはどっちの絶み望ちを選ぶ？」













　　　一章　混沌からの招待状







　先進国に数えられる日本の文明は、日々進歩はしていても、数年で目を見張るような大革新というのはそう簡単に起こらないものだ。

　なかなか車は空を飛ばないし、空間跳ちよう躍やくの技術も実現しない。電車や飛行機は着実に移動に掛かる時間を短縮してはいるものの、劇的にとはいかなくなって久しい。

　昔に比べれば治る病気は多くなっているし、再生治療も進んでいる。とはいえ、癌がんの特効薬はまだ開発されていないし、足を失えば義足を付けるしかない。

　小さな変化は至る所で毎日のように起こっているが、遠目から見れば凪なぎの海と変わらない様子とも言えた。水面下での経済と政治の静かな戦争はあっても、実弾やミサイルが飛び交い血を流す戦争には巻き込まれないままで、今日もニュースは芸能人のゴシップを大々的に取り扱い、赤の他人の恋れん愛あい沙ざ汰たにアナウンサーが色めき立っている。

　そんな、薄い灰色の雲に覆おおわれた空のようなパッとしないこの日常が、漣さざなみ朱あか音ねはそれほど嫌いではなかった。

　少なくとも、暮らしている街は些さ細さいではあっても刺激に満ちている。

『未来推進都市』という大おお袈げ裟さなキャッチコピーを掲げたこの新しん湘しよう南なんタウンは、本土から三キロに亘わたる巨大な吊り橋で繫つながれた人工島にある。一部の工業地帯を除いた全てが新湘南タウンに属していて、完成からほんの十年の間に、石垣島とほぼ同じ面積に十万人近い人が住むようになっていた。

　しかもまだ人工島自体は拡大工事を進めていて、将来的には百万人が暮らし、その倍以上の観光客が訪れる巨大都市になる構想らしい。

　最先端技術を詰め込んだ建築物に環境整備だけでなく、小さいながら空港もある。人工ビーチでは波の高さと水温が調整され、一年の半分は海水浴が可能でアクティビティも豊富に用意し、サーファー専用のビーチも設置されていた。

　それだけでなく高級ホテルとカジノまで誘致してあり、今や日本有数の観光地だ。

　そんな新湘南タウンには、意外にも普通教育を行う所謂いわゆる『学校』は一つしか無い。ただし小学校から大学院まで存在し、工業科や商業科など幅広く網もう羅らされている。

　更には各種専門分野も同じ母体が運営しており、どの職業を目指す学生にも対応しているマンモス校で、生徒総数は一万人を優に超える。

　当然、入学するには高い倍率と学費をクリアしなくてはならない為ため、『新湘南タウンにある私立九く宝ほう堂どう学園』といえば、全国の学生から羨せん望ぼうの眼差しを向けられている。目標であり、そう簡単には手の届かない星のような存在として。

　……とはいえ、中で一学生として一年以上の時を過ごせば、新鮮味は薄れる。特に学園に対してさほど大きな期待も憧あこがれもなかったら、浮かれ気分を維持している方が難しい。

　漣さざなみ朱あか音ねにとって九く宝ほう堂どう学園は単に過ごしやすい高校でしかなく、大それた将来のプランもなく、何となく面白そうだから受験しただけだ。そして首席や特待生枠には程遠い成績で合格し、九宝堂生の中では平凡と言っても差さし障さわりのない微妙な成績をキープしている。

　高等部に入学してから早一年が過ぎていたが、何の不自由もない学生生活には概おおむね満足していた。学内で催される数多いイベントには殆ほとんど参加せず観客側に回っているが、それだけでも十分に楽しい。

　数少ないが友人もいる。たまに告白される事もあり、申し訳ないが断りはしたものの、互いにとって青春の一コマになったはずだ。

　大学進学はまだどうするか考えていなかったが、このまま細さざ波なみに揺られるクルーザーの上でデッキチェアに身を委ねて午ご睡すいを楽しむような、緩ゆるい学生生活を続けるつもりでいた。

　──あの封筒が届くまでは。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「さて……これはどういうことかな？」

　自室で一人、独り言を呟つぶやく朱音の手袋に包まれた左手には開けられた封筒が。そして右手には手紙が握られていた。




『おめでとうございます！　貴方は素晴らしい報ほう酬しゆうを手に入れられるチャレンジの機会に恵まれました！』




　……こんな出だしから始まる文面を見たら、普通ならこの時点で手紙を破り捨ててしまっても文句は言われないはずだ。

　朱音がそうしなかったのは報酬に興味を抱いたのでは勿もち論ろん無くて、どちらかというとこの馬鹿馬鹿しい文面自体が気になったからだった。

　というのも、郵便なんてこの街ではあまり使われないシステムを使い、更に宛名は漣朱音ではなく『シレン様』とあった。

　シレンというのは朱音が良く使うＨＮハンドルネームだが、その名前を使ってこの住所を登録したことは一度もない。

　つまりこの手紙の送り主は公開していない住所をわざわざ調べて手紙を出し、それでいてあんな頭の悪い出だしの文章を書いてきたということだ。当然、本名も突き止めているだろう。なのにわざわざＨＮハンドルネームで手紙を出してきた。

　全てがちぐはぐな感じがする。このアンバランスさが、悪戯いたずら好ずきの鼬いたちか狡こう猾かつな道化を連想させて、朱あか音ねの興味を擽くすぐっていた。

「はてさて、これはどこのどなたからのラブレターだろうね」

　差出人は『未来都市生活開発機構』と書いてあるが、こんなふざけた名称に当然心当たりはない。

「いいね、胸が躍おどる。最後までこのクオリティなら嬉うれしいところだけど……この分だと、流石さすがにそれは厳しいかな？」

　朱音がそう言うのは、封筒に入っていたのが手紙だけじゃないからだ。むしろ手紙の方はおまけなのかもしれない。

　テーブルの上に出してあるもう一つの中身は、束になった注意書きと参加申し込みの書類だ。まだ目を通していないが、一番上の注意書きに『心身に危害が及ぶ可能性もあるが、これに甲は一切の責任を持たない。』などという心温まる一文も見えていた。面白いが、十枚近くあるのだから一から十まで笑える内容ということもないだろう。

　厚い紙束は後回しにするとして、朱音は再び手元にある手紙へと視線を戻す。

　そしてとある文章に目を止め、少しだけ状況を把は握あくした。

「『先日行われたオンラインポーカーの大会で見事優勝した貴方に──』、か。なるほど、そこから辿たどって来たのかな」

　呟つぶやきながら楽しげに朱音は頷うなずくが、そこに『シレン』の名前で登録し優勝したのは事実ではあるものの、住所の登録はしていない。優勝すればいくつかの副賞と共に賞金も出るので、運営事務局から住所氏名とネットバンクの口座を教えてくれというメールが届いていたが、朱音はそれを辞退し受け取り拒否をしている。

　なので、サブのメールアドレスとＨＮくらいしか知られていないはず……なのだが。

　現にこの手紙が届いている以上、あのオンラインポーカーで優勝した人物が朱音だと突き止めたということだ。

　そうして送られてきた巫ふ山ざ戯けた内容の手紙を読み進めて行き、朱音は小さく「なるほど」と口にする。

「要するに、ゲームへの参加を促うながす招待状ってところかな。イリーガル、という程ではないのかもしれないけど、道徳的にはかなり問題がありそうだね」

　朱音がそう判断したのはいくつか理由がある。

　まず、手紙を読んでいくと『新しいゲームのテストプレイヤーとしての参さん加か要よう請せい』というのが分かった。問題はどんなゲームかということだが、どうやら『現実の場所を再現した仮想空間での、特殊スキルを駆使したバトルゲーム』らしい。

　プレイヤーは新開発されたインターフェースを使用し、その疑似空間とやらで戦い、最終的にゲームをクリアしたプレイヤーには副賞として賞金、そして『実現可能な限りの願いを叶かなえて貰もらえる権利』とやらが与えられるのだとか。

　一言で言えば──胡う散さん臭くさいにも程がある。

「副賞の賞金が十億、ね。規格外な額だし、『何でも願いを叶えてあげるよ！』なんて言葉を簡単に信じる人は余程のことがないといないだろうけど……」

　十億という巨額の賞金が貰えるというだけでも怪しいし、権利の方に至っては子こ供ども騙だましの言葉にしか聞こえない。

　ただ……もしもこれに書かれている主催の『九く鬼きホールディングス株式会社』が本当ならば、話は少しだけ違ってくる。

　主催する九鬼グループは、朱あか音ねが通っている九く宝ほう堂どう学園の経営母体であり、この新しん湘しよう南なんタウンで最も多く関連企業を展開させている大会社だ。元は貿易会社だったらしいが、吸収合併を繰り返した今では、日本のみならず世界規模で様々な産業を手がけている。

　特にここ十年でめざましい躍やく進しんを続けている九鬼グループが関わっているのであれば、十億円という高額賞金も有り得る話だ。富豪の老人が孫に少しばかりお小こ遣づかいをあげるのと、感覚的にはさほど変わらないかもしれない。

　賞金以外でも、人に叶えられる願いならば大抵のことは叶えるだけの権力を持っている。もし『総理大臣になりたい』という願いだとしても、即座にではなく十数年の月日を掛けていいのであれば、実現してしまう可能性が少なからずある。

「九鬼グループが積極的に参加しているのなら、もっと大々的なイベントにしそうなものだけれど……テストプレイが終わってから公表する、という線もあるかな。判断が少し難しいところだね」

　独りごちる朱あか音ねの声はあくまでも楽しげで、迷っている風には感じられない。

　そんな大企業の名前を騙かたっての詐さ欺ぎ──という可能性は勿もち論ろんあるが、詐称に使うには九鬼グループの名前はリスキー過ぎる。バレたが最後磨すり潰つぶされてしまい、命の保証もない。

　少なくとも、詐欺ならばこの新湘南タウンは避さけるだろう。ここでの九鬼グループの権力は絶大で、治外法権が罷まかり通りかねない。

　それにただの詐欺グループが、『シレン』と朱音を結びつけてこんな招待状を送ってくるのは、どう考えても不自然だ。

「さて、どうなのかな……どちらかというと、行われるのがどんなゲームなのかが気になるところだけれど」

　正直なところ、朱音としては優勝して得られる賞金も権利もさほど興味はなかった。

　ただ──そこに必死に群がる人間がいるかもしれない、という意味では興味がある。

　どんな選考基準でテストプレイヤーを選んだのか、どんなゲームなのかと疑問はいくつでもあるが……これは、面白そうだ。

「協賛会社の中に『ナインテイルエンターテイメント』の名前もあることだし、ただのＲＰＧやオンラインゲームってことはないんだろうけど……さて、どうなのかな？」

　朱あか音ねはゲーマーという程、最近のゲームには詳しくない。

　それでもナインテイルエンターテイメントという、主にアミューズメント施設向けの大型筐きよう体たいを使ったゲームを販売している会社があり、そこが開発した体感型ＦＰＳゲームが話題になっていることは知っていた。

『サウザンドウォー』という名のそのゲームは、参加者は日焼けサロンにあるようなカプセルやコクピットをイメージして作られた筐体に入り、ヘルメット型のインターフェースをセットする。すると、まるで仮想現実世界に入り込んだようなリアリティのある映像と、実際に手足を動かしているのかと勘違いしてしまう程の体感を得られるらしい。

　ワンプレイ五百円という高額設定にも拘かかわらず、一年ほど前に登場してから全国にどんどん筐体数を増やし、今では実際に賞金の出る大会まで開かれていた。

　そしてナインテイルエンターテイメントは、九く鬼きグループの子会社でもある。

　この繫つながりから、今回のゲームの開発元と見るのが妥当だが──

「一応、色々調べるとして……退屈はせずに済むかな？」

　しばし思考をした後に、朱音はそこだけに注目する。

　何しろ手紙の中に『参加、不参加を問わず、この件について一切の他言、ネットへの書き込み、関係各所への問い合わせを禁じます』だの、『残念ながら情報を漏らしてしまった方には、相応のペナルティを用意してありますが、悪しからず』だの書かれているのだ。

　勝手にこんな手紙を送りつけてくる人間の神経が真まっ当とうなはずがない。

　だからこそ面白いと、朱音はクスクスと笑い。

　この不ふ穏おんな匂いのするゲームに参加することを決めた。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　漣さざなみ朱音の通っている私立九く宝ほう堂どう学園高等部は多数の生徒を擁ようする為、区別が分かり易やすくなるよう、所属する学科によって制服の形態が違っている。

　例えば朱音の所属するのは高等部の普通科なので、ブレザーの色は紺……といった具合だ。体育科は赤、芸術科は黄、『特別進学クラス』こと特進科は緑で、生徒手帳のカバーもこれらの色になっている。ちなみに中等部の場合は、詰め襟とセーラー服だ。

　私服での登校も許可されているが、制服組との比率は半々で、普通科と特進科は制服を着用する生徒が多い。

　朱音も制服で通う一員だが、気分によっては私服だったり、紺色のブレザーだけ羽は織おったりしている。いつもしているのは左手の手袋くらいだ。

　今日はちゃんとした制服姿で、朝から放課後になった今まで授業を受けて過ごしていた。

　ただし『真面目に受けていたか』というと、そこは否定するしかない。寝てこそいなかったものの、授業の半分は聞き流していた。学園側から配布されている学習用端末に要点を書き込むことは忘れずにこなしていたが、それだけだ。

　授業中は目立つことなく、休み時間は話しかけて来るクラスメイトの相手をし、可もなく不可もない半日を過ごしての帰宅となった。

　九く宝ほう堂どう学園に通っている生徒の半数以上は寮生活をしているが、朱あか音ねは学園から徒歩二十分程の所にあるマンションで一人暮らしをしている。正確に言うと保護者と二人暮らし、ということになっているが、肝心の保護者は殆ほとんど家にいないので、朱音の城と言っても過言ではない状況だ。

　タワーマンションの高層階で一人暮らし──と言えば優ゆう雅がな生活に聞こえるが、朱音からすれば寮住まいの生徒とそれほどの差はない。共同生活の軋あつ轢れきがないのは良い点でも、ずっと一人でいるのも退屈だ。

　かといって部活に入る気にもなれず、毎日のように遊び回っている連中に混ざる気にもならず、学校では適度な距離感を保っている。たまには複数人での遊びの誘いに乗ることもあるが、基本的には一人で帰宅し、そのまま自宅で過ごすことが多い。

　今日もいつもと同じく、夕飯用にレトルト食品と飲み物をいくつか買った朱音は自宅マンションへと戻り、そこで気になる光景を見つけた。

　マンションの入り口はオートロックになっているが、それだけでなく警備員もいる。キチンとカードキーで認証を行わずにドアが開いたタイミングで素通りしようとすると、すぐに行く手を塞ふさぎ、あくまでも紳士的に認証を促うながしてくる仕事人だ。

　海外で傭よう兵へいをやっていたと言われれば信じてしまうしかない強面こわもてで分厚い肉体の警備員だが、その彼がじっと一人の人間を見据えている。

　相手はマンションの入り口から少しだけ離れた所にいる、パッと見では大学生くらいの年齢の女性だ。ゆったりとした黄色のカットソーにサルエルパンツを穿はいていて、足下はお洒落しやれなスニーカーで決めていた。

　しっかりとトートバッグを両手に持った彼女は、警備員の視線にそわそわと落ち着きがない様子で、普通に不ふ審しん者しやに見える。

　やや泣きそうな顔の彼女はマンションに入って行く人物に視線をやっては不審な視線を返されていて、朱音としても興味を惹ひかれた。立っている場所はマンションの敷地からはギリギリ外れているが、長く居続けたら注意、或あるいは警察を呼ばれかねない。

　このマンションには芸能人も住んでいると噂うわさになっているし、朱音もエントランスで自称モデルや自称俳優に声を掛けられたことが何度もあるから、芸能記者という線もなくはないが……それにしては少し素人しろうと臭くさいというか、目立ちすぎだ。

　はてさて正体はなんだろう──と予想しながら、朱あか音ねは彼女の前を通り過ぎ、マンションに入るべく制服のポケットからカードキーを取り出す。

　彼女から声を掛けられたのは、マンションの敷地内へと踏ふみ入れた丁度その時だった。

「あっ、あの！　漣さざなみ朱音さん…………です……よね？」

「……はい？　わたしに、何か？」

　小走りで近寄って来た彼女が、何故か不安げに訊たずねてきたので、朱音は思わず足を止めて聞き返す。

　するとパッと表情を輝かがやかせた彼女は、

「あのっ、初めまして！　『未来都市生活開発機構』から派遣されてきた、古こ賀が千ち里さとと言います！」

　大声で言ったら周囲に妙な噂うわさをされてしまいそうな自己紹介をし、頭を下げた。

　普通なら初対面の相手にこんなことを言われれば愛想笑いを強こわ張ばらせるしかないが、朱音は自然な微笑ほほえみで返し、

「ああ、例の……でも、派遣されてきた、というのは？」

「はい、参加に際しての最終確認と、説明を兼ねて必要になる道具を渡しに来たんですが、留守だったもので……すみませんが、こちらで待たせて貰もらいました」

「それは別にいいんですが、よくわたしが本人だと分かりましたね？」

「ええ、資料を貰ってましたから。でも……何というか予想以上で、驚いてしまって」

「うん？　何がですか？」

　やや要領を得ない千里だが、今もまだ少し戸惑った様子だった。しかもほんのりとだが、頰ほおが赤くなっている。

「資料には漣さんの写真も付いていて……だからもしかしたら記述の間違いなのかな、って思ってたんですけど……」

　どういうことなんだろうかと朱音が首を傾かしげていると、こちらを上から下までマジマジと見ていた千里は、ため息混じりに呟つぶやく。




「はぁ……本当に男の人なんですね。すっごく綺麗だから、女の人だと思ってました」




　羨せん望ぼうの色が込められた言葉に、朱音は苦笑しながら制服のズボンを指先で摘つまむ。穿はいているのは当然、男子学生向けの九く宝ほう堂どう学園高等部制服だ。

「そう言われるとお世辞でも嬉うれしいです。男の癖くせになよなよしているってよく言われるので」

「やっ、全然お世辞とかじゃなくてですね……本当に羨うらやましい限りで……！」

　わたわたと慌あわてる千里は年上らしさを感じさせない可愛さがあり、朱音はそれを微笑ましく眺める。

　そんな視線に気付いたのか、それとも自分の仕事を思い出したのか、千ち里さとはハッとした様子で両手を胸の前で構え、

「じゃなくてっ……あの、これから少し時間を頂けますか？」

「勿もち論ろん、構わないですよ。それで場所はどこがいいですか？　近くの喫きつ茶さ店てんか……人ひと気けがない方がいいのなら、わたしの部屋でもいいですが」

　朱あか音ねの提案に、千里はややぎこちない笑みを浮かべる。

「あの、二人きりで落ち着ける場所で説明しろと言われていまして……すみませんが、漣さざなみさんのお部屋に入らせて貰もらってもいいですか？」

「当然ですよ、わたしの方から言い出したんだし。可愛いお姉さんを招くには少し味気ない部屋で申し訳ないですけどね」

「そっ、そんな、あたしなんて全然！　可愛くなんてないですからっ……もう、漣さんみたいな綺き麗れいな人にそんなことを言われると、焦っちゃいます」

　いそいそと前髪を触り照れて笑う様は少なからず可愛いが、朱音はこの辺りで止めておくことにした。

　にこりと微笑ほほえみ、手に持っていたカードキーを顔の横に掲げ、

「それじゃあ、大した部屋じゃないけれど招待させて貰いますね」

　改めてマンションへと入る朱音の表情は、心情をそのまま表したように晴れやかだった。
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　例のゲームの関係者が直接訪ねて来るのは朱あか音ねも予想していなかったが、悪くない。相手が可愛くて若い女性なのもいい。

　朱音好みの──とても容た易やすく情報を引き出せそうな相手、というのが。




　千ち里さとを連れて三十三階建ての高層マンションの三十二階にある自宅へと入った朱音は、まずリビングに彼女を通した。

　そして断りを入れてから、自室で着替えを済ませる。制服からゆったりとした長袖のチュニックにスリムジーンズというラフな格好になり、それからキッチンへ。

　二人分のコーヒーを淹いれてリビングに戻ると、千里はやや落ち着きなさげにそわそわしていたが、家主の登場に慌あわてて背筋を伸ばして座り直す。

　そんな仕種にクスリと口元を綻ほころばせた朱音は、

「つまらない部屋で退屈させたんじゃないですか？　これもお姉さんの舌に合うか、少し自信ないかな」

　楕円形のテーブルにコーヒーを置いて勧めつつ、対面の席に自分も座る。

　千里は大おお袈げ裟さなくらい手をブンブンと横に振って否定し、

「そ、そんなことないですよ。シンプルで、家具の趣味はいいし、掃除もし易やすそうで……あの、頂きます」

　ミルクだけ入れてコーヒーを飲む彼女がどれだけ本心で語っているのかを探りつつ、朱音はちらりとリビング内に視線を走らせる。

　二十畳以上ある広々とした空間なのに、保護者が『食事する場所くらいちゃんとしろ』と買って置いていった二人掛けのダイニングテーブルセット以外にこの部屋にある物なんて、ハンガーラックとカラーボックス、それに一人用のソファと小さなサイドテーブルくらいだ。

　寝室として使っているもう一部屋も、ベッドとスタンドライト、それと姿すがた見みくらいしか置いていない。

　流は行やりの壁掛けテレビもなければゲーム機もない、写真立てのような小物も置いていなければ雑誌の一冊もない。これで見ていて楽しめるという方がどうかしている。

　自分のカップに口を付けてから、朱音は自じ嘲ちよう気ぎ味みに微笑ほほえんでみせ、

「ノートパソコンとタブレット端末で大体の用は済ませてしまうので、物を置く習慣がなくて。せめて観葉植物か小物の類でもあれば少しは生活に彩りが出るとは思うのだけれど、何を選べばいいか分からなくて……こんな有様なんですよ」

「ごちゃごちゃしているよりはずっといいと思いますよ。あたしなんて衝動買いが多くて、なのに捨てるのが下手だから、狭い部屋がさらに狭くなって……あっ、余計なこと言っちゃってごめんなさい」

「いえ、ちっとも気にしてませんから。それにお姉さんの方が年上なんだし、そんなに丁てい寧ねいな口調でなくてもいいですよ？」

「あはは、そんな訳にもいかないんです。派遣されて来ている身ですし、この会話も録音されていますし」

「へえ？　それって、機密保持の為ですか？」

　大おお袈げ裟さに目をパチパチさせながら驚いてみせる朱あか音ねだが、少し驚いたのは事実だ。

　どう見ても学生年齢の千ち里さとを説明係に送ってきたのだから、もっと甘い管理だとばかり思っていたので、これは予想外だった。

「ちゃんと研修を受けたとはいえ、実際にキチンと説明が出来たのかどうか、後でチェックするみたいなんです。だから申し出は有り難いんですが、あたしはこのままで……あっ、でも、漣さざなみさんは気楽に喋しやべって貰もらって構いませんよ？」

「そう？　なら、お言葉に甘えさせて貰おうかな。使い慣れてないせいか、言こと葉ば遣づかいが正しいかどうか不安で仕方なくて」

「どうぞどうぞ。それでは、早速ですけど『ゲーム』への参加の最終確認を始めますね？」

「うん、お願いするよ」

　朱音が頷うなずくと、千里はトートバッグから大きなファイルを取り出した。

　さらにそれを開けてＢ５サイズのタブレット端末を取り出し、朱音に差し出してくる。

「これから『未来都市生活開発機構』が開催する『ゲーム』の最終説明をしますので、参加の意志がある場合はその端末にサインを書き込んでください。自動的に本部へとＰＤＦが転送されて、それが契けい約やく書しよになります」

「肝心の内容について聞いてから参加を取り止めるっていうのは大丈夫なのかな？」

「はい、それは勿もち論ろん。ただしその場合も、『ゲーム』や『未来都市生活開発機構』に関する情報を一切漏らさないと約束する誓約書にサインを貰うことになってますね」

「うーん……慎重というか厳重というか、少し大袈裟な気もするね」

「この『ゲーム』──というより、プロジェクトですね。それに、かなりの期待がされているみたいです。参加予定の人達への説明も、わざわざ一人一人に別の人間が当たっているらしいですから」

「だとしたら、わたしはラッキーかな。千ち里さとさんみたいに可愛い人に、丁てい寧ねいに説明して貰えるんだから」

「やっ……もうっ、あまりからかわないでください！　そんな調子だと、大事な説明を聞き逃しちゃいますよ？」

　怒っています、とアピールしているつもりか千里はやや頰ほおを膨ふくらませて睨にらむような目つきになる。ただ、口元が緩ゆるみかけていて顔も少し赤くなっている状態だと、凄すごんでもちっとも効果的じゃない。

　それでも朱音は両手を上げて降参と反省を示し、苦笑混じりで話す。

「ごめんね、楽しくて少し調子に乗りすぎたみたい。ちゃんと教えて貰もらえると助かるな」

「全くもう……それでは、最初から説明していきますよ？　質問があれば受け付けますが、答えられないものもあるので予あらかじめご了承くださいね」

「うん？　それは、参加を決めるまで教えられないってことかな？　それとも──」

「あ、いえ、そういうことじゃないんです。答えてもいい事項については回答を教えられているんですが、それ以外は秘密ということであたしにも何も伝えられていないんですよ」

「へぇ……なるほど、ね」

　テーブルの下で足を組み替えた朱あか音ねは、胸の内でこの『ゲーム』の機密ランクを一つ格上げした。確かに、知られたくないことなら最初から答えを教えないのが一番有効だ。

　参加候補者一人一人に別の相手を説明に寄越していることも含め、この『ゲーム』を取り仕切っている組織──或あるいは人物は、情報を重要視しているらしい。

　手間も経費も惜しまない姿勢は、朱音としても好ましい。尤もつとも、コストパフォーマンスは最悪だろうから一いち概がいに褒ほめられないが。

　こうなると『ゲーム』への興味が余計に高まり、朱音は微かすかなうずきを胸に覚え、千ち里さとに先をと促うながす。

「それで、肝心の『ゲーム』はどういう内容のものなのかな？」

「はい。仮想空間と現実をリンクさせた、体感型のアクションゲーム──ざっくり言うと、現実そっくりの仮想空間でプレイヤー同士が戦うゲームです。現在アミューズメント施設で稼か働どうしている『サウザンドウォー』はご存じですか？」

「うん、勿もち論ろん。実際にやったことはないけどね」

　千里が口にしたゲームは、招待状の内容から朱音が関係しているかもと予想したもので、今時の学生なら知らない方が珍しい。

　だから朱音が頷うなずくのは半ば予想していたはずだが、千里は小さな悪戯いたずらを仕込んだ子供みたいな笑みを浮かべ、

「『サウザンドウォー』は筐きよう体たいでプレイするＦＰＳですが……漣さざなみさんは大ヒット中のあのゲームをより進化させたものが、どこでもプレイ出来るとしたら、どう思います？」

「あれを？　それは……かなり凄すごいけど、つまり携帯ゲームってことかな？」

「いいえ、違います。『未来都市生活開発機構』が開発した特殊なチップを体に貼り付けることで、この新しん湘しよう南なんタウンに張り巡らされた新式ＬＴＥを利用し、いつでも、どこからでも体ごと仮想空間に入り込んだかのような感覚で遊べるんですよ！　しかも動けるだけじゃなくて、他の五感も──つまり匂いや音、触った時の細かい感触まで再現されているんです！」

　最後の方はかなり興奮しながらの千里の説明に、朱音も演技ではなく目を見開いて驚く。

　噂うわさに聞く『サウザンドウォー』でもかなり革新的な内容だと思ったが、これはそれを遥かに上回る。筐体を使う大がかりなものでも、五感全てを再現出来るなんて聞いたことがない。ゲームだけじゃない、他の科学分野でもだ。

　もしも千ち里さとの言う通りなら、少なくとも時代を一つ先取りしたシステムになる。

　……ただし。これが問題無く完成しているのならば、だ。

　コーヒーの入ったカップを両手で包み込んだ朱あか音ねは、少し考えてから口を開き、いくつか浮かんだ疑問を投げかける。

「五感全てを──ということは、例えば全ぜん身しん麻ま酔すいにかかったように、実際の体は意識がなくなるのかな？」

「それに近い状態ですね。勿論、生命活動に問題はありませんし、麻酔と違って仮想空間から現実へ戻って来る時──『ゲーム』では『界帰マインドアウト』と呼んでいますが、その際に意識がすぐには戻らなかったりあやふやになったりすることはまずないです。ただ、船に乗った後で陸に降りた時のように、人によってはちょっとだけ平へい衡こう感かん覚かくが怪しくなることがあるみたいですね」

「……むしろその程度で済むのは凄すごいと思うな」

「そうですね、あたしもびっくりしちゃいました」

　驚かせたことが嬉うれしいのか、それとも共感出来たことを喜んでいるのか、千里は頰ほおを赤らめながら続ける。

「この『ゲーム』では、現実とほぼ同じ構造の仮想空間でプレイヤー同士が接触し、魔ま法ほうのようなスキルを使って戦うことになります。チーム戦ではなく個人戦ですが、複数人と同時に戦闘になる可能性もあります。勿もち論ろん、スキル以外の武器を使っても大丈夫ですが……やっぱりスキルを駆く使ししての戦いが主になると思いますね」

「なるほど、ね。それで敵を倒し続ければいいのかな？」

「この『ゲーム』で優勝する条件は二通りあるそうです。一つは、自分以外の全プレイヤーを交戦不能な状態にすること。もう一つは……残念ながら、教えられていません」

「ふぅん……いいね。ただ戦うだけじゃなくて他の方法もあるっていうのは、裏技を見つけるのが好きなわたしみたいなタイプには嬉うれしいな」

　お世辞抜きの感想を口にする朱音に、千里は自分が褒ほめられたように表情を輝かがやかせた。

　しかし仕事中だということを思い出したのか、すぐにコホンと小さく咳せき払ばらいをして、居住まいを正す。

　あれだけ可愛らしい反応を続けた後ではあまり意味はないが、朱音はあえて指摘するような野や暮ぼな真似はせず、少し温ぬるくなったコーヒーを一口飲んだ。

「『ゲーム』の内容について今の段階で伝えられるのは以上になります。後はすみませんが、参加が決定してからになりますね」

「うん、了解したよ。でも、リアルタイムで進行するゲームなら、プレイヤーは同じ時間帯に参加していないといけないんじゃないかな？　そこのところは？」

「あっ、それはちゃんと聞いてあります。基本的に『ゲーム』が行われるのは、平日は十七時から二十一時までの間、日曜日に限り十時から十八時の間です。でも、その時間帯にずっと仮想空間に入る──こっちは『潜界ワールドダイブ』と呼ばれていますが、そうする必要はありません。短ければ一日に一時間程度で済むはずですし、プレイヤー次第では何日も『潜界』しなくても大丈夫らしいです」

「じゃあ期間や参加人数はどうなっているのかな？」

「期間の方は一ヶ月から、長くても二ヶ月以内になると予測されています。参加人数は今のところ不明ですが、十名以下で行うということはないそうですよ」

「へぇ……随ずい分ぶんと長期戦になるんだね。どんな人が参加するかは、分からない……というより、秘密なのかな？」

　恐らく回答は得られないだろうけれど、と予想しながらも一応訊きいてみると、やはりというか千ち里さとは首を縦に振る。

「はい、残念ながら教えられていません。招待状の選考基準も同じくです」

「なるほどね。それで、開始はいつから？」

「滞りなく進行すれば、数日後からになります。その際には、もう一度あたしが漣さざなみさんの所に伺い、詳細な内容説明とデモンストレーションを行うことになっています」

　そこまで話したところで、千里は自分のカップを手に取り、口を付けた。

　ひとまず説明は終わったと解釈した朱あか音ねは、ここまでの内容を一通り反はん芻すうし、器用に右目だけ閉じて思考する。

　──不明な点は多い。肝心の内容もそうだし、システムの安全面に関しても殆ほとんど説明はなかった。

　普通の人間からすれば、革新的なゲームで遊べる上に、副賞の賞金と権利は目の色を変えるだけの価値があるが……だとしても、二の足を踏ふむ内容だ。

　意識を仮想空間に移すというのなら、その間に実際の体はどうなるのか。『ゲーム』自体は安全だとしても、プレイ中はとても無防備で、危うい状態になるのかもしれない。

　参加人数が分からない上に、期間も長い。いくら放課後に予定のない生活を送っているとはいえ、二ヶ月近くも消費するとなれば疲れるし、飽あきもするだろう。

　そして説明はされなかったが、送られて来た招待状と一緒に入っていた書類の中に『優勝者のみ褒ほう賞しよう有あり』と明記されていた。つまり、途中で負ければただの無駄骨で終わる。

　十億円という高額賞金のことも考慮すれば、企画した運営側はかなり力を入れたプロジェクトなのだろうが、一人しか勝ち残れないのであれば、果たして参加するのはそれに見合うのかどうか、少し疑問が残った。

　以上を改めて考こう慮りよしてみれば……結論なんて決まっている。

　だから朱音はにこりと笑い、

「うん、やっぱり面白そうだね。参加のサインはどこにすればいいのかな？」

　迷うことなくそう言って、テーブルに置かれていたタブレット端末を手に取った。

　画面をタッチしてスリープ状態から起動させると、すぐに契けい約やく書しよが映り、ご丁てい寧ねいに赤い枠で記入する場所が示されている。

「ここにすればいいんだね？　タッチペンか何かで書いた方がいいかな？」

　出て来た画面を見せつつ千ち里さとに訊たずねると、彼女はやや戸惑うような驚いた表情で、

「あ、あの、そんなにすぐに決めていいんですか？　参加を決めてしまうと、もう負けるか優勝するかしないと止められませんけど……」

「ああ、うん。一応考えはしたよ？　けれど、迷うくらいならとりあえずやってみようと思ってね。こんなに面白そうなイベント、尻込みして逃したら後悔してしまいそうだもの」

「そう……ですね。賞金も凄すごく高額ですし……あたしだったら迷っちゃいますけど、それでも最後は参加を選びそうです」

　話している内に納得したらしく、千里は何度も頷うなずいていた。

　分かって貰もらえたのなら朱あか音ねとしても何よりだが……実際は、何も分かっていないんだろうなと思う。

　まず前提として──朱音は賞金に興味がない。もう一ついうと、出来る範はん囲いでなら叶かなえて貰えるという願いもない。

　そうなるとこの『ゲーム』は見事にハイリスクノーリターンになってしまうが……朱音にとっては、少し違う。

　ただしその辺りの説明をわざわざする必要もないので、朱音はいつも学校でするようなにこやかな笑顔を作り、

「それで、ここに署しよ名めいをすればいい？」

「あっ、すみません！　ええと……はい、そこで大丈夫です。終わったら下の、確認のボタンをタッチして貰えますか？」

　人差し指でサインをし、朱音は言われた通りに画面下の確認ボタンに触れた。

　すると画面に契約書の全体が映り、その中に今書いたばかりの署名も含まれている。そして先程確認のボタンがあったところに、今度は送信ボタンが表示されていた。

「この送信を押せば、千里さんを派遣してきた『未来都市生活開発機構』に転送されるってことでいいのかな？」

「はい、そうです。送ってしまうともう取り消しは出来なくなりますけど……もう一度確認しますが、大丈夫ですか？」

「勿もち論ろん。それじゃあこれで……うん、出来たね」

　操作をすると画面が切り替わり、新たに表示された『送信が完了しました』の文章を見せつつ、朱音はタブレット端末を千里に渡す。

　これで手続きは一つ終わったが、まだ参加が決まっただけだ。

　他にも手順か説明があるんだろうと朱あか音ねは予想していたが、どうやら当たりのようで、千ち里さとはタブレット端末をトートバッグに仕し舞まい、代わりに小さなケースを出す。

　一見すると宝石や指輪を入れるケースにも見えるが、千里が丁てい寧ねいな手つきで留め具を外して開けると、すぐに違うと分かった。

　ケースの中に入っていたのは、ビニール袋に包まれた小指の爪ほどのサイズのチップと、肌色の絆ばん創そう膏こうのような物。

「それでは、正式に参加を決めた漣さざなみさんにはこれを付けて貰もらいます。先程説明した、インターフェースとなる特殊チップです」

「へぇ……そんなに小さな機械で可能なんだ？」

「びっくりですよね。必要な電力も、新しん湘しよう南なんタウン内の各地に設置されているパワースポットから自動的に受け取ることが出来るんです。それも十数秒の補充で何日も稼か働どうするので、バッテリー切れになることは殆ほとんどないみたいですよ」

　千里の言うところの『パワースポット』は一時期世間で流は行やっていた霊れい気きやら自然の力やらの溜たまる場所ではなく、モバイル端末や電動自動車を充電する為の電波を発している常設型電力供給機のことで、電灯の形で都市の各所に設置されている。

　人体や精密機器への影響がない、特定のバッテリーにのみ作用する特殊な電磁波を発している為、新湘南タウンで使われているバッテリー規格は日本国内の中でも異質だ。携帯電話ならフル充電するのに五分程度、電気自動車なら一時間の充電で二十キロは走れるようになるらしく、大きな駐ちゆう車しや場じようや公共施設の近くには必ずある。

　電磁波の有ゆう効こう範はん囲いはかなり狭いらしいが、それでも通学や通勤、買い物などで外出をすれば、どこかしらのパワースポットを横切る。

　つまり千里の言う通りなら、電池切れの心配は殆どない。

　どちらかというと朱音としては、革新的な技術を詰め込んだチップが極小サイズで電力消費も抑えられている……という事実の方が興味深いが、そこを訊きいたところで答えは返って来ないだろう。

　うずく好奇心を抑える朱音の前で、千里は慎重にチップを取り出し、表と裏をこちらへと見せてくる。

「これを漣さんの体に付けて、その上から肌色のパッチで覆おおい隠す形になります。少しチクッとしますけど、注射は大丈夫な方ですか？」

「うん。痛いのはそんなに嫌いじゃないかな」

「ええっ!?　そ、そういう趣味があるんですか？　い、意外……」

「そう？　虫に刺されたところを搔かいてから薬を塗ったり、凝こっている箇か所しよを痛むギリギリの強さでマッサージして貰もらったり、誰でも似たような感覚はあるんじゃない？」

「あっ……そういうのなら、あたしもあります。サウナで我慢するとか」

「うん、そんな感じだね。好んで叩たたかれたり辛い思いをしたりする訳じゃないけれど、我慢するのが快感に繫つながる時もあるから。ただ単に痛いだけなのは、流石さすがにちょっとね」

　肩を竦すくめて苦笑してみせると、千ち里さとは勘違いを恥じてか少し顔を赤らめた。

　その様子を眺めながら、わざとらしい言い方をしたことを全く気にせず、朱あか音ねは話を先に進める。

「それで、チップはどこに付けるのかな？　目立たないところだと嬉うれしいのだけれど」

「あっ、はい、ええと……基本的には腕が好ましいみたいです。外すのもあたしのように派遣されてくる人間になるので、服を脱がさずに済む部位がいいですね」

「ふぅん……なら、首の後ろ側でも大丈夫？」

「ええ、大丈夫ですよ。髪の毛がある部分は避さけるので、肩に近い場所になりますけど」

「だったらそこでお願いするね。手早く済ませて貰もらえると有り難いな」

　そう言って朱音は俯うつむき、右手で後ろ髪を搔かき上げる。

　すぐに千里がトートバッグの中からガーゼと消毒用スプレーを取り出し、「それじゃ、失礼しますね」と前置いてから、手早く消毒を済ませてガーゼで拭いた。

　そして件くだんのチップを手に取り、密封していたビニール袋を開ける。流石に真剣な表情になり、慎重な手つきで恐る恐る朱音の白くて細い項うなじへとチップを載のせ、

「……少しチクッとしますが、動かないでくださいね？」

「ん……っ」

　二呼吸ほど置いてから首筋に鋭するどい痛みが走ったが、朱音は声を上げずにやり過ごす。注射とはまた違う感覚ではあったものの、痛さのレベルとしては似たようなものだった。

　さらに同じ箇か所しよにパッチが貼り付けられ、千里の指が丁てい寧ねいに上からさすり……その感触も離れた後で、ホッと安あん堵どする吐息が漏れ聞こえてきた。

「……はい、無事に終わりました！　パッチは防水仕様ですからお風呂に入っても大丈夫ですし、軽く引っ搔いたくらいでは取れませんから、日常生活には支障は無いはずです。ただし、チップが外はずれてしまった場合は敗北と見なされてしまいますから、誤って外さないよう気を付けてくださいね？」

「うん、了解したよ。ちなみにだけど、故意に他のプレイヤーのチップを外した場合はどうなるのかな？」

「その場合は外した側は反則行為で失格になります。外された側も敗北には変わりないので、避さけたい展開ですね」

「なるほどね……あと、もう一つ。これで本当にどこでも『潜界ワールドダイブ』出来るの？」

「ええ、間違いなく……今、ちゃんとデータの送信が出来ているかどうかのチェックが行われているはずです。何も問題が無ければ連絡は来ないことになっているので、明後日には『潜界』出来るようになってますよ」

「今すぐ、という訳にはいかない？」

「はい。何故かというと、仮想世界でも身体能力は変わらない設定にする為、丸一日はチップを通じてのデータ収集に使われるんです。外見データもこれから詳細なものを作るので、それにも一日はかかってしまって」

「ああ、だから開始は数日後からなんだ？　随ずい分ぶんと急だけれど……テストプレイヤーということを考えれば、そんなものなのかな」

　質問というより独り言のように、朱あか音ねは項うなじを指先で触りながら呟つぶやく。チップの感触はあるが、それほど出っ張っている感じはなかった。髪の毛で隠れることも考こう慮りよすれば、注意深く見られたとしてもそう簡単には気付かれないだろう。

　こんな小さなチップで、外部接続は無しで仮想空間にアクセス出来るというのだから、大したものだと思う。科学も医学も進歩していると知ってはいるが、一般には公開されていない最先端の現場ではここまで可能になっているなんて、少なからず驚いた。

　今でもクローン技術と人工多た能のう性せい幹かん細さい胞ぼうを応用した皮ひ膚ふや臓ぞう器きの複製や再生、神経接続をすることで指先まで動かせる義手といった最先端医療があるが、ひょっとしたら近い将来には四し肢しの再生くらい出来るようになっているのかもしれない。

　まだフィクションの世界でしか実現していない技術を試せるのだと思うと、朱音の好奇心が疼うずき出した。

　逸はやる気持ちをコントロールしつつ、クリスマスの夜に明日の朝に枕元に置かれているだろうプレゼントを待まち侘わびる子供のような表情をして、

「それで、『ゲーム』の開始日時は決まっているのかな？　朝から出来るのなら嬉うれしいけれど……千ち里さとさんがまた来るのであれば、夕方以降とか？」

「スタート日は正確には決まっていないみたいです。ただ、明後日の午後三時以降には『潜界ワールドダイブ』出来るようになるので、開始前でも一度だけ『潜界』を試すことは可能ですよ」

「ああ、それは大丈夫なんだ？　なら明後日に、早速やってみようかな」

「でしたら、その際はあたし達がオペレーターとしてチュートリアルを担当することになっています。そして正式稼か働どうが始まったら個別にスタート──という形ですね」

「ふぅん？　だとすると、後から始めることも出来るんだ？」

「はい。でも、先に始めて慣れた方が便利ですし、有利な条件もあります。詳しくはチュートリアルの際に伝えますが、なるべく早く始められた方がいいみたいですよ。あと、特例を抜かして、開始可能日から三日以内に『潜界』しない場合は──」

「ああ、それは分厚い注意書きにも載のってたね。『ゲーム』の開始に支障を来きたす行動として、多額の賠ばい償しよう金きんを払って貰もらうことになる、って」

「具体的な額は分かりませんが……ただの脅おどし文句ではないみたいですよ？」

　怖いですよね、と小さく微笑ほほえんでから、千里はチップの入っていたケース等をトートバッグに戻し、小さく一礼した。

「これで今日の手続きと作業は全て終了になります。お疲れさまでした」

「千ち里さとさんの方こそ、お疲れさま。おかげで『ゲーム』への参加がとても楽しみになったよ」

「そう言って貰もらえると嬉うれしいです。明後日もあたしが漣さざなみさんを担当することになっていますが、希望の時間帯はありますか？」

「そうだね……学校が終わって真まっ直すぐ帰宅するとして、午後四時くらいがいいかな」

　特に何も無ければ、午後三時半には学園を出られる。寄り道をしなければ徒歩なら二十分程度で着くので、帰宅と同時ならそんなところだろう。

　朱あか音ねの言葉に千里は一つ頷うなずいて、

「でしたら、またマンション前で待っていますから帰宅の際に声を掛けてください。遅くなっても大丈夫ですから」

「そんな、悪いよ。十月に入ったばかりだからまだ寒くはないだろうけれど、千里さんみたいな可愛い女の人をろくに座るところもない場所に待たせるだなんて」

「やっ、あのっ、あたしなら平気ですから！　全然オッケーですからっ」

　頰ほおを赤くして両手を振って構わないと訴える千里だが、あれは照れと申し訳なさが半々くらいだろうと朱音は判断する。

　あわあわと焦りも見える彼女の様子に、朱音は苦笑したくなるのを堪こらえて、

「だったら、マンションの近くまで来たら連絡を入れるよ。それまでどこかで待機している、っていうのはどうかな？」

　今思いついたと言わんばかりに提案すると、千里は意表を突かれたようにキョトンとし、

「は、はい。それは有り難いですけど……連絡は、どうやって？」

「携帯の番号、教えてくれない？　悪用はしないって約束するから」

　言いながら朱音は自分のスマートフォンを取り出す。掌てのひらに収まるサイズで、新しん湘しよう南なんタウンでしか発売されていないモデルだ。他の地域で市販されている普通の端末と違い、この街でのみ使えるクレジット機能が内蔵されている。

　連絡すると言ったのだから番号やアドレスの交換を申し出るのは予想されていると思いきや、千里はさらに焦り顔になり、

「ええっ!?　い、いいんですか？」

「勿もち論ろんだよ。とはいえ、派遣元に止められているとか、千里さんが教えたくないのなら仕方ないけどね」

「やっ、やっ、そんなことはありません！　業務用の携帯電話も渡されてますから！」

「そう、なら良かった。プライベートの番号も教えて貰えたら、尚なお良かったけどね」

　軽口を叩たたきながら、朱音は手際良く自分の番号を表示させた。

　番号交換をする千里の顔は赤らんだままで、大人の余裕は感じられない。スマートフォンの操作も何度も失敗し、その度に「ご、ごめんなさいっ」と謝る姿はとても年上には見えなかったくらいだ。

　お世辞抜きで可愛いと思うし、アクシデントには少し弱そうだが、質問の受け答えはスムーズだったので頭も悪くないんだろう。男が放っておかないタイプに見えるが、これまでの反応から察するに、あまり積極的なアタックは受けていないのかもしれない。

　尤もつともキャラを作っているという可能性も普通なら考こう慮りよすべきだろうが、それはないと朱あか音ねは判断していた。大して誇れる特技もないが、人を見る目だけは自信がある。

　彼女が自分に好意的に接してくれるのなら、少なくとも有益な情報を敢あえて隠すような真似はしないだろう。むしろ積極的に教えてくれるはずだ。

　円えん滑かつな人間関係の大切さを改めて嚙かみ締しめつつ、朱音は人当たりの良い笑顔を浮かべ、千ち里さととの番号交換を済ませた。




　しきりに恐縮する千里をマンション前まで送った後、自室へと戻って来た朱音はリビングに行き、お気に入りのソファに身を沈めた。

　シンプルなデザインだが、イタリア製で革かわの感触と弾力性が丁度良く、家にいて食事と睡眠の時以外は殆ほとんどをこのソファの上で過ごしている。休日に十時間近く座っていても腰が痛くならないのだから、かなり良い物だろう。買ったのは朱音ではないので値段は知らないが、相当高いのではないかと踏ふんでいた。

「さて、と……明後日になるまでに、やれることはやっておこうかな」

　左の肘ひじ掛かけに体を預けて足を組み、朱音は右手で携帯を取りだして操作する。

　アドレス帳から目当ての人物の名前を見つけて電話を掛けると、しばらくコール音が続き、七コール目になった辺りでようやく繫つながった。

「──やあ、わたしだけれど。仕事中だった？」

『……何か用か？』

　先程まで千里と話していた時と同様にフレンドリーな口調で訊たずねると、通話口の向こうからはあからさまに不機嫌な声が返ってくる。もう声変わりも終わった大人の男があんな声を出すと、聞いている側は怯ひるんでしまいかねない。

　しかし朱音はそんなことなど全く気にせず、

「用がなかったら掛けたらいけないのかな？　わたしとしては『声を聞けるだけで幸せだよ』くらいの反応を期待しているんだけどね」

『……いいから用件を言え。何も無いなら、切る』

「それは困るなぁ。仕方ない、残念だけれど今日は手短に済ますとするね」

『どうせ厄やつ介かいな用件だろう。この前のように』

　苛いら立だちを隠さない相手に、朱音はやれやれとため息混じりに譲じよう歩ほした。本音としてはもう少しトークを楽しみたかったが、あまり余裕はなさそうだったので本題に入った方が良さそうだと思ったからだ。

　電話の相手が不機嫌でつまらなそうな固い口調なのはいつものこととはいえ、今日はいつも以上にささくれだった声なので、また厄やつ介かいな仕事を抱え込んでいるのかもしれない。それとも、この間『未来都市生活開発機構』に関連する調査を頼んだ件が、想像以上に面倒なことだったのか。しかもめぼしい結果は得られず徒労に終わったのだから、疲れが倍増している可能性もある。

　そこにさらに案件を抱えさせることになるのは心苦しいが、朱あか音ねは一切の遠えん慮りよ無なく要求通りに用件を口にした。

「ちょっとね、佳よし彦ひこに動向を調べて貰もらいたい人が数名いてさ。忙しい中悪いとは思うけれど、頼めないかな？」

『……お前、俺がこの一週間で何時間睡眠を取れたか聞いても同じセリフが言えるのか？』

「うん、頼むよ。誰にでも頼めることじゃないからね。相手は慎重に選ばないと」

　嫌味がたっぷりと効いた言葉にさらりと返すと、呆あきれたのか、向こうは黙ってしまった。

　しかしそれに合わせて静かになる朱音じゃない。マイペースに話を続けていく。

「分かっているとは思うけれど、何も佳彦自身に調べて欲しいって言っている訳じゃないからね。キミが適切だと思う人物に頼んで貰いたいんだ。こんなことを頼める相手は他にいないし、佳彦の選んだ人なら間違いないしね」

『……お前はいつになったらその軽口を直すんだ？』

「軽口だなんて心外だな、ただの本音だよ。素直に気持ちを伝えているだけじゃないか。分かって貰えないのは悲しいね」

『…………』

　悲嘆する朱音の言葉に、通話口の向こうから重苦しい吐息だけが返って来る。相手の苦々しい表情が見えるようで、朱音は口元を綻ほころばせ、そのまま次のリアクションを待つ。

　無言が続く時間も楽しんでいると、しばらくして向こうから舌打ちする音が聞こえ、

『……もういい。後で調べる相手のプロフィールをメールしておけ』

「引き受けて貰えるんだね？　流石さすがは佳彦、頼りになるよ」

『見え透いた世辞を……言っておくが、犯罪になる行為はさせないぞ』

「うん、それで大丈夫だよ。ある程度のパーソナルデータと、明日から一週間、どこにいて何をしていたのかを知りたいだけだから」

『…………何の為に、とは訊きかない。その代わり、問題は起こすな』

　言い含めるというよりは命令口調に近く、朱音は苦笑混じりに「分かったよ」と返す。ここで巫ふ山ざ戯ければ頼みを断られて、どう取とり繕つくろっても頷うなずいてくれなくなる。

　勝手知ったる相手とはいえ匙さじ加か減げんはなかなかに難しく、けれどそれが楽しくもあるので、朱音は満足して「ありがとう、助かるよ」と改めて礼を言う。

　無事に目的を果たし通話を終えると、朱あか音ねは携帯をすぐ近くにあったサイドテーブルに置いて、ソファに身を委ねて目を瞑つむった。

　──『ゲーム』の内容は、まだまだ分からない部分が多い。

　ベースとなっているのが稼か働どう中ちゆうの『サウザンドウォー』ならば、プレイすることで少しは感覚を摑つかめるのかもしれないが……それは止やめておこう、と決める。

　参加者一人一人に担当オペレーターを当てる手間とコスト、革新的な技術を使っていることを考こう慮りよすれば、新しい『ゲーム』は既存のものとは一線を画したものに仕上がっている可能性が高い。だとすれば、下手に齧かじる程度の練習は逆効果になりかねなかった。

　それならばいっそのこと、真まっ新さらな状態で臨んだ方がいい。

　出来ることはしておきたいが、焦って動くと失策にもなりかねない。

「人事を尽くして天命を待つ──なんていうのは柄がらじゃないけれど、お楽しみは後にとっておきたいしね」

　呟つぶやいて、朱音は目を閉じたままソファの肘ひじ掛かけに体を預け……

　クリスマスを目前にしたサンタクロースを信じる子供のような心境で、湧き上がる気持ちをゆっくりと嚙かみ締しめた。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　長い長い二日間を過ごした朱音はようやくで待ち望んでいた放課後を迎え、高こう揚ようして早足になりそうな体を抑え込み、いつも通りの時間を掛けて帰宅した。

　学校にいる間も、さして変わった行動は取らなかった。強いて違いを挙げるとすれば、普段は聞き流すクラスメイト達の噂うわさ話ばなしに耳を傾かたむけたことくらいだ。

　内容は『吹奏楽部の女王に告白してフラれた男がまた現れた』だの、『中等部の天才少女と街中ですれ違った』だの、『女子サッカー部の顧問が生徒と出来ている』だのといった、どうでもいいものばかり。

　他にもいくつかゴシップとしてもつまらない噂があったが、『ゲーム』に関係する噂は一つも無かった。

　勿もち論ろん、学校で情報が得られるだなんて思っていない。しかしそれらしき噂が全く無いのは、いくらか不自然だ。

　今でも『サウザンドウォー』は大人気といっていい。全国大会も開かれていて、盛況に終わったはずだ。その後継になりかねないゲームが開発されているとしたら、いくら秘密だといっても全く噂にならないのは有り得ないはずだ。

　これに関して朱あか音ねが推測する理由は、三つ。

　一つは、参加者がごく限られている──少なくて十数人、多くても百人はいかない程度に絞り込んでいる可能性が高い。

　もう一つは、参加者の中に致命的な愚ぐ人じんはいない。秘密を漏らすリスクをちゃんと理解している人間を選んでいるのかもしれない。

　そして最後の一つは……この『ゲーム』は、『サウザンドウォー』とは全く別種のラインで企画、進行されている可能性がある、ということだ。もしかしたら、商業ラインにすら乗せないのかもしれない。

　しかしあくまでも推測で、おまけに全くの的外れだってことも十分に考えられる。考えすぎを通り越して、ただの妄もう想そうと笑われても仕方ない。

　それに朱音は自分の考えをあまり信じていない。そういう可能性もあるかな、程度に思っているだけだ。

　ただし、意味の無い妄想だとは思っていない。色々と考えを巡らせて、突拍子もない可能性も一応は考えておくことで、実際にイレギュラーな事態が起きた時に戸惑わず行動出来るケースもある。

　特に今回の『ゲーム』は、未知の部分が多い。柔軟に対応出来るかどうかが、勝敗に関わってきそうな予感がしていた。

　暇ひま潰つぶしも兼ねて様々な想像をしながら歩き、体感では普段の倍近い時間を掛けていつも通りに朱音が帰宅すると、マンション前に千ち里さとの姿があった。直前に電話連絡を入れていたのでいるのは当たり前といえばそうだが、関係者を目の当たりにすると、いよいよだという実感が湧いてくる。

　朱音が路地に現れたのを向こうもすぐに気付いたようで、千里の方から近付いてきた。

「漣さざなみさん、こんにちは。今日は私服での登校だったんですね」

　そう言った笑顔の千里は一昨日よりも大人っぽい服装で、化粧の雰囲気も少しだけ変わっている。美容院で毛先も揃そろえてきたのか、洗いざらしのシャツにレギパンと手抜きの格好をしている朱音とは大違いだ。

　一いち瞥べつするだけで細かな変化まで気付いたが、朱音は改めて上から下までチェックするような視線を送り、

「千里さんは……凄すごく大人っぽくて綺き麗れいだけど、ひょっとしてデートの帰り？」

「やっ、デートする相手なんていないですから！　今日は大事な『ゲーム』の開始日なので、ちょっと気合いを入れてみただけです」

　やや焦りながら照れた様子で応じる千里だが、悪くない感触だった。説明が行われる今日までの付き合いかもしれないが、個人的にはそれでも構わない。今後の展開なんてなくても、チュートリアルが円えん滑かつに進めさえすれば十分だ。

「そんなことより、早速ですがこちらへ。もう用意は済ませてありますから」

　言って、千ち里さとは先導するように歩き出す。マンションの横手の道路に入る彼女に朱あか音ねも続き、どこへ行くのかと訊たずねる前に「あれです」という声が聞こえてきた。

　千里が左手で指しているのは、コインパーキングに停とまっている国産のボックスワゴンで、特に珍しいものでもない。

「あれでどこかに移動するってことかな？」

「いいえ、中で話をするだけですよ。個室の使える都合の良い場所がこの辺りになかったので、用意したそうです」

　ただ話をするだけなら、随ずい分ぶんと大おお袈げ裟さだ。しかし今更という感じもあるので、朱音はもうそこを指摘しない。

　運転席には四十代ほどの男が座っているが、朱音達が近くに来てもちらりと見るだけで特別な反応はなかった。断定するのは早いが、恐らくただの運転手としての役回りしか与えられてないのだろう。

　ワゴンの後部座席のドアを千里が開けて、横に控える。なので朱音は躊躇ためらうことなく「ありがとう」と礼を言って中へと乗り込んだ。

　後部座席は向かい合わせで、車の内装は至って普通だが、スモークガラスで中の様子は見られないようになっていた。このコインパーキングはマンションの客以外には殆ほとんど利用する人がいないから、これだけでも人目からは逃れられる。

　続いて乗って来た千里はドアを閉めると、朱音の向かいに座り、一昨日も持って来ていたトートバッグを膝ひざの上に置いた。

「それではまず、漣さざなみさんに受け取って貰もらう物があります。これをどうぞ」

　言いながらバッグの中から取り出したのは、一見するとスマートフォンのようなグレーの携帯端末だった。

　差し出されたそれを朱音は受け取り、しげしげと見つめる。

「ふぅん……見た目は、新しん湘しよう南なんタウン限定モデルのスマートフォンに似てるね」

「はい、それを真似て作られたそうです。でも、中身は全然違いますよ？」

「じゃあやっぱり、ただの電話じゃない？」

「その通りです。これは『ゲーム』の為に開発された端末で……まずは端末の右側にあるスイッチをオンにして貰えますか？」

　言われるがままに、朱音は端末の側面に付いていたスイッチをスライドさせる。

　すると黒く沈んでいた画面に明かりが灯ともり、白抜きの字で『初期起動設定中』と出た。

「『ゲーム』ではその端末を使うことになりますが、初めに持ち主の設定をする必要があるんです。パーソナルＩＤを入力して、それから指し紋もん認にん証しよう登とう録ろくに声せい紋もん登録にパスコード登録と続きますが、ＩＤは初期登録したものから変更出来ないので、気を付けてください」

「ＩＤって、具体的には何に使われるのかな？　単純にネーム設定を入れるだけ？」

「基本的には、そうみたいです。ただ、一度接触すると他のプレイヤーにはそのＩＤが見えるようになるので、本名をそのまま使うのは止めた方がいいかもしれないですね」

　感覚としては、オンラインゲームでニックネームを付けるのと似たようなものかもしれない。ただし、その変更は利きかないし──本名を使うと、『ゲーム』で不利になる可能性が高い。

　ならば自分とは結びつかない名前を入力すべきなのだろうが……偽名を使うにしても、関連性がゼロというのは味気なくて、朱あか音ねの好みとは遠くなる。

　なので端末の画面に『あなたのパーソナルＩＤを入力して下さい』と出ると、朱音はすぐにタッチして文字を入力していき、使い慣れた名前を打ち込んだ。

「……っと。これでいいんだよね？」

「《シレン》、ですね……はい、大丈夫です。完了を押すと再度確認の表示が出ますが、問題無ければ決定ボタンを押してください」

「じゃあ……よし、出来た」

「それでは、次は指し紋もん認にん証しよう登とう録ろくです。登録が済めば、その端末は漣さざなみさん以外の人は操作出来なくなりますよ」

「指紋認証、ね……右手だけでも大丈夫かな？」

「ええ、どちらの手でも片方だけで大丈夫のはずですが……」

　そこから先は言葉にしなかったが、千ち里さとの視線は明らかに朱音の左手──手袋に包まれた方の手に向いている。

　日頃から訊きかれたら応じようとは思っているので、朱音は端末を持ち替えながら、

「大したことじゃないんだけどね。以前に火傷やけどしてしまって、あまり見て気持ちのいいものじゃないから隠しているんだよ」

　右の人差し指で引っかけるようにして手袋をずらすと、爛ただれた皮ひ膚ふが覗のぞく。

　それを目もく撃げきした千里が沈痛そうに表情を歪ゆがめるが、朱音は気にすることなく微笑ほほえんだ。

「後遺症で少しばかり反応が鈍にぶいだけで、何の問題もないんだけどね。これだと流石さすがに指紋の読みとりは難しいらしくて」

「そう……なんですか。あの、差し出がましいですが、皮膚移植はされないんですか？」

「してもいいんだけどね。不自由はないし、結構高くつくから、それを保護者に出してもらうのも少し気が引けてしまって。もし今回の『ゲーム』で賞金が貰もらえたらやってみようかな」

　宝くじの使い道を語るように話しながら、朱音は右手の指紋と声せい紋もんの認証登録とパスコードの入力も終わらせる。

　どうやらそれで初期設定は終わったらしく、画面が黒く染まり……不意に端末が震ふるえるのと同時に、画面に『Welcome!』と浮かび上がった。

　そして次に出て来たのは、

「これは……ここの地図、だね」

「はい、そうです。この地図は漣さざなみさんのチップの場所を中心に、他のプレイヤーを探知する機能が備えられています！　ほら、左側に赤い丸が一つ点ついていますよね？」

　画面の四分の三を地図が占めていて、Ｌ字型に黒く染まった部分に赤く光る丸がある。

　下の段には《Attack》というアイコンが表示されているが、斜線が入っているので今は押しても意味が無さそうだった。

「赤い丸は現実世界で漣さんから半径百メートル以内にアクティブなプレイヤーがいる、という時に現れます。二百メートル以内なら黄色、五百メートル以内なら青色で表示されて……ちなみにその赤い丸はあたしに反応しているものなので、安心してくださいね」

「ふぅん……これ、同じ範はん囲いに複数いたらどうなるの？」

「その時は近い方から、上から順番に並びます。丸のアイコンをタッチすると該がい当とうプレイヤーのパーソナルＩＤが表示されますが、一度赤色レベルまで接近しないと正しく表示されません。なので今のようにいきなり近くにプレイヤーがいる場合を除くと、最初はどの距離にいるのが誰なのか、分からないようになっているんです」

　説明を聞きながら、朱あか音ねはなるほどねと小さく頷うなずく。

　試しに千ち里さとのものという赤い丸のアイコンをタッチしてみると、下の段に《test》と名前が表示された。もし他の人が朱音のアイコンに対して同じことをしたら、きっと《シレン》と表示されるのだろう。

　そしてもう一つ、先程まで斜線が入っていた《Attack》のアイコンが、今は点灯している。つまり押せる状況になった、ということらしい。

「ＩＤが表示されている状態でこの《Attack》を押したら、どうなるのかな？」

「はい、ここからが大事なところです。今のように赤色、もしくは黄色のアイコンが表示されている状況なら、その《Attack》のボタンを押すことで攻こう撃げきを仕掛けられます。どちらかというと、宣戦布告と表現する方が近いかもしれませんね」

「ふぅん？　つまり、バトル状態になるって？」

「ちょっとだけ違いますが……《Attack》を仕掛けられると、三分経たつと強制的に仮想空間へ『潜界ワールドダイブ』させられてしまうんです」

「拒絶は出来ないってことかな？」

「はい、出来ません。仕掛けた方も三分で強制的に『潜界』が始まるので、そうやってバトルになる展開が一番多いと予想されているそうですよ」

　千里の言葉は、恐らく関係者達の予想だろう。信しん憑ぴよう性せいは高い。

　それに、このシステムは朱音にとって少し意外だった。てっきり仮想空間に入り、そこで他のプレイヤーと接触し、交戦状態になるパターンが基本だと思っていたので、こうなるといくらか考え直す必要がある。

　ただし、これからの情報次第では根本的な改案になる可能性もあるので、とりあえずはチュートリアルが終わるまでは保留にしておくべきだろう。

　当面のスタンスを決めた朱あか音ねだが、そこに説明役の千ち里さとがにこりと微笑ほほえみかけてきて、

「──それでは、実際に試してみましょう。《Attack》を押して、漣さざなみさんからあたしに攻こう撃げきを仕掛けてみるのですが……その為にも、まずは帰宅してください」

「うん？　ここでするんじゃなくて？」

「はい。ここにはあたしと運転手さんしかいないので一応は安全な空間ですが、実際に『ゲーム』が始まった際には自力で安全を確保しなくてはいけませんから。それと、ホームである自宅から『潜界ワールドダイブ』するとどのような状態になるかを知るのも必要ですし」

「なるほど、ね……それじゃあ、一度帰宅して準備が出来たら、千里さんに攻撃を仕掛ければいいのかな？」

「その流れでお願いします。あっ、『潜界』する際に怪け我がをしないよう、立ったままではなくて座るか横になった状態で入ることをお薦すすめします」

「了解したよ。でも、《Attack》をしてから三分待たないといけないの？　もっと早くに入る方法もあるんじゃないのかな？」

「ええ、勿もち論ろんです。端末の右下にある歯車のアイコンを押すとメニューが表示されますので、その中から《潜界》を選んで進むか、もしくは端末の左サイドにある音声入力ボタンを押しながら『潜界』と吹き込めば、十秒程で仮想空間へ入ることが出来ますよ」

　千里の説明は淀よどみなく、期待通りの回答をくれる。関係性の構築をちゃんとしておいて良かったと思える瞬しゆん間かんだ。

　ついでに、と言わんばかりに朱音はメニューに表示されている項目についていくつかの質問をし、それらに丁てい寧ねいな説明をして貰もらった後で、

「……うん、それじゃあそろそろ実践していこう。千里さん、色々とありがとう……って、少し気が早かったかな？」

「はい、続きは仮想空間内でやりますから。それに、これがあたしの仕事ですし」

　仕事、の部分をややハッキリと言うが、それが朱音に対しての発言か、自分に言い聞かせているのかまでは分からない。

　どちらにしても、微かすかに語気が弾んで口元も緩ゆるんでいるので、悪くない気分になっているのは隠せていなかった。

　勿論、朱音はそこを指摘するような真似はしない。自覚がないままなら、それが一番やりやすい。あくまでも『仕事だからちゃんとやらないと』という建前を自分に信じ込ませ、自発的に色々と伝えてくれるからだ。

　どこからどこまでが『絶対に伝えないといけない情報』で、どこからが『必須ではないが訊きかれたら答えてもいい』範はん囲いのものかは分からないが、聞き漏らしがないだけマシだろう。

「あちらの世界に入ったら、まずはこの車の場所まで来てみてください。向こうでも同じように端末を持った状態で開始されますので、画面を見ればあたしの位置も分かるはずです」

「うん。それじゃあ、また後で」

　端末をポケットに仕し舞まい、朱あか音ねは親しみを込めて軽く手を振ってから車を降りた。

　すぐにマンションの方へと歩き出すが、いくらか進んだところで、ふと視線を感じて振り返る。千ち里さとかと思ったが、運転席にいた男がこちらを見ていた。

　ただの現場スタッフ……にしては少し年齢が高い彼が、ハンドルに腕を載のせて退屈そうにしながら、目だけはこちらを向いている。

　朱音が微笑ほほえみを投げかけると慌あわてて顔を伏せてしまったので、彼がどんな意図で見ていたのかは分からないが、良くも悪くも印象には残ったに違いない。

　──自分が出来ることなんてこれくらいだと、朱音は理解している。

　そこそこ頭は回るつもりだが天才と呼ばれる程の才能は無いし、運動はどちらかというと苦手だ。短時間ならそれなりに動けるが、すぐに疲れてしまう。

　秀でている部分といえば、少しばかり人目を惹ひく容姿と──観察力と、洞どう察さつ力りよく。自信があるのはそれくらいだ。

　特に人の心を読むことには長たけていると自負している。この『ゲーム』に招待される切っ掛けになったポーカーの大会で勝ったのも、他のプレイヤーの思考を的確に読み取ることが出来たからだ。

　だから朱音は自分の容姿を最大限に利用して、接する相手がどう思うか、どう動くかをコントロールする。その場では意味が無くても、後に効果がある場合も考こう慮りよして、種を蒔まく手間とそれを記憶する労力を惜しまない。

　この能力がこれから行う『ゲーム』でどれだけ役に立つかは分からないが、後で慌てるよりかは今やれることを全てやっておいた方がいい。

　それが朱音の──弱者としての、戦い方だった。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　自宅に戻った朱音はリビングに荷物を置くと、すぐに端末を手にしてソファに座った。

　基本的に操作は既存のスマートフォンやタブレット端末と大差ないので、慣れた手つきで画面左側に光る赤い丸をタッチし、現れた《Attack》のボタンアイコンに触れる。

　するとすぐに画面下段に『《test》に攻こう撃げきを仕掛けますか？』という文章が出て、さらにその下に《Yes》《No》の二択が現れた。

　当然、朱音は迷うことなく《Yes》を押す。

「これでいい……はずだけれど、実感はないね。千里さんを説得して、直前までは目の前で見させて貰もらえば良かったかな？」

　思わずそんな呟つぶやきが漏れるくらいに、何の変哲もない。画面には選択肢が消えた代わりに三分間のカウントダウンが表示され、こちらも三分後には仮想空間に入り込んでいるはずなのでもう準備段階になっているのだと思うが、兆ちよう候こうらしきものは感じられなかった。

　髪の毛とパッチで隠れている、首筋に埋まったチップに指で触れてみるが……やはり、何も変わっていないように思える。

「……さて、それじゃあ次の実験といこうかな」

　呟いて、朱あか音ねは端末を持つ手の位置を少しずらす。

　右手の人差し指で軽く押し込んだのは、千ち里さとが『音声入力ボタン』と呼んでいたもの。

　コマンドからでもすぐに開始出来そうだったが……どうせならこういう風にしてみた方が、それっぽい感じが出るだろう。

　ソファに深く腰掛けたまま、朱音は端末を口元へと持って行き、




「──『潜界ワールドダイブ』」




　囁ささやくように、それでいて明確に発した、次の瞬しゆん間かん。

　朱音の意識は急速に、それこそ数秒と持たずに遠のいていった。





▼　　　　　　　　　　　　　　　▲






　目が覚めると──という表現は少し違うな、と朱音はぼんやり思っていた。本当に抱くべき感想はそんなことじゃないな、とも。

　全ぜん身しん麻ま酔すいでもされたかのように意識を失った朱音は、同じくらい急速に覚かく醒せいして目を開け、状況を確認する。

　意識はハッキリしている。だからこそ、目の前の光景はなかなかに凄すごかった。

「これは、夢……じゃないんだろうね」

　さっきまで自室のリビングにいたはずなのに、今は右手に端末を握ったままマンションの前に立っていた。普段から良く見る風景……なのに、帰宅した時と違和感がある。その正体はすぐに分かった。

　まず、音が無い。近くの道路を走っている車はなく、そればかりか、マンションの向かいにある建物の一台分の駐車スペースに停まっていたはずの車もない。

　そしてマンションも少しおかしい。ガラス張りで外からも見えるオートロックを抜けた先の一階部分は、ロビーとして住居者が来訪者を迎えて雑談も出来る造りになっていて、受付にはコンシェルジュが常勤している。帰宅した際に見知った顔の若いコンシェルジュの女性に挨あい拶さつをしたので、今日もいるのは間違いない。

　だが、受付には誰もいない。それどころか、良く見れば受付の横に置かれている観葉植物も、壁掛けの絵も無くなっている。ロビーに置かれたテーブルとソファもだ。

「なるほど、ね……細かい部分は再現していないってことかな。それに……」

　静せい寂じやくに満ちたこの空間には、風が通っていない。空も、明るくも暗くもない、灰色で覆おおい尽つくされている。

　他に違うところといえば、朱あか音ねの服装だ。さっきまで着ていたものではなく、一昨日に千ち里さとと会った時の部屋着に変わっていた。

「あの時にカメラで撮っていた服装を再現している……ただし、手袋は無し、と……」

　装飾品の類と思われたのか、左手に嵌はめている手袋の姿は無い。だが、覗のぞいている皮ひ膚ふは爛ただれたものではなく、健康そのものの綺き麗れいな皮膚だった。

　そこまで再現するつもりは無かった──ということはないだろう。単に知らなかっただけだと、朱音は見当を付けた。

　試しに左手の甲や、自分の頰ほおを抓つねってみると……現実と同じだ。

　触っている感覚があるだけではなく、

「痛覚もある……この手のゲームだとそこはカットされているってパターンが多いけれど、この『ゲーム』は別ってわけだね」

　五感が全て働く、と説明された時から何となくそうじゃないかとは思っていたので、さして驚きは無い。ただ、想像していたよりもずっとリアルな感覚と、まるで本物の街をコピーしたような光景には、流石さすがに驚いていた。

　──と、そこに。

　手に持った端末の、上部にあるランプが赤く光ったのが見えた。

　画面を見てみれば、現実世界と同じようにマップが表示されている。

　ただし違うところが一つあった。左側に並んでいた赤い丸のアイコンが、今は点滅している。おまけにその横には矢印が示されていた。

　恐らくこれは、

「この矢印の方向にいる、ってことかな」

　先程別れた時に車が停まっていた方を示しているので、まず間違いないだろう。

　そちらへと歩き出しながら、朱音はこれもチュートリアルの一つだろうなと考える。

　実際に『ゲーム』が始まれば、敵プレイヤーを見つけて戦せん闘とうすることになる。しかしどこに敵がいるのか、半径の距離だけでしかヒントが無いと、簡単には遭そう遇ぐう出来ない。

　こうして矢印で大体の方向も教えて貰もらえれば接触しやすいし……逆に、逃げることも容た易やすくなる。

　現実世界にいた時にはこの矢印が出なかった理由も、何となくだが朱音は想像出来た。あくまでも予想で、開発チームの意図と合っているかは分からないが。

　色々と考えつつ、誰もいない、車も走っていない、おまけに余計なものを削そぎ落としたような簡素な街中を歩いていると、すぐに例のコインパーキングに着く。

　やはりそこにあった車は無いが、ちゃんと千ち里さとは立っていた。こちらを見て、嬉うれしそうに小さく手を振っている。

　服装は変わっていて、グレーのスーツ姿になっていた。そして何故か、頭にはバイザーがちょこんと乗っていた。

　待ちきれなかったのか小走りで近寄って来た千里は、満面の笑みを浮かべて、

「ようこそ、さ……じゃなかった、《シレン》さん！　実際に『潜界ワールドダイブ』を経験した感想はいかがですか？」

「思っていた以上にリアルで、驚いているよ。これ、建物の中にも入れるの？」

「一部を除いては全ての場所に入れますよ。ただ、外観はともかく内部構造まで全てコピーしている訳ではないですし、家具なども設置していない状態で──と、その辺りの説明は後で改めてさせて貰もらいますね。まず、真っ先に連絡する事項がありますので」

　そう言うと、千里は少しだけ表情を引き締めて、こっそりと深呼吸をするような仕種を見せる。

　こんな細かい部分まで表現されるのか、と朱あか音ねが密かに感心していると、千里は見せ場の長ゼリフに挑む役者のような張り詰めた雰囲気で、こう切り出した。

「──おめでとうございます。無事に『潜界』を終えたあなたは、これにより二日後の土曜日午後五時から始まる『ゲーム』への正式参加が決まりました。あとは他のプレイヤーと戦い、そして優勝を摑つかめば、莫ばく大だいな賞金と希望を叶かなえる権利を得ることが出来ます」

「…………」

　唐突に明かされた開始時刻に質問が浮かんだが、朱音はそれを口にせず視線を送るだけに留めた。

　こういう儀礼的なものは、空気を読むことが大切だ。ロールプレイをする訳ではないが、舞台に上がった以上はそれなりに融ゆう通ずうを利きかせるべきだろう。

　朱音の意図を知ってか知らずか、千里は案内役らしく厳かに説明を続ける。

「ルールは簡単です。プレイヤーには『ゲーム』内で使用出来るポイントが与えられ、各条件下で加算されていきます。ポイントはスキルの使用以外に、各地のセーフティーエリアにあるショップでの武器や衣装の購入等で消費されますが、他にも大事な役割があります。……《シレン》さん、端末の右上を見て貰もらえますか？」

「うん？」

　言われて手にしていた端末の画面を見てみれば、携帯電話ならば電波状況などが表示されていそうな部分に、『１０，０００』と数字が書かれていた。そしてその左には『Ｐ』の字が青く光っている。

「これは、１０，０００ポイントあるってことかな？」

「ポイント数は正解ですが、その『Ｐ』が示している意味は違います。それは『Player』の『Ｐ』です」

　話しながら、千ち里さとの表情がさらに強こわ張ばる。どうやらここからが『ゲーム』の核心に触れる説明らしかった。

「この『ゲーム』ではプレイヤー同士による戦せん闘とうが行われた際、現実世界では死亡と推定されるダメージを受けたプレイヤーは、所持ポイントを相手プレイヤーに全て奪われることになります。ですが、現実ならば即死になるようなダメージであっても、基本的には生存します。ただしその場合、プレイヤーとしての資格は剝はく奪だつされ、ダメージを与えたプレイヤーの『奴隷』として生き残ることになります」

「……ふぅん？」

「つまり、バトルに勝利したプレイヤーは相手のポイントだけでなく、『主人マスター』となって相手プレイヤーそのものを所有することになるのです。そして『奴隷スレイブ』になった状態で致死ダメージを受けると『撃破ブレイク』となり、そこで初めて死亡となります。この仮想世界から強制的に『界帰マインドアウト』され、以降は『潜界ワールドダイブ』することは出来なくなります」

　ゲームオーバーですね、と続けた千里は、胸の前で両手の人差し指を交差させて×マークを作り、

「このようにして、戦い続けて最後まで残ったプレイヤーが優勝となります。要は自分以外が死亡、もしくは『奴隷』という状況になれば優勝ですね」

「なるほど、分かり易いね。変則的なバトルロイヤル形式、というわけだ」

「そういうことです。なので、この『ゲーム』の正式なタイトルですが──」

　今まで引っ張っていたタイトルをここで発表する展開に、朱あか音ねはそれだけで大体の想像がついた。

　そして千里が次に発した内容は、その予想を裏切るものではなかった。




「──『Player or Slave』、といいます。開発チームの間では『ＰｏＳ』というコードで呼ばれていたそうですよ」




　あまり晴れない表情で紹介するのは、

「ふぅん……『競技者か奴隷かPlayer or Slave』、か。随ずい分ぶんと直球なタイトルを付けたものだね」

　ふざけた、というよりは、過激なタイトルだ。少なくとも、このまま全国のアミューズメント施設に展開するなんて真似は出来ない。すぐに善良な人々と善良を仕事とする人達に叩たたき潰つぶされるだろう。

　なのにそんなタイトルを付けたのは、これがテストプレイだからか……もしくは、朱あか音ねの予想した通り、このままの形で商業ラインに乗せるつもりがないからか。

　どちらにしても、過激なのはタイトルだけじゃない。

　あくまでも仮想空間内で行われるゲームだが、致命傷を与えなくては勝てない。

　つまり──敵は、こちらを殺すつもりで来る。

　この空間でいくら傷ついたところで、心臓に欠陥があるとかちょっとした刺激で体調が急変しかねない老人だとかでなければ、ショック死するということはないだろう。

　とはいえ、優勝する為には殺す恐怖と殺される恐怖を味わわなければならない。

　視覚的にも感覚的にもリアルなだけに、まともな精神でプレイ出来るゲームじゃない。

　それをしっかり想像出来ているからこそ、千ち里さとの表情は曇くもったままなのだろう。恐らく、一昨日の段階ではこの内容までは知らされていなかったに違いない。あの時は確か、『交戦不能な状態』と言っていたはずだ。

　ただ五感があるだけでなく痛覚もあることや、死亡や奴ど隷れいといった条件までは伝わっていなかったのだろう。でなければ、どちらかといえば善良な精神の持ち主に思える彼女が、ああも簡単に参加に同意するとは思えなかった。

　尤もつとも、朱音の読み違いという線も十分に有り得るが……今の彼女の様子からすると、その推測で正しそうだ。

　一方で、朱音の方は千里ほど重く考えてはいない。

　殺し合いだろうが奴隷になろうが、所詮はゲームだ。そこの区別をしっかりつけられるなら、忌き避ひするほどのことじゃない。

　どちらかというと気になるのは、

「攻こう撃げきをすると言っても、システム的にメインになるのはスキルを使ったもの……に、なるのかな。どんなスキルがあるか、分かる？」

「すみません、スキルの詳細はあたしも教えられていないんです。でも各プレイヤーに一つずつ、別々のスキルが与えられているみたいで……あっ、確か自分のスキルの確認ならもう出来るはずですよ？　実際の使用はまだ出来ないはずですけど」

「へぇ？」

　興味をそそる内容に、朱音は端末に視線を落とす。

「メニューのところに《スキル》の項目があるはずです。その中の一番上の枠内に書かれているのが、オリジンスキルという《シレン》さんだけに与えられたスキルです。スキル名をタッチすれば詳細が出ると聞いていますよ」

　千里の言葉通り、《スキル》を押して出て来たページには、一番上に赤い枠で囲われた《楽園への扉》という文字があった。他にも違う色の枠もあるが、それらは空くう欄らんになっている。

　空欄となっている枠が何を意味するのかも気になるが、今は自分だけに与えられたというスキルを確認する方が先だ。

　クリスマスプレゼントを開ける子供のような気分で朱あか音ねが赤い枠で囲われたスキル名にタッチすると、すぐにまたページが切り替わり──

　出て来たスキルの詳細を見て、朱音は自分の頰ほおが微かすかに強こわ張ばるのが分かった。

「…………千ち里さとさん、確か初期のポイントは１０，０００だよね？」

「えっ？　はい、そうですが……？」

「ポイントを増やす為には、敵を倒すしかない？」

「あ、いえ、それ以外にも色々ありますよ。ログインボーナスとして一分毎に10ポイント、一時間毎にさらにボーナスとして１，０００ポイントが、翌日に加算されます。それ以外にも、《Attack》を仕掛けると５００ポイントが入りますし、プレイヤーを死亡状態にすればかなりの纏まとまったポイントが入るとも……」

　丁てい寧ねいな千里の説明を聞きながらも、朱音の視線は端末の画面から動かない。

　──この『ＰｏＳ』で優勝する為には、勝ち残る以外の方法もあると以前に聞かされていた。それは何か教えられていない、とも。

　そして朱音に与えられた、オリジンスキルの詳細はというと……







『スキル名《楽園への扉ヘヴンズ・ゲート》　※特別指定スキル　レンタル不可

　このスキルを使った瞬しゆん間かん、プレイヤーはゲームの勝者となることが確定する


使用ポイント　１，０００，０００／１』






　──つまり。

　これがその、『それ以外の方法』というやつだ。
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　　　二章　交渉とカード







　朱あか音ねが初めて『潜界ワールドダイブ』を体験してから、二日が経たっていた。

　つまり土曜日の今日、午後五時から『ＰｏＳ』は開始されたことになる。

　そして今はそろそろ日付も変わろうかという時刻で、初日のゲームプレイタイムはとっくに過ぎていた。

　今は自宅のリビングからガラス戸の外を眺めているが、至っていつもと変わらない。平へい穏おんで平凡な、少しばかり綺き麗れいなだけの夜景が広がっているだけだ。

　待ちに待った初日を朱音がどう過ごしたかというと──結局、一度も自分から『潜界』せず、誰かに《Attack》されることもなく終わった。

　全プレイヤーが同時にスタートを切る訳ではないし、一日やそこら『潜界』しなくても別にペナルティもない。

　ただ、端末はプレイタイム中に三時間以上連続で電源がオンにならないままだと、強制的に電源が入り、アクティブ状態に変わるようになっている。

　そして一度電源を入れるか落とすかすると、三十分は切り替えられない。

　これは恐らく、そうすることで一いつ瞬しゆんだけ電源を入れて周囲に敵プレイヤーがいるかどうかを確認し、いたらすぐに落ちるという消極的な行為を抑制する為だろう。《Attack》を仕掛ける為にはアイコンが黄色か赤になる範はん囲い──プレイヤーから半径二百メートル以内に近付く必要があるので、逃げの戦術は取ろうと思えば取りやすい。

　試しにプレイタイム外に電源を入れてみたところ、自由にオンオフが切り替えられたので、推測というよりはほぼ確信している。

　朱音としてはゲーム自体には積極的に参加したかったが、今日のところは見に徹てつするという意味で、プレイタイムのうち電源を入れていたのは合間の三十分程だけだった。それもわざわざ人があまり来なさそうなエリアに移動して、そこで過ごした。

　本当なら初日からもっと大胆に動きたかったが……残念ながら、朱音に与えられたオリジンスキルでは難しい。

　あの『楽園への扉ヘヴンズ・ゲート』は、ゲームのクリアキーという意味では、存在を知れば誰もが欲しがるスキルだ。しかしゲーム開始直後の、スキルを使用する為のポイントの百分の一しか手持ちがない状態では、何の意味もない。

　他のプレイヤーにどんなスキルが行き渡っているのか、朱音は知らない。だが、恐らくは直接的か間接的かの違いはあれど、敵を倒す為のスキルが大半だろう。

　そんなものを所持している相手に、殴なぐり合あいでも武器を使ってでも簡単に負ける自信のある朱あか音ねが立ち向かっていける理由なんて一つも無かった。

　この状況で優勝を目指すなら、基本的な戦略はいくつか考えられる。

　まず思いつくのは、誰とも戦わないよう細心の注意を払いながら、スキルを使えるようになるまでポイントを累るい積せきさせる……というもの。

　ただしこれは少し現実味のないプランだ。平日に四時間フルで『潜界ワールドダイブ』していたとして、得られるポイントは２，４００とボーナス分の４，０００の、合わせて６，４００ポイント。日曜は八時間だから多少は稼かせげるが、それでも１２，８００ポイントが限界だ。

　つまり一週間で稼げるのは５０，０００ポイント程度。《楽園への扉ヘヴンズ・ゲート》のスキルを使うのに必要な１，０００，０００を稼ぐ為には、四ヶ月近くかかる計算になる。

　その間、ずっと戦いを避さけ続けるのは……どう考えても無理がある。道を歩いていたらたまたま数億単位の大金を拾うくらいの幸運の持ち主だとしても、優勝を目指して積極的に戦う相手を探すプレイヤーもいる中で逃げ続けるのは不可能だろう。

　それでも朱音がリタイアする気にならない理由は、二つある。

　一つは、リタイアというシステム自体が無いこと。ただし埋められたチップを外せば失格になるので可能といえば可能だし、戦闘時に降伏して無傷で『奴隷スレイブ』になれるので、諦あきらめた時は速やかに退場出来る。

　そしてもう一つは──スキルに関するシステムで、多少の希望があるからだ。

　チュートリアルの時に千ち里さとから聞いた内容に、朱音はそう感じていた。





▼　　　　　　　　　　　　　　　▲






「──この、スキルのページなのだけれど。下にある枠はどういう意味があるのかな？」

　千里に『ＰｏＳ』に関する質問をいくつか重ねた後で朱音が訊きいたのは、見つけた時からずっと気になっていたものだった。

　今開いている端末の画面には、一番上にある赤い枠で囲まれたオリジンスキル以外にも、いくつか色違いの枠がある。青色と黄色、そして白色の枠と、それぞれ一行分のスペースが。

　空くう欄らんを押しても特に何も起こらないが、意味なくあるだけ、ということもないだろう。

　唯一にして取り替えの利きかないスキルが現状では何の役にも立たない以上、このページにある他の何かに賭かけるしかない。

　可能性を求めての朱音の質問に、千里は大きく一つ頷うなずいて、

「スキルは基本的に一人に一つしか与えられません。ですが、いくつかの方法で他のプレイヤーのスキルを使えるようになるんです」

「へぇ……条件は？」

「まず、『撃破ブレイク』した相手──自分が死亡させたプレイヤーの持っていたスキルに関しては強ごう奪だつしたということで、青色の枠で使うことが出来ます。同じように『奴隷スレイブ』のスキルも、黄色の枠にセットしておけば使えるようになります」

「セット、ということは……何人倒しても、何人『奴隷』がいても、一つずつしかセット出来ない？」

「そういうことです。それに、一度セットすると一時間は変更出来なくなりますから、戦せん闘とう前後は注意が必要になりますね」

　いくら強力なスキルであっても、状況によっては全く役に立たない場合もある。単純に多くスキルを集めているプレイヤーが戦闘でも有利になる、とは限らない。

　一ひと筋すじ縄なわではいかない制限だが、朱あか音ねとしてはその方が有り難い。

　何しろ、現状では一つも武器がないのと一緒だ。メインとなるオリジンスキルが使えないハンデがあるのだから、他のプレイヤーにもある程度の足あし枷かせがなければ勝負にならない。

「赤がオリジナル、青が撃げき破はした相手の、黄が『奴隷』のスキル使用枠ってことだね。なら、最後の白色の枠は？」

「これは少し特殊で、他のプレイヤーからスキルをレンタル出来るんです」

「……へぇ？」

　先の二つと少し意味合いが違ってくる内容に、朱音は興味を惹ひかれた。

「レンタルってことは、誰かのスキルを自分も使えるようになる？」

「はい。条件としては、レンタルする相手の端末と自分の端末を音声入力状態で重ねて、相手に『接続コネクト』と言って貰もらえば、白色の枠に相手のスキルが表示されて使えるようになります。自分や相手が『奴隷』でもスキルのレンタルは出来ますが、代わりにいくつか制限があるんです」

「ふぅん……ただで貸して貰える訳じゃ無い、ってことかな？」

「ちょっと違いますね。まず、青色と黄色の枠で得たスキルは複数ある場合スキルページから選択して使用出来るんですが、レンタル出来るスキルは一つだけで、他のスキルをレンタルした場合は上書きされてしまいます。もう一度使う為には、またレンタルの許可を得ないといけません」

「ああ、それはちょっと面倒だね。でも、それくらいで使えるなら──」

　大したデメリットじゃないな、と思う朱音だったが、千里は首を横に振る。

「いえ、あともう一つ大きな制限があるんです」

「へぇ……それは？」

「レンタルして使うスキルは、コストが元の三倍かかってしまうんです。つまり一回の使用で１００ポイント必要な場合は、３００ポイント使うことになりますね」

「……なるほど。その差はかなり大きいね」

　呟つぶやいた朱音は下唇に右手を当てて、しばし考える。

　レンタルのメリットを考えれば初期段階で共闘を申し込むプレイヤーも少なからずいそうに思えたが、三倍の消費となれば話は変わってくる。強力なスキルほど使用するポイントは大きいだろうから、下手をすれば互いのスキルをレンタルし合うつもりが、片方はポイント不足でろくに使えない展開も有り得るからだ。

　となると、『奴隷スレイブ』にするか、『撃破ブレイク』して制限がない状態で使えた方がいいだろう。どうせ優勝する為には自分以外は倒さなければいけないルールだから、交戦が思考の基本になるはずなので尚更だ。

　しかしそれでは、朱あか音ねとしては少し困る。

「…………『奴隷』は『主人マスター』を裏切ることは出来るのかな？　それと、『奴隷』が他のプレイヤーを倒した場合は？」

「敵対行為を取ること自体は可能ですが、傷つけることは一切出来ません。そして『奴隷』が他のプレイヤーを倒した際は、『主人』が倒したものと同様に扱われます。『奴隷の奴隷』にはならず、全て『主人』の物になるわけですね」

「……じゃあ、『奴隷』が他のプレイヤーに倒された場合、『主人』が使用出来る状態だった『奴隷』のスキルはどうなるのかな？」

「残念ながら、『奴隷』が死亡となった場合は『撃破』したプレイヤーのところにしかスキルは残りません。そして『撃破』によって得られるスキルは死亡したプレイヤーのオリジンスキルだけなので、死亡したプレイヤーが他のプレイヤーを撃げき破はしてスキルを集めていたとしても、使用は不可能です」

「ということは、レンタル出来るスキルもオリジンスキルだけってことかな？」

「その通りです。ですから、プレイヤーが減っていくに連れてスキルの数もいくらか減っていくことが予想されているみたいですね」

「……まあ、そうなるだろうね。ちなみに、『奴隷』が他のプレイヤーを倒した場合は分かったけれど、『主人』が誰かに倒された場合は？」

「その場合は『奴隷』から解放され、一プレイヤーに戻ることが出来ます。『奴隷』のまま誰かに譲じよう渡とされる、ということはありません」

　分かり易やすく答えてくれる千里の説明を聞きながら、朱音は頭の中で纏まとめていく。

　つまり、他のプレイヤーに戦って勝てばスキルを得ることは出来る……が、下手に『奴隷』として留めておくと、『撃破』されてスキルを使えなくなる可能性もあるし、失われてしまい誰も使えないスキルも出て来る。

　しかも『奴隷』が解放されてプレイヤーに復帰すると、『主人』だったプレイヤーは狙ねらわれる立場になり易い。その上、勝ち残りが優勝条件なのだから、二度三度と倒さなくてはならない可能性を残すより『撃破』して排除した方が楽だろう。

「うーん……こうして考えてみると、『奴隷』に留めておくメリットは少ないように思えるね。何か、他に有益な効果はあるのかな？」

「そうですね、一応いくつかありますよ。例えば──」

　一つ一つ、こちらが分からないと言ったところは嚙かみ砕くだいた説明もしてくれる千ち里さとに、朱あか音ねは時折感謝と感嘆の言葉を贈りながら話を続けた。

　そうしながら、頭の片隅では別のことを考える。

　空から手て形がたになりそうなスキルしかないこの状況で、どうやって『ゲーム』に参加していけばいいのかを──





▽　　　　　　　　　　　　　　　△






　千里を質問攻めにし、もう使えるというので点在するショップの一つで衣装と武器を買って装備を調ととのえて『界帰マインドアウト』をして……一人になってからも色々と考え続けた結果、朱音は自分が取るべきスタンスをある程度決めることが出来た。

　まず前提として、なるべく戦いは避さける。

　スキルが使えなくても普通の武器は手に入れることが出来るから、敵を倒す手段が無いわけじゃない……とはいえ、戦場で銃じゆうや弓を持った相手に遠距離から駆け寄っていけばどうなるかは一発で分かるように、攻こう撃げき的てきなスキルを使える敵に真っ向から挑めばどうなるかは考えるまでもない。

　だからまず朱音が取るべき行動は、ひっそりと生き延びること。ただし、これだけではじり貧だ。いつかは必ず誰かにやられてしまうだろう。

　なのでもう一つ、やらなくてはいけないことがある。

　それはこの『ＰｏＳ』における協力者を見つけることだ。

　残念ながら千里は使えない。好意的で、もう少し上手くやればある程度の違反行為をしてでも自分の手助けをしてくれそうではあるが、プレイヤーではない彼女はここから先で役立つ場面は殆ほとんどないだろう。バイトと言っていたので、まだ運営側と関わりが続いているかどうかさえ分からない。

　つまり協力者というのはスタッフではなくて、他のプレイヤーだ。

　戦いの場は一対一になるとは限らないので、上手くやればその場での共きよう闘とうも可能だろうし、交渉次第では長期的な連携も可能だろう。

　ただしその為には、十分に相手を選ぶ必要がある。

　協力関係を結べるかどうか、そして役立つスキルを持っているかどうか。大事なのは主にこの二つだが、どちらにしろ情報がいる。

「……やっぱり、どこかでリスクを承知で動かないと駄目だろうね」

　差し当たりは明日の日曜日、どこかで『潜界ワールドダイブ』するところからだろう。

　日曜は平日に比べて『ゲーム』のプレイタイムが長い。電源をオフにしていられるのは連続で三時間までなのだから、どこかのタイミングで最低でも計一時間は電源をオンにしていなければならないし、開始から三日間『潜界ワールドダイブ』しないままだと多額の賠ばい償しよう金きんを支払う羽目になる。それでいて失格にはならないのだから、払い損になるだけだ。

　なので明日、ひとまず誰もいないだろう場所へ赴おもむいて、向こうの世界での行動に慣れる意味でも『潜界』しようと思っていたのだが……

「敢あえて人のいる場所へ行き、誰かが戦っていたら介入する……っていうのもありかな？　少しリスキー過ぎるけれど」

　なくはない、程度の選択肢として、朱あか音ねは考えておくことにした。

　ともあれ、『ゲーム』は始まった。しかしまともに遊ぶには条件が悪すぎる。

　焦あせらず、かといって慎重になりすぎず、状況を見て動かなくては戦いにならない。

「絶望的……というには、まだまだ足りないかな。いくらでも足あ搔がくだけの余地はあるし」

　呟つぶやいた朱音はガラス戸を開けて、ベランダに出た。

　そして強い風を身に受けながら、眼下に広がる新しん湘しよう南なんタウンの街並みを眺める。

　もうとっくに終わってしまったが──この街の、普通の人には見えないどこかで、誰かが戦っていた。

　見知らぬ者同士が、魔ま法ほうのようなスキルを使い、或あるいは武器を手にし、憎くもない相手を倒すべく命を奪う行為のやり取りをして……もう既に『奴隷スレイブ』に身を落としたプレイヤーや、『撃破ブレイク』され退場したプレイヤーもいるかも知れない。

　そんな非日常の世界が間近にあると分かっているのに今すぐ加われないというのは、ジリジリと身を焦こがされる思いだが……焦ってしまえば、楽しむことすら出来ずにゲームオーバーになりかねない。

　言うなれば今の雌し伏ふくは、熟成期間だ。後にたっぷりと味わう為の、準備段階。

　そう思えば、この槍やり衾ぶすまで遮さえぎられた道を進まなくてはならない状況も、少しは楽しく感じられる。空腹は最高の調味料、というのはどの時代のどの国でも変わらないはずだ。

　それに……

「余よ程ほど好戦的なプレイヤーがいるか、運悪く鉢はち合あわせてしまう状況でもない限り、初日からあちこちでバトルにはならないだろうし……長期戦になるかもね」

　未知のゲーム、それも『奴隷』というワンクッションこそあれど、『撃破』され死亡扱いになれば一発で退場になるのだから、殆ほとんどのプレイヤーは慎重に動くはずだ。

　出会ってしまえば高確率で戦いになるだろうが、慣れないうちはなるべく出で会くわさないよう、距離を取ろうとするプレイヤーが多いはず。勝ち残りを意識すればする程、失敗を恐れて勝率の見えない戦いはしたがらないのが道理だ。

　そうであれば、朱音が戦う術すべを見出す時間も確保出来る。

「……ま、何事も上手くいく程、簡単でもないだろうけどね」

　朱あか音ねが皮肉めいた笑みを浮かべて呟つぶやいた言葉は、夜景の中に吸い込まれて溶けていき、余よ韻いんも強い風が搔かき消した。

　どれだけ予測をしても、どれだけ周到な準備をしても、現状で物を言うのは運だ。逆に言えば、それさえあればとりあえずは生き延びられる。

　自分の運はどれだけのものだろうと思いながら、朱音はベランダから自室へと戻り……ガラス戸を閉める前に、もう一度新しん湘しよう南なんタウンの街並みを一いち瞥べつした。

『ゲーム』で勝とうが負けようが、昨日も今日も明日も、恐らくは一ヶ月前も先も、この景色は殆ほとんど変わりないはずだ。

　なのにここ数日は街並みがやけに煌きらめいて見える気がして、朱音は単純な自分がおかしく思えた。




　翌日の日曜、朱音は『ＰｏＳ』が始まってから初めての『潜界ワールドダイブ』をし、数十分に亘わたり試し行こう錯さく誤ごを繰り返してから、誰にも会うことなく無事に『界帰マインドアウト』を済ませて、一人きりでの休日を満まん喫きつし……

　そして夜になってからクラスの物好きな友人から送られて来たメールで、とあるニュースを知った。

　土曜の夜に、あの天あま宮みや桐とう子こが──寮の自室の窓から飛び降りて、救急車で病院に運ばれて行ったというニュースを。
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　天宮桐子という少女について、朱音が知っていることはかなり少ない。クラスメイトや、直接の知り合いではない他の人達と同レベルの知識しか持ち合わせてないはずで、詳細なプロフィールは殆ど知らなかった。

　ただしそれでも、まるで面識のない他の下級生に比べればずっと多くのことを知っている。

　例えば──九く宝ほう堂どう学園の中等部に在籍している今年で十四歳になる彼女は、昨年から周辺でも話題になっていた。

　日本では義務教育以前の飛び級は認められていない為、早々に海を渡ると思われていた彼女を口く説どき落としたのは意外にも日本の、しかもまだ実績の殆どない学校だった──

　噂うわさに依よると、そもそも桐子が九宝堂学園にいるのは理事長を含めたお偉方のスカウトがあったかららしい。そして、大学の授業か研究室に顔を出せば中等部には行かなくてもいいという取引をしたのだとか。

　しかも特待生扱いなのは勿もち論ろん、本来二人で一部屋のはずの寮で一人暮らしをしている。学費だけでなく寮費も無料、更には新しん湘しよう南なんタウンでのみ使える電子マネーまで毎月振り込まれているらしい。

　彼女がそこまで至れり尽くせりの特別扱いをされているのは、在籍することで学園側が相当なメリットがあると踏ふんでいるからだ。

　何しろ十歳の時には普通の高校で学ぶカリキュラムを終わらせていて、今では数学と物理、それに加えて生物学に医学分野と多岐に亘わたって院生レベルを超えて修学している。

　日本では滅多に現れない天才少女として数年前から注目を浴び、海外でもその知能を認められ複数の大学から『是非うちの学校に』と招かれていたらしい。

　将来的にはいずれかの分野で名を残すのは間違いないと噂うわさされる逸いつ材ざいで、だからこそ九く宝ほう堂どう学園は出身校という名誉を得る為に、十数年後……或あるいはほんの数年後に回収出来る利益を見越して、破格の買い物をした訳だ。

　そんな彼女を食堂や大学のテラスで見かける時は常に一人、友達と一緒にいる姿を目もく撃げきした人はいないとのこと。

　なので親しい友人はいないものと思われ、それは入学から一年以上経たった今も変わりないらしい。

　──とまあ、朱あか音ねが知っていることなんてこれくらいだ。

　勝手に耳に飛び込んで来る程度には有名人だから、憶おく測そくも混ざっている。

　だから全てが正確な情報とはいえないが……佳よし彦ひこに頼んで調べて貰もらっているうちの一人が彼女だったので、それなりの裏付けは取れていた。

　つまり前々から注目していた人物で──そんな天あま宮みや桐とう子この身に起きたニュースとなれば、何もせず看過するなんて選択肢は、朱音にとって有り得ないことだった。
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　休日が明け、月曜日。

　学校も終わって放課後になり、一度帰宅し制服から着替えて女装をした朱音が所用を済ませてから赴おもむいた先は、新湘南タウンで一番大きい総合病院で、

「──さあ、桐子ちゃん。そろそろキミの決断を聞かせて欲しいな」

　朱音がそう訊たずねる相手は、天才と名高い年下の少女だ。

　しかもただ質問しているのではなく、病院のベッドの上で彼女を押し倒す形で……しかも首元に、やや頼りないサイズではあれど、ナイフを突き付けている。

「弄もてあそばれ晒さらし者ものになるか、屈辱を受け入れわたしの『奴隷パートナー』になるか……キミはどちらの絶み望ちを選ぶのかな？」

「……っ…………あなたも、プレイヤーですか……！」

「さて、どうかな？　キミがわたしの質問に答えてくれれば話してもいいけれど……ずっとこうしていると、手が疲れてしまうよ」

　言って、右手のナイフを軽く肌に押し当てる。この程度で切れることはないが、少しでも桐とう子こが動けば話は別だ。

　普通に考えて、これは脅きよう迫はくの部類に入るだろう。誰かに見られれば通報はほぼ間違いない。

　そんな状況にも拘かかわらず、朱あか音ねは自宅で寛いでいるようなリラックスした表情で、回答を迫っていた。

　対する少女はというと、額ひたいから右目にかけて包帯で巻かれた痛々しげな状態だが、覗のぞいている左目には……先程までと違い、恐怖の色がもう殆ほとんど無くなっている。

　負けん気の強さと悔しさが綯ない交まぜになった強い反発を感じさせる瞳ひとみで自分を脅おどす朱音を見やり、小さな唇を微かすかに開いて、

「……随ずい分ぶんと乱暴で無意味な脅迫があったものですね。正気とは思えません」

　小声ではあるが、ハッキリとした口調で言う。

　芯の強い子だな、と朱音は感想を抱くが、その評価で確定させるのはまだ早い。それに、肝心の返事も聞けていない。

「あまり焦じらさないで欲しいな。二人きりでこんなことをしているところを見られたら、どんな噂うわさを流されてしまうか分かったものじゃないしね」

「……ならば答えますが、私はどちらも選びません。狼ろう藉ぜき者ものはさっさとお帰り下さい」

　毅き然ぜんとした、というには少しだけ表情が強こわ張ばっていたが、それでも気き丈じような態度で桐子は答える。十三歳だか十四歳だかの、世間ではまだまだ子供とされる中学二年生がするのだから、立派なものだ。

　褒ほめてあげたいところだが、朱音の都合としてはあまり気を強く持たれるのも困る。

　だから可哀相だとは思うけれど、少し揺さぶらせて貰もらうことにした。

「随分と強気な態度だね。自分の状況をちゃんと理解しているのかな？」

「理解出来ていないのはあなたの方です。こんな脅迫が成立すると思っているのなら胎たい児じからやり直して下さい。どうせ何回繰り返したところで無駄でしょうが」

「ふぅん……これは少し、お灸きゆうを据えた方がいいかな？」

　言って、朱音は手にしたナイフの刃先を下へとずらす。

　首筋からなぞるようにして、簡素なパジャマの薄く膨ふくらんだ胸元まで滑らせ、前ボタンのところで横へとスライドさせた。

「っ……！」

　ナイフの先端がパジャマの隙すき間まから入り込んだことに、息を吞のむ気配が伝わってくる。

　視線も隠れた胸元へと注がれていて、引ひき攣つった頰ほおから緊張と恐怖が見え隠れしていた。

「大丈夫、傷つけたりはしないよ。……今はまだ、ね」

「……いいえ。今だけではなく、あなたは何も出来ないはずです」

　微かに声を震ふるわせながらも、桐とう子こはキッと鋭するどい目を向けてくる。

「それはどういう意味かな？　そんな度胸はない──なんて安い挑発をしてくれるなら、応えるつもりはあるけど？」

「度胸？　そんなもの関係ありません。状況が、あなたが私を害することを良しとしないと判断しているだけです」

　おどけたように首を傾かしげた朱あか音ねにも、毅き然ぜんとした言葉を返してくる。

　パジャマで見えないが、彼女の柔やわ肌はだに軽くナイフの先端が触れている状態だ。なのに悲鳴もあげず、心も折れていない。

　天才少女が優れているのは頭脳だけではなさそうだと評価を下しながら、朱音は彼女の言葉に耳を傾かたむけた。

「……もし、あなたが私を傷つけたり辱はずかしめたりした場合、私は迷わず病院と警察にそれを告げます。脅きよう迫はくには屈しません」

「ふぅん？　それって、学校やネットにあられもない写真を広められても構わないってこと？　口ではそう言えても、実際にそうなってからも今の態度を崩せずにいれるのかな？」

「広める？　冗談じゃないです、そんなの嫌に決まっているでしょう」

「うん？　だったら──」

「私は論理的に考えて、あなたにはそんなことが出来ないと言っているんです」

　朱音の言葉を遮さえぎった桐子は、断定口調で否定する。

　脅おどされている……しかも怪け我がを負っている人間とは思えない、強い意志を感じさせる声だった。その上、こちらの興味を擽くすぐる言葉の選び方だ。

「一応、聞いておこうかな。キミがそんな断言をする根拠ってヤツを、ね」

　向こうの目論もくろ見みを知りつつも、朱音は好奇心を抑えきれずに訊たずねる。

　すると桐子は努めてナイフを見ないようにしながら、

「簡単です。あなたがあの『ゲーム』に参加している以上、警察に拘束される、或あるいはこの新しん湘しよう南なんタウン外に長く勾こう留りゆうされるのを良しとしないはずです。それどころか、変に目立ち他のプレイヤーに注目される可能性は少しでも排除したいと考えるのが普通でしょう」

「……うん。だから？」

「ですが私は脅迫材料となる行為をされた場合、即座に訴えます。警察だけでなく、学園の理事長会にもです。それにより『ゲーム』の参加が困難になってまで、私を『奴隷スレイブ』にするメリットはどこにもありません──だから私は『出来ない』と言っているんです」

　そこで一度言葉を区切り、桐子は冷ややかな視線を朱音の左手へと向ける。

　正確には、手袋から僅わずかに覗のぞいた火傷やけどの痕あとに。

「唯一脅迫に屈するとすれば、相手の正体が分からない場合のみですが……もしあなたが偽名を使っていたとしても、この新しん湘しよう南なんタウンにいる十代の若者の殆ほとんどは九く宝ほう堂どう学園の生徒です。顔、そして身体的特徴から、あなたの身元に辿たどり着つくのは難しくありません。つまり──この脅きよう迫はくは成立しません」

　すらすらと、予め用意されていたテキストを読み上げるように桐とう子こは語る。

　喋しやべるにつれて目には虚勢ではない反抗の意志が宿り、とても脅おどされている身とは思えない。肌に触れたナイフが気にならない訳がないのに、だ。

「……もしあなたが埒らち外がいの基準で動いているただの狼ろう藉ぜき者ものならば、拒絶して殺害されることまで考こう慮りよして従わざるを得なかったかもしれません。ですが、あなたは『ゲーム』のプレイヤーで、どんな手段を使ったのかは知りませんが私もプレイヤーだと確信してここに来ています。それなら怖くありません」

「なるほど、ね。それはつまり、メリットとデメリットの秤はかりに掛ければそう動かざるを得ない……ということかな？」

「ええ。そのくらいの判断が出来る程度の頭は持ち合わせているはずです」

　あくまでも対等以上の立場から桐子は話し続ける。

　変わらず存在する脅し脅される関係、狩る側と狩られる側という分かり易い構図を、言葉だけで覆くつがえそうとして。

　そんな彼女の態度に、朱あか音ねは眩まぶしげに目を細めた。

　こんなにも才気に溢あふれていて──そして哀れなくらい健気けなげなのが、可愛くて仕方がない。

　二人の間でしばし沈黙が続き、ややあってから朱音は、

「……そう、だね。キミの言っていることは、概おおむね間違ってないかな」

　呟つぶやいて、すっと右手を引いた。ナイフの刃先が胸から離れたことで、押し倒している桐子の体から明らかに力が抜け、表情も微かすかに緩ゆるむ。

　詰めが甘いが、まあ仕方ないだろう。流石さすがに、まだ中学生の少女にこれ以上を望むのは酷こくというものだ。

　しかし安あん堵どから一転されて大声で助けを呼ばれると困るので、朱音はナイフを折り畳んで刃の部分を仕し舞まいながら、予定通りに話を続ける。

「少し甘めの採点で七十点、ってところかな。足りない部分は今後の経験で成長して貰もらうか、諦あきらめて貰うかの二択になるけれど……うん、まあ合格でいいか」

「……何を言っているんですか？　目論もくろ見みが外れたあなたがすべきは、一目散に逃げ去るだけです」

　眉まゆを顰ひそめ、桐子は怪け訝げんな声を放ってくる。そうしながら、包帯を巻いていない方の手がそろそろと動き、ナースコールのボタンへと向かっているのを朱音は見逃さない。

　しかし朱音は慌あわてて飛び付くような真似はせず、逆に悠々とベッドの横に置いてあった丸椅子に腰を下ろした。

「キミがこの脅しに屈しないだろう可能性は、結構高いと思っていたよ。だから実のところ、ナイフはただのパフォーマンス……演出用の花火みたいなものだね」

「……随ずい分ぶんと往生際の悪いセリフもあったものです。無駄口を叩たたけば叩くだけあなたの評価は下がるばかりですよ」

「ああ、ついお喋しやべりが過ぎてしまうのは確かにわたしの悪い癖くせかもしれないな。じゃあ忠告に従って、さっさと本題に入るとしよう」

　言いながら朱あか音ねはベッドとは反対側へと腕を伸ばし、紙袋を摑つかむ。見み舞まい用の花束を出した時に床に置いておいたもので、まだ中には色々と入っている。

　その紙袋の中へと手を入れ、一方で口も滑らかに動かす。

「実はね、今日はこの病院に来るまでの間にいくつか寄り道をしているんだ。どこに寄って来たと思う？」

「……私の知った事じゃありません。いいから早く──」

「いいや、ちゃんとキミの知っている所だよ。少し考えれば分かるはずだけれど、分からない？」

　改めて訊たずねると、桐とう子こは苛いら立だたしげに眉まゆを顰ひそめながらも、口を噤つぐんでじっと朱音の方を見る。それとなく『こんなことも分からないの？』というニュアンスを入れただけでこの反応だから、天才少女といえども中学二年生の子供には変わりなくて可愛らしい。

　少し時間を与えれば正解に辿たどり着つくだろうが、そんなつもりはないので朱音はあっさりと正解に繫つながるヒントを出すことにした。

　──紙袋の中から取りだした、グレーの端末を見せるという形で。

　普通の人はスマートフォンか電子手帳と思うかもしれないが、朱音や、これに関係する人達にとっては別の物に見えるはずだ。

　事実、端末を見た瞬しゆん間かん、桐子の目が微かすかにだが見開く。

「さて、これはとある場所で拾った物なんだけど……どこか、分かるかな？」

「…………っ、まさか……?!」

　話の流れから一発で察するだろうと思っての発言だが、予想通り桐子の表情が驚きよう愕がくと共に青ざめる。

　良い反応をしてくれることに少し嬉うれしくなりながら、朱音は頷うなずいてみせた。

「うん、そのまさか。キミの部屋だよ」

「どうしてっ?!　どうやって入り込んだんですか!?」

「簡単だよ。キミに頼まれて着替えを取りに来たって言ったら、すぐに部屋に入れてくれたからね。寮母さんはあまり関わりたくない風だったけど、いざという時に困るから人間関係はちゃんと円えん滑かつにしておいた方がいいよ？」

「……っ…………だから私がプレイヤーだと……」

「いいや。確信したのは部屋に落ちていたこれを拾ったおかげだけど、そもそもはキミが救急車で運ばれた時の様子を聞いたからだよ」

　手の中で端末をくるりと回して持ち替えながら、朱あか音ねは親切に語る。

「寮にいた生徒によると、誰かの悲鳴が聞こえて窓を開けたら、何かが落ちた音がしたっていうことだからね。落ちる時に悲鳴を上げたにしてはタイミングがおかしいし、部屋の鍵かぎは閉まっていたというから誰かに襲おそわれた説も弱い。となると……何かのショックで悲鳴を上げて、その後で一人で落ちたってことになる」

「…………」

「これが虫にでも驚いて、っていうのなら可愛げがあるのだけれど。他の人に訊きかれることがあれば、そう答えるといいよ。きっと親しみを持ってくれる」

「っ……そんなことはどうでもいいです！　私の部屋に勝手に入って、盗みまで……！」

「それは濡ぬれ衣ぎぬだよ。これは大事な物だから届けに来ただけで、盗とる気なんて更さら々さらないからね。ほら、受け取って」

　言いながら端末をベッドの脇に置くが、桐とう子こはすぐにそれを手に取ろうとせず、しばし睨にらみ付けるようにじっと見る。

　ややあってから端末の上に手を置くが、咎とがめる視線を朱あか音ねへと向け、

「……だからといって、不法侵入には変わりありません。脅きよう迫はくの件も含め、ただでは済ませませんよ」

「桐子ちゃんは勇ましいね。でも、騒さわぎにされると困るっていうキミの予想は当たっているから、穏おん便びんに済ませたいんだ」

「人を脅おどしておいて勝手なことを言いますね。学園だけでなく警察にも動いて貰もらうに決まっているでしょう」

「うん、キミの立場ならそうするのも分かるよ。でも、わたしとしてはそれはとても都合が悪いから、桐子ちゃんには自発的にわたしの言うことを聞いて貰おうかな」

「意味が分かりません。計画は破は綻たんしています、これ以上は何を言っても無駄──」




「クローゼットの下段引き出しの中身と、机の横に掛けてあった鞄かばんの中のデジカメ」




　慌あわてず騒がず朱音が発した言葉に、一いつ瞬しゆんにして桐子の表情から怒りも苛立ちも抜け落ちて、一切の心情が見えなくなる。

　だがそれは数秒だけのことで、顔色が青ざめるのと同時にわなわなと唇が震ふるえ出す。

　動揺だけではなく焦りの中に絶望まで含まれた反応を見せる桐子に対し、朱音は会心の笑みを浮かべ、

「他にも外付けのハードディスクの中にも保存されていたね。駄目だよ？　いくらパソコンにパスワードを設定していても、保存先のフォルダにも鍵を掛けなければ簡単にデータを持ち出されちゃうから」

「……み…………見たんです、か……？」

「うん、勿もち論ろん。ほら、その証拠に──プリントアウトしてきたんだ」

　言いながら朱あか音ねが紙袋から取り出したのは、Ａ４サイズの数枚の紙。

　それを見た瞬しゆん間かん、また桐とう子この顔色が変わった。今度は羞しゆう恥ちの赤に、耳まで真っ赤に染まる。

　そこには黒くろ薔ば薇らをイメージしたようなゴシックドレスを着た少女が写っていて、背景から察するにどこかのスタジオを使っているらしかった。

　他にも紅色の鍔つばの大きな帽子を被った奇術師めいた服装のものや、純白のサマードレスに鋏はさみを入れて際どい露ろ出しゆつになっているものがあり、どれもモデルは同じ少女だ。

　写っているのは勿論、目の前にいる天あま宮みや桐子。

　怪け我がをしているのにバッと手を伸ばした彼女は、朱音の手から自分の写った紙を奪い取り、

「ゃっ……何でっ……?!」

「うん、良い反応だね。良かった、これもハズレだったらどうしようかと思っていたんだ」

　明るく満足げに話す朱音とは対象的に、くしゃりと潰つぶした紙を胸に抱えた桐子は絶望に表情を曇くもらせ、

「こ、こんなの……どうして……!?」

「うん？　『どうしてこれを持って来たのか』って訊ききたいのかな？　それとも、『どうしてこれを秘密にしていることに気付いたのか』って疑問の方？」

「…………っ」

「ああ、どちらかというと後者みたいだね。いいよ、これからの関係を円えん滑かつにする為にも質問には極力答えよう」

　言って、朱音は放り出されたグレーの端末を手に取る。

　その表面に指を滑らせながら、

「キミのことは前から知っていた……とはいえ、あくまでも知名度の高い一個人として、噂うわさ程度のことばかりだったからね。この『ゲーム』に参加すると決めた時に、ちょっと調べて貰もらったんだ」

「……私のことを、ですか……？」

「キミを含めた要注意人物を、だね。そして、調べて貰ったキミのデータに、着飾って写真を撮るような趣味は見当たらなかったし、衣装もクローゼットの奥深くに、けれどとても丁てい寧ねいに仕し舞まわれていた」

「…………」

「それでいて部屋に写真は飾られていない、なのにハードディスクには大量の写真が保存されている……しかもあれ、全部誰かに撮って貰ったものじゃなくて、タイマーや遠隔操作を使った自撮りだね？　だから誰にも知られたくない趣味だと思ったんだよ」

　プリントアウトはしてこなかったが、保存されていたデータの中にはもっとバリエーション豊富に画像があったので、趣味なのは間違いないと確信していた。後はそれがどの程度の秘密性があるものか、という問題だけだ。

　普通に考えれば、コスプレとも言い難い、ただ着飾っている写真データなんて、秘密にしていても誰かに知られたら恥ずかしいで済むレベルだろう。

　──けれど、何が急所かは人それぞれだ。

　殺人の前科すら気に留めない者もいれば、恋人がいる身で他に好きな人がいるというどうにも出来ない淡い思いを知られるだけで死を覚悟する者もいる。

　要はその人にとって、それがどれだけの比重があるものか。

　朱あか音ねの勘かんだとこれは急所になると感じていたが……どうやら正解だと、他ならぬ桐とう子こが示してくれた。

　これがもし勘違いだったら少しばかり危ない橋を渡る羽目になっていたが、どうやら予定通りの展開になってくれそうだ。

　まあ──不正解なら、それはそれでその後の展開が楽しみではあったけれど。

　どう転んでも余裕があった朱音だが、押しかけられて脅きよう迫はくされ、仕し舞まいには秘密にしていた趣味まで晒さらされた桐子は一ひと欠片かけらの余裕も残されていないようだった。

　入院患者らしい青白い顔色の彼女に、朱音はあくまでも優しく語りかける。

「さあ、これを踏ふまえて改めて考えて貰もらおうかな。わたしの『奴隷パートナー』になるか、それとも数百枚近い画像データを全世界にバラまかれるか」

「っ……そんなことをして、私が……！」

「黙っていなくても、今度はさっきのプランと違ってわたしは直接手を下さないよ？　第三者を使うし、それもなるべく足は着かないようにする。第一、半裸ですらない画像をばらまいただけでどれだけの罪になると思う？」

「…………っ……」

「その様子だと頭では理解していたみたいだね。じゃあ、もう一度だけ訊きくよ？」

　手に取った端末を桐子へと差し出しながら、朱音はにこりと笑う。

　見る者にとっては地上に舞い降りた女神にも、闇やみの淵ふちから手招きする悪魔にも見える、柔らかな微笑ほほえみで。

「さあ──キミは、どちらの絶み望ちを選ぶ？」

　問われた桐子は、くっと唇を嚙かみ締しめて俯うつむいた。

　悔しさが滲にじみ出て、葛かつ藤とう……というよりは諦あきらめることに抵抗をしている様子がありありと伝わって来る。詰んだ盤ばん上じようを前にしても負けの宣言を出来ずにいるような、それでいて無理して頼んだブラックコーヒーを飲みきれずにいる子供のような幼さもあった。

　つまり……もうこれは、時間の問題でしかないみたいだった。

「…………………………………………分かり、ました。あなたの『奴隷スレイブ』になります」

　沈黙は三十秒以上続いたが、流石さすがの天才少女も奇跡の一手は見出せなかったようで、項垂うなだれたまま、声を掠かすれさせながらもそう言った。

　苦渋の選択ではあったのだろうが、受ける朱あか音ねは満足して頷うなずくだけだ。

「うん、良かったよ。わたしとしても、告白を断られた腹いせに無様な真似をせずに済むのは有り難いな」

「っ……どの口で、そんな……！」

「おっと、心外だね。わたしがこんなに胸を高鳴らせて一世一代の大勝負に出たというのに、伝わっていなかっただなんて」

　わざとらしく言いながら、朱音はクスクスと小さく笑う。

　それを見て桐とう子こが悔しげに奥歯を嚙かみ締しめるが、怒鳴るような真似はしなかった。弱みを握られている以上、ここで誰かを呼ぶ結果になっても事態は好転しないと分かってしまっているからだろう。

　頭が良いからか、年齢の割に理性的だ。いくらか足りないところはあるけれど、パートナーにするには十分合格に値する。

「キミが協力的であってくれたなら、もし『ゲーム』に勝利出来なかったとしても持ち出したデータは完全に破は棄きすると約束するよ。勿もち論ろん、他言もしない。だから悲観せずに、楽しくわたしと遊んで貰もらえると有り難いな」

「……そんな口約束に、どれだけの意味があるというんですか」

「約束は大事だよ？　誓せい約やく書しよだって所詮は紙切れだから、裁判に使えるような状況ならともかく、この場合だと何の強制力もない。大事なのは信頼関係で、お互いを信じようという気持ちだよ」

「あなたの何を信用しろと…………ですが、従うしかないです」

　恨うらめしげな目を向けてくる桐子の様子からすると、どうやら今すぐに良好な関係を、というのは難しそうだ。

　まあ分かってはいたことなので、朱音は気にせずに桐子と目線を合わせて、

「さて、キミには色々と訊ききたいことがあるけれど……まずは容態について訊くべきかな？　それとも、無む慈じ悲ひな風を装ってスキルの詳細を訊こうか？」

「……勝手にして下さい。ですが、先に一つ言っておくことがあります」

「うん？　何だろう、愛の告白かな？」

「馬鹿馬鹿しい。私にそんな特殊な趣味はありません」

　からかうような言葉で返すと、何故か桐子は乾いた笑いを含んだ返事をする。同性だと思っているのもあるのだろうが、これは少し意外な反応だった。

　ベッドの上で上半身を起こして座り、くしゃくしゃになった紙をビリビリと千切りながら、桐とう子こは口元に笑みを浮かべる。どこか相手を小馬鹿にするやや陰のある性質のもので、あまり彼女に似合うとはいえない。

　パートナーが暗い喜びを感じている理由を朱あか音ねが想像する前に、桐子が小さな唇を開く。

「あなたの『奴隷スレイブ』になると承諾しました。ですが……それは叶かないません」

「どういうことかな？　約束を反ほ故ごにするにしても早すぎないかい？」

「私にはそんなつもりはありません。ですが、肝心のあなたに出来ないのであれば仕方ないでしょう？」

「……ふぅん？　それはつまり？」




「私は既に誰かの『奴隷』となっているはずです。つまり──売約済み、という訳です」




　蔑さげすみと自じ嘲ちようが込められているように聞こえたのは、恐らく朱音の勘かん違ちがいじゃないはずだ。

　たぶん桐子にとっては表に出したくない恥ずべき、同時にこちらの目論もくろ見みを台無しにする、最悪のカードだったのだろう。

　この発言に呆ぼう然ぜんとするか、一笑に付して噓うそだと撥はね付けるか、反応としてはどちらかが妥当なのだろうが──残念ながら、朱音はどちらでもなく。

　身み動じろぎせず表情も変えずに、ただ頷うなずいた。

「ああ、そうなんだ。じゃあ後でキミの『主人マスター』について教えて貰もらうとするかな。戦いの詳しい話も聞きたいから、もっと時間がある時に、ね」

「……………………」

「うん？　どうしたんだい？　餌えさをねだる小鳥みたいに口を開けて」

　先程までの悪役めいた様子はどこに消えたのか、今の桐子はいるはずのない雪男の実在を知ったような、有り得ない事態に愕がく然ぜんとした表情になっていた。

　その様を朱音が興味深く眺めていると、見られていることに気付いたのか、狼狽うろたえながらも反発する意志を残した表情に戻し、

「……私が、その場ば凌しのぎの噓を吐ついているとでも思っているんですか？」

「いいや？　キミがそう言うのなら、たぶんそうなんだろうなと思っているよ？」

　桐子がそんな風に受け取ったのも分かるので、朱音はさらりと応じる。

　余裕の態度は、別に演技じゃない。やや芝居がかった風ではあるが、本当に驚いていないし、発言を信じてもいる。

　何故なら、

「そもそも──キミが『奴隷』になっているかもしれないと、思っていたからね」

「な……ん…………ハッタリです！　だったら、あんな──」

「うん、勿もち論ろんそうなっていない可能性もあると思っていたよ。そして『奴隷スレイブ』に身を落としているだけでなく、既にリタイアしている可能性も考えていた」

　三つの可能性を示すように指を三本立てて、朱あか音ねはそれをひらひらと顔の横で振る。

　そしてショックを受けている桐とう子こにも分かり易いように、説明を始めた。

「言ったはずだよ？　キミが救急車に運ばれる前の、悲鳴を上げた時の様子を聞いてプレイヤーだろうと思ったって。それなら、この展開も予想出来るはずだよ？」

「…………」

　問いを振ってみたものの、桐子は口を固く閉ざしたままで、不ふ審しんを露あらわにした目を向けてくるだけだ。

　袖にされたことにわざとらしく小さくため息を吐つき、朱音は自分で答える。

「恐らくキミは『潜界ワールドダイブ』していて、他のプレイヤーと交戦状態になり、そしてダメージを受けた。だから意識は向こうにあるまま悲鳴を上げ、痛みに反応して体も動いてしまい、運悪く座っていたイスから転げ落ちるどころか、窓の向こうへと身を躍おどらせてしまった──とまあ、ここまで想像すれば、戦いに負けたってところまで可能性に織り込むのは当然だよ」

「それは…………っ、だから画像データを?!」

「察しが良い子は好きだよ。うん、その通り。もしキミがリタイアしていても、わたしのことを誰かに漏らさないよう秘密にして貰もらわないといけないからね」

　にこにこと微笑ほほえみながら朱音は肯定する。

　正直なところ、プレイヤーとしての桐子を脅おどすだけなら、他にもいくつかのプランはあった。けれどそれをせず、ブラフと秘密の画像データを使おうと思ったのは、もしリタイア済みでも効果が高いからだ。

　桐子の表情から彼女が再び混乱に支配されかけているのを確認したところで、朱音は「さて」と前置き、次の質問を投げかける。

「『奴隷』の身となっている桐子ちゃんに、もう一度選択肢を提示しようか。ああ、今度は脅きよう迫はくするような内容じゃないから、気を楽にして聞いてくれていいよ」

「…………まだ、何かあるというんですか？」

「うん。今後について、ちょっとした選択をして貰おうと思ってね。キミにとっても悪い話じゃないよ」

　言いながら朱音は、座ったままベッドにいる桐子へと顔を近付ける。

　至近距離で彼女の目を覗のぞき込こむようにすると、一いつ瞬しゆん目を逸そらしかけた桐子だが、怯ひるんだと思われたくないのか留まり、キツい視線を返してきた。

　ほぼ虚勢だと一目で分かるが、それでも完全に心が折れてしまっているよりはいい。少なくとも、これから朱音が言い渡す選択肢の内、一つには絶対必要となる要素だ。

　彼女がどちらを選ぶのか──この時点で、何となく想像はついた。ただし、幾分か願望が入っているのは否めないが。

　さあどうなるのかな、と楽しみに胸を膨ふくらませながら、朱あか音ねはゆっくりと話し始める。

「まず一つ目は、わたしに倒されて『ゲーム』からリタイアするプランだね」

「……それのどこが私にとって悪くない話なんですか？」

「一方的にわたしが得するだけに聞こえるだろうけれど、痛い思いをした上にこんな風に入院して、もう『ゲーム』が嫌になったってことはないかな？　だとしたら、最低限の痛みで済ませてリタイアさせてあげるっていうのは悪くないと思ってね」

　既に『奴隷スレイブ』となっているなら、もう一度致命傷を受ければ死亡扱いになり、リタイアとなるはずだ。どの程度のダメージでその判断がされるかは分からないが、ナイフで心臓を一突きでもすれば大丈夫なはずだ。

　今後参戦を続けるとしても、『奴隷』では最後の勝利者にはなれない。諦あきらめるのも一つの手だろう。

　けれど、もしそれを良しとしないのであれば、

「そしてもう一つの案は──わたしに協力をして、キミの『主人マスター』となっているプレイヤーを一緒に倒す」

　この提案に、予想通り桐とう子この目が驚きよう愕がくに見開かれた。

「なっ……どうして……?!」

「いやなに、単純な話だよ？　わたしは単なる『奴隷スレイブ』じゃなくて、パートナーが欲しいんだ。得難いそれを得る為に、まず必要なのは邪魔な『主人』を排除することだろうと思っただけのことでね」

「…………」

「ああ、不ふ審しんがるのも分かるよ。でも、残念ながらこれに限っては大した裏はないんだ。わたしとしてはメリットしかないし、身近なところに好戦的な敵がいると分かったまま放置しておくのも厄やつ介かいだしね」

　あくまでも軽い口調で語る朱音だが、意外なところで桐子が反応し、眉まゆを顰ひそめた。

「……どうして、相手が身近な存在だと？」

「キミが初日から長時間『潜界ワールドダイブ』しているとは思えないからね。あまり遠出はしないだろうし、敵が近付いて来ているのが分かれば離れるか逃げるかしそうだ。ということは、寮からそう離れていない場所で戦いになった──つまり、相手もそれなりに近い場所にいた、ってことだと判断しただけだよ」

「…………間違ってはいません」

　認めるのは嫌そうだったが、噓うそを吐ついても仕方ないと思ったのか、頷うなずいてくれた。

　その潔さに満足しつつ、朱音は笑みを引っ込めて少しだけ真剣な表情を見せ、

「わたしは一緒に戦ってくれるパートナーを求めている──でも、優勝者が一人である以上、対等な同盟関係は難しいからね。主従はハッキリさせた上で、全力で共きよう闘とうしてくれる相手が欲しいんだよ」

「……私に、それになれと？」

「なって欲しいとは思っているけどね。正直、今のところはそこまで高望みはしていないよ。とりあえず、目前の敵を倒す手助けくらいはして欲しいかな」

　と、そんなことを言っておきながら。

　朱あか音ねは口元に微かすかな笑みを戻し、首を横に振った。

「……とはいえ、無理強いしても良い結果は出ないだろうからね。なら、倒させて貰もらって、次への糧かてにした方がいいとも思ってるんだ。それに──負けてしまった怖い相手と戦わせるだなんて、少し可哀相だからね」

「っ……！」

　キッ、と強い反抗的な眼差しを向けてきた桐とう子こだが、唇を嚙かみ締しめ、怒鳴るような真似はしてこなかった。

　小さく息を吐き、一度瞼まぶたを閉じて気を落ち着かせるようにしてから、再び刺すような険けわしい視線を朱音へと送り、

「安い挑発ですね。簡単に乗るような単純な子供だと侮あなどりましたか」

　言葉からは敵意が有り有りと感じられ、それでいて冷静さを失っていないのが分かる。

　となれば、こちらの思惑とは逆を行きたくなるところだろうが、

「下らない真似をされましたが……仕方ありません。潔い最期より、汚お泥でいの中に這はい蹲つくばっての共闘を選びます」

「へえ？　わたしの望む方をわざわざ選ぶだなんて、どうしてかな？」

「……脅おどされている以上、どちらかしか選べません。あなたの手駒になるのは虫むし酸ずが走りますが……無様に負けたままで終わる方が、私のプライドが許せません……！」

　怒りだけでなく屈辱も含められた声に、朱音は満足げに微笑ほほえんだ。

　無理に協力して貰うだけだと不安が大きかったが、この様子だと期待以上の働きをしてくれそうだ。しかも『奴隷スレイブ』の桐子は『主人マスター』を倒すことが出来ないから、本気で打倒を望むならこちらの作戦に乗らざるを得ない。

　理想的な展開になったと喜びたいところだが……ちらりと、部屋の壁に掛けられた時計を見て、朱音はイスから立ち上がる。

「それじゃ、契約成立だね。わたしはキミを『奴隷スレイブ』にする為にも、『主人マスター』を倒す。良いパートナー関係を築きたいな」

「……脅しておいて、よくそんなことが言えますね」

「ああ、そっちも安心してくれていいよ。これでも約束は守る方なんだ。キミの可愛い画像データは『ゲーム』が終わったら全て処分するし、信じられないのであれば……そうだね、わたしからも秘密を一つ、教えよう。それでどうかな？」

「あなたの秘密なんてどうでもいいです。……けど、それで構いません」

　渋々といった感じで桐とう子こは頷うなずき、苦い顔をする。この共きよう闘とう関係をちっとも歓迎していないとアピールでもしているみたいに。

　あまりに露ろ骨こつすぎて逆に可愛らしく、朱あか音ねは笑ってしまいそうになるのを堪こらえて、ベッドで体を起こしている桐子へと右手を差し出す。

　これからよろしく、という握手…………のつもりだったが、数秒待っても桐子は手を伸ばしてきてくれない。意図が伝わっていないはずがないのに。

　やれやれと苦笑した朱音は、

「それじゃあ代わりに……というのもおかしいかもしれないけれど、お近付きの印に桐子ちゃんに有益な情報を一つ、プレゼントしようかな」

「……今のところあなたからは害しか寄越されていませんが」

「まあ、そう嫌わないで聞いて欲しいな。端末の電源、ちょっと入れてごらん」

　朱音がそう言うと、桐子は眉まゆを顰ひそめて不ふ審しんげにこちらを見る。

「……『潜界ワールドダイブ』しろとでも言うんですか？　そうでなくても、今の私は『奴隷スレイブ』となっていてポイントも殆ほとんど──」

「大丈夫、誰かに《Attack》されるってことはないから。わたしとしても折せつ角かく得られた貴重な協力者を見す見す倒されるような愚かな真似はしないよ。だから、ほら」

「…………」

　促うながされてもすぐには動かず、何度も朱音とベッドの上に置かれた端末を見比べていた桐子だったが、ややあってから端末を両手で持ち上げた。

　そして恐る恐るといった風に、左手でスイッチをスライドさせて電源を入れる。

　すぐに端末は起動して……画面を見ていた桐子の目が大きく見開かれた。

「これ……『プレイヤーの信号を受信出来ません』、って……」

「故障じゃないはずだよ。キミの端末を拾った後で電源を入れてみた時も同じメッセージが表示されたし、ここに入ってからわたしの端末でも試してみたら、それが出たからね」

「……私の端末の電源を入れられたんですか？」

「うん、一応試してみたらね。指し紋もん認にん証しようはあくまで画面操作に関わるもので、電源と音声認識のスイッチには関係無いんじゃないかな？」

「……かもしれません。初期設定後に何らかのエラーが出た場合や失格になった場合、電源さえ入れられればスタッフが管理者権限で特殊なパスコードを入力するだけで容易にモード変更も出来るはずですから」

　まだ動揺はしているだろうにスラスラと考察を述べる辺り、流石さすがは天才少女と言われるだけのことはある。

「端末の故障ではないならば……圏けん外がい、ですか？」

「恐らくね。病院の建物に入った時に表示が出たから、病院側がチップの出す特殊な電波を遮断しているんだと思う。命に関わる精密機械がゴロゴロあるし、必要な処理なんだろうね」

　そういった技術が開発済みだというのは朱あか音ねもニュースで見た記憶がある。日本全国で流通するにはまだまだ時間が掛かるだろうが、ここは新しん湘しよう南なんタウンだ。その手の最新技術は積極的に取り入れていると思っていい。

「つまり、やむを得ない状況でどうしても端末をアクティブにしたくない時は、この病院に逃げ込めばいいってことだよ。ただし頻ひん繁ぱんにやってしまうと、運営側からペナルティが課せられそうだけどね」

「……遅い時間は建物の中に入ることは出来なくとも、地下駐車場に忍び込むくらいは出来そうですね。でも、一昨日から私の信号が途絶えていたということは……」

「いや。キミのところに『ゲーム』のスタッフがチップの回収に来ていないのなら、プレイヤーの資格は失っていないんだと思うな。でも、パワースポットからの電力補充が出来なくてチップが機能停止してしまったら……」

「その時は失格になるかもしれない、ですか」

「たぶん、ね。散歩と言って少し外に出ることも考えておいた方がいいかもしれないよ」

「その必要はありません」

　首を横に振った桐子は、腕に巻かれた包帯を軽く引っ張り、

「大袈裟にされただけで、見た目よりもずっと軽傷です。今日の午前に検査を行い、結果は特に問題ありませんでした。ＭＲＩの結果は明日の朝に出るみたいですが、恐らく問題はないので昼前には退院出来ます」

　それを聞いて、朱音は「へぇ」と呟つぶやく。

　大きな骨折などはなく、やや重めの打だ撲ぼくと擦すり傷だけで済んだとは先に挨あい拶さつをしに行った先で担当の看護師に聞いていたが、明日にも退院出来るというのは思っていたよりも早い。

　色々と運が向いて来ているのかもしれないな、と思いながら、朱音は頭の中で今後の予定を修正していき、

「それは良かった。じゃあ、この話の続きは明日の放課後に学校でしようか」

「なっ……!?　学校って、私に高等部の教室へ行けというんですか?!」

「いいや、それだと目立ちすぎるからね。食堂で待ち合わせるとしよう。キミは知らないかもしれないけれど、放課後になると生徒達の憩いこいの場になっているんだよ」

　主に利用しているのは高等部の生徒で、中等部生の桐子には少し気が引けるかもしれないが、そこは今更だろう。むしろ天才少女がいることを知ったら、普段から使う生徒も遠えん慮りよしてしまうかもしれない。

　食堂は中等部と高等部の校舎の間にある合同校舎の一階にあるから、待ち合わせ場所としてはなかなかいい所だ。

　特に──桐とう子こがいたら程々に目立ちそうなところが。

「……また良からぬ企くわだてですか？」

「そんなことを言われるだなんて心外だな。これから二人で組んで戦うに当たって、有益になるよう足りない頭を使っているだけなのに」

「あなたに足りないのは常識と良心です」

　共きよう闘とうすると了解したとは思えないつんけんした態度の桐とう子こだが、朱あか音ねにはそれが微笑ほほえましく映る。

　頭は良いしメンタルも弱くはない……が、やっぱり中学生の女の子だ。見せまいとしているが、あちこちに隙すきがある。ただ、それが逆に可愛らしい。

　もう少しこの弄いじり甲が斐いのあるパートナーと話をしていたいところだが、そろそろ時間切れだ。看護師が来るにはまだいくらか余裕があるものの、アクシデントを考こう慮りよすれば長居はしない方がいい。

「続きは明日の放課後に……そうだね、午後の三時半頃に食堂に集合で」

「……分かりました。元より、私に拒否権は無いんでしょう？」

「物分かりの良い子は好きだよ。キミの携帯は部屋に置いてあったから、番号交換は明日に改めて……っと、そうだ」

　別れの言葉を告げようとして、朱音は忘れ物があったことに気付いた。

　先程写真を取り出した紙袋を手にし、それをそのまま桐子へと差し出す。

「はい、これ。明日退院ならあまり必要はないかもしれないけれど、一応ね」

「何ですか、一体。まだ悪趣味な凶器でも入って…………っ?!」

　胡う乱ろんげに朱音を一ひと睨にらみしてから慎重な手つきで紙袋の中身を確認する桐子だが、ややあってから細めていた目が大きく見開かれた。どうやら中身が何か、理解したらしい。

「こ、これっ……私の下着……！　どうしてですか……!?」

「言ったはずだよ。キミの部屋に入る時、『頼まれて着替えを取りに来た』と言ったって。いくら方ほう便べんでも、果たさないことには疑われて余計な詮せん索さくをされてしまうからね」

「だ、だからって…………いくら同性とはいえ、こんなっ、プライバシーの……！」

　顔を真っ赤にして抗議の声を上げる桐子だが、どうやら朱音の女装について何も疑いは持っていないらしい。

　すぐにその勘かん違ちがいに気付くだろうけれど、それは明日の楽しみにしておくとして、

「空あき巣す紛まがいのことをした相手に言うセリフとしては間違っているよ。ああ、それから一つ、わたしからの忠告というか、余計なお節介だけれど」

　用は済んだので部屋から出るべく移動し、ドアに手を掛けながら、朱音は振り向いた。

　そして凛りんとした才女らしさも毒を滲にじませた復ふく讐しゆう人にんの仮面も綺き麗れいさっぱり消え失せ、あたふたと大いに慌あわて恥ずかしそうにしている桐とう子こに、

「あまり背伸びした下着ばかり集めるのは感心しないよ。まだ中学生なんだから、年相応に派手なのは控えようね。それじゃ、また明日」

「～～～～～～～っ！」

　明るい笑顔で言った朱あか音ねは、さっさとドアを開けて部屋から出る。

　すると直後に、バンッ、とドアに何かが当たった音がした。恐らく、持っていた紙袋を投げつけたのだと思う。

　その様子が脳裏にありありと浮かび、朱音は笑みが零こぼれるのを抑え切れないまま、病室の前を後にした。

　明日からは『ゲーム』以外でも楽しみが増えるな──と、付き合わされる相手としてはちっとも歓迎していないことを考えながら。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　火曜日の最後の授業はいつも微妙な延長戦に突入することで知られている世界史で、おかげで朱音が食堂に辿たどり着ついたのは三時半を少し過ぎてしまった頃合いだった。

　昼にも利用した食堂だが、流石さすがに放課後になると空いている。中等部と高等部の両方の生徒が使うだけあって広々とした空間で、席の一割も埋まっていない現状は少し寂しくさえあるくらいだ。

　まあ、おかげで人を探すのは簡単だが。

　少し注意を払えば、閑かん散さんとした食堂にいる生徒の多くが、窓際のテーブルにいる一人の女生徒に注目していることが見て取れた。誰もが遠巻きに見るばかりで、そのテーブルには近寄ろうとしない。

　中等部の女子制服である襟えりが水色のセーラー服を着た桐子は、昨日病室で会った時とは違って長い黒髪を二つに分けた三つ編みで纏まとめていて、頭から目に掛けて巻いていた包帯は取れていた。代わりになのか、右目には大きめの眼帯を付けている。

　所属は中等部だが、実質大学生と変わらない環境に身を置き、滅多に現れない彼女だ。しかも明らかに怪け我がを負った様子なのだから、それは注目を浴びるだろう。

　そんな中、朱音はさして躊ちゆう躇ちよもせずに、窓際の席にいる桐子の元へと向かった。それに気付いてか視線が自分の方にも向くが、気に留めない。天才少女程ではないが、人目を集めるのには慣れている。

　ここからはすぐに移動する予定なので特に注文したりセルフサービスの水を取ったりはせず、最短ルートで桐子の待つ窓際のテーブルへと向かう。

　……と、近付く人物に反応してか、つまらなそうに視線を落としていた桐子が顔を上げて振り向いた。

　すぐにこちらに気付き、不満げに目を細める……が、それは長く持たなかった。

　大きく瞬きをした桐とう子この表情が、次第に困惑に染まっていく。幼い子供が感性と画力を爆発させた絵を見た時のような、描かれている内容と現実が一致せずに理解が追いつかない様子に似ている。

　不ふ遜そんな態度も反抗的な意志も全部置き去りにして自分を凝ぎよう視しする桐子に近付き、空いていた隣となりのイスの背もたれに手を掛けた朱音は、座らないまま笑顔で挨あい拶さつをした。

「やあ。昨日の今日だけれど、無事に退院出来たようで何よりだよ。傷は痛まないかい？」

「…………それ、は…………平気、です……けど……」

「うん、なら良かった。右目の眼そ帯れは包帯の代わりかな？」

「……そうです……が…………ぇ……？」

　こちらの問い掛けに答えてはくれるが、心ここにあらずのままだ。

　眼帯に覆おおわれていない左の目は、朱音を見てはいるが、どこか焦点が合っていないようにも感じられる。

　ツンとした態度も可愛いが、これはこれでなかなか味があって面白い。

　後こう輩はいの新しい魅力を発見して朱音が頰ほおを緩ゆるめていると、桐子はまだ手首から肘ひじにかけて包帯が巻かれた右手をキュッと握り締め、

「あ、の………………どうして…………制服……」

「うん？　ここは学校だし、キミも制服を着ているよ？」

「っ、そうじゃなくて！　一体、どうして──」

　思わずといった感じで立ち上がった桐子だが、その拍子に盛大にイスを倒してしまい、床を叩たたく大きな音が鳴る。

　その音にビクリと体を震ふるわせた桐子は、まず倒れたイスに目を向け、それから食堂内にいる生徒のほぼ全員が自分を見ているという状況に気付く。慌あわててイスを戻して座り直すが、冷静さはどこかへ散歩に行ったままだ。

　まあ、そんな反応をするのも仕方ないかなと朱音は思う。

　同じ九く宝ほう堂どう学園の制服を着ているが、自分と桐子ではその内容が違う。

　中等部と高等部とでは制服のデザインが違うが──それ以前に桐子はスカートで、朱音はズボンを穿いている。

　ついでに言えば、昨日病院に行った時には背中で揺れていた長い黒髪も、今はやや襟えり足あしが長く首が隠れる程度。

　何故こんな格好なのかと言えば、それは勿もち論ろん、

「どうして男子の制服を着ているのかって訊ききたいのかな？　それはわたしが男だからに決まっているじゃないか」

「な、んっ…………昨日は、スカートで……髪も……！」

「あれはウィッグだよ。といっても、元は地毛で、切る時に加工して作って貰もらったんだ。スカートを穿はいていたのは……」

　周りには聞こえないよう声を抑えたまま、朱あか音ねはにこりと微笑ほほえみ、

「女だと思われた方が色々と油断して貰えるからだよ。それに中性的な顔立ちをしている自負はあるけれど、ズボン姿で女性患者の入院エリアや女子寮に入ると、もしかしたら疑われるかもしれないしね」

「…………じゃあ…………本当に、おとこ……？」

「今のところ性転換の予定は無いし、しばらくは男のままだよ」

「……………………噓うそ、でしょう…………？……」

　啞あ然ぜんとして呟つぶやいた桐とう子こは、小さな口をポカンと開けたままフリーズしてしまう。

　朱音の性別に気付いていないのは予想通りだったが、この結果は想像以上の反応で、現実を直視するには少し時間が掛かりそうだった。




「……それで、変へん態たい先せん輩ぱい。どこに向かっているんですか」

　天あま宮みや桐子がむすっとした表情に戻った頃には朱音が暇なので買ってきたコーヒーもほぼなくなり、殆ほとんど会話はしないまま食堂を後にした。

　学内は一部の施設を除いて外そと履ばきのままで出入りが出来るので、朱音達はそのまま合同校舎も出て、今は構内を体育館のある方へと向かって歩いている。

　まだ帰宅していない生徒や部活をしている生徒もいるので周囲にはそれなりの人数がいるが、やはり珍しい天才少女は注目を集める反面、近付いて来る者はいない。

　だからあまり大声でなければ『ゲーム』に関する話も出来そうだが……それ以前に、朱音としてはやっぱり気になることがある。

「その『変態先輩』っていうのは正直止やめて貰いたいな。人聞きが悪いし、そもそもわたしは変態要素が少ないから正しくないしね」

「どこがですか。スカートを穿いて女子寮に入り込んだり、人の下着を漁あさったり、変態以外の何者でもないでしょう」

「そこだけ抜き出すと誤解されそうだけれど、あれは必要だからやったことだよ？　普段からあんなことをしている訳じゃ無いさ」

「普通なら必要に迫られて部屋を漁る程度のことはともかく、あんな風に女装しようだなんて発想に至りません。変態ならではの発想です。それに、ああも完璧な……手慣れている証拠です。常習犯に決まってます」

「ああ、女装ならそれなりに得意だからね。ただし個人的な趣味でやっている訳じゃ無いから、ただの特技だよ」

「…………何を言っているのか分かりません。どういう言い訳ですか？」

　ジロッ、と横から睨にらんで来る桐とう子この目には、不満と困惑が浮かんでいる。ただ否定するだけならともかく、そんなセリフがくるとは想定外だったらしい。

　朱あか音ねとしても完全に聞く耳持たずシャットアウトされ続けると、この先が面倒になる。機嫌が悪くなっているのは別にいいけれど、少しはコミュニケーションが成立する状況にまで回復させないといけない。

　なので足は止めないまま、澄ました表情で自分の顔を指差し、

「プロに仕込まれて、少しばかり化粧の技術には自信があってね。それを上手く利用して、有効な相手や状況では使うことにしているんだ。ほら、キミだって男の姿で現れたらもう少し警戒しただろう？　怪け我がを負い入院していたのだから、見知らぬ男が病室に現れたらすぐにでもナースコールを押せるよう構えていたんじゃないのかな？」

「……それは否定しません。ですが、常識とプライドがあれば女装などという選択は取らないはずです」

　あくまでも変態説を崩そうとしない桐子だが、今度はそれを否定せず朱音はやんわりと頷うなずいて見せた。

「うん、そうだね。だからこそやる価値がある」

「……どういう意味です？」

「『まさかそんなことはしないだろう』、なんて想像のさらに外側にある行動に対して、まともな対応が出来る人間はそうそういないってことだよ。桐子ちゃんも、『ゲーム』が原因であんな風にリアルで襲おそわれることになるとは想像していなかったんじゃないかな？」

「…………腹立たしいですが、その通りです。もう少し状況が進んだら考えたかもしれませんが、初手に近い段階でそんな真似をするプレイヤーがいるとは思いませんでした」

「ちなみにわたしは『ゲーム』の中での衣装設定を変えて女に見える格好にしているけれど、それもリアルでの場外戦になった時のことを考えてだね。少しでも別人だと思われる余地を残しておきたいから」

「そこまでする意味はあるんですか？　メリットはさほどないように思えます」

「装う、というのは大事なことだよ。絶対の自信を持つ能力があるならばともかく、わたしみたいに大した実力もない場合、相手に見透かされれば負けに直結するからね。ちなみにわたしはポーカーを嗜たしなんでいて、『ゲーム』に招待されたのはとあるオンラインのテキサスホールデムポーカーの大会で優勝したからみたいなんだけど……桐子ちゃん、ホールデムは知ってる？」

「ルールくらいは。知的スポーツの中では有名な部類ですから」

　天才少女らしい幅広い知識での回答に、朱音は満足しつつ続ける。

「手札は二枚だけ。あとはコミュニティカードと呼ばれる他の人と共通で使うことになる最大五枚のカードとの組み合わせで手て役やくを作り勝負するのがホールデムだけれど……肝心なのは、相手がどんな手札を持っているかと、自分がどんな手札を持っていると思わせられるかだ。相手を降ろしてしまえば、極論で言えばどんな手札でも関係ないからね」

「理屈は分かります。掛け金の吊つり上あげで強い手を持っていると思わせ、相手を諦あきらめさせるということですね」

「そうだね。配られる手札やコミュニティカードがどうなるかは殆ほとんど運任せだけれど、そこからどうするかによっては弱い手でも勝負になる。逆に、こちらは弱い手だが虚勢を張っている、と向こうに思わせて罠わなにかけることもね」

　他にも各プレイヤーのチップ状況や場の進行具合でも色々と変わってくるが、今は蛇足になるので省いておく。

　肝心なのは、ポーカーと女装がどう関係しているかだ。

「女装をすることで、わたしにはいくつかメリットが生まれる。女だと侮あなどってくれるかもしれないし、相手の好みのタイプなら多少なりとも心理的に優位に立てるし、見抜かれたとして知られたくないことを知られてしまったと思わせることで逆にアドバンテージを取れることもある……要は『そういうカード』だと相手に思わせることで、思考を読みやすく出来るんだよ」

「……随ずい分ぶんと尤もつともらしいことを言いますが、別に女装じゃなくてもいいじゃないですか。人柄や服装の変化でも効果はあるでしょう？」

「まあ、折せつ角かく化粧映えのする顔に生まれたんだしね。それを最大限に利用した結果だよ」

「…………やっぱり、変へん態たい先せん輩ぱいじゃないですか……！」

　呆あきれと怒りが綯ない交まぜになったような声で吐き捨てると、桐とう子こはズンズンと先へ進んで行ってしまう。

　あんなに簡単に怒るなんてストレスが溜たまりやすいのかもしれないな……と、自分のせいだとはちっとも思わない朱あか音ねは、離れて行く小さな背中に声を掛ける。

「桐子ちゃん、どこに行くのか分かっているのかい？」

「ここまで来れば分かります！　最終的な目的地は知りませんが、部室棟に行くつもりなんでしょう!?」

「うん、正解だよ。でも、そんなに急がないで一緒に行けばいいじゃない」

「変態とは並んで歩きたくありません！」

　断固として拒否をし、さらに歩く速度を上げてしまった。

　小柄だし、勉強に比重を置いているからか大して速くもないが、これは流石さすがに小走りにならないと追いつかない。とはいえ、追いつきそうになったら今度は走って逃げられそうだ。

　朱音はやれやれと肩を竦すくめ……仕方ないので、彼女のやりたいままに任せることにした。行き先が伝わっているなら、とりあえずは問題無い。

　ただ、女装くらいでああも変態扱いをされるとなると、思った以上に潔けつ癖ぺきな精神性なのかもしれない。

　となると……目的の場所で会う人物に対してどんな反応をするのか。

　想像すると少しだけ不ふ憫びんで──その数十倍は楽しみになった。

　後ろでこっそり笑みを零こぼしながら、数メートルの間隔を開けて、朱あか音ねは桐とう子こと同じ場所を目指して歩く。

　体育館と格技場を繫つなげている通路の間を抜けて真まっ直すぐ行くと、テニスコートへと降りる階段がある。それを使わずに左へ曲がれば、体育館から少し離れた位置に平行して建っている横長の建物があり、そこが目当ての部室棟だ。三階建てで出入り口が数カ所あり、真ん中に通路が走り両サイドに部屋が並び、両端に階段という造りになっている。

　建物の中に入ったところで不機嫌全開の顔で待っていた桐子と合流した朱音は、まず階段を上って二階に行き、少し歩いてとある部室の前で足を止めた。

　各部室のドアプレートにはちゃんと名称が書かれているが、その部屋のプレートを見て、桐子が眉まゆを顰ひそめる。

「……『壁新聞部』、ですか？」

「そうだね。新聞部は別にあるから、間違えないように注意だよ」

「どうしてそんな似たような部が二つもあるんですか。同好会は比較的設立し易いと聞いていますが……正式な部なんですよね？」

「うん、まあね。元々あったのが新聞部なんだけれど、新しく野心的な学校だけに、ニュースは事欠かないんだ。各部の大会成績に、人気のあるサッカー部や吹奏楽部の活動スケジュール、モデルをしている生徒もいるし……ああ、天才少女と名高い桐子ちゃんの入学もトップニュースとして載のったらしいね」

　つまり新聞部の活動は、他の学校にあるそれとさほど変わりない。

　ならもう一つの方は何をしているのかというと、

「こっちの壁新聞部は完全に載せる記事を絞っていて、全校生徒や教師陣をターゲットにしたアンケート調査を毎月行い、その結果を載せているんだよ」

「はい？　あの、アンケート結果だけの新聞なんですか？」

「そう。でも、これが意外と好評でね。だからこうして立派に部室を貰もらっているんだよ」

　──まあ、そこにはいくつか裏があるのだけれど。

　その辺りの説明は後でしようと決め、朱音は右手でドアをノックした。

　分厚い鉄製のドアが鈍にぶい音を立て、しばしの間が空き……もう一度ノックをしようか、というタイミングで、ゆっくりとドアが開く。

　一人がギリギリで通り抜けられない程度に開いたドアの隙すき間まからそっと顔を出したのは、申し訳程度に薄く茶色に染めたショートヘアの少女で、何日も寝ていないような澱よどんだ目で様子を窺うかがってくる。

　そんな彼女に朱音は軽く手を挙げて、

「やあ、なみえさ──」

「ウザ。帰って」

　挨あい拶さつも終わらぬうちに、消え入りそうな声なのにバッサリと言われてしまった。

　ドアも閉められてしまい、自分達以外には誰もいない通路に嫌な沈黙が降りる。

　この展開には流石さすがの桐とう子こも驚いたようで、壁新聞部のドアと朱あか音ねの顔とで視線を何往復もさせ、おずおずと口を開いた。

「あの……完全に拒否られたみたいですが」

「ああ、うん。気にしないで、いつものことだから」

「その言い訳は苦しいです。あんな日常コミュニケーションがあるはずありません」

　こちらもあっさり否定されてしまったが、事実なんだから仕方がない。受け入れ難がたい現実なのは理解出来るが。

　まあ、ここで説得に時間を費やすよりも、行動してしまった方が早い。

　そう思った朱音は上げたままだった右手で、今度はノックをするのではなくドアノブに手を掛け、さっさと開けて中へと入った。

「なっ、先せん輩ぱい?!　不作法にも程が……！」

「いや、大丈夫だよ。キミも入って」

「ですが……」

　ドアを手で抑えたまま朱音が促うながしても、桐子は躊躇ためらい動けずにいる。天才少女の噂うわさ通りなら自己中心的に動きそうなものなのに、どうやら常識や礼節というものを重んじているようだった。もしくは、単に怖おじ気けづいているだけか。

　どちらにしろ朱音としては早く入って欲しかったが、そう思っていたのは他にもいたようで、後ろから苛いら立だたしげにか細い声が飛んできた。

「超ウザ。ドアを開けたままにしない」

「…………え？」

「ほら、桐子ちゃん。なみえさんもああ言っているし、早く。他の人が通りかかると、ちょっと面倒だから」

　どう動けばいいか戸惑う桐子を促すと、ややあってから決意したようにおずおずと部室に入って来て……中の様子に、ひくっ、と頰ほおが引ひき攣つるのが見えた。まあ、そうなるのは朱音も分かる気はする。

　別に壁新聞部の部室は酷ひどく散らかっている訳では無いし、内装の趣味が悪い訳でも無い。壁側に並ぶパソコンや書類棚、長机やパイプイスなどの備品なんて新聞部のイメージには合っている。

　なのにどうして桐子があんな反応をしたのかというと、原因は間違いなくなみえだ。

　高等部普通科三年生の彼女は、ノーマル状態ならやや陰があるものの整った容よう貌ぼうで、文化系の大人しい子がタイプの男なら半々くらいで好意を持ちそうなものだが、残念ながら疲労で澱よどんだ目つきと嫌悪感に歪ゆがんだ表情がそれを台無しにしていた。

　百六十センチ近い身長で、手足を見ればかなり瘦やせていそうなのに、同じく瘦せ型の桐とう子ことは違いしっかりとカッターシャツの胸元を押し上げる膨ふくらみはなかなかのサイズで、胸の谷間もそれなりに深くスタイルはかなり良い。

　問題は、一目でそうと分かる格好をなみえがしていることだ。

「…………どうして彼女は、その…………シャツ一枚だけしか着ていないんですか？」

「ここは部室で、プライベートな空間だからね。帰宅したら部屋着に着替えるのと同じ感覚でやっているみたいだよ」

「同じな訳がありません！　どんな理屈ですかっ」

　驚いたまま怒るという器用な真似をされるが、事実を答えただけなので朱あか音ねとしては怒られても困る。そんな反応をされるだろう、とは思っていたが。

　助け船を求める訳では無いが、説明は任せてしまおうと原因であるなみえを見れば、部室に一つだけあるクッションを載のせたパイプイスに座った彼女はジロリと桐子を睨にらみ、

「……驚き。誰かと思えば、天才少女の天あま宮みや桐子」

「私のことはどうでもいいです。それより、その格好は何ですか。そんなはしたない……」

「激ウザ。ここでの格好、私の勝手」

「部室とはいえ、校内です。なのに──」

「愚問。だから着ている」

　鼻で笑って返すなみえに、桐子は理解し難がたい謎かけを聞いたような表情になる。

　なので詳しい説明をするつもりがなさそうななみえに代わって、朱音は彼女の言いたいことを伝えるべく横よこ槍やりを入れた。

「なみえさんはね、本当なら全裸になりたいくらいなんだよ。でも、それをして見つかれば流石さすがに言い訳が立たないだろうから、仕方なく一枚だけ着ているんだ」

「……何が仕方なく、ですか。今でも学内の公序良俗には適していないじゃな……っ!?」

「うん？　どうかした？」

　険けわしい視線をなみえに向けた直後、桐子が愕がく然ぜんとして口を半開きで硬直する。

　不思議に思って朱音もなみえを見てみるが、パイプイスに座って足を組み、やや乱雑な机の上から何かを探すように手を動かしているだけだった。

　どうしたのかと首を傾かしげていると、慌あわてふためいた様子で朱音のシャツを引っ張り、

「あっ、あの人……！　シャツの下に、何も穿はいてないですよ?!」

「へえ？　なみえさん、そうなの？」

「愚問。下着は穿く」

「噓うそです、穿いてなかったです！」

「とはいっても、男であるわたしが確認しようとしたら、穿いていても穿いていなくても問題だしね。だからきっと、見間違いだよ」

「見間違いなんかじゃありませんっ！　この人、完全に痴ち女じよじゃないですかっ?!」

　顔を真っ赤にして叫ぶ桐子に、朱音は『まあまあ』と抑えるように手で合図する。効果は全く無かったが。

　苦笑するしかない展開だが、このままでは話が進まない。

「とりあえず、紹介しておこうかな。彼女が壁新聞部の部長を務めている宇う都つ々つ木ぎなみえさんだよ。高等部普通科の三年生で、趣味は盗とう聴ちよう、特技は情報操作の、ちょっと内気で露ろ出しゆつ好きな素敵な人だ」

「……痴女で盗聴とか、人として終わってますね」

「ウザ。そんなの、自覚済み」

　どうにも相性の悪そうな二人がバチバチと視線をぶつけ火花を散らしているが、朱あか音ねはそれを敢あえて無視する。

　突いて搔かき混ぜてもっと遊びたいところだが、残念なことにそうしている余裕はあまりない。後でのお楽しみにするとして、今は目的を最優先する。

「二人で親睦を深めているところを悪いのだけれど、今日はなみえさんに頼みがあるんだ。いいかな？」

「超ウザ。どうせやらせる癖くせに」

「無理強いはしないつもりだよ？　でもまあ、やってくれると信じているけどね」

　そう言ってにこりと笑いかけると、なみえはそっぽを向いてしまった。あんな格好をしているのに恥ずかしがり屋なので、なんだか微笑ほほえましい。

　……と、こちらが抱いている感想を察したのか、すぐに振り向いたなみえがジロリと下から睨にらみを利きかせてきて、

「……用件。何？」

「ああ、二つほどあるんだけどね。一つは、ここ最近生徒の間で話題になっているニュースの中から、面白いものや気になるものがあったら教えて貰もらえるかな。それとは別に、今日話題のトレンドも」

「質問。選別基準は？」

「なみえさんの個人的な興味でいいよ。それともう一つのお願いは、隣となりの部屋を使わせて貰いたいんだ」

「……不ふ埒らち。天才少女と淫いん行こうする気……！」

「残念ながらそういう関係じゃなくてね。ちょっと込み入った話をしたいんだけれど、適当な場所が無くて」

　包み隠さず、とまではいわないが、素直に用途を話す。他の相手ならともかく、彼女には小細工を使わない方が上手くいきやすい。

　それに……たぶん、ここに来た段階で、頼みの片方は見当がついていたのだろう。

　あまりいい顔はしていないが、なみえは物が多い机の上から小さな鍵かぎを拾い、朱あか音ねへ投げて寄越した。

「……条件。いつもの」

「うん、了解したよ。それじゃ、有り難く使わせて貰うね」

　あっさりと取引が成立し、「行こうか」と桐とう子こを促うながして部室を出る。去り際になみえがパソコンに向かう姿が見えたので、話が終わるまでには情報が出で揃そろっているだろう。

　持つべきものは頼れる友人だな……と感謝しつつ、朱音は壁新聞部の右隣にある部屋の前へと行き、通路に人の気配が無いことを確認してから鍵を使ってドアを開け、中へと入る。

「ほら、桐子ちゃんも。誰かに見つかると面倒だから」

「…………」

　何やら言いたげな目をしていたが、桐子も続いて入って来る。

　ドアを閉めて壁にあるスイッチを入れ明かりを点つけると、カーテンが引かれて暗かった部屋が見渡せるようになった。

　壁にパイプイスが数脚、一人用の机が二つだけ置かれているが、他には何も無い。明かりも、隣に比べるとかなり暗めだ。

「ここはね、元は壁新聞部に宛あてがわれた部室だったんだ。でも、すぐになみえさんが『風水的に良くないから隣となりに移りたい』ってごねてね。管理している先生も、部屋はいくつか空あいているし別にいいかって許可をしたんだよ」

「なのにどうしてここの鍵かぎを？　返さなかったんですか？」

「いや。返す前に合い鍵を作ったんだよ。ついでに『お化けが出る』とか『自殺未遂をした生徒がいる』とか適当な噂うわさを流して、なるべく他の空あいた部屋が優先的に埋まるようにした結果、今もこうして使えるわけだね」

　勿もち論ろんバレたら処しよ罰ばつされるが、なみえは教師の中でも複数人の秘密を握っているから、いざとなれば揉もみ消せると思っているらしい。

「……そもそも、あの痴ち女じよさん以外の部員はどうしたんですか？」

「いないよ。や、籍せきだけ置いている幽霊部員はいるけどね」

「一人で活動を？　盗とう聴ちようが趣味だなんて危険人物がまともな活動をしているだなんて、信じられないです」

「辛口な意見だなぁ……でもまあ、まともじゃない活動もしているのは事実かな」

　そこは否定出来ないので苦笑しつつ、折せつ角かくなので一通り説明しておこうと、朱音はパイプイスを設置しながら続ける。

「なみえさんはああ見えて、暴いたり晒さらしたりするのと同時に隠したがりなところがあってね。他人の秘め事を収集してひっそり楽しむのが好きで、だから壁新聞部を作ったんだ」

「どういう理屈ですか？　アンケート専門の記事を載のせている、とのことでしたが」

「高校から九く宝ほう堂どうに入ったなみえさんが壁新聞部を立ち上げたのは一年の二学期途中からだけど、最初の半年は普通にアンケートを取っては載せるだけだったんだ。学内メールで直接会わずにやり取り出来るにしても、毎回百人以上にアンケートをとって、隔週で記事を発行してと精力的な活動をして、徐々に知名度と信頼を勝ち取っていったんだよ」

　行動力に粘り強さ、それにアンケート調査という一歩間違えば何ら面白味もない記事を読ませる才覚は、手放しで褒ほめられる。

　問題なのは、なみえがそこで満足しなかった……のではなく。

　次のステップに行き満足を得られる情報を手に入れるのを、初めから企たくらんで動いていたということだ。

「立ち上げから半年経たって、壁新聞部の名前はともかく『アンケートを載せている記事の』と言えばかなりの生徒がピンと来るようになった頃、なみえさんはアンケートの内容をよりピンポイントな内容に変えていったんだ。『○○先生のことをどう思う？』とか『テニス部で一番可愛いと思う女子は？』みたいなものもあれば、『あなたが知っている秘密を一つだけ教えて下さい』といったものまでね」

「……そんなこと、正直に書く人がいるんですか？」

「勿もち論ろん、アンケート結果は匿とく名めい発表になるとはいえ、それを集計するなみえさんには誰がどんな回答をしたのか分かってしまうからね。普通ならまず書かない、けれど──」

　ただし、そこに『慣れ』が生まれてしまうと話は別になる。

　危険な実験でも繰り返し行い完璧に手順を覚えてからは、安全の為のいくつかの行程を邪じや魔まだと思ってしまうように。

　いきなり人を殴なぐるだけの凶暴さは持ち合わせていなくても、過度のスキンシップの流れから苛いじめに発展し、気が付けば日常の挨あい拶さつくらいの感覚で『友人』を蹴けり、彼の痛がる反応で笑うように。

「──その手のアンケートは三度以上回答をしてくれた実績のある人達の中から、いくつかの項目に紛まぎれての質問という形を取ったからかな？　かなり大胆な内容でも、意外と答えてくれる人は多いらしいよ」

　そうやってなみえは秘密を溜ためていき、時にはそれを利用することもある。上手いのは、直接的に脅おどすのではなくて、『この人にはこうすればこちら側に転がる』といった計算をして動かし、結果として利益を得ることだ。

　朱あか音ねがそのシステムに気付いた時は、軽い感動があった。なみえとの出会い自体が衝しよう撃げき的てきだったのも含めて、朱音の中で彼女は『ちょっと特別な先せん輩ぱい』という立場になり、それなりに仲良くさせて貰もらっている。

　……と、何故か桐とう子こが訝いぶかしげな目をこちらに向けていることに気が付いた。

「うん？　今の説明に、どこか分かりづらいところがあったかな？」

「……いえ、そういうことではありません。どうしてそんなことを先せん輩ぱいが知っているのかが気になる……というより、そもそもの接点が分かりません」

「ああ、出会った切っ掛けね。あれは入学して間もない頃で、なみえさんの方からわたしに告白してきたんだよ」

「…………告、白……？」

「うん。『私のお姉様になって、愚ぐ図ずな私をいたぶったり弄もてあそんだりして欲しい』って。あれは熱烈だったなぁ」

「………………………………………………は？」

　意味が分からない、というよりは、思考を放ほう棄きしたような声を出す桐子だが、まだちょっと早い。

　何故なら告白だけでは終わらないからだ。

「うっかり頷うなずいてしまいそうだったけれど、ちゃんと『わたしは男だよ？』って返したんだ。そうしたら『詐さ欺ぎ。紛まぎらわしい、今すぐ死ね』ってフラれてしまってね。ここまで強烈なことはなかなか無かったから、ちょっと彼女に興味が湧いて調べてみたんだよ」

　その結果、告白の内容よりも面白いことが分かった訳だ。

　今となっては得難い出会いだったと思う。まさかあんなにインパクトのある告白と振られ方をして、それ以上に興味が持てる性質を抱え込んだ相手だとは想像だにしていなかった。

　世の中面白いことで溢あふれているな、と朱あか音ねがしみじみ感じていると、桐子がまだ納得いってない目を向けてきて、

「……それで、先程言っていた『条件』とは？」

「ああ、別に大したことじゃないよ。なみえさんが持ってきた服をわたしが着て、一時間くらい話をするだけだから」

「……話の流れからすると、普通の服とは思えませんが」

「そんなことはないよ？　ちょっと派手だったり趣味が入ってたりすることはあるけれど、普通の服だから──女物のね」

「っ、やっぱり……変へん態たい先せん輩ぱいが二人に増えるだなんて、最悪です……！」

　怒気を孕はらんだ声でそう言うと、桐子は朱音が設置したパイプイスを摑つかんで引っ張り、わざわざ距離を離してから座った。

　さして広くもない密室で二人きりなことに変わりはないのに、可愛い反応だ。つい悪戯いたずらしたくなる。

　しかしここは話を優先すべき場面なので、朱音は惜しみながらも「さて」と切り出し、自分用のパイプイスの腰を下ろす。

「わたしとなみえさんの刺激的な出会いについて語ったことだし、桐とう子こちゃんの話も聞かせて貰いたいな」

「……何を、です？」

「分かっている癖くせに。キミの『主人マスター』になったプレイヤーとの、過激で熱烈な出会いについてだよ」

　少しからかうような口調で言うと、桐子はあからさまに屈辱に顔を歪ゆがめ……

　それでも固く閉ざした唇を開き、語り始めるまでに、さして時間はかからなかった。













　　　三章　虚構の市街戦







　自分は周りが言うほど恵まれた人間ではないと、天あま宮みや桐とう子こは確信していた。

　なるほど、多少頭はいいかもしれない。容姿もそれなりにはいい。育った環境も悪くはない。とはいえ、そこまで人に羨うらやましがられる程ではないと思っている。

　頭はいいが、天才という枠の中に入れば、精せい々ぜい中の下といったところだろう。早熟で要領はいい方だが、一部の天才が持つ閃ひらめきが自分にはない。時間をかければ誰でも出来ることをやれているだけだ。

　容姿だって、とてもじゃないがモデルが務まる程には綺き麗れいではない。一般人の中ではそれなりに見られる方、というレベルだ。

　それを自覚しているから、綺麗なものへの憧あこがれが強くて着飾って自撮りしてはいるものの、誰にも見せたことがない。写真データがどれだけ増えても満足な出来が一つもないのは、自分の限界を知らされて嫌になるが、それでも止められずにいる。

　そして両親も……一応は理解して応援してくれているスタンスではあるが、実際は腫はれ物もの扱いなのが丸分かりだ。三つ下の弟が普通の出来に育っていることを喜んでいるのが隠しきれていない。

　九く宝ほう堂どう学園に来たのも、寮生活をしている中高生が多くいるからだ。アメリカやヨーロッパ圏けんに留学するなら、流石さすがに単身とはいかない。親も一緒に行くべきだ……と、世間体を気にしているのに、娘の為に拠点と仕事を海外に移すだけの覚悟と度量はない。

　だから好条件を出してくれた日本国内の私立校に、喜んで差し出した訳だ。

　そのことについて、桐子は親を恨うらんだり失望したりはしていない。親がどういう人物かはとっくに分かっていたことだし、天才としては小粒な自分が本物達のせめぎ合う急流に揉もまれてやっていくだけの自信もなかった。

　だから特待生として厚遇してくれる上に、急かさずマイペースに成長を促うながしてくれる研究室の人達にも感謝している。

　……ただ。それでもどうしようもなく『物足りない』と感じてしまうのは、自分が欲張りだからなのかもしれない。

　人と比べれば明らかに恵まれてはいるが、全然足りていない。嫉妬することも多ければ、物欲に胸の内を焦こがすこともある。

　だからこそ──あんな招待状に、返事を出してしまったのかもしれなかった。




「……静かすぎて、少し気味が悪いですね」

　桐とう子こが『潜界ワールドダイブ』するのはこれで二度目だが、現実と同じ街並みのせいか、余計に人がおらず物が少ないことに強烈な違和感があった。

　寮の自室で『潜界』をして、気が付いた時には寮の入り口に立っていた桐子だが、服装も変わっている。

　前に試験的に『潜界』した際に、ショップで衣装を買いこちらでベースにする服装の設定も出来たので、折せつ角かくなので趣味に走った衣装にしてみた。

　ヘッドドレス付きのゴスロリ風で、チョーカーに赤と黒のチェック柄ネクタイ。そして右目にはフリルのあしらわれた眼帯を付けている。

　ただしこの眼帯をしていても、視界はちゃんと確保出来ていた。付けている感覚はあるが遮さえぎるものはない、というのは少し違和感があるものの、便利なので特に文句は無い。

　他の衣装とは違い、眼帯は『ブラインドマスク』と称される特殊なアクセサリーだ。購入にポイントが要らないこのアクセサリーは、装着していると他のプレイヤーに顔を認識されなくなる効果がある。

　何となく、ぼんやりとした印象は残るみたいだが、靄もやがかかったように詳細な顔つきは覚えられないらしい。

　モザイク、もしくはジャミングがかかるのと同じ……と、桐子は判断している。現実世界とは違う、仮想空間ならではの処理だ。

　これはプレイヤー同士が外の世界での身元が分からないように、というゲーム性を高める意図だろう。そのシステムを桐子は利用して、本当は大好きだけれど現実では恥ずかしくて外を歩けない格好をすることにした。

　名前代わりのＩＤも《ローズマリー》という設定にしたが、外で誰かにそんな名前で呼ばれたら、赤面どころか死にたくなりそうだ。

　我ながら器が小さい……と嫌になりながらも、桐子は無人の街を歩き、やがて普段はあまり使わない校門が見えてきた。

　九く宝ほう堂どう学園の中等部と高等部の敷しき地ちとなる正門は、入学式を含めてほんの数回しか潜くぐっていない。籍せきは中等部にあるが、通っているのは大学の方なので、こちらには足を向けることも殆ほとんどなかった。

　敷地に入る前に桐子は端末を取り出し、マップに他のプレイヤーが映っていないことを確認する。この新しん湘しよう南なんタウンの人口比率から考えれば、恐らく生徒の中に少なくともあと数人はプレイヤーがいるだろうが、今のところは反応がない。

　今日は『ゲーム』開始初日だ。慎重に進めるつもりなら、まず人ひと気けの少ないところで『潜界』し、自分のスキルなりこの世界でやれる範はん囲いを確かめるのが妥当だろう。

　なのに桐子がわざわざ学校に来たのは……正直なところ、優勝にはさして興味がないからだ。

　勿もち論ろん、優勝して手に入る金額は魅み力りよく的てきだ。可能な限り望みが叶かなうというのも、この『ゲーム』を運営しているスポンサーから考えれば、個人の研究室の設立や限られたセレブにしか発行されないと噂うわさのリゾート施設の永久会員証も手に入りそうだ。

　ただ、どちらかというと桐とう子ことしては、この『ゲーム』に使われている技術の方に興味があった。使われているのは、贔ひい屓き目めに見ても世界最高峰のもの。『潜界ワールドダイブ』のシステム自体もそうだが、こうして仮想空間に複数人の意識を電子化して再現するだけでなく、この街並みもよく出来ている。ビルの外壁に触れた感覚も現実のそれと変わらないし、ちょっとした階段や坂を上り下りする時のバランス感覚も見事に再現されている。

　或あるいは、『現実と変わらない』と思いこんでいるのはこちら側の意識の問題なのかもしれないが、だとしても刷すり込こませるだけの技術が使われていて、それが凄すさまじいレベルだというのに変わりはない。

　なので桐子にとっては、こうしてプレイヤーとして過ごすだけでも得難い経験で、参加した価値はある。

「……ここなら良さそうですね」

　呟つぶやいて、桐子は足を止めて振り返る。目の前に広がるのはグラウンドで、後ろには高くフェンスが聳そびえている。ご丁てい寧ねいなことに、暗くなったからか灯あかりが点ついていてグラウンドと、そこに繫つながる階段を照らしていた。

　ここにやってきたのは、オリジンスキルを試すためだ。別に街中でやってもよかったのだが、試したいことを一通りやるには広いスペースが欲しくて、おまけにここなら都合も良い。

　何が良いかと言えば、それは勿論──襲おそってくる相手がいても、丸分かりになるところだ。負けても構わないとは思っているが、優勝も悪くない。

　……というより。賞金云うん々ぬんはともかくとしても、勝負事には勝ちたい、というのが素直な気持ちだった。

　親を含めて殆ほとんどの知り合いが気付いていないだろうが、桐子はかなり負けず嫌いだ。勝ち目が薄いと初めから分かっている徒競走等の運動ですら、負けたら悔しい。

　だから学術的興味を満たす為以外でも、少しでも勝率を上げられるよう動く。

　学園のグラウンドは見通しが良く不意打ちをされ難い、それでいてプレイヤーからは目立つ場所だ。さらに言うなら、現実世界のこの場所ではまだ部活動が行われているはずで、近くでこそこそと『潜界』するには発見されるリスクが付つき纏まとう。

　ここなら悠々と練習が出来るし、もし戦いを挑まれたとしても……恐らく、勝てる。まだ確認は済んでいないが、与えられたオリジンスキルを使いこなすことが出来れば、非力で大して運動も出来ない自分でも戦術次第では完勝も有り得る。

　問題は、他のプレイヤーがどのようなスキルを持っているか分からないことだが……もし自分に与えられたスキルが平均的なものであるとすれば、圧倒的な差にはならないだろう。つまりは理解力と判断力、そして成熟度が鍵かぎになる。

「さて……始めましょうか」

　左手に持つ端末の音声入力ボタンに指を掛け、桐とう子こは小さく深呼吸をした。初めて『潜界ワールドダイブ』した時もそうだったが、これから起こるだろうことに胸が高鳴る。

　落ち着いて、と自分に言い聞かせる為の一呼吸を置いて、桐子は右手を前へと翳かざす。

　スキルを使う方法は、二つある。

　一つは、端末からスキルのページを呼び出し、タッチして使うというもの。ただしこれは確認も含めて何度も端末操作をする必要があるので、戦いの場では実用的ではない。声を出せない状況でやる以外には、恐らく使わない方法だ。

　なので必然的に頻ひん繁ぱんに使うのは、もう一つの方法。

「──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　スキル名を呼び上げた瞬しゆん間かん、薄暗かった桐子の視界に橙だいだい色いろの光が膨ふくれ上がった。右手に巻き付くようにして生まれたのは、炎の鎖くさり。

　手に二回り分ほど絡みつき、そこから地面に着きそうなところまで垂れているが、全く熱は感じない。使った当事者がいきなりの大おお火傷やけどを負うことはないだろうと踏ふんでいたが、少しホッとした。

　火で出来ているのなら質量は無いに等しいかと思いきや、僅わずかに重みが手に伝わってくる。どうやら炎であると同時に鎖くさりとしての性質もあるらしかった。
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「……本当に、魔ま法ほうを使っているみたいです」

　現実ではまず有り得ない事象に、桐とう子こは感嘆の息を漏らす……が、すぐに目を細め、軽く右手を振るって炎の鎖がどう動くのかを確かめ始めた。

　端末のスキル詳細に書かれていたのを見る限り、この《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》は攻こう撃げき的てきかつ応用も利きく便利なスキルだが、使いこなせなければ意味が無い。それに、いくらか気になるポイントもあった。

　ちなみにページに書かれていた紹介は──




『スキル名《炎鎖の魔女》

　一メートルから五メートルまでの長さに任意で伸縮する、炎の鎖を生み出す

　投とう擲てき可か能のうだが、一度プレイヤーの手から離れた場合は三十秒で消失する


使用ポイント　５００／１　継続使用１００／30ｓｅｃ』






　初めてこれを読んだ時に桐子があまりピンと来なかったのは、『任意で伸縮する』という部分だ。伸縮だけなら分かるが、任意というのはどういう仕組みなのか、そこが不明だった。

　そして今、実際にスキルを使ってみたところ、

「……なるほど。本当に思った通り、伸び縮みしてくれる訳ですね」

　右手に持った鎖を振りながら『伸びろ』とイメージすれば、一いつ瞬しゆんで炎が伸びて数メートルの長さになる。一メートル伸ばすのも一気に五メートルに伸ばすのも、大した時間差はない。縮める時も同じくだ。

　ただ、思っただけで自在に鎖を動かせるのかと思えば、少し違う。ある程度は動きをコントロール出来るが、即座にとは言い難い。

　やはり基本は自分の手で操ることになりそうだが、長さを変えても重さは変わらないので、非力な桐子でも簡単に振るうことが出来る。

「ん……そろそろですか」

　ちゃんと数えていた訳ではないが、スキルを使ってから二十秒近く経たったはずだ。なので次の実験として、桐子は鎖を振り回し、その遠心力も利用して炎えん鎖さを全力で投げる。

　すると自分でも驚く程の速度で鎖は飛んで行き、グラウンドの端に植えられた大きな木の幹に巻き付く。思っていたよりガッチリと絡みついたのを見ると、そうした性質があるのかもしれない。

　その様子を見ながら桐子は左手を上げ、端末の画面と炎鎖の巻かれた木の状態を同時に注目する。

　すぐにジジジ、と焼ける音と、鼻につく焦こげ付ついた臭においがしてきた。特に熱いとは感じなかったが、やはり炎の特性はちゃんとあるらしい。

「それに……音だけならばともかく、臭においまで。本当に素晴らしい再現率ですね……」

　どうやればこんなことが可能なのか、今の桐とう子こには見当も付かない。解明したい、という気持ちと、知識が全然足りていないことを痛感させられて、いてもたってもいられなくなる。

　焦じれる心を抑え込み、観察を続けていると……すぐに端末の方に動きがあった。

　表示されているポイントが１００減って、残り９，０００を切っていた。服を買うのにも５００ポイント近く使ったので、これで多くてもあと十七回しか使えないことになる。

　そうと分かっていながら桐子は、

「──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　再びスキルを唱え、右手に炎の鎖くさりが生まれるのを感じた。それでも木に巻き付いた炎えん鎖さは消えていないのもキチンと確認する。

　ポイントが減るのは痛いが、プラスマイナスで見れば全然マイナスじゃない。長時間こちらにいるだけでもポイントは溜たまるし、プレイヤーを倒して『奴隷スレイブ』にすれば５０，０００ポイントも手に入ると聞いている。リタイアに追い込めばさらに５０，０００ポイントが入るとのことだから、一人でも倒せば数倍返しになる訳だ。

　十分過ぎるお釣つりを手に出来る算段がある上に……恐らく、一度負けてしまえばそこから這はい上がることは不可能だ。『奴隷』になれば、そこからいくら勝っても意味が無い。運良く『主人マスター』が倒される展開を願うしかないが、もしそれが叶かなったとしても、その時には絶望的なポイントとスキル差がついているはずだ。

　つまり、最初の戦いで勝てなければ、そこで終わりになる可能性が高い。

　だからこそ他のプレイヤーが慎重になるだろう初日に、こうして自分のスキルに慣れ、何が出来てどう活用していくべきか、把は握あくしておく必要がある。

　無人のグラウンドで橙だいだい色いろの炎鎖を鞭むちのように振るいながら、桐子は試行錯誤を続けた。

　実験を始めて二十分以上は経過し、いくらか休きゆう憩けいと思考は挟んでいたので汗は搔かかないまでも僅わずかに疲労感を覚え始めた頃、

「…………っ……!?」

　──不意に。

　風も無く、自分以外には物音を立てる存在もいないはずのグラウンドに、今まではなかったはずの揺らぎを感じた。

　気のせいだ、という可能性を即座に否定した桐子は、間違い探しをする時のように目を凝こらす。それと同時に、左手の端末を目線の高さに上げ、画面の確認をする。

　桐子を中心にしたマップ画面には、いつの間にか赤いアイコンが点滅していた。

「っ……油断していました。こちらにいる時はバイブ機能が働かないんですね……！」

　思わず舌打ちをし、残りポイントが６，０００近くあることを確認した桐子は、音声入力ボタンに指を掛けたまま端末を下ろす。

　オペレーターから受け取り端末のテストをした際には、他のプレイヤーの反応があるとバイブレーションがあった。赤から黄色と距離が近付いたり離れたりしてアイコンの色が変わる時も震ふるえていたので、敵の接近は端末を持っていれば気付くと思っていたが……その当てが、見事に外れた。

「……致命的なミスになる前に気付けて良かった、と思うしかないですね」

　口の中で呟つぶやいて、後悔と自分への苛いら立だちを抑え込む。

　これが不意打ちを受けてからだったとしたら、悔やんでも悔やみきれないが──もう見つけている。

　合同校舎の近くからグラウンドへと続く、数十段に及ぶ長い階段。

　少ない灯あかりに照らされたそこを、悠然と降りて来る人影がある。

　距離はあるし、ブラインドマスクの効果で顔は靄もやが掛かったように隠れているが、白いスポーツウェアを着た人物だ。恐らくは男性。それも長身の部類に入るだろう。

　ここに現れた以上、プレイヤーなのは間違いない。

　そして向こうも、当然桐とう子こに気付いているはずだ。そうでなければわざわざここに来る理由が見つからない。

　初日から戦いになる展開も桐子はちゃんと想定していた。その為に見晴らしの良いグラウンドを練習場に選んだし、実際に不意打ちは未然に回かい避ひ出来た。

　……それでも胸の鼓こ動どうが不安定に速くなるのは、どうしようもない。

　この『ゲーム』に参加している以上、戦いになるのは分かりきっていたことだが、口論以外の喧けん嘩かは経験が無い。くだらない因いん縁ねんを吹っ掛けられたことはあるが、無視してきた。

　そんな桐子が仮想空間内とはいえ、人を倒す──『死亡させる』というのは、多大なストレスになる。

　勿もち論ろん、そうだろうとは思っていた。だから今、こうして震えそうになりはしても、パニックに陥らず立っていられる。

　落ち着け……と念じる代わりに、桐子は端末を持つ手に力を入れた。非力な自分でも戦えるだけの武器は、ちゃんとある。

　テストの結果が話題となってマスコミが来た時も。

　海外で名を馳はせた数学者から突然電話で勧誘された時も。

　初めて大学の研究室に一人で訪れた時も。

　今以上に緊張した経験はいくらでもあるし、吐きそうになっても逃げ出したくなっても、踏ふみ止まり立ち向かってきた。

　それに比べれば、これはあくまでも『ゲーム』だ。しかも勝つだけの材料はある。

「……いけます、ね」

　気が付けば鼓動は速いままだが、頭の方は冷静さを取り戻してきた。

　敵は階段を下り終えたところで、まだかなり距離は離れている。アイコンの色は赤だったので百メートル以内ではあるのだろうが、それでも遠い。

　相手に遠えん距きよ離り攻こう撃げきが出来るスキルがあるか気になるところだが……姿を隠したまま攻撃されなかったところから察するに、遠距離攻撃があるとしても射程距離の問題でまだ使えないのだろう。

　となれば、勝機はある。《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》の射程は中距離までだが、投げつけた時の便利さもかなりのものだ。桐とう子この細腕でもかなりの速度で飛ぶし、何より防ぎづらい。

　それに相手は『潜界ワールドダイブ』してきたばかり。自分のようにスキルを使いこなす練習をするだけの時間は無かったはずだ。

　ならば、やはりアドバンテージはこちらにある。どんなスキルを所持しているか分からないので油断は出来ないが、そこさえ注意していればかなり有利に運べるはずだ。

　いつでもスキルを使えるよう心の準備はしつつ、二人の距離が三十メートルを切ったらこちらから仕掛けようと決め、桐子は敵の一挙一動を注視する。

「…………」

　やはり長身の、白い上下のスポーツウェアを着た男は歩みを止めることなく、かといって急ぐわけでもなく近付いて来る。

　顔が見えないので、表情も分からないが……何故か、眼鏡を掛けていることだけは分かる。恐らくはあれが彼の『ブラインドマスク』なのだろう。

　何をしてくるつもりなのか、まるで読めないまま距離は縮まっていき……

　あと数歩近付いてきたらこちらから攻撃を仕掛けよう、と桐子が決意した次の瞬しゆん間かん、相手は足を止めた。

「──交渉がしたいのだが、いいか？」

　向こうの唐突な申し出に、桐子は眉まゆを顰ひそめる。

　いきなり襲おそいかかられるよりはマシだが、この場で話し合いというのもあまり好ましい展開じゃない。何より、優勝者の一人勝ちしかないこの『ＰｏＳ』で交渉するようなことなど殆ほとんど無いはずだ。

　それを理解していないプレイヤーなのか、もしくはこちらの隙すきを突く作戦なのか。

　どちらにしろ、桐子の返事は決まっている。

「交渉する意思はありません。あなたがそこから一歩でも動いた瞬間、攻撃を開始させて貰もらいます」

「わざわざ攻撃する手間を省いてやる──という交渉なのだが？」

「……意味が分かりません。ぐだぐだと話すつもりなら、動かずとも一方的に攻めさせて貰います」

　心理戦は桐とう子こも苦手じゃないが、それは正常な状態での話だ。相手の顔色は読めず、自分も平静とは言い難い。

　こんな状況では迂う闊かつな選択を取りかねない……そう思うからこそ、相手の言葉に耳を貸さずに終わらせるつもりだった。

　端末を持つ手に力を入れつつ桐子はゆっくりと右手を胸の高さまで上げ、イメージする。

　炎の鎖くさりを生み出し、投げつけたそれで相手を絡め取り封じる様を。

　攻こう撃げきの姿勢を見せる桐子に対し、トレーニングウェアの男は動かないまま、

「まあ待て。こちらに交戦の意思はない」

「冗談にしてもつまらないです。この期ごに及んで、それを信じるとでも？」

「信じて貰もらわなくては困るな。差し当たって……これでどうだ？」

　言って、男はウェアのポケットから端末を取り出す。

　そして一気に緊張感を高める桐子を他よ所そに、あっさりと端末をその場に落とした。

「……何の真似です？」

「武装解除は交渉の基本だろう。これでスキルは使えない。見ての通り、手持ちの武器もない。話し合いに来た者として、誠意を見せたつもりだ」

「それはご丁てい寧ねいに、ありがとうございます。おかげで労なく勝たせて貰えそうですね」

「ああ、そうだな。何しろ私は、負ける為にここへ訪れたのだから」

「…………どういう意味です？」

　聞き流してしまうには、流石さすがに内容が気になった。

　罠わなの可能性は十分に考えられるが、リスクとリターンを計算すれば……もう少し探ってもいい、と判断する。

　こちらの思惑を知ってか知らずか、男はつまらなそうな顔をする──表情は見えないままなのに、それは伝わって来た。どうやら『ブラインドマスク』で阻そ害がいされる情報の中に、表情の変化は含まれていないらしい。眼鏡で分かりづらいはずの目の動きまで分かるのだから、向こうからもこちらの細かい表情の変化は分かるのだろう。

「この『ゲーム』は拘束時間が長く、不自由が過ぎる。期間が長いとは聞いていたが、毎日四時間……必ず『潜界ワールドダイブ』しなくてはいけない縛りこそないが、電源が三時間で切り替わってしまう以上、消極的に参加し続けるのにも限界がある。そして私は、そこまで暇じゃない」

「今更そんなことを言って通るとでも思いますか？　『ゲーム』の詳細こそ語られませんでしたが、ちゃんとオペレーターが説明を──」

「そこだ。私の所に来たオペレーターは、『時間の都合がつく、暇な時だけ参加をすればいい仕組みになっている』と言っていた。このシステムを表現するには不適切だろう」

「…………」

　向こうの発言が噓うそではないのなら、桐子も同意見だ。

　それに桐とう子この元に来たオペレーターも、親切に全てを教えてくれた訳じゃ無い。大きく食い違う部分こそ無かったが、明らかに不親切で、意図的に面倒な箇か所しよを省いた説明だったと今なら分かる。

　その点では、相手の言い分にも信しん憑ぴよう性せいがある──

「確かにこの『ゲーム』は面白そうだ。しかし私はそこまで暇じゃない。手に入る可能性の薄い賞金と、ここまで築いてきた生活を秤はかりに掛けてまで参加を続けようとは思わない」

「……だから負けたいと、そう言いたいんですか？」

「それもなるべくリスクの無い方法で、だ。降伏の方法は聞いているか？」

「……一応は」

　そこはオペレーターがちゃんと説明をしてくれた。

　スキルをレンタルする時と同じく、端末同士を合わせた状態で、降伏する側が『降参サレンダー』と言えば成立する。その際、音声入力はどちらかの端末がオンになっていればいいらしい。

　ちなみに『奴隷スレイブ』になった状態では『降参』が出来ない為、敗退までには最低でも一度は痛い思いをすることになる。

「折角だから戦ってからわざと負ける……というのも考えたのだがな。ただのゲームと違い、この『ＰｏＳ』は痛覚が残されている。むざむざ何度も痛い思いをしたがるほど愚かな行為もないだろう」

「それで降伏をしに来た、と？」

　桐子の問いに、男は「ああ」と短く答える。

「降伏し、その後でもう一度ダメージを受ければ『撃破ブレイク』となってリタイアになるのだろう？　希望になるが、出来るだけ痛みの少ない方法だと有り難い」

　話の筋は通っている……が、それだけだ。信じられるかどうかになると、半々以下。

　しかし相手は端末を手放している。少し距離があるとはいえ、ブラフだとしても敵を目の前にしてやれるかと自分に問えば、首を横に振るしかない。リスキー過ぎる。

　となれば、本気で降伏しに来た可能性が高いが……

　信じるにはあと一歩踏ふん切りがつかず、桐子は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　迷いが表情の情報として伝わったのか、男は「ふむ」と小さく呟つぶやいて、

「ならばもう一つ、保険を付けるか……お前はこの学校の生徒だな？」

「……自分の素す性じようをベラベラと喋しやべると思いますか？」

「いや。だが、ここの生徒でなければ大して意味がないと思ったのでな。尤もつとも、大学以上になるとやはり効果は薄いが」

　そう言いながら、男は右手を自分の顔へとやる。

　その直後、今までぼやけて見えなかった男の顔が鮮明に浮かび上がった。

　思わぬ光景に桐子は息を吞のむが、何が起こったのかは分かる。『ブラインドマスク』を外しただけだ。その証拠に、右手に丸い眼鏡が握られている。

　だが、桐とう子こが驚いたのは素顔を晒さらすという行為だけじゃない。相手の顔に、僅わずかながら見覚えがあったからだ。

「確か……英語教師でサッカー部の顧問をしている、真ま島じま先生……」

「そうだ。これが私の言う『保険』だ」

　精せい悍かんな顔つきの真島は、殆ほとんど中等部に顔を出していない桐子でも知っていた。

　真島庚こう星せいといえば、元は将来を期待され代表選出経験もあるサッカー選手だったが、高校最後の大会中に大おお怪け我がを負い、選手として活躍することは諦あきらめ育成側に回る決意をしたらしい。クラブチームの指導者ではなく教師の道を選んだのは、ただサッカーが上手い選手を育てるのではなく、人間的にも優れた人材を多く育てたかったから──と、学内で発行されているニュースペーパーに載のっているのを読んだ記憶がある。

　まだ二十代半ばと若く、ルックスもスタイルもいい。指導力も、分かり易やすいと評判は高いらしい。そして『暇ではない』と本人が言うように、何十人もいる中高のサッカー部員を数人の顧問だけで見ており、土日も練習を行っているようで、他の教師よりも多忙だ。

　これが他の部なら桐子も知識は無いに等しかったが、全国レベルと囁ささやかれるサッカー部と陸上部、それから吹奏楽部のことは度々記事になるので知っていた。

　つまりこれは……正体を知らせることで話の信しん憑ぴよう性せいを高めるだけでなく、もし謀たばかるのであれば自分にもリスクが出る、ということなのだろう。

　相手の意図を読み取った桐子は、それでも十秒近い思考を経へてから、

「……分かりました。あなたの提案を受けましょう」

「話が分かる相手で助かる。ならば、早速──」

「あなたは動かないでください。私がそこまで行って、端末を拾います」

「了解した。好きにしてくれて構わない」

　相手の了承も得て、桐子はゆっくりと、自分の端末の音声入力ボタンに指を掛けたまま近付いていく。真島は武器もなくスキルも使えないが、念には念を入れてだ。

　慎重に、しかし時間を掛けすぎて第三者に来られるとまずいので、普段に近い歩幅で距離を詰める。

　そして残り半分程になったところで一度足を止め、真島の顔を見ながら、

「もう一つ、保険を掛けさせて貰もらいます」

「……何？　これ以上、どうしろと？」

「いいえ、あなたは何もしなくて大丈夫です──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　口の中で呟つぶやいたスキル名に反応し、桐子の右手に炎の鎖くさりが生まれる。そして軽く手首を動かすことで炎えん鎖さは反応し、真島の周囲を円で囲む形で地面に敷しかれた。

　それを見た真島の眉まゆが僅わずかに跳ね、薄く開いた口からは感嘆の吐息が漏れる。

「……これがスキル、か。実際に見ると、本当に魔ま法ほうだな」

「何かあればこれで拘束させて貰もらいます。気を悪くしたかと思いますが」

「いや、構わない。冥めい土どの土産ではないが、良い物が見られた」

　じっと炎えん鎖さに視線を注ぎながらも、真ま島じまの表情に不満の色はない。魅み入いられている、というよりは、珍しい化学反応を見る研究者のような目つきだ。

　狼ろう狽ばいするようなら降伏などさせず打ち倒してしまおうと考えていた桐とう子こだが、これなら大丈夫だろうと確信を強め、歩みを再開する。

　あと少しで手の届く距離まで来ても、真島に特に動きは無い。もう殆ほとんど警戒は解いているが、流石さすがにこの距離はまた緊張がぶり返してくる。

　出来ればこれ以上近付きたくないが、端末は彼の足下に落ちている。拾え、と向こうにやらせる案もちらりと頭を掠かすめるが、相手に武器を与える方がリスキーだ。それなら素手のままでいて貰った方が良い。

　仕方ない、すぐに終わる──と自分に言い聞かせ、桐子は最後の一歩を詰めて、腰を屈めて端末を拾う。あとはこれを自分の端末と重ねた状態で、真島から降伏宣言を受けるだけだ。

　思いがけず勝利とポイントを拾う形になったが、おかげでかなりのアドバンテージを得ることが出来る。一週間は大人しく周囲の動向を見守るつもりだったが、これなら積極的に仕掛けていくのもいいかもしれない。

　……と、桐子が今後の展望を考え始めた時、

「ああ、一つ言い忘れていたな」

「え……？」

　先程までと変わらぬトーンで、真島の声が聞こえてきた。

　まだ何かあるのかと、桐子は体を起こし顔を上げようとする。

　だがその前に、首筋に何かが触れた感触が、




「──ひぎっ、ぁぁぁぁぁああああアアアッッッ?!」




　全身を走り抜ける壮絶な痛みに、桐子の口から悲鳴が溢あふれた。

　突然襲おそいかかって来た、内側から破かれるような痛み。これまでの短い人生で感じたことのない種類の痛みで、その度合いも比べようがない。少なくとも、麻ま酔すい無なしで虫歯の治ち療りようを受けた時の数百倍はある。

　激痛が走ったのはほんの数秒だけのはずだが、その数秒で地面に倒れた桐子は息も絶え絶えになり、痙けい攣れんする自分の体を抱き締めるようにして蹲うずくまる。顔の右側がジンと痺しびれているのは、痛みの余り受け身も取れず顔から転げ落ちてしまったからだろう。

　一体何が起きたのか分からず、激痛のショックでまともに体を動かすことも、声を上げることも出来ない。

「ふむ……予想以上の効果だな」

　上から降って来た声は真ま島じまのものだが、顔を上げることも困難で、桐とう子こはどうにか視線だけを動かす。

　すると二つの端末を拾い上げる真島の手が見え、さらに視線を上げれば、こちらを無感情に見下ろす彼の顔も見えた。

「…………ぅ…………ぁ……？」

「まだ喋しやべれない、か。だが……これは見えるか？」

　言いながら差し出された端末の画面には、『あなたは致命傷を負い、奴隷スレイブとなりました』の文章が表示されている。

　つまりさっきのは……文字通り、『死ぬほど痛かった』というやつなのだろう。

　だが、どうしてそんな激痛に襲おそわれたのか、桐子の鈍にぶった思考では分からない。相手は間違いなく素手で、一いち撃げきで打ち倒され死亡するなんて普通なら有り得ない。それに、あれが打撃による痛みではないのは間違いなかった。

　何故、どうして──と疑問ばかりがぐるぐると頭の中を巡り、肺まで痺しびれたように呼吸すらまともに行えない。

　そんな桐子の視界の中で、こちらを見下ろす真島の、実験対象を観察するような目だけがやけに明確に映る。

「さて、後は『奴隷』のまま扱うか、『撃破ブレイク』してしまうかだが……ああ、その前に先程の続きを言うとしようか」

「………………な…………を……」

「端末を手放してしまえば、スキルを使えなくなるのは間違いないが──それ以前にスキルを使っていたのなら話は別だ。実に単純な仕掛けだが、疑り深い人間ほど簡単な罠わなに引っかかる」

「……っ…………！」

「私に与えられたオリジンスキルの《道化師の毒針劇薬ピエロ》は、相手の素す肌はだに直接触れなくては効果が無い。発動さえすれば『死に至る痛みを与える』と書かれていたが、攻こう撃げき的てきなスキルはおろか武器を持った相手にですら、素肌に触れるなど困難だ。隠れて近付こうにも、端末で察知されて叶かなわない。となれば、玉砕覚悟しかないが……同じ捨て身ならと思い下手な芝居をしてみて正解だったようだ」

　声に嘲あざけりの色はなく、あくまでも淡々と話す。が、それが逆に桐子のプライドを激しく傷つけた。

　何故ならそれは、完全に相手の掌てのひらの上で踊らされていたということで──同時に、その程度の相手だと思われていた証拠だからだ。

　そしてまんまと嵌はまり、こんな醜しゆう態たいを晒さらしている事実が悔しくて仕方がない。

　なのに歯を食い縛ることも、喚わめき散らすことも敵かなわなかった。

「ああ、一応釘を刺しておこうか。これはあくまでも『ゲーム』だ。依よって、現実世界向こうに因いん縁ねんを持ち込まれても困る。何を言われても無視の一手だが、周囲の目もあるのでな」

「…………ぅ……く……」

「まだ喋しやべることも出来ないか。ならば余計な抵抗のない内に、保険としてそちらの正体も暴いておこうか」

　言いながら、真ま島じまの手が桐とう子この顔へと近付いて来る。

「──その眼帯が、お前の『ブラインドマスク』だな？」

　質問というよりは、ただ確認を取るだけの声に、桐子は身を震ふるわせる形で反応してしまう。

　素顔を晒してしまうことも嫌だが、それ以上に──あれに触れられたら、またあの激痛が襲おそってくるのではという強い恐怖が込み上げてきた。

　もう一度あんな痛みを感じたら、今度こそ死ぬ。『ゲーム』からのリタイアという意味では無く、本当に死んだ方がマシだとさえ思えるくらいの激痛だった。

　身に迫る真島の手に、それでも体は動かない。逃げたくて仕方ないのに、泣き喚くことすら出来ず、桐子は心の中で『嫌だ、嫌だ……！』と繰り返し──




　そこで唐突に、意識が途切れた。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「……あの時、もしかしたら触れられて『撃破ブレイク』されたのかとも思いましたが……どうやら、違ったみたいですね」

「ちなみに、どこで違うと思ったのかな？」

「病院に運び込まれ、意識を取り戻したのは日付が変わる直前でしたが……翌日の昼過ぎから面会可能になったのにも拘かかわらず、一日以上チップの回収に誰も来なかったからです。ルールには『リタイアした場合、即座に回収班が向かう』とありましたので」

　そこまで話し、桐子は静かに深く息を吐いた。結構な長話になったし、嫌な思い出でもあるから、精神的にも疲れたのかもしれない。

　壁新聞部の隣となりの空き部屋を借りての回想話は、なかなかに朱あか音ねの興味を擽くすぐる内容だった。面白い、と言ってしまうと桐子が怒りそうなので、素直な感想は口に出せないが。

　朱音がスマートフォンを取り出して時刻を確認してみれば、もう四時半を回るところだったので、小一時間近く話をしていたことになる。

　途中で質問を挟んだり細かいところまで掘り下げて貰もらったりしたが、おかげで色々なことが分かった。

　特に大きいのは、

「桐とう子こちゃんの『主人マスター』はサッカー部顧問の真ま島じま庚こう星せい先生、ね。随ずい分ぶんと意外な人もエントリーしているなぁ」

「……そうですね。あまり気き易やすくはないけれど実直で、サッカー部以外の生徒からも評判がいいと記事にありましたが……実際は当てにならないものです」

「うん？　そうとも限らないよ？」

「どういう意味です？」

　騙だまし討うちをされた屈辱のせいか、こちらにも厳しい視線を送ってくる。

　それに降参するように両手を挙げつつ、

「単に割り切りの良い性格なのかもしれない、ってことだよ。『ゲーム』でなければ、不意打ちなんてしなかったんじゃないかな」

「……どうですかね。アンフェアな方法を選ぶ人間が、日常では聖人君子だなんて有り得ないと思いますが」

「まあ、そこまでは言わないよ。でも、そもそも『ＰｏＳ』はフェアじゃない。参加するプレイヤーの年齢も職業もバラバラみたいだし、オリジンスキルでハズレを引いたらとんでもないハンデになる。貴重な枠を一つ、無駄に潰つぶすようなものだしね」

「だから不意打ちも許容される、と言うんですかっ？」

「怒らない怒らない。でも、そうだね。賞金十億円に、現実的な望みなら何でも叶かなうオールマイティチケットが手に入るなら、それくらいはやる人も普通にいると思うよ」

「……っ…………そうですね。入院している怪け我が人にんを襲おそう、卑劣な変へん態たい先せん輩ぱいもいるくらいです。卑ひ怯きような先生がいてもおかしくないですね……！」

　なるべく声量は抑えていたが、たっぷりと怒気を孕はらんだ口調で桐子は言う。

　ついでに睨にらみ付けられているが、年下の少女にそんなことをされても、朱あか音ねとしては可愛いと思うだけだ。潔けつ癖ぺきな部分も含めて、愛おしく感じる。

　天才少女と持もて囃はやされるだけあって精神的にも同年代の子よりは成熟している……つもりなのだろうが、朱音からしてみれば背伸び分程度のリードだ。それを薄々自覚している気配もあるので、本人としても歯は痒がゆいのだろう。

　現に『ゲーム』が始まって立て続けに不意を打たれ、辛酸を舐なめている。

　なまじ頭が良いだけに、ある程度経験を積み心理を読むことに長たけた相手からは、格好の餌え食じきになっている状態だ。

　今後どう成長していくのかな、と楽しみに思いつつ、朱音は足を組み替えて、

「さて、と……キミの『主人』が真島先生だというなら、最優先ターゲットは決まったね。いくつか引っかかる部分はあるけれど、そこも含めて調査していこうか」

「引っかかる？　それに……調査？」

「うん。自分に都合の良いタイミングで仕掛けるのもいいけれど、どちらかというと相手が嫌なタイミングで仕掛けた方が効果的だからね。だから真ま島じま先生のスケジュールや行動範囲を探りつつ、その周辺も調べたいところだよ」

「……この『ゲーム』の為に、わざわざそこまでするんですか？」

　眉み間けんに皺しわを寄せて訊たずねてくる桐とう子こに、朱あか音ねは笑って応じる。

「『ゲーム』だからこそやるんだよ。正直なところ、わたしは賞金や賞品には大して興味ないけれど……こんな面白いこと、全力でやらない訳にはいかないからね」

「…………分かりました。変へん態たい先せん輩ぱいは暇なんですね」

「うん、間違ってはないよ。それと、わたしのスキルはしばらく使い物にならないから、これくらいやらないと勝てないしね」

「……使い物にならない？」

「ああ、言ってなかったね。わたしのオリジンスキルの《楽園への扉ヘヴンズ・ゲート》は、使えばそれだけで『ゲーム』の勝者になるスキルなんだ。その代わりコストが膨ぼう大だいだから、しばらくは何の役にも立たないけどね」

「………………な………？　……」

　目をパチパチさせて愕がく然ぜんとする桐子の反応は予想出来たものだが、やっぱり面白かった。まさかそんなスキルがあるとも、組むことになった相手が役立たずだとも、思ってもみなかったに違いない。

　期待通りの面白い反応が見られて朱音が微笑ほほえんでいると、我に返った桐子が勢い良くイスから立ち上がった。

「そ、それじゃあ実質的な攻こう撃げき手しゆ段だんは私のスキルだけってことじゃないですか?!」

「まあ、そうなるね」

「私の方は『奴隷スレイブ』だから攻撃は出来なくて、実質一人で戦うようなものです！　しかもスキルはレンタルだとコストが三倍もかかって……そんな酷ひどい状況で戦うだなんて、いくらなんでも厳しすぎます！」

「キミの言うことは正しいよ。でも──これくらいなら、まだまだ絶望するには足りない」

　言って、朱音も立ち上がる。

　あくまでも笑みは絶やさないまま、興奮した様子の桐子に顔を近付け、

「この『ゲーム』がもっと限定的な……例えば、プレイヤーが指定された時刻と場所でトーナメント方式で戦わされるものだとしたら、わたしの勝ち目はゼロに近かったと思うな。でも実際はどれだけ強いスキルを持っていたとしても、ちゃんと使えなければ意味が無い。スキルが何の意味も無く負けてしまう可能性だってある……キミは良く知っているはずだよ？」

「それはっ…………油断していたとしか……」

「うん、そうだね。そういうこともある。なら、油断を作ろう。隙すきが無ければこっちで用意すればいいだけの話だよ」

「………………」

　こちらの論を聞いて興奮が沈下していく桐とう子こだが、表情に理解し難がたい生物を見るような困惑が混ざっている。

　その様子を確認しつつ、朱あか音ねは「さて」と呟つぶやき、さっきまで座っていたイスを畳んで、元あった場所へと戻した。

「もうなみえさんの方も片付いただろうし、聞きに行こうか。手がかりになるヒントが見つかればいいんだけどね」

「……生徒達の噂うわさ話ばなしから、真ま島じま先生の行動を特定出来るんですか？」

「いいや？　そんなことは思ってないよ」

「じゃあどうして……」

「確かに最優先攻略対象は決まったけれど、そこを狙ねらう間に誰かに襲おそわれたらどうする？　わたしはスキルを使えないし、キミは『奴隷スレイブ』だからもう負けられない。なるべくリスクは避さけられるように、情報は必要だよ」

「そんなに都合良く必要な情報が手に入るんですか？　誰がプレイヤーかなんてそう簡単に分からないですし、情報の取捨選択はあの痴ち女じよ先せん輩ぱいに任せていましたが……」

「噂話だけならわたしもいくつか聞いているけれど、『ゲーム』のことを知らない彼女が何に引っかかるかも判断の一つになるからね。何が隠れているか知っている人間が騙だまし絵えを見ても気付かないことに、何も知らない初見の人が気付くっていうのは良くあるケースだよ」

　例えば、朱音は『天あま宮みや桐子が寮の自室の窓から落ちて、大おお怪け我がをした』というニュースを聞いて、即座に『ゲーム』との関連性を考えた。もしかしたらプレイヤーなのでは、と。

　だが、普通の人は窓から落ちたと聞けば、事故か自殺未遂かの二択だと思うだろう。

　その結果、朱音は桐子の病室へ奇き襲しゆうをかけることにしたが……同じように、普通ならまずしない反応をしてしまう人がいるかもしれない。それがプレイヤーとは限らないが、中には当たりがいる可能性もあるはずだ。

「まあ、普通にサッカー部の予定くらいなら知っているかもしれないしね。なみえさんの話は聞いておいて損はないよ」

「随ずい分ぶんとあの痴女先輩のことを買っているんですね」

「そうだね。自分の趣味の為にあれだけ労を惜しまず動ける人はなかなかいないよ」

「……そういうものですか」

　イマイチ納得しきれていない桐子だが、もう少し付き合いを深めていかないと分からない類のものだろうから、朱音は無理に理解を求めはしなかった。それに理解出来たとしても、性分として認められない場合もある。

　潔けつ癖ぺきの気のある中学生にはまだ早いかな、と内心で苦笑しつつ、朱あか音ねは薄く空き部屋のドアを開け、通路に人の気配がないことを確認してから外に出た。桐とう子こも続くが、やはり表情は不機嫌を物語っている。

　そこを突っ込めばまた可愛い反応をくれそうだが、部室棟で騒さわいで余計な人達に見られるのはあまり嬉うれしくないので、朱音は速やかに隣となりの壁新聞部のドアをノックし、向こうの反応を待たずにドアを開けた。

「戻ったよ、なみえさん。頼んでおいた件は順調かな？」

「愚問。とっくに終えてる」

　入って来たこちらを見ないまま、なみえは両手に持ったタブレットを何やら操作し続けている。ただ、乱雑な机の上とは別に、先程まではなかった二脚の丸イスの上に一枚ずつ紙が置かれていた。

「ありがとう、なみえさん。いつも通り、ここで読んでいくね」

「当然。持ち出しは不許可」

　もう慣れたやり取りをしながら、朱音は続けて入って来た桐子を促うながし、イスに座る。

　データで受け渡しをした方が早いのにわざわざプリントアウトしてくれたのは、別になみえの親切心じゃない。データだと消去の確認をしてもコピーされていないとは限らないし、転送の可能性もある。紙ならその場でシュレッダーにかければ持ち出しの心配はいらない。

　ここで知ったことを外で話されるのなら情報漏れには変わらないが、なみえが気にしているのは『壁新聞部が情報を流した』という証拠が漏れることなので、持ち出しさえされなければ問題無いらしい。

　今回みたいに割と普通の内容でも同じ方法を取るのは、慢心することで事故が起こる可能性を減らす為だろう。

　その辺りを理解している朱音は黙って手に取った紙を桐子にも渡し、書かれている内容のチェックを始める。

　頼んでおいたのは生徒達の間で最近話題になっている件と、今日の新鮮ニュースだ。どちらもなみえが選び抜いたものだから、既に知っている話だとしてもそこに新たな価値を見出せるかもしれない。

「ふむふむ……『ヒーローに新たな恋人候補？』に『高等部一年に美少女転校生』に『追おい剝はぎ警報継続中』、ね。どれも有名どころとはいえ、随ずい分ぶんとバラエティ豊かなラインナップだ」

「……あの、私が知っている噂うわさが一つも無いんですが」

「うん？　桐子ちゃん、『ヒーロー』のことも知らないの？」

「アニメか漫画の話なら分かりません。誰かのあだ名だとしたら、そんな頭の悪そうな呼び方をされる人に心当たりはありません」

　キッパリと言い切る辺り、なかなかに清すが々すがしいと朱音は思う。

　尤もつとも、この九く宝ほう堂どう学園──いや、新しん湘しよう南なんタウンで生活している人間なら一度は耳にしたことがあるはずの人物について知らないというのは、少し驚きだが。

「元サッカー部のエース新しん城じよう翔しよう輝きのことだよ。今年から大学に進学したはずだし、キミの方がよく話を聞くんじゃないかな？」

「……ああ、あのいつも女性を連れている人のことですか。有名人だったんですね」

「うん、そうだね。男女からの総合人気で言うと、吹奏楽部の『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』よりも上だよ。何しろ『ヒーロー』だからね」

「……頭の悪そうな名称がまた出ましたが……要は有名人のゴシップですか」

「彼はモテるからね。恋人の座を射止めた女性はまだいないらしいけれど、本気で狙ねらっている女性は指の数じゃ足りないくらいだよ」

　ちなみに片手の指ではなくて、足も含めて全部の指を足しても足りない。よくもまあそれで恋人を作らず不義理もせずを貫けると、朱あか音ねは本気で感心してしまう。流石さすがは『ヒーロー』なんて言われてしまうだけのことはある。

「まあ、『美少女転校生』の噂うわさは桐とう子こちゃんは知らなくて仕方ないかもね。高等部に凄すごく綺き麗れいな子が転校してくる、ってだけの噂だから」

「そんな噂が流れるだなんて、どれだけ暇人で溢あふれ返っているんですか」

「転入試験を受けに来た彼女を見た生徒曰いわく、本当に綺麗だったらしいよ。それだけで盛り上がるには十分だね」

「……あなたがそれを言いますか」

　何故だか桐子の視線に侮ぶ蔑べつ以外の感情が混ざっているようで、朱音としては心外としか言いようが無い。

「わたしが言うと問題があるセリフには思えないけれど？」

「っ……それだけ端たん整せいな顔をしておいて、よくも言えるものです。女装をしていて微み塵じんも男と疑われないだけの容姿の人が言えば、嫌味が遠回しの自慢にしか聞こえません」

　憤ふん慨がいするような桐子の態度に、少しだけ朱音は納得がいった。

　ただし、それを肯定するかどうかは別だ。

「確かにわたしが人並み以上には優れた容姿だってことは認めるけれど、別に美少年とか美少女とか騒さわがれる程のものでもないよ？」

「……顔が良いのは認めるんですね」

「まあね。そこを否定したら、それこそ嫌味か、美意識がぶっ飛んでいるかのどちらかだってくらいの自覚はあるよ。でも、精せい々ぜいが上の下ってところだね。それ以上に見えているのなら、単に表情の造り方が上手で化粧の技術も高いからだよ」

　これは大部分が本心で、だからこそ他人に対しても客観的に公平な評価をしているつもりだった。

「逆に、あまり目立たないようにも弄いじれるしね。知っているかな？　ただ整っているだけの顔って、意外と印象に残らないものなんだよ」

「……ならば『絶世の』と付くような美形は何が違うんですか？」

「大体は目と、その周辺だね。ほら、マスクをしていると美人に見えるって人は結構いるって聞いたことないかな？」

「それは……聞き覚えはないですが、実感はあります」

「なら分かると思うけれど、パーツの全てが整っているだけより、強烈な印象のあるパーツとそれを引き立てる造形の方が綺き麗れいに感じるものなんだよ。その意味でも、化粧は大事だね。陰影だけでなく色合いや装飾で何倍にも効果を高められるから」

　そこに、より効果的な表情をイメージ通りに作り出せるからこそ、男である朱あか音ねが女装をしても違和感なく受け入れられる……という仕組みだ。

　まあ、細身であったり身長も手頃だったりと、先天性の部分にも多く助けられてはいるし、他にもカラクリはいくつかあるが。手品の種を全て見せる気はないので、これくらいで十分だろう。

　こちらの解説を桐とう子こだけでなくなみえまで興味深そうに聞いてくれていたが、雑談に興じているといくらでも時間を使ってしまうので、朱音は話を纏まとめにかかる。

「少し話が逸それたね。『美少女転校生』の件については、試験を受けに来た彼女を目もく撃げきした人はいても写真や映像は残っていないから、余計に広く根強く噂うわさされているんだと思うよ」

「想像の余地があるから、ですか」

「そう、だから噂のネタとしては優秀だね。まだ実際に転校してきていないけれど、カウントダウンは始まっているから尚更だよ」

「……全く、男はどうしようもないです。これだから精神年齢の低い人達とは付き合っていられません」

　吐き捨てるように言うと、桐子は恨うらみがましい目を朱音へと向けて来る。

　そんな風に見られても、正直朱音としては美少女だろうが不細工だろうがどちらでも大して気にならないので、対応に困ってしまう。からかうのならいくらでも応じられるが、そうでないなら話は別だ。

　機嫌を損ねられるのも面倒なので、朱音は余計な発言は控えて紙面に視線を落とし、

「まあ、そのうちやって来る転校生の話はこの辺りにしておくとして……なみえさん、まだ追おい剝はぎの被害って出てたんだ？」

「肯定。これで八人目」

「被害が出たのはこないだの金曜日、ね。十日ぶりくらいになるかな？」

「……あの、すみません。この『追い剝ぎ』って、揶や揄ゆでも比喩でもなく、本当に追い剝ぎのことなんですか？」

　どうやらものの例えだと思っていたらしい桐とう子こが戸惑いの声を上げるが、これに対しては頷うなずく以外に返しようがない。

　何しろ、他に言いようが無いのだから。

「最初の被害者が出たのは、もう二ヶ月近く前でね。高等部に通う男子生徒が、一人で帰宅しているところを襲おそわれて、上着と現金を取られたんだ」

「現金、ですか？　電子マネーの移い譲じようではなく？」

「そう、現金。わたしも一応は持ち歩いているけれど、それだって何かあった時の為に少額程度だからね。被害額は総額でも一万円に届かない程度らしいよ」

　本土でもそうだが、今や現金より電子マネーの使用を好む人間が圧倒的に多い。

　特にこの新しん湘しよう南なんタウンでは、ここでしか使えない電子マネー通貨が主流になっている。外では使えない代わりに、チャージする際に消費税分が自動的に加算される仕様になっているので、ここで生活する殆ほとんどの人間が当然使用していた。

　デメリットとしては持ち出しが利きかないだけでなく、返還も換金も出来ない。そしてもう一つ、これを使う媒ばい体たいはＩＣチップを埋め込んだカードになるが、これは新湘南タウンから個人へ貸与されるものになり、他の人物は使用出来ない。静じよう脈みやく認にん証しようでカードの持ち主が触れていなければ機能しない仕組みになっている。

　なので貸し借りをする場合は電子マネーの移譲をする形になるが、これも限度額が決まっていて、学生は月に一万円分までが上限だ。出入りの両方に適応されるので、五千円貰もらって誰かに五千円を渡せば、その月はもう移い譲じよう出来なくなる。

　その点もあって現金を持ち歩く生徒も多いし、誰かから金銭を奪うならデータに残らず上限額もない現金を狙ねらうのも分からなくもない、が……

「学内の購買だけでなく自販機でも使えるから、現金を持ち歩いていない生徒も多いしね。だからお金は取られなかったけれど、服や持っていた物を取られた、なんて人もそれなりにいるらしいよ」

「本当に追おい剝はぎなんですね……警察や自警団は動いているんですか？」

「それが、被害に遭あった生徒が届けを出してないんだよ。だから噂うわさは広まりつつあるけれど、大人は動けないままだね」

　実際に被害届が出ていればローカルニュースで流れていただろうから、桐子が知らないということも無かったはずだ。

　問題は、どうして誰も被害届を出していないかだが……

「被害に遭っているのは全員うちの生徒なんですか？」

「いや、それがどうも被害に遭っている大人も数人いるらしいんだよ。そっちはあまり噂になっていないけれど……なみえさんなら知っているかな？」

「愚問。昨日までで四人、三十代から四十代の男性が同一犯らしき被害に遭ってる」

「ああ、ということは被害者が男性っていうのは共通なんだね。なら、噂うわさ話ばなしの中で推測されていた犯人も、意外と的外れじゃないのかも──」

　何度も話題に上がる中で不透明な犯人像もいくつか候補が挙がっていたが、その中の一つが有力なのではと朱あか音ねが考えを巡らせていた、その時。

　不意に、部室に備え付けられているスピーカーから、女性の声が聞こえて来た。

『──生徒の呼び出しをします。中等部二年Ｃ組の、天あま宮みや桐とう子こさん。天宮、桐子さん。まだ校内にいるのでしたら、保健室まで来て下さい。繰り返します──』

　二周目に入った呼び出しの放送を聞きながら、朱音は当事者に視線を送る。

　スピーカーを見上げていた桐子はやや怪け訝げんそうな表情をしていたが、こちらの視線に気付いたのか、小さく息を吐いてから見返してきた。

「……この声は、恐らく相談員の海え老び原はら先生ですね」

「うん？　相談員というと、スクールカウンセラーの？」

「そうです。私は一応中等部に在籍し、保健室登校をしている……という建前になっていますから。テストだけは受けなければいけないので、学校側も気を利きかせて毎回生徒指導室で受けて、軽い面談をしています」

「なるほどね。じゃあ、呼び出されたからには顔を出さないとまずい？」

「そうですね……もう帰宅しようとしていたと無視することも出来ますが、明日以降も呼ばれる可能性は高いですし、海老原先生なら寮まで来てもおかしくありません。ならば自分から行った方が楽です」

　一応選択肢はあるがどのみち会わずに済ますのは無理という判断に、朱音も「そうだね」と頷うなずく。

　なみえが用意してくれたプリントに書かれた内容の半分は今日の話題だが、その殆ほとんどが『天才少女が自じ殺さつ未み遂すい』だの『天宮桐子が救急車で運ばれ、面会謝絶』だのといった土曜の夜の出来事で埋まっていて、火曜日になった今でも皆の興味が一つの事柄に注がれていると明確に示していた。

　その話題の中心人物が、大学に顔を出すのではなく、普段使うことのない中高の敷しき地ち内ないにある食堂に現れた──まだ一時間程度しか経たっていないが、既に多くの生徒の耳に入っているはずだ。

　だからこそ呼び出しをした相談員も登校を知っていた訳だし、特待生というのもあって放置は出来ない……ということだろう。

　決めたが早いか桐子はイスから立ち上がり、持っていた紙を長机の上へ置いて、

「私は保健室に行くことにします。続きはまた今度──」

「ああ、いいよ。わたしも一緒に行くから」

「……えっ？」

　その返しは予想していなかったのか固まる桐とう子こを他よ所そに、朱音はなみえへプリントを渡して微笑ほほえみかける。

「それじゃ、なみえさん。お礼は今度、都合の良い時にね」

「承諾。メールしておく」

「うん、別件で調べて貰もらいたいこともあるからまた来るだろうけど、その時もよろしく」

　そっと肩に触れて挨あい拶さつを済ませると、続いて啞あ然ぜんとしている桐子の背中を軽く押し、

「さあ、行こうか。保健室ということは、合同校舎に逆戻りだね」

「…………」

　何か言いたげな桐子の視線に気付かぬ振りをして、朱あか音ねは桐子を連れて壁新聞部の部室を後にした。

　相変わらず部室棟の通路には人ひと気けが無いが、もう少ししたら早めに活動を終える文化系の部活に属する生徒がちらほらと顔を出すはずだ。鉢合わせても問題はないけれど、騒さわがれないのならその方が良い。

　……と、階段に差し掛かった辺りで、それまで無言だった桐子が後ろから声を掛けてきた。

「どうして先せん輩ぱいが一緒に行くんですか？　おかしなことです」

「そうかな？　別に問題は無いと思うけど？」

「おかしいですっ。呼び出されたのは私だけなのに、一緒に高等部の生徒が来るだなんて。何を考えているんですか……!?」

「まるで悪巧みをしているみたいに言うね。心外だな、わたしは単に訊ききたいことがあるから同行するだけなのに」

　可愛い後輩の辛しん辣らつな言葉に苦笑を漏らすと、一足先に階段を下りた朱音はここも誰も居ないことを確認してから振り返り、

「真ま島じま先生について、サッカー部の部員か教員の誰かに質問があったからね。良い機会だから一緒に寄ろうと思っただけだよ」

「……本当にそれだけですか？」

「うん、他意はないよ。あんまり、ね」

　わざわざ付け加えて言うと、からかわれていると感じたのか、桐子はあからさまにふくれた顔になりこちらを睨にらんでくる。

「とはいえ、その海え老び原はら先生のことは良く知らないんだ。どんな人か、キミなりの印象でいいから聞かせてくれるかな？」

「……フルネームは海老原舞まい、スクールカウンセラーとして去年からこの学園に雇われているそうです。まだ二十代のはずですが、評判はかなりいいらしいですね」

「ふうん？　それはつまり、美人ってことかな？」

「否定はしません。かなり小柄ではありますが、綺き麗れいですし、それでいて愛あい嬌きようもありますから。懸け想そうしている男子生徒は多くいるんじゃないですか」

　そう言いながら、桐とう子こは醒さめた視線で朱あか音ねを射い貫ぬき、

「……というより、この手の話題なら先せん輩ぱいの方が詳しいんじゃないですか？　下世話な異性の話なんて、男子の方が好きでしょうし」

「一応、話には聞いたことがあるけどね。実際に見た覚えはないから、審しん美び眼がんのある桐子ちゃんの意見を聞いておきたかったんだよ」

「本当に良く回る舌ですね。嬉うれしくないのでお世辞は止めて下さい」

「世辞のつもりはないんだけどなぁ。それで、中身の方は？」

「……評するのは少し難しいです。優秀な人で、思いやりも熱意もあるのですが……」

　口くち籠ごもる桐子は本当に難題を前にしているような表情で、朱音としても興味を惹ひかれる。

　普通なら『とても良い先生です』で済ませてもいいところだが、この天才少女は早熟なせいか、やや捻ひねくれたところもある。だからストレートにそう言うのを躊躇ためらってしまっているのか、もしくは別の理由があるのか。

　どうにしろ、初顔合わせが楽しみになってきた。

「……っと、あまりお喋しやべりはしていられないかな。早く行かないとね」

　別に走る必要はないが、部室棟から出た時にはもう五時近くになっていた。今日はこれから『潜界ワールドダイブ』をして桐子のスキルをレンタルさせて貰もらう予定もあるので、あまり遅くなると少しまずい。

　海え老び原はらとの話が長引いてもプレイタイムに間に合わない、ということはまずないだろうが、遅くなるとそれだけリスクも増える。

　何故なら七時、八時という時刻になれば、社会人プレイヤーが『潜界』する可能性が高い。出来るだけ不意の遭そう遇ぐうを避さけたい身としては、プレイヤーが少ないだろう時間帯を見計らって入り、さっさと出てしまいたいところだ。

　晴れない表情のままの桐子と並んでしばし歩き、朱音は待ち合わせの場でもあった合同校舎へと入った。食堂は入って正面にあるが、保健室は右手側の廊下からが近い。

　長方形をしている合同校舎の二階から上は横長に割る形で廊下が走り両サイドに教室があるが、一階部分はやや特殊な造りをしている。何しろ中央と左側にかけて広がる食堂のスペースが全体の三分の一を占めているのだから、仕方ない。

　入って右手側に廊下を進み、事務室や応接室を通り過ぎて角を曲がると、まずはトイレがある。その先に階段があり、その次は教材用具室……と続き、二つ目の角を曲がったところにあるのが保健室だ。

　合同校舎には音楽室や視聴覚室があり、文化系の部活がいくつも活動をしているので、帰りと思おぼしき生徒とすれ違うこともあったが、チラチラと見られるだけで話しかけられはしなかったので、容易に目的の場所に着いた。

　ただし保健室に入る前に、ドアから少し離れた場所に白衣を着たかなり小柄な女性が立っていて、こちらに気付き小走りで近寄り、

「天あま宮みやさん、いきなり呼び出してごめんなさいね。体は大丈夫？」

「ええ、はい。一応、痕あとも残らないみたいです」

「本当？　それは良かったわ……女の子だもの、傷跡が残ったらどうしようって心配していたのよ」

「それは……ご丁てい寧ねいに、どうもありがとうございます。ですが、今は医い療りようも発展しているので皮ひ膚ふ移植だって……」

「だとしても、絶対じゃないのよ？　大事な体なんだから、大切にしないと駄目」

　そう諭さとす彼女の目は真剣なもので、対する桐とう子こが戸惑い気味というか、かなりやりづらそうにしているのが分かる。

　短いやり取りだが、見守っていた朱あか音ねはなるほどと思う。まだ推測の域を出ないが、確かにこれは評するのが難しい。

　──と、白衣の彼女の視線が朱音を捉とらえ、

「ところで、天宮さん。こちらは……お友達？」

「いえ、この先せん輩ぱいは──」

「初めまして、海え老び原はら先生。桐子ちゃんとは個人的にとても仲良くさせて貰もらっていて……失礼だとは思いますが、体調が心配で一緒に来てしまいました」

　発言を遮さえぎるようにすっと一歩前に出た朱音は、愛想良く頭を下げ、

「今日は桐子ちゃんを寮まで送る予定なんです。部外者には話せない内容ならば外で待たせて貰いたいんですが、大丈夫ですか？」

「そう、ね……お友達なら、天宮さんが構わなければ同席しても平気よ。プライバシーに関わる内容じゃないけれど、天宮さんはどちらがいい？」

　少し考えてからの海老原の言葉に、桐子の頰ほおが微かすかにひくつくのが朱音には見えた。

　頭の良い彼女は分かっている。ここで選択肢を与えられたところで、朱音がいる以上はその意思を汲くまなければならないということを。

「……先輩も同席させて貰っていいですか？」

「ええ、勿もち論ろん。いつまでも廊下で立ち話も良くないし、中へ入りましょうか」

　促うながした海老原が開けたのは保健室のドアではなく、隣となりの生徒指導室のドアだった。ここに入るのは朱音も初めてで、また一つ興味の対象が増える。

　浮うわ気き癖ぐせは良くないと思いつつ、そっと桐子の背中を押して先に行かせ、苛いら立だたしげに睨にらんで来る彼女の目を気にせず後に続く。

　生徒指導室の中は棚と多くの観葉植物があり、応接室と保健室を足して二で割ったような雰囲気だった。曇くもりガラスの衝つい立たてで半分程が隠れていたが、海老原が手招きをしてそちらへ行くよう示していたので、遠えん慮りよ無なくそちらへ入る。

　そこには対面する形でソファが並び、その間に低めのガラステーブルが置かれていた。シンプルながら落ち着きのある空間で、なかなかに居心地が良い。

「さあ、座って。二人共、紅茶は飲める？　天あま宮みやさんはミルクティーが好みだったかしら」

「……はい。砂糖もお願いします」

「わたしはストレートで大丈夫ですよ」

　ソファに掛けてゆったりと構える朱あか音ねに対し、隣となりに座る桐とう子こはやや居づらそうな様子だ。あの相談員に苦手意識があるのかもしれない。

　待つことしばし、数分経たってからトレーにティーカップを三つ載のせた海え老び原はらが姿を見せた。小さな体でも危なげない手つきで紅茶の入ったカップをテーブルに置いていき、自身は朱音達の向かいに腰掛ける。

　こうして改めて向かい合って見ると、確かに海老原舞まいは生徒に人気が出そうな風ふう貌ぼうをしていた。小柄ではあるけれど可愛い系というよりは美人系で、それでいて華やかさではなく和なごやかな雰囲気がある。明るい栗毛の軽くパーマが掛かった髪は肩に触れる程度の長さで、彼女にとてもよく似合っていた。

　まだ若いが、全体的に落ち着いていて、それでいて柔らかな雰囲気がある。参ってしまう男子生徒も少なくないだろうな、と朱音も内心で頷うなずく。

　品定めがある程度済んだところで、朱音は申し訳程度に紅茶を一口飲んでから、海老原へと軽く頭を下げた。

「押し掛けた上に紅茶まで頂いてしまい、どうもすみません。自己紹介が遅れましたが、わたしは──」

「確か高等部の、漣さざなみ朱音君ね？」

「ええ、そうですが……どうしてわたしの名前を？　海老原先生と面識はないはずですが」

「こうして顔を合わせるのは初めてだけれど、生徒手帳用の写真は見たことがあるもの」

　ティーカップを片手にくすりと笑う海老原の姿に、ピンとくるものがあった朱音は素直にそれを口にする。

「……ひょっとして、全校生徒の氏名と顔を覚えているんですか？」

「中等部と高等部の生徒だけよ。先生、あまり記憶力に自信が無いから、間違っていたらどうしようかと思って少しドキドキしたわ」

　冗談っぽくそう言うが、朱音としてはその行為自体が驚きに値する。

　スクールカウンセラーは基本的に受け身の職業だ。相談しに来る生徒と、不登校等でこのままでは問題があると学校側が判断した生徒の相手をするだけで、積極的に自分から関わっていく仕事じゃない。

　なのに中高合わせて千五百人以上いる生徒の顔と名前を一致させるなんて、普通ならまず有り得ないことだ。

「失礼ですが、どうしてわざわざ会ってもいない生徒を覚えるようなことを？　海え老び原はら先生の役回りからすると、あまり必要無いようにも思えますが」

「そうでもないのよ。意を決して相談に来てくれた子でも、いざ向かい合うとなかなか打ち明けられないことも多いの。それはそうね、だって知らない先生だもの」

　嘆くのでもなく表情を暗くするのでもなく笑顔のまま、「でもね」と海老原は続け、

「先生の方から『私はあなたをちゃんと知ってますよ』って合図を出してあげると、ほんの少しだけだけれど、勇気を振り絞る切っ掛けになることもあるの。先生はまだまだ未熟だから、これくらいはやらなくちゃね」

　やや自じ嘲ちよう気ぎ味みな言い方だが、大人びた笑顔から感じられるのは責任感の強さだ。

　確か海老原は大学院を卒業して一年の実務経験を積んで臨床心理士の資格を取った後、すぐにこの九く宝ほう堂どう学園で働き始めたはずで、それを考えると彼女の経験値は少ない。

　しかし桐とう子こも言っていた通り、熱意がある。足りない部分はあるのだろうが、初対面とはいえ朱あか音ねから見てもすぐに分からないのだから、十分過ぎる程に優秀だ。

　海老原舞まいというスクールカウンセラーに何人かの男子が好意を抱いているのは知っていたが、その一端を理解出来た。小柄な美人、しかも余裕のある優しい雰囲気を持つ白衣の女性に参ってしまうのは、もうある意味仕方がない。

　感心しながら朱音が観察していると、紅茶に手を付けないまま痺しびれを切らしたように桐子が話を切り出した。

「……それで、海老原先生。私に何か話があるんですか？」

「ええ。でも、どちらかというと天あま宮みやさんの顔が見たかったの。眼帯をしているけれど、目は大丈夫なの？」

「目の上に痣あざが出来ているのを隠しているだけですから、視力には問題ないです。眼球にも傷はないと聞きましたし」

「そう……片目が塞ふさがっていると、遠近感が狂うから気を付けてね？　また事故に遭あってしまったら、次も無事で済むとは限らないから……いい？」

「分かりました……が…………その……」

「海老原先生は、桐子ちゃんの転落を事故だと考えていたんですか？」

　やはり苦手意識があるのか口くち籠ごもってしまった天才少女の代わりに、恐らくこれを訊ききたいんだろうと察した朱音が代わりに問い掛けた。発言の後でちらりと横目で桐子を見たところ、一いつ瞬しゆんだがジロリと厳しい視線を寄越し、それでも何も言わなかったので正解なのだろう。

　そして肝心の海老原はというと……特に目立つ反応はせず、口元を微かに綻ほころばせて、

「噂うわさは先生の耳にも届いているわ。でも、先生の知っている天宮さんはもっと賢くて、皆が思っているような天才にありがちな脆もろいタイプでもないもの。むしろ負けず嫌いで、折れる前にありったけの抵抗をするのが天あま宮みやさんよ」

「そうですね。少なくとも、あっさり絶望して自暴自棄になる子じゃない」

「ええ、先生もそうだと思っているわ。だからもし、万が一自殺を試みるなら、二階にある自室なんて確率の低いところから飛び降りたりはしない。突発的なものだとしても、寮の屋上に上がったり、大学の研究室に忍び込んで毒物を盗んで使ったり……それくらいはやるはずだもの。だから九割方は自殺じゃないと考えていたわ」

　話しながら、海え老び原はらは桐とう子この反応を窺うかがっているようだった。当の彼女は三者面談で親が自分を褒ほめちぎっている時の子供のような、とても気まずくて今すぐこの場を逃げたいと言わんばかりの表情になっている。

　それに気付いているだろうに、海老原は優しげな目で桐子を見つめ、

「相手の心理を勝手に決めつける……なんていうのは、本当は駄目なことなのだけれどね。それでも先生は天宮さんならもっと違う方法を取ると思ったし、こうして実際に顔を見たら、表情に力があったもの。おまけに、彼氏さんも連れているしね」

「っ、誤解しないで下さい。この人はあくまでもただの先せん輩ぱいで、断じてそのような関係ではないです……！」

「そこまで全力で否定されると、ちょっと傷つくなぁ。確かに彼氏彼女ではないけれど、特別な関係だっていうのに」

「…………もういいから黙っていて貰もらえますか？」

　本気で怒った目で睨にらんでくる桐子には悪いが、朱あか音ねはまだ口を閉ざすつもりはなかった。

　こちらのやり取りを微笑ほほえましく眺めている海老原は呼び出した目的を達したようだが、自分の方はまだ残っている。

「桐子ちゃんが誤って窓から落ちたと聞いた時は、わたしも驚いて気が気じゃありませんでしたよ。海老原先生のところにはすぐに連絡がいったんですか？」

「ええ。といっても直接ではなくて、学校にいたら偶然耳にしたの。職員室が大騒ぎになっていたから、それで行ってみたら……」

「ああ、なるほど。でも、土曜日の夜まで仕事が残っているだなんて、大変ですね？」

「いいえ。だって、先生が勝手に残っていただけだもの」

　勝手に、という言葉の意味がよく摑つかめずに朱音が小首を傾かしげると、苛いら立だちを堪こらえた目をした桐子が口を挟んでくる。

「……海老原先生は仕事が終わってからも、夜遅くまで学校に残ることが多いと聞いています。それも平日だけでなく、土日まで」

「へえ？　それはまた、どうしてですか？」

「ほら、うちの学校って割と遅くまで部活で残っている生徒が多いでしょう？　だから先生も、彼等が帰るまではなるべく学校にいることにしているの。部活後に相談に来る子や、練習で怪け我がをしてしまった子がいるかもしれないから」

「その為にわざわざ？　保健の先生は──」

「夕方には業務が終わってしまうから、その代わりにね。養よう護ご教きよう諭ゆの資格はないから怪我の手当ては簡単なものしか出来ないけれど、それなりに判断は下せるつもりよ？」

　どこか茶目っ気のある口調でそんなことを言うが……これはとんでもない発言だ。

　プライベートな時間を削る、どころじゃない。生徒のケアに日々の殆ほとんどを費やしていると言っても過言じゃない上に、業務後や休日の残業手当も出ているかどうか怪しいところだ。

「……いくら何でも、それでは大変過ぎませんか？」

「そうでもないわよ？　誰も相談に来なくて怪我人もいない暇な時は、ついうたた寝しちゃうこともあるから。それに──大変なのを分かっていて、この仕事に就ついたのだもの。皆が少しでも楽しく学生生活を送れるなら、全然平気よ。残念ながら休日に遊びに行く友人も恋人もいないし、ね」

　──なのにこんな笑顔で、まるで特別なことをしている風なく語る。

　いくらまだ二年目で仕事に熱意のある時期だとしても、これは異常だ。もしくは、違う言い方をするならば──聖女のようだ、と表現されてもおかしくない。

　これは桐とう子こが苦手意識を覚える訳だな、と朱あか音ねも納得した。賢さかしい人間ほど他人の性根が透けて見える機会が多くあり、だからこそ性格が歪ゆがむ人物も出て来るが……その手の人からすれば、海え老び原はらの存在は眩まぶしくて仕方ないはずだ。

　朱音からしても驚きで、海老原への興味がより深くなる。ただ、今は先に訊きかなければならないことがあるので、好奇心を無理矢理に抑え込み、

「海老原先生に恋人がいないなんて、意外ですね。綺き麗れいで落ち着いた人なら言い寄ってくる男はたくさんいそうですが、やはり学校勤めだと出会いが少なくなりますか？」

「別に意外でも何でも無いわよ？　まあ、出会いがないせいにしちゃうのはちょっと駄目かも知れないけれど、積極的に動かないと向こうからは来てくれない環境なのは確かかもね」

「生徒から告白されても困るだけでしょうしね。わたしの友達も、サッカー部の真ま島じま先生が好きらしいんですが、迷惑を掛けられないからと悩んでいるみたいでしたし」

　会話の流れを止めることなく朱音が出した教師の名前に、隣となりの桐子が微かすかに表情を硬くする。カップの取っ手を指で軽くなぞっていた海老原はそれに気付いた様子はなく、しみじみとした口調で、

「相手の立場をちゃんと考えてあげられるのは素敵なことよ。もし悩みが深くなるようなら先生に相談しに来て欲しいところだけれど……相手が教師で、しかも真島先生じゃ、なかなか打ち明けに来られないかしら」

「そういえば真島先生は独身でしたよね？　付き合っている人がいるなら、それを伝えて諦あきらめて貰もらうっていう手もありますが」

「ううん……残念ながら特定の女性の話を聞いたことはないわね。あの人も忙しいから、恋人を作る暇なんてないのかも。この間の日曜はサッカー部の練習試合で島の外に遠征していたし、普段から平日も休みの日も遅くまで部活しているもの」

　他の教師のプライベートな情報なのでもう少し言葉を濁にごすかと思ったが、海え老び原はらはすんなりと答えてくれた。確定情報ではなく、ただの推測だからだろう。

　朱あか音ねとしても知りたいのは恋人の有無ではないので、構わず作った流れのままに続ける。

「強いみたいですね、サッカー部。毎日の練習もかなり遅くまでやるとか？」

「そうね、うちの部活で一番遅くまでやっているのはサッカー部かバスケットボール部、それか吹奏楽部だと思うわ。一般生徒の活動は夜の八時までと決まっているけれど、いつもそのギリギリまで練習しているもの」

「それはハードですね……その監督をしないといけない先生方も大変そうだ」

　感心したように頷うなずきながら、朱音はちらりと桐とう子こを見やる。真ま島じまの名前を出してから表情が張り詰めたが、本人は気付いていないようだった。

　海老原がその変化を察知したかは微妙なところだが、スクールカウンセラーの彼女は「そうね」と口の中で呟つぶやき、

「試合形式の時は勿もち論ろん、普段の練習では生徒と一緒にグラウンドで指導していることが多いわね。でもサッカー部の顧問はもう一人いるから、フィジカルメニューや簡単な戦術練習の時には任せてしまって、真島先生は上にある英語教材室で大会用の資料製作や今後のメニュー作りをしているそうよ？」

「ああ、じゃあずっと部員と一緒にいる訳じゃ無いんですね。だったら少しくらいは休きゆう憩けい出来るのかな？」

「どうかしらね。根が真面目な人だから、学内にいる間はキリッとしているんじゃないかしら。朝でも夜でも同じようにビシッとしているもの。夕方以降は英語教材室には誰も居ないはずだけれど、一人の時にだらけている姿が想像出来ないわ」

　言って、それでも想像してみたのか海老原はクスクスと笑う。

　朱音も釣つられたように笑みを浮かべながら、頭の中ではまるで違うことを考えていた。いくつか欲しかった情報が手に入ったが、まだ少し足りない。

　盤ばん石じやくなんてものは初めから存在しないが、綱渡りをするにしても、もう少し勝算は欲しい。ただし難しいのは、その勝算を上げる手段があまりにも少ないことだ。

　もっと情報を集めれば少しは上乗せ出来るかもしれないが、あまり真島の話ばかり訊きくのもおかしいので、さあどうしようかなと朱音は内心で首を捻ひねり……

　そこに、コンコンとドアをノックする音が聞こえてきた。

「あら？　誰かしらね？」

「……相談しに誰かが来たなら、私達はそろそろ退室します」

　腰を浮かし入り口へと向かう海え老び原はらの背中に、桐とう子こが早々に切り出した。ちらりとこちらを見るが、朱あか音ねもこれには異論は無い。本来の仕事をするというのに居座れるはずもないのだから、こっちから提案した方が向こうも気が楽だろう。

　事実、振り返った海老原は申し訳なさそうな顔で「そう？　ごめんなさいね」と言うが、引き止めようとはしなかった。

　予定外の行動になった割には得るものがあったので、朱音はかなり満足してソファから立ち上がり、海老原の後に続く。

　この場合は訪問して来た相手の顔を見ないようにした方が良いのかな、と気を利きかせ、少しばかりドアを開いても視界に入らない位置に立っていると、応対する海老原の口から予想外の名前が聞こえて来た。

「はい、どなたで……あら？　真ま島じま先生、どうしたんですか？」

「……っ!?」

　──全く予期していなかった人物の訪問を聞き、朱音と桐子の間に緊張の糸がピンと張り巡らされた。途端に背後に立つ桐子が目つきを鋭するどくし、不ふ穏おんな空気を漂わせる。

　どうして真島がここに現れたのか。ただの偶然か、それとも自分達がいると分かってのことなのか、どちらなのかで状況は大きく変わってくる。

　まだプレイングタイムに入るか入らないか、という時刻だし、入っていたとしても今すぐこの場で『潜界ワールドダイブ』して戦せん闘とうになることはまず有り得ない。だから直接的な問題は起こらないはずだが……桐子の態度を考こう慮りよすれば、何事も無く済むとは言い切れなかった。

　ここでいきなり飛びかかられても困るので、朱音は殺気立つ天才少女の肩に軽く触れて「落ち着きなよ？」と小声で囁ささやく。すぐに怒りの籠こもった目がこちらを向くが、理性では分かっているらしく頷うなずいてくれた。

　そして肝心の訪問者はというと、ドアの陰で隠れてよくは見えないが会話は耳に入る。

「まだ部活中だと思いましたけど、誰か怪け我がでもしました？」

「いや。怪我明けの生徒のことで相談がある。済まないが、今時間は？」

「ええ、大丈夫ですけど……少しだけ待って貰もらえますか？」

　言って海老原はドアを大きく開け、それからこちらを振り向いて、

「天あま宮みやさんに漣さざなみ君、また何かあったら気楽に来てね。忙しくない時なら雑談するだけでも付き合うわよ？」

「ご丁てい寧ねいに、ありがとうございました。それじゃあ……桐子ちゃん、行こうか？」

「…………はい。失礼します」

　言葉を交わし、朱音達は生徒指導室から退室する。その際に入り口の傍そばに立つ男性の姿が見えたので、不自然でない程度に上から下まで観察した。

　何度か見かけた時も思ったが、やはり真ま島じま庚こう星せいは背が高く、白いウェアに包まれていても分かるくらい引き締まった体格をしている。顔つきも精せい悍かんで、いかにも指導に熱心なお堅いスポーツマンといった感じだ。

　朱あか音ねは軽く会釈をするだけで真ま島じまの前を通り過ぎ、ここで鉢合わせたことが後にどれだけの影響が出るのかを考慮しながら、ひとまず校舎の外へと向かって歩き、

「──待て。少し話がある」

　そのまま行こうとしたところを呼び止められ、朱音は微かすかに眉まゆを顰ひそめて振り返る。

　見れば真島の視線は自分にではなく、桐とう子こに注がれていた。対する桐子も、冷めた視線を返しているが……短い付き合いだが、もう分かる。あれは怒りを押し殺した結果だ。

　この場でやり合うことはないにしても、相手の出方次第では何を口走るか分からない。下手を打てば今後の展開に大きく関わってくる。

　厄やつ介かいなことになりそうな予感にため息を漏らしたくなりながら、部外者の朱音は事の成り行きを見守る。

　体の向きだけこちらへと変えた真島は、射い貫ぬくような鋭するどい目で桐子を見やり、

「天あま宮みや。事故は不運もあるが、もっと気を付けろ。特待生の中でも更に特別扱いをされている身に起こることに、周囲は敏感だ。与えられた才能と環境を無駄にするな」

「…………っ……」

「痛みと失敗の経験は糧かてにしろ。出来ないのであれば辛いだけだ、さっさと普通の中学生らしい生活に戻るといい──以上だ、返事は要らない。行っていいぞ」

　一方的に言うだけ言うと、真島は生徒指導室の中へと消えて行った。その前に一いつ瞬しゆん、朱音の方を見たが、意図までは分からない。

　ドアが閉められて残された朱音は肩を竦すくめ、俯うつむいてしまった桐子の顔を覗のぞき込もうとしたが、途中で止めた。歯を食い縛り歪ゆがんだ頰ほおと痛いほど握られた拳こぶしを見れば、胸の内をどんな感情が渦巻いているかは容易に想像出来る。

　敗北の味なら、経験している人は多いだろう。あの苦さはなかなかに慣れないが、心持ち次第で薄めることも、味を誤ご魔ま化かすことも出来る。

　だが──屈辱の味だけは、誰もが同じなのだろう。

　自分も他人も傷つけたくなる痛みと、全力で暴れたくなる衝しよう動どう。目の前が赤く染まる程の、それでいて世界から消えたくなる感情の爆発は、絶対に慣れることはない。

　そのことを知っているからこそ、朱音は桐子の背中に無ぶ遠えん慮りよに触れて、

「さあ、行こうか。雪辱の機会を逃さない為にも、ね」

　これまでと変わらぬ口調でそう言うと、背に当てていた手を桐子は乱暴に振り払い、無言のまま歩いて行く。

　そんなパートナーの反応に満足しながら、朱音はちらりと生徒指導室の方を振り返り……胸に芽生えた疑問を仕し舞まい込んで、桐子の後を追った。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　学校を出て二人で向かったのは、校門から歩いて五分程の場所にあるカラオケ屋だった。

　繁華街やモールから少し外れた場所にある上に、学生には少し値段が高い店なので、夜以外は割と空いている。

「大体の手順は来るまでに話した通りだけれど。桐とう子こちゃんから質問はあるかな？」

「……いくつかあります」

　不意の真ま島じまとのやり取りから、店に辿たどり着つき部屋に通され、さらに店員が飲み物を運んでくるまで、十五分程経たっていた。

　たったそれだけの間である程度ニュートラルな状態にまで精神を落ち着かせられるのだから、やはり桐子は逸いつ材ざいだと言ってもいい。ただし、無理しているのは丸分かりだが。

「ポイントを得るため私が先せん輩ぱいに《Attack》を仕掛け、すぐに『潜界ワールドダイブ』してスキルのレンタルを行う。それからすぐに『界帰マインドアウト』を選択し、発動するまでの十分間をやり過ごす……ここまでは分かります」

「じゃあ何が疑問なのかな？」

「どうしてもっと学校から離れた場所で行わないんですか？　真島先生がすぐに動く可能性はあまり高くありませんが、それ以外のプレイヤーと接触する危険は高いですよ。時間帯毎の人口密度を出せば、学校と繁華街の間にあるこの一帯はかなりの数字になるはずです」

「うん、その通りだね。でも、少しばかり理由があって、リスクを冒おかしてでもこのくらいの位置がいいんだ」

「……また良からぬ企たくらみですか」

　じとっとした目と呆あきれた声は、どう考えても褒ほめているとは思えない。

　後こう輩はいからこんな態度をとられ、朱あか音ねは心外だと肩を竦すくめた。

「わたしをどんな人間だと思っているのか……ああいい、その目を見れば十分に分かるよ。でも、少しくらいは信じて欲しいかな」

「どの口で信じろと言えるのか不思議で仕方ないです。少しでも信頼が欲しいのであれば、横着せずに説明して下さい」

「とは言ってもね、わたしとしても上手く説明出来るだけの根拠はないんだよ。ちょっとしたギャンブルで、配当があるかどうかもあやふやなんだ」

「……そんな勝算が薄いものに私を付き合わせるつもりなんですか？」

「耳が痛いなぁ。でも、これは必要な賭かけだと思っている。そのリスクを最小限にする為に、向こうで事前に『界帰マインドアウト』をしておこうって寸法だよ」

　本来、『潜界ワールドダイブ』したポイントから半径百メートル以内であれば、すぐに『界帰』は出来る。しかしそこに敵対するプレイヤーがいる場合は話が別で、作動するまで十分を要することになる。だから先行して『界帰』の手続きを踏ふんでおこう、というプランだった。

　とはいえ、一度『潜界』してから『界帰』が出来るようになるまではやはり十分掛かるので、どうにせよ最短で切り上げるとしても十分は向こうにいる必要がある。

　その十分をどこで過ごすかで揉もめている訳だが……折れるのはどちらか、これは最初から決まっているようなものだ。

「……分かりました。どうせ私には拒否権なんてないんですから、どうぞ先輩の好きなようにして下さい」

　ちっとも納得していない様子の桐とう子こだが、だからといって裏切りはしないだろう。弱みを押さえているのは勿もち論ろん、先程の真ま島じまとのやり取りはそうと確信させるくらい印象的だった。

　協力的になってくれるのは朱音としても有り難いが、今は『奴隷スレイブ』の身なので直接対決も出来ないし、フラストレーションは溜たまる一方だろう。焦じれると暴走する可能性もあるので、そこは注意して見ておかないといけない。

　個人的にはもう少しフラットな精神状態で向こうに行って貰もらいたいところで、その為にも朱音は再確認するように話す。

「なら、向こうから戻って来た後でやることについても大丈夫だね？」

「……先輩より一分早く『界帰』して、『潜界』中の先輩を起こす努力をしろというやつですね。別に構いませんが……本当にやる意味はあるんですか？」

「一応ね。桐子ちゃんの事故を調べていた時に複数の証言があったのだけれど、それによるとキミは落ちた後も少しの間は呻うめいたり藻も搔がいたりしていたらしいんだ。ほんの数十秒程度でそれも途絶えて、慌あわてて救急車を呼ぶ運びになったらしいよ」

「つまり先せん輩ぱいは、二階からとはいえ無様に落ちた衝しよう撃げきで『界帰マインドアウト』したのか、その後で私の意識がなくなったことで強制的に『界帰』したのか、どちらが正解かを試したい訳ですよね？」

「そう。ちょっとした実験くらいで正解が出るのかは疑問が残るけれど、やらないよりはマシだよ。だって上手くやれば『最低十分間は向こうから戻れない』という仕様から逃れられるんだからね。今はともかく、厄やつ介かいな相手に《Attack》を仕掛けられた時に有効かもしれない」

　普通なら無意味な実験だが、朱あか音ね達のように二人以上のプレイヤーがリアルで手を組んでいるのなら話は別だ。ある程度自由に『潜界ワールドダイブ』から強制離脱出来るようになるのなら、このバグ技を利用出来る。

　とはいえ、朱音もそこまで期待している訳じゃ無い。

「もし転落事故のショックで強制的に『界帰』したんじゃなくて、意識を失っての『界帰』だとしたら……たぶん、気絶するくらいの殴おう打だが必要になっちゃうからね。頭部へのダメージは馬鹿に出来ないから、緊急手段としてもあまり取りたくはないかな」

「なら、殴打による実験は不必要ということですね。残念です」

「物騒なことを言うなぁ……さて、そろそろ始めようか？」

　不要な力みが抜けたようなので促うながすと、桐とう子こはコクリと頷うなずく。そしてお互いに端末を手に、電源を入れる。

　端末が立ち上がるのは早く、すぐに『Welcome!』の文字が画面に現れて、それから自分のいる場所を中心にしたマップが現れる。

　ただし変化が起こったのは画面だけではなくて、朱あか音ねの手を震ふるわせる振動もきた。これと同じことはオリエンテーションの時にも起こっているから驚きはしない。近くに敵プレイヤーがいる場合、現実世界ではそれを伝えるバイブ機能があるらしい。

　すぐ近くで同じく電源を入れた桐子がいるので予想出来ていたことだが……画面を見て、朱音は微かすかに眉まゆを顰ひそめ、隣となりからは「あっ……?!」という声が漏れた。

「マップ横に赤いアイコンが、三つも……しかも二つは点滅して……!?」

「……点滅していない一つはわたし達だね。でも……赤が、三つ？　二つではなくて？」

「三つです！　見間違えたりしませんっ」

「うん、そうだろうね。ということは……これは、どう受け取るべきかな？」

　言いながら朱音はその場から動かず、手だけを伸ばして桐子に自分の端末画面を見せる。訝いぶかしげに覗のぞき込んだ桐子だが、すぐにハッとした表情になり、

「先せん輩ぱいの画面では赤いアイコンが二つに、黄色が一つ……これって……」

「実験してみよう。ちょっと失礼するね」

　断りを入れると、朱音は後輩へと身を寄せる。Ｌ字型になったソファの一番奥に座っていた桐子は自然と壁際に追い詰められる形になり、さっと頰ほおに赤みがさした。

「なっ、何を……変なことをしたら叫びますから！」

「それはそれで面白そうだけれど、残念ながらまた今度にしようか。ほら、見てごらん」

「……これ…………アイコンが、全部赤に……」

「だね。つまり、わたしがいた場所より桐子ちゃんのいた場所の近くに、一番離れた位置にいたプレイヤーがいた訳だけれど……ほんの百メートル向こうにいる、ってことだね」

　視線を走らせる朱音だが、当然そっちにあるのは壁だけだ。それに、実際には誰もいないかもしれない。

　アイコンが点滅しているということは仮想空間の中にいるからだ。さらに言うならば、同じ場所にいるのは一人だけとは限らない。

　つまりこれは、

「交戦中の可能性がある、ってことかな」

　その可能性は思い当たっていたらしく、桐子は真剣な表情で小さく頷うなずく。

「……どうしますか？　一いつ旦たん、ここから離れるのが無難だと思いますが」

「いや、予定通り『潜界ワールドダイブ』しようか。そしてスキルのレンタルと『界帰マインドアウト』の準備を終えたら、予定とはちょっと違うけれど──その二人のプレイヤーがいる現場に向かおう」

「……正気ですか？　私は足あし枷かせ付つき、先輩は借り物の武器しかない状態で？」

「だからこそ、だよ。まともに戦えばわたし達に勝ち目は殆ほとんどない。でも、交戦状態に乱入、もしくは不意打ちが出来れば……かなりの確率で勝てる」

「それはそうですが……そう上手くいきますか？」

「いかないかもね。でも、とりあえずどちらかが倒されるまで見つからなければ、二対一でいきなり仕掛けて来られる可能性は低いはずだよ。リターンが大きいことを考えればこれくらいのリスクは払うべきだ」

「……それは先輩が得意なポーカーの戦略ですか？」

「まあね。でも、夢見がちなプレイヤーは破滅する、っていうのもポーカーの鉄則だよ。だから引き際はちゃんと見極めるのが大事だね」

　にこりと微笑ほほえんでから、朱音は一度桐とう子こから離れて、ソファに深く腰掛ける。

「さてと、あまり遅くなって向こうの決着がついてしまうと勿もつ体たいない。チャンスが過ぎ去ってしまう前に、行くとしようか？」

「…………全く……早くこんな人とは縁を切りたいです」

「じゃあその為にも、少しでも早く勝ち抜けられるよう頑張ろう」

　励ましの言葉に呆あきれた眼差しが返ってくるが、朱あか音ねはそれを受け流して自分の端末を操作する。赤い丸のアイコンを次々にチェックしていけば、上から順に《ローズマリー》《ＰＫスター》《めいり》と並んでいた。ＩＤが分かったところで情報としての価値は薄いが、いくらか分かることもある。

「ところで、キミを倒した真ま島じま先生のＩＤはなんて言うんだい？」

「……確か、《ポラリス》です」

「ふうん……北極星ポラリス、ね」

　ないだろうとは思っていたが、やはり今仮想空間にいる二人は別人らしい。それならちゃんと桐子も戦力になる……というか、むしろスキルを貸借使用してコストが嵩かさむ自分の方が足を引っ張りかねない。

　まあ、その辺りは違う形で取り返していくしかないだろう。いくらでもやりようはある。

　そんなことを考えているうちに、端末がまた振動し、画面には『他プレイヤーから《Attack》を受けました』との表示が出た。これで三分後には自動的に『潜界ワールドダイブ』するはずだが、いちいち待っていられない。

　端末の音声入力ボタンに指を掛けた朱音は、この後どうなるのかを想像して胸を躍おどらせながら、端末を口元に寄せ、

「それじゃあ、行こうか──『潜界』」

　キーワードを呟つぶやき、手を下ろした瞬しゆん間かん、見えない渦に引きずり込まれるようにして意識は遠のいていった。
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　仮想空間内で目を覚ました朱音がいたのは、カラオケ屋が入っていたビルの前だった。既に桐とう子こもいて、やや不安げにこちらを見ていたが、すぐにその表情が憮ぶ然ぜんとしたものに変わる。

「……何がおかしいんですか？　にやにやして、気持ち悪いです」

「いや。可愛い格好をしているなぁ、と思ってね」

「女装をしている人にだけは言われたくないです！　しかも……そんなに似合って……！」

　怒りながら恨うらめしげに睨にらんでくる《ローズマリー》だが、その発言で朱あか音ねの方もスカート姿だということを思い出す。前に『潜界』した時にショップを使い、ポイントで武器と共に購入し、ベースになる衣装として設定したものだ。

　ワンピースのようにコートと一体化したようなデザインの、前に大胆な切れ込みが入ったダークグレーのスカートで、下には黒いタイツを穿はいているからビジュアル系バンドを意識した格好に近い。両腕も完全に覆おおわれていて、殆ほとんど肌の露ろ出しゆつがなかった。髪も桐子の病室を訪れた時と同じく、ロングにしている。

　それでいて攻こう撃げき的てきなイメージが薄いのは、金属類は付けておらず、配色も落ち着いた雰囲気を出すようにしているからだ。

　ただしゴスロリ風の格好をしている桐とう子こと一緒にいると、何かのイベントに来た人のような感じになってしまっていた。

　朱音は『ブラインドマスク』になっている左耳のイヤリングを軽く指で撫なでてから、持っていた自分の端末を桐子へと差し出し、

「もう『界帰マインドアウト』の予約はしたかな？　だったら、スキルのレンタルと……それとポイントの譲じよう渡ともしておこうか」

「分かりました。急いだ方が良いですね」

　朱音に比べると緊張感のある桐子がきびきびと動くので、スキルのレンタルとポイントの譲渡、それから朱音の方も『界帰』の先行入力を済ませた。

　ちなみに桐子へ渡したポイントは５，０００。持っているポイントのほぼ半分を渡したことになるが、メインでスキルを使うことになるのは桐子なので、これでも少ないくらいだ。

「さてと、じゃあ行こうか。場所は……モールの近くだね」

「この方角だと、裏の路地かもしれません。立体駐車場の近くです」

　桐子の予想に頷うなずいて、朱音は駆けだした。体力には大して自信はないが、百メートルを流す程度で走るくらいなら息が上がることもない。

　ただ……ちらりと振り返れば、後ろから付いて来る後こう輩はいの天才少女は、やっぱりというか、足が遅い。まだ中学生だし女の子だという部分を差し引いても、あまり運動は得意じゃなさそうだった。

　こうなると戦いではますます戦術が必要となるだろうが、それも相手が分からないことにはどうしようもない。

　とりあえず、

「いいかな、《ローズマリー》。もし戦せん闘とうになったら、キミは基本的に後衛だ。後ろからスキルを使って援護して欲しい。わたしは、まあ、何とか粘るから」

「倒す、と言えないんですかっ……？」

「一応、武器は購入して持っているけどね。そう簡単にはいかないかな」

　スカートとタイツで分かり難いが、朱あか音ねの右足太ふと股ももにはホルダーが付けられていて、中には購入したナイフが納められている。殺傷能力は十分にあるサバイバルナイフだが、肝心の使い手は今まで殴なぐり合あいのケンカなんてしたことがないから、どれだけのことが出来るのか。

　さてどうなるだろうと路地を狭い方へと入って行き、立体駐車場の裏にある現場らしき辺りまで近付いていくと、

「……今、何か聞こえたね？」

「はい。男性の声と……金属同士がぶつかる音……？」

　雑居ビルの間にある細い路地を抜けた向こうから聞こえて来た音は、どうやら聞き間違いじゃなかったらしい。プレイヤーが戦っているかもしれない、という予想もだ。

　肝心なのはどんなプレイヤーが、どうやって戦っているかだが、

「とりあえずは隠れて見てみようか。隙すきがあれば倒してもいいけれど、なるべく慎重にね」

「……分かっています。どうやら、現場はあの先ですね」

　小声で話しながら速度を落とし、朱音は桐とう子こと並んで建物の陰から顔を出して様子を窺うかがう。

　立体駐車場の裏手に当たるこの場所は雑居ビルに挟まれていることもあり、基本的には車が通ったり運うん搬ぱん車しやが駐とまって荷下ろしをしたりする為に使われるスペースで、無関係な人の立ち入りは殆ほとんど無い。

　だが今はそこで二人の人物が向かい合い、目を疑うような光景を繰り広げていた。

　朱音達にほぼ背を向けているのは、モスグリーンの作業服を着た男性で、ガッチリとした体つきをしている。しかし注目すべきは彼の周辺に鉈なたや鉄パイプ、そして大振りのナイフに日本刀が浮いているところだろう。

　物ぶつ騒そうな武器はただ浮いているだけでなく、回るように空中を動いていた。あれを向けられたら自分は殆ど為なす術すべ無く負けているだろうなと、朱音は冷静に判断する。かなり戦いに向いたスキルだ。

　一方の相手はというと、驚くべきことに若い女性だった。やや幼さは残るが勝ち気そうな美人で、背は高くスタイルも抜群に良い。ただしモデルというよりアスリートの雰囲気があり、目つきも攻こう撃げき的てきだった。

　服装も野性味があるというか、雑だ。肩口が破れた縞しま模も様ようの長袖ティーシャツは右だけ七分袖に千切れているし、胸の下辺りから裾が斜めに切れていてお腹が見えてしまっている。明らかにサイズの大きな短パンをベルトで縛ってずり落ちないようにして、野球帽はどこの球団のマークか分からないマイナーなもので、後ろから流れ落ちている茶色の長い髪を纏まとめているのも、ただの紐ひもに見えた。

　そして何より、朱あか音ねが驚いたのは、

「…………あの人……『ブラインドマスク』を付けてないんですか……!?」

「みたいだね。途中で落としたのかもしれないけれど」

　顔の造りがハッキリ分かるということは、間違いない。

　ただし朱音が驚いたのはそこではなくて、彼女の容姿と服装に一致する情報がいくつか記憶にあったからだ。

「彼女は……もしかして……」

「知っている人なんですか？　知人なら手助けをして味方に引き込むのも──」

「いや、直接の知り合いじゃないんだ。たぶん……噂うわさの、追おい剝はぎの犯人だよ」

「あの人が、ですか……!?」

　驚きよう愕がくし、慌あわてて自分の口を手で抑える桐とう子こだが、そうなるのも無理はない。

　とはいえ、かなりの数になる噂うわさの中の、ほんのいくつかに該がい当とうするだけ。だから確定には至らない。なのに朱あか音ねがそう判断したのは、『あの子ならやれる』という確信に近いものがあるからだ。

　違う意味でも注目する中で、動いたのは作業服の男──正確に言えば、彼の周囲を飛び回っていた武器だった。

「いけっ！　俺の《舞刀乱回ダンシングエツジ》からいつまでも逃げられると思うなよ!?」

　四つの武器がくるくると回りながら、それぞれ別の軌き道どうで野球帽の女性へと襲おそいかかる。かなりの速度で、しかも直線ではなく不規則な曲線を描いて。

　普通なら慌てて避よけようとするか、どう逃げていいか分からず固まってしまうかの二択。少なくとも朱音なら、一番ダメージが少なく済む選択を選ぶのが精一杯で、無傷で切り抜けられる自信はない。

　──だというのに。

「ったく、よぉ。無駄だっつーの、そろそろ分かれってんだよ」

　彼女の口から漏れたのは高く、澄んだ声。ただし口調は男っぽくて、心の底からうんざりしていると訴えるものだ。

　怠だるそうに、ゆらりと彼女の体が揺れる。

　とても回かい避ひ行こう動どうには見えなかったその動きだけで、まず迫っていた鉄パイプが頭の横を通り過ぎていった。

　しかしすぐに鉈なたと日本刀が、左右上下と対照的な曲線を描いて飛んで来る。

　逃げ場を殺しながら迫る刃物に対し、彼女が次に取った行動は、

「よっ……と」

　軽く首を左に傾かたむけながら、水たまりを避けるように前へと跳んだ。ただそれだけなのに、鉈も日本刀も際どい位置を通過していき、傷一つつかない。

　おまけに、

「もう飽あきた。終わらせっぞ」

　そう言うと、途中で加速して突っ込んで来たナイフを、あろうことか片手で摑つかみ取った。回転していた凶器を、放り投げられた鍵かぎをキャッチするような雑な動作で、あっさりと。

　信じ難い光景に、作業服の男は狼狽うろたえながら後ずさり、

「そ、そんな……有り得ねぇ……！」

「ねーのはお前の脳みそなんじゃねーの？　ま、いっか。もう終わりだし」

　つまらなそうに言った彼女は、手にしていたナイフを逆手に持ち替える。それを見た男が「ひっ」と引き攣つった声を上げ、慌あわてて彼女に背を向けて走り出した。

　プライドをかなぐり捨てての逃走だが、同時に作業服にくくりつけていた小さな箱を放り投げ、そこから無数の釘くぎが宙に飛び出す。

　広こう範はん囲いを埋めた釘は落下せず、そのまま彼女の方へと飛んで行く。これを避よけきるのは、あの驚異的な見切りでも無理なはず……だった。

　しかし彼女は慌あわてず騒さわがずに、

「手て癖くせと往生際が悪ぃな、っと」

　タンッ、と軽いステップで左側にある雑居ビルの方へと跳ぶと、さらにそこからビルの側面の壁へと飛び付いた。

　大した凹凸もない壁だが、そこを縦に走る排水管を空いている左手で摑つかみ、ぐっと膝ひざを曲げた状態から一気に前方へとジャンプする。さらに壁から突き出ていた排気ダクトを片手で摑み、体勢を変えて再び壁を蹴ける。ただし今度は前ではなく、斜め下へと向かってだ。

　野生の猫を思わせる身のこなしを見せた彼女の着地先には──逃げ出したばかりの、作業服の男がいた。

　気配を察知したのか、振り向いた男の表情が驚きよう愕がくに染まり、

「なぁっ……?!」

「ほら、終わりだぜ？」

　軽口と共に──広い背中に、深々とナイフが突き立てられた。

「ぃっ──ぎゃああああぁあぁっッッ!?」

　大きな悲鳴を上げて倒れ込む男に、見ていた桐とう子こが顔を背ける。眺めていて気持ちの良い光景ではないし、体の奥底から絞り出されるような悲鳴を自分も上げたことのある経験が、見ていられなくさせているのかもしれない。

　そんな様子を視界の端に捉とらえながら、朱あか音ねは現在進行形で起こっている事態から目を背けないで見つめていた。

　男は倒れるが、ナイフは野球帽の彼女の手に残っている。傷口から血が噴ふき出し、地面をのたうち回る男を見下ろして、致命傷を負わせた当人は苦々しく舌打ちをした。

「チッ……『ゲーム』っつっても、嫌な感触だぜ。こんなところまでリアリティなくてもいいだろうによぉ」

「う、ぎ…………が……」

「ああ、そっかそっか。一回刺しただけじゃ『撃破ブレイク』にならないんだっけか？　てことは、もっかいやらないといけないのかよ……クソな『ゲーム』だな」

　外見と声音からは考えられないくらいに口の悪い彼女は、手の中でナイフの持ち方を変えて、辟へき易えきした目で男を見る。

　藻も搔がき苦しんでいた男は再び刺される恐怖に身を震わせ、口から血の混じった泡を飛ばして叫んだ。

「まっ、待てっ、待ってくれ！　俺はもうあんたの『奴隷スレイブ』になっている！　もう歯向かえないし、あんたの役に立ってみせるから、これ以上は──」

「うっせー。あたしは『奴隷スレイブ』なんていらないんだよ」

　冷たく突き放すように言うと、彼女は雑にナイフを持つ右手を振るった。それはあっさりと男の喉のど笛ぶえを切り裂き……今度は悲鳴も上げられないで、男はバタバタと手足を暴れさせ──

「あ……！」

「ふぅん。ああなるんだね」

　十秒と経たたない内に力尽きて動きを止めた男の体が、消えて無くなった。つまりこれが『撃破ブレイク』された状態、という訳だ。

　やはりショックなのか、桐子の顔色は悪い。こんな反応になるのが普通だろう。男を倒した野球帽の彼女も、忌いま々いましげに口を歪ゆがめている。

　ただ、朱音は少しだけ違う感想を抱いていた。

「なるほど……思っていたより、致命傷の定義は簡単なのかもしれないね」

「……どういう意味ですか？」

「背中からナイフで一突き。刃渡りは十数センチあっただろうけれど、それで心臓を貫いたり、他の大事な臓器を壊こわしたりしても、即死ではないよ。それでも一いち撃げきで『奴隷』になったということは、かなり大きなダメージを与えれば致命傷として扱われるのかもしれないね」

「……そうなのかもしれませんが……そんなことより、どうするんですか？　あの女性、どんなスキルを使ってあんな動きを……」

　流石さすがに立ち直りは早く、桐とう子こは現実的に目の前の問題を直視して訊きいてくる。

　これは朱あか音ねにとっても難しい問題だが……恐らく、一つ発言に間違いがある。

「いや。たぶん彼女はスキルを使って無いんじゃないかな」

「…………は？　あんな無茶苦茶な動き、スキルを使わずに出来る訳が──」

「出来るよ。ああいや、わたしは出来ないけどね？　桐子ちゃん、パルクールの動画は見たことがないかな？　身体能力に優れ、自分に何が出来て何が出来ないかを自覚し、それでいて絶対の自信があれば、あれは可能だよ。ちょっと信じ難がたいけれどね」

　それこそ忍者のような動きだが、朱音は投稿動画で同じレベルの動作をこなす人達を見たことがある。

　つまりスキルを使っていない状態でもあれは可能だと、そう思った方が良い。まだスキルという奥の手があるのだと。

　俄にわかには信じ難いようで、桐子は眼帯に包まれていない方の目を白黒させていたが、それでもすぐに意見を投げてきた。

「……あんなの、二人がかりでも倒せる気がしません。倒すなら不意打ち以外ないです」

「まあ、そうかもね。でも、位置が悪いかな……ここからだと桐子ちゃんの《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》を投げたところでかわされてしまうだろうね」

　あれだけの飛び道具を回かい避ひした光景を見たばかりだと、容易に想像出来てしまう。

　となれば、取るべき行動は二つ。

　一つはこのままこそこそと逃げる。そしてもう一つは──

「こうなったら……ちょっと交渉してみようかな」

「はぃ？　何を……っ!?」

　意図を訊たずねてくる桐子が止める間もなく、朱音は潜ひそんでいた路地から歩み出た。

　気負い無く自然な動作で数歩進んでいくと、すぐに野球帽の彼女に気付かれるが、慌あわてず騒さわがずに「やあ」と声を掛け、

「初めまして、だね。わたしの名前は《シレン》。後ろにいる連れの《ローズマリー》と一緒に、この『ゲーム』を攻略中のプレイヤーだよ」

「……なんだ、あんた？　ぶっ倒されに来たのか？」

「いや、そんなつもりは無いよ。失礼ながら、キミの戦いは見させて貰もらったからね。だからこうして堂々と誘いに来たのさ」

「…………あー？」

　あくまでも物腰は柔らかく話し続ける朱音に対し、野球帽の彼女は怪け訝げんな声を上げる。

　眉まゆを顰ひそめ、持っているナイフの束つか尻じりでこめかみを軽く擦った彼女は、すぐに「よし」と短く呟つぶやいて、

「まーいいや。さっきはさくっと終わったから、まだスキルを使ってなかったし──試しに、やられてみてくれよ」

　そう宣言した瞬しゆん間かん、朱あか音ねへと向かって低い姿勢で駆け出す。右手にナイフ、そして左手にはいつの間に取り出したのか端末が握られていた。

　いきなり襲おそいかかられた朱音は、突然のピンチに肩を竦すくめ、

「こっちに戦うつもりはないんだけどね？」

「黙れ、そして終わっとけ──《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》」

　彼女が言葉を発した瞬間、右手に持っていたナイフが忽こつ然ぜんと姿を消した。

　これには朱音も目を見開くが、それ以上に問題なのは敵が間近に迫っていることだ。

　見えないナイフを握り締めた女性がすぐ目の前で腕を振り上げ、先程作業服の男を『撃破ブレイク』した時のように、喉のど元もとを狙って振り下ろす──が。

　朱音は一歩も動かないで、見えないナイフを避よけようともせず。

　そして見えないナイフの一撃は、確かに当たる距離だったのにも拘かかわらず、朱音を傷つけることはなかった。

「…………あー？　何だってんだ、これ。あたしのスキル、どうなってんだ？」

　攻こう撃げきが失敗したことは彼女にも予想外だったようで、後ろへと軽く跳んで距離を置いてから、握った右手をしげしげと見つめる。手の形から察するに、持っている感触自体はあるみたいだった。

　しかし実際に攻こう撃げきは届かず、朱音の体に変化もない。

　あれはどういうスキルなのか興味深かったが、好奇心を擽くすぐられる朱音の耳に、慌あわてた様子の後こう輩はいの声が聞こえてきた。

「先輩っ!?　怪け我がはないんですか?!」

「ああ、うん。何だか大丈夫だよ、《ローズマリー》。それから、キミもＩＤで呼んで貰もらえると嬉うれしいかな」

「っ、迂う闊かつでした。《シレン》の言う通りです」

　意外にも素直に受け入れてくれた桐とう子こは、朱音から少し後ろの位置で立ち止まる。その右手には炎で編まれた鎖くさりが握られていて、臨戦態勢になっている。

　二対一、しかも片方は明らかに攻撃的なスキルを使っているというこの状況に、野球帽の彼女は舌打ちをして右腕を横へと振るった。

　……と。キンッ、と音が鳴ったのでちらりとそちらを見れば、壁に当たって跳ね返ったのか、ナイフが地面に落ちていく瞬しゆん間かんを目撃した。

「……なるほど、ね。どうして無事に済んだのか、大体理解出来たよ」

「あん？　どういう意味だっつーんだ？」

　未み遂すいで終わった謎は仕掛けた彼女としても気になっていたようで、今度はいきなり攻撃をすることはせず、質問を投げてくる。後ろで炎えん鎖さを持っている桐とう子この存在もいい影響を及ぼしていそうだった。

　これで少しは会話が成立しそうだと口元に笑みを浮かべた朱あか音ねは、まず手始めにキャッチボールを成立させるべく自分の予想を口にする。

「スキルページの説明を読んだ訳じゃ無いから、ただの推測だけどね？　きっとそのスキルは、手に持った武器を透明化……いや、どちらかというと、存在しないことにするものなんだと思うよ」

「あー？　だったらどうして、急に出て来やがったんだよ？」

「恐らく解除条件として、手放すこと……移動距離か時間も関係あるのかな？　まあ、条件を満たせば存在が露あらわになるんだろうね。だから使用方法としては、さっきのナイフでいうならば、解除条件を満たすだろうポイントを把握して投とう擲てきするのが正しいかな」

　ちゃんと説明を読めば正確に理解出来るだろうが、これは少しばかり難しいスキルだ。用途が限られるし、かなり計算しないと使いこなせないだろう。

　聞いていてそれを察したのか、野球帽の彼女の口から再び舌打ちが漏れた。

「ちっ……面倒だからって適当に説明読み飛ばすんじゃねーもんだな」

「それはなかなかに豪ごう気きだね。透明になるだけだと思ってたのかな？」

「……うるせーよ。まー、いいけどな。あんたら二人くらい素手でも倒せるし、武器ならまだ転がってるしな」

　彼女の言う通り、先程倒した作業服の男が使っていた鉄パイプや鉈なた、日本刀も近くには転がっている。スキルを使わなくても余裕で殺傷出来るはずだ。

　ただし、そんな流れにさせる気は朱音には毛頭なかった。

「そうだね。キミならわたし達を倒すことくらい出来ると思うよ。これまでも何人もの男達からお金と衣服を奪ってきたキミなら、ね」

「……あー？　あたしのこと、知ってんのか？」

「噂うわさ程度にはね。まだ警けい察さつ沙ざ汰たにはなっていないけれど、その理由が『女の子にやられたなんて言えないから』っていうのと……あと、これはわたしの想像だけれど、脅おどした相手の中には逆に襲おそいかかったり妙な交渉を仕掛けてきたりした男もいたんじゃないかな？　『金ならやるから一晩付き合え』、みたいなね」

　朱音の知る限り、被害者は全員男。その中で、暴行されたのは大学生が一人、会社員が二人。派手に殴られたという三人と、他の人達の相違点は聞いた話だけだと分からなかったが……こうして犯人を目の前にして、思いついた。

　若くて、綺き麗れいで、スタイルが良くて、追おい剝はぎをするくらいだから金に困っている──この条件なら、良からぬ考えをする男がいてもおかしくない。

　その想像はどうやら当たりだったようで、彼女は苛いら立だたしげに口端を歪ゆがめた。

「だとしたら、何だっつーんだ？　追い剝ぎ犯だって警察にチクる気か？」

「いや、そんなつもりはないよ？　ただ、現金を奪っていたことを考えると……キミ、外からこっそり入り込んだね？　密入国……この場合は密入島になるのかな？」

「…………」

　無言の返答は、正解だと雄弁に語っている。

　新しん湘しよう南なんタウンに入るのには難しい手続きはいらない。簡単なチェックと、身元を証明するものがあればいいだけだ。五分と掛からず入れる。

　だが、その手続きをしなければ、島ではメインで使われているＩＣチップ付きのカードが手に入らない。万が一手に入れることが出来ても、静じよう脈みやく認にん証しようがあるので、その登録がされていなければ意味が無い。

　だから不当な手段で新湘南タウンに入り込んだ彼女は、現金を奪うしかなかった訳だ。

　となれば、彼女の正体に関して、新たな仮説も出てくる。

「大して厳しくもない審査を受けずに入ってきたということは……ひょっとして、家出少女かな？　前科がある歳には見えないしね」

「そんな……住む場所もなく、今まで過ごして来たっていうんですか?!」

「たぶん、ね。この島は基本的に暖かいから野宿も難しくないし、犯罪率も低いから一部地域を除けば警察の巡回も少ない。彼女の身体能力なら逃げ回るのも難しくないだろうしね」

　疑問が残るのは、どうしてそんな人がこの『ゲーム』のプレイヤーに選ばれたのかだが……ひとまずは置いておいてもいいだろう。

　大事なのは、朱あか音ねの仮説に否定の声が挟まれなかったこと。

　そしてこれならば、交渉の目処は立つということだ。

「キミが『ゲーム』に参加したのは、お金目的かな？」

「……当然だろーが。でなけりゃこんな馬鹿げたことに付き合ってられっかよ」

　辟へき易えきした男口調での返答に、朱音は微笑ほほえみで返す。

「なら、わたし達に協力してくれないかな？　勿もち論ろん、それなりに報ほう酬しゆうは弾むよ」

「はっ。あんたのクビ代わりにいくらくれるっていうんだ？」

「そうだね──十億円とまではいかないけれど、少なくない金銭と正規の電子カード、それから住む家も提供しよう」

「………………はぁ？」

「…………せ……《シレン》、何を……？」

　さらりと並べた条件に、野球帽の彼女と桐とう子こが似たような反応をする。

　だが、それに構わず朱音は続ける。

「わたし達のどちらかが勝ち残ったら──なんて話じゃないよ？　協力すると約束してくれるのなら、住む場所は今日にでも用意するし、早ければ明日にはカードも渡せるはずだ。勿論、優勝した時は追加報酬も約束するよ。さて、どうかな？」

「……なんだその、ウマすぎる条件は。怪しいにも程があんだろ」

「そうかな？　でも、正直なところ、わたしは賞金には興味がないんだ。貰もらえるなら貰っておいてあげてもいいかな、くらいの感覚でね。少なくとも金銭に困る生活はしていないし、欲しい物も貯金で買える程度のものしかない。だから勝ち残ることが出来るのであれば、賞金は全部あげたっていい──ああ、その場合はそこの《ローズマリー》と山分けして貰うことになるけどね。ただ働きをさせるのも悪いし」

　すらすらと滑らかに喋しやべる朱あか音ねの言葉に、噓うそはない。もっと欲しいものが勝利と、そこに至る過程の楽しみというだけだ。

「どうだろう、悪い条件じゃないと思うよ？　ただ、協力して貰うのなら追おい剝はぎの方は止めて貰うことになるけどね」

「……誰があんなことを好き好んでするかってんだよ」

「なら、わたし達に協力してくれるかな？　そこまで難しいことは言わないよ。仲間を裏切らず、手強い敵がいれば一緒に倒す程度のことだ。何だったら、最後までこの三人が残ったのなら、その時点でわたしは二人に勝ちを譲ゆずってもいい」

「はっ。次から次へとウマいエサを並べやがるが、守るって保証がどこにあるんだ？」

「ああ、うん、そんな保証はどこにもないね。ただ──わたしは約束を守る方だよ。少なくとも自分から反ほ故ごにするような真似はしない。だから……」

　疑わしげな目を向ける相手の前で、朱音は左耳に手をやり……付けていた、『ブラインドマスク』のイヤリングを外した。

　自分では分からないがこれで素顔が晒さらされたはずで、野球帽の彼女が驚いたように目を見開いたところからすると成功したらしい。

　後は、最後の一押しだ。

　ただの言葉だけでなく自分自身を見せつけた朱音は、胸に手を当てて、

「もしわたしが約束を破るようなら、復ふく讐しゆうしに来てくれて構わないよ。殴なぐろうが切り刻もうが、いっそ殺してくれてもいい。抵抗はしないから」

「…………無茶苦茶だぜ、あんた。綺き麗れいな顔してなんつーこと言うんだよ」

「褒ほめてくれるのは嬉うれしいけれど、協力してくれるならもっと嬉しいな」

「……《シレン》、本当にそれでいいんですか？　彼女が裏切らない保証もないです」

　後ろから桐とう子こが口を挟んでくるが、これはパートナーなら当然の心配だろう。

　だから朱音は笑って答える。

「大丈夫だよ。彼女が追おい剝はぎ犯なら、自分から裏切るような真似はしない」

「どこにそんな根拠があるんですか？」

「ターゲットは全員男だったからね。難易度や服装を考えても、女の子を狙ねらった方がずっと楽だし効率も良い。そうしなかったのは、そこに彼女なりの倫理観がちゃんとあるからだ。良心に期待出来る、ともいえるね」

「…………《シレン》がそこまで言うなら、私も反対はしませんが。そちらの……」

「──《めいり》だ。うざったいから名前で呼べ」

　桐とう子この言葉を遮さえぎっての発言に、一いつ瞬しゆん場を流れる時間が止まった気がした。

　勿もち論ろんそれは気のせいだが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でそっぽを向いている彼女の──《めいり》の名乗りは、同意とも受け取れた。

　にこりと微笑んだ朱音は、彼女に向かって握手を求めるように右手を差し伸べ、

「よろしく、《めいり》。自己紹介が遅れたけれど、こっちでのわたしの名前は《シレン》。本当の名前は、向こうに戻ったら教えるね」

「……後悔させんなよ。裏切りやがったら、即終わらせてやっからな」

「それは怖いね。お手柔らかに頼むよ」

　ちっとも怖がっていない様子で朱あか音ねが返すと、《めいり》の口からため息が漏れる。早くも後悔したようなため息が。

　それでも《めいり》は、仕方ない、と言うみたいに朱音へと手を差し出し、




　──背後から飛んで来た炎の鎖くさりが、両腕を絡め取るように体に巻き付いた。




「なっ……ぐ、あああああぁぁぁァァあぁっ?!」

　朱音の目の前で倒れ込んだ《めいり》は苦く悶もんの声を漏らし、皮ひ膚ふと肉が焼ける嫌な匂いが鼻を刺激する。

　衝しよう撃げき的てきな事態に、ある意味で最も驚いているのは、

「これ、はっ……私の《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》……!?」

《めいり》の体を縛り、焼いているのは、桐子の右手に巻き付いたものと同じだ。

　しかし当然、桐子は動いていない。同じスキルをレンタルした朱音もだ。

　となれば、この不意打ちを仕掛けてきた人物は一人しかいない。

「まさかっ……私達の後を追って…………でも、どうやって……!?」

「疑問は後だよ、《ローズマリー》。それより、警戒して」

　慌あわてて周囲を窺うかがう桐子だが、それらしい姿は見えない。既に朱音が確認済みだ。

　攻撃を仕掛けてきたのは桐子の仇きゆう敵てきに間違いない。だが対処は難しく、こちらから動くことは出来ない。

　完全にしてやられたこの状況に、朱音は笑みを消し、怜れい悧りさを窺わせる目で倒れた《めいり》を見る。

　体を縛っていた炎の鎖くさりは消えたが、火傷やけどの跡は痛々しく、表情は痛みに歪ゆがんでいた。汗が滲にじんでいないのはそこまで再現されていないからだろうが、あの強気な態度だった彼女がここまで痛がるのだから、尋常ではない痛みを感じているのだろう。

　ちらりと《めいり》の左手の側に視線を走らせれば、そこに彼女の端末が落ちていた。そして画面には『あなたは致命傷を負い、奴隷スレイブとなりました』の文章が表示されている。

「……これは流石さすがに参ったね。甘く見ていたつもりはないけれど……」

　それでも、敵は思っていた以上に狡こう猾かつで、機を逃すような間抜けでもなかった。この結果は、そういうことだ。

「《ローズマリー》、近くに日本刀が落ちているね？　それを蹴けって寄越して欲しい」

「……刃物が役に立つ状況になればいいんですけどね……！」

　言いながらも素直に地面に落ちていた日本刀を蹴り、近くまで滑らせてくれた。

　足下に転がる日本刀を朱音が手に取ると、藻も搔がき苦しみながらも目に強い光を湛たたえた《めいり》が睨にらみ付けてきて、

「……ぐっ…………クソ、が……！　…………やっぱり、罠わな……」

「信じて貰もらえないだろうけれど、これはわたし達の仕掛けじゃないよ。流れ矢を受けさせてしまったのは本当に申し訳ないけどね」

「っ、また来ます！　気を付けて！」

　桐とう子この警告に顔を上げれば、炎の鎖が回転しながら朱あか音ね達へと向かって降ってくるのが見えた。狙ねらいは正確で、このままだと《めいり》に当たってしまう。

「初手はしてやられたけれど……ここで彼女を倒させる訳にはいかないよ」

　呟つぶやきながら朱音は立ち上がり、迫り来る炎えん鎖さを睨にらみ付ける。

　そして目前へと迫った炎の凶器に、持っていた日本刀──ではなく。

　自分の左手を差し出し、燃えさかる鎖くさりを摑つかみ取った。

「つっ……ぅ、く……」

　炎で編まれた鎖は朱音の左腕に巻き付き、服ごと皮ひ膚ふを焼いていく。しかも締め付けるように、肉まで焦がそうとしてくる。

　似たような火傷やけどの経験がある朱音でも、思わず声が漏れてしまった。

　これは流石さすがに痛いな、と表情を歪ゆがめるが、見ていたパートナーはそれどころじゃない様子で取り乱し、叫んでくる。

「先せん輩ぱいっ?!　何をっ、どうしてそんな……!?」

「大丈夫、だよ。ほら、わたしの画面にはメッセージが出ていない。やっぱり片腕の火傷くらいなら致命傷とは見なされないみたいだね」

　炎鎖が消え自由になった左手で端末を取り出して見せるが、それで相手が納得するはずもなく、

「そういう問題じゃありませんっ！　そんな酷ひどい大おお怪け我がを……」

「キミの優しさは痛み入るよ。でも、それは後に取っておきたいかな」

　悶もん絶ぜつしたくなる激しい痛みを堪こらえ、朱あか音ねは微笑ほほえむ。ただしそれは哀あい愁しゆうを漂わせた笑みだ。

　そして、その笑みを向ける先は──

「謝って済むとは思わないけれど……本当に、ごめんね？」

　地面に倒れている、《めいり》に向けられたもので。




　同時に──日本刀の切っ先を彼女の胸元に滑り込ませた。













　　　四章　疑心武装







「…………な…………に、を……？」

　呆ほうけたような声が聞こえて来たのは、《めいり》の体が溶けるように消えた直後だった。

　この場に残った自分以外のもう一人──パートナーの桐とう子こが愕がく然ぜんとしながら唱えた疑問に、朱あか音ねは答えない。

　その代わり、姿を見せない誰かに向けて声を浴びせる。

「さて……これで一応、形勢は逆転だね」

　持っていた日本刀は敢あえて適当に放り投げ、外したイヤリングを付け直す。そして右手に端末を握ると、

「──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　読み上げたスキル名に応じて、朱音の左手にも炎で編まれた鎖くさりが生み出された。こんな場面でなければもう少し感動するのだが、そんな余裕はない。

　……が、あくまで表情は落ち着いた、遊びを含ませたものにし。

　激痛が走る左腕も何事も無いように振るって、軽く炎えん鎖さを操る様を見せた。

「二対一……とはいえ、こちらは《ローズマリー》が攻こう撃げき不ふ能のうな上に、わたしは怪け我がをしている。実質はハンデ有りの一対一だね。おまけにそちらは姿を隠している……けど」

　口元に笑みを湛たたえ、朱音は左腕を大きく振るった。

　その勢いで炎鎖が飛んでいき、空中に赤いラインを引きながら高度を上げ、立体駐車場の壁面にぶつかって弾けた。位置で言うと、三階部分だ。

「二度の攻撃で、もう隠れている場所は把は握あくしているよ？　そこに潜ひそんでいるってね」

　立体駐車場には転落防止の壁があるが、排気ガスが充満しないようにと壁面の上半分は空いている。大きな隙すき間まがあって下からは見えづらいので、隠れるのにも狙ねらい撃うつのにもピッタリの場所だ。

「《ローズマリー》はキミを攻撃出来ない……けれど、それはダメージが入らないということだろう？　炎鎖で縛り付け、動けなくさせるくらいは可能なはずだよ。さっきの《めいり》ちゃんみたいにね。そしてもう一つ──」

　恐らく敵が潜んでいるだろう立体駐車場の三階部分を左手で指差しながら、朱音は右手で端末を構えて、

「手を組むつもりのないキミには、わたしのスキルも躊躇ためらいなく使える。さあ、ちょっと痛いけれど、我慢して勝負といこう？」

　悠然と微笑ほほえみ、左手を開いて狙ねらい定めるようなポーズをする。

　相手の出方を見つつ、いつでも攻こう撃げき出来るようにとの構えだ。

　臨戦態勢のまま、五秒が経たち、十秒が経ち……後ろで桐とう子こが焦じれる気配が出始めた頃、視界に入れておいた端末の画面にあった変化に、朱あか音ねはふっと肩から力を抜いた。

「どうやら逃げてくれた、かな」

　端末にはマップ画面が映し出されていて、赤いアイコンは二つある。その内の一つが、いる方向を表す矢印が細かく左右に動き……ややあってから、色が黄に変わった。

　敵が持っているスキルは二つ。一つは直接触れなければ効果が無く、もう一つは桐子の《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》だ。つまり、同一スキル以外では接近するしか攻撃手段がないが、向こうからしてみれば朱音のオリジンスキルは分からない。

　だから手負いの相手とはいえ、大事を取って距離を開けたのだろう。

　ふぅ……と長く息を吐き、朱音は左手を下ろす。仮想空間内でのダメージは翌日に持ち越さないと聞いているが、そうでなければかなり悲ひ惨さんな今後を送ることになっていた。それ程までに火傷やけどのダメージは深い。

　とりあえずやり過ごすことが出来て良かったが、問題はまだ残っている。

「さて、と……《ローズマリー》の『界帰マインドアウト』が始まるまで、あと一分ちょっとかな。向こうに戻ったら──」

「そんなことよりっ！　どうして、あの人を殺したんですか?!」

　今後の確認をしようとしたところ、詰め寄ってきた桐子が怒りを露あらわにして訊たずねてきた。流石に《炎鎖の魔女》は消していたが、対応を間違えたらこの場で戦せん闘とうになりそうな剣幕だ。

　ただ、これは予想も出来ていたので、朱音は落ち着いて返す。

「ここで『撃破ブレイク』しておかないと、わたし達が危なかったからだよ」

「保身の為に切り捨てたと？　あの裏切りをそれで済ますんですかっ!?」

「裏切ったつもりはないよ。彼女を守りながらだと、この場から離れられずに戦闘になる。そうなったら狙ねらい撃うちだ。ある程度はこちらも《炎鎖の魔女》で迎撃出来るだろうけれど、キミと《めいり》を『奴隷スレイブ』にした時に得たポイントがある向こうはいくらでもスキルを使えるから、打ち負けるのはこっちだろうね」

　これは言い訳ではなく、起こったであろう事実だ。

　あの状況を打開する方法なんて、一つか二つしかないだろう。その中から一番簡単に出来て合理的なものを朱音は選んだにすぎない。

　だが、桐子の良心はそれで納得しないらしかった。

「ですがっ、それは先せん輩ぱいが彼女を倒してしまってもいい理由にはなりません！」

「うん、そうだね。でも、《めいり》ちゃんを『撃破』されてしまうのはデメリットが多すぎる。特に、敵に新たなスキルを与えてしまうのは痛い。使う人が使えば、とても厄やつ介かいなスキルだからね」

「……だから彼女を『撃破ブレイク』した、と？」

「そうだよ。折せつ角かくの協力者をこんな形で失うのは辛いけれど……これなら、まだ約束は有効になるしね」

「……約束？　あんなことをしておいて……」

「守るよ。差し当たっては住居とカードだね。その為にも、すぐに彼女の身柄を確保しておきたいところで……うん？」

　まだ話の途中だったが、桐とう子この体に起こった変化に朱あか音ねは口を閉ざした。

　明滅するように桐子の体が透け始め、向こう側が見え隠れする。

「どうやら時間切れ、だね。続きはあっちで……」

　朱音が言い終わる前に、桐子の姿は完全に消え失せた。

　残された朱音は、近くに敵が来る可能性も考こう慮りよして端末のマップ画面を見ながら、思考を巡らせて自分も『界帰マインドアウト』するのを待つ。

　今日あったこと、桐子から聞いたことなどを思い出し、様々な可能性の中から、物語を紡つむぎ出していく。これは昔からの──ろくに外出することも出来なかった時に磨かれた、ちょっとした特技だ。

　勿もち論ろん、想像した物語が本当に正しいかどうかは分からない。整合性はあってもただの妄もう想そうと切り捨てられるレベルの与よ太た話ばなしになることもある。

　なので、これはあくまで可能性の話。そんなこともあるかもしれないな、というだけの話を、一つ二つと考えていき……

　ややあって体が明滅し始めた辺りで、一つ納得のいく物語が見え──自然と口元が綻ほころんだところで、意識が途絶えた。





▽　　　　　　　　　　　　　　　△






「……んぱい！　先せん輩ぱい、もうそろそろ起きて……っ、目が覚めましたか?!」

「ああ、うん。最高の目覚めとはいかないけれどね」

　可愛い女の子に起こされること自体はなかなかに素晴らしいが、頰ほおが少し痛いし、髪も少し濡ぬれている気がする。

　あんなことがあっても予定通りに起こそうとしてくれた痕こん跡せきがあるものの、朱音としてはどういう手段を使ったのかが気になるところだ。

「どうやら、少しくらいの刺激では『潜界ワールドダイブ』から戻って来られないみたいだね。お姫様からのキスがあれば起きられたかも知れないけれど、試してくれなかったのかな？」

「……あんなことがあった後でそんな冗談が言えるだなんて、大した余裕ですね。もう一度炭酸水をかけてあげましょうか」

「ああ、わたしが注文した飲み物をそんな風に使ったんだね。あまり感心しないなぁ……とはいえ、お説教はまた今度にしようか」

　話している内に意識は完全に覚かく醒せいしたので、朱あか音ねは座っていたソファから立ち上がる。

　周囲を見れば、当然だが『潜界ワールドダイブ』前にいたカラオケ屋の一室で、手にはちゃんと端末が握られている。

　まだしばらく電源を切ることが出来ないそれを見ると、赤いアイコンが一つに、点滅している青いアイコンが一つ。どうやら敵はまだ『潜界』したままらしい。

　一度『界帰マインドアウト』をしてから再び『潜界』が可能になるまでは十分の時間が掛かる。その間は誰かに《Attack》される危険は無いし、逆に《Attack》も出来ない。

　つまり安全を期すのであれば、この十分以内に事を運び、離脱する必要がある。

「既にプレイヤーではないからマップを見てどこに居るか摑つかめないのがちょっと厄やつ介かいだけれど、《めいり》の身柄を確保しよう。たぶん、この近くのはずだよ」

「……根拠は、何ですか？」

「追おい剝はぎ被害があった場所がある程度固まっているんだよ。追い剝ぎ犯らしき人物が目もく撃げきされていた場所もね。被害者の一人は興味本位で捜そうとしてやられたらしい」

「思い当たる場所はいくつあるんですか？」

「三つ、かな。一つはさっきの、立体駐車場の裏だよ。あと二つはもう少しだけ離れているけれど、急げば五分程度で着くはずだね」

「それならすぐに行きましょう。彼女を探して、一言詫わびなければ気が済みません」

　真面目な人柄をよく表した発言に、朱音は眩まぶしげに目を細めて首しゆ肯こうする。

「じゃあ、とりあえずさっきの立体駐車場の裏までは一緒に行こう。そこが外れだったら、二手に別れて捜そうか」

「それで構いません。すぐに動きましょう」

「うん。わたしはここの支払いがあるから、先に行ってて。すぐに追いつくから」

　こくりと桐子が頷うなずき、二人でカラオケルームから出る。エレベーターで階下に降りたところでひとまず別れ、朱音は受付に行く。予定よりずっと短い利用時間だったので店員に不思議な顔をされたが、余計なことは言わずに素知らぬ笑顔で精算を済ませ、店を出た。

　一分程度の差だったのですぐに追いつくかと思ったが、仮想空間とは違い現実では通行人や様々な物があり、全力疾走をしても目立ってしまうので、なかなか背中は見えない。

　結局、路地を細い方へと入り、立体駐車場の裏手に辿たどり着つくまで桐子には追いつけなかったが……そこまで行ったところで、朱音は意外な光景を目にした。

　隣接したサイズの違う雑居ビルの境目に、桐子が立っている姿がある。その近くにもう一人人影があり、更には誰かが地面に蹲うずくまっているように見えた。

　額ひたいを地面につけて苦しげに呻うめいているのは、恐らく《めいり》だろう。服装が仮想空間内で会った彼女のものと同じに見える。

　問題はもう一人の人物で、しかもその人に朱あか音ねは見覚えがあった。

「あれは……千ち里さと、さん？　どうしてここに？」

「えっ？　あ、噓うそっ、漣さざなみさん!?　漣さんこそ、どうして……？」

　人違いではないだろうと思ったが、やっぱり朱音のオペレーターを務めてくれた古こ賀が千里だった。こちらを見て目を丸くしている辺り、向こうからしても予期せぬ遭そう遇ぐうだったらしい。

　しかし、この再会が全くの偶然ということもないだろう。

「わたしとそこの可愛い中学生は、ちょっとした野暮用でね。千里さんは、もしかして『ゲーム』のスタッフとしての仕事で？」

「あ……はい。ここに『撃破ブレイク』されたプレイヤーがいるということで、近くにいるスタッフに連絡が入ったんです。あたしはすぐそこの喫茶店に入ろうとしていたところで、引き受けることになって……」

「ふぅん？　オペレーターの役割が済んだ人達は、皆そうやってスタッフとしてフォローする仕事を？」

「えっと、希望者のみです。敗退が決まったプレイヤーから端末とチップを回収して、それを本部スタッフの人に渡す仕事で……」

　そう言って、千里は手に持っていた小さめのショルダーバッグを軽く掲げる。既にあの中に回収済み、ということなのだろう。

「……私が来た時、その人が倒れている《めいり》さんの傍そばにいて、彼女の服の中に手を入れているように見えたので。詰問したら要領を得ない返事ばかりで……」

　何故か朱音を睨にらみながら、桐とう子こが成り行きを説明してくれた。その時の様子が目に浮かぶようだが、残念ながら今はそれを微笑ほほえましく思っている猶ゆう予よはない。

　視線を落とせば、地面に這はい蹲つくばりながらも《めいり》は意識があるようで、苦しげな表情で胸の辺りを押さえていた。彼女も朱音を下から睨みつけてきているが、どこか目の焦点が合っていない。もしかしたらダメージで視界が霞かすんでいるのかもしれなかった。

　怖い夢を見た時、全身が汗びっしょりで動どう悸きが止まらずしばし呼吸も整わないことがあるように、強烈なイメージは肉体にも多大な影響を与える。仮想空間内での負傷とはいえ、死ぬほどの痛みを感じた訳だから、何の影響も無い方がおかしい……が、想像していたよりフィードバックは大きいらしい。

　まだ自力では動くことも出来なさそうな《めいり》の様子に、朱音は素早く決断する。

「桐子ちゃん、悪いけれど近くでタクシーを止めてきて」

「っ……分かりました。文句は、後で言わせて貰もらいますから」

　何かを言いかけたものの、ぐっと堪こらえて桐子は走り出した。こういう時、賢い子は無駄が少なくてとても助かる。

　続いて朱あか音ねは千ち里さとに向き直り、

「もう回収は済んだのなら、その子を引き取ってもいいかな？　まだスタッフとしてやることはある？」

「あっ……いいえ、大丈夫です。ただ、以前に説明しましたが、敗北したプレイヤーは『ゲーム』に関わることを禁止されるので、もし──」

「ああ、それは分かっているよ。ルールを破るような真似はしないから、安心して」

　笑顔で約束すると、次はしゃがみ込んで《めいり》に顔を近付ける。ただし向こうが要らない警戒をしないで済むよう、距離感には気を付けつつだ。

　仮想空間と同じ顔立ちの彼女だが、倒れていたせいで頰ほおや鼻に砂や小石が付いてしまっていた。それを右の手で拭ぬぐってやりながら、朱音はゆっくりと語りかける。

「実際に顔を合わせるのは初めましてになるね。《めいり》ちゃん、意識はちゃんとあるかい？　わたしのことは分かるかな？」

「……し、れ…………おと、こ……？」

「うん、正解だよ。不本意とはいえ、キミには酷ひどいことをしてしまったね。謝罪はするし詰なじりも意趣返しも受け入れる……けれど、その前に約束を果たそうと思う。一緒に来て欲しいんだけど、立てるかな？」

「…………立て…………くっ……」

　まだ思考は正せい常じよう稼か働どうしていないのだろうが、こちらの言葉に反応して立とうとした《めいり》は、しかし膝ひざに力が入らないのか崩れ落ち、四よつん這ばいになる。悔しげに口元を歪ゆがめるけれど、ダメージが大きいのだから仕方が無い。

「無理はしないでいいよ。すぐにタクシーが来るはずだから、とりあえずはそれに乗って移動しよう。申し訳ないけれど、ここで話をしていられる程の余裕はなくてね」

「…………く、そっ…………だせぇ……」

「仕方ない……というより、意識があるってことの方が異常なんだろうけどね。普通ならそのまま気絶していておかしくないよ」

　何しろ、『潜界ワールドダイブ』中のダメージで桐とう子こは座っていたイスから転げ落ち、窓から落ちてしまう程の反応をしている。ならば不意打ちで致命傷を負い、そのすぐ後に死亡判定になるだけの追加ダメージを受けた場合は、一体どれだけの苦痛になるのか。

　恐らくになるが、《めいり》に倒された男は気絶しているだろう。近くにいるスタッフがすぐに駆けつけるというのも、下手に放置をすれば誰かに発見されて大おお騒さわぎになったり、死亡事故に繫つながったりしかねないからだと推測出来る。

　それからタクシーが来るまでの一分程度では回復もままならず、《めいり》は朱音と千里が協力して後部座席に乗せて。

　世話になった千ち里さとを残し、朱あか音ねと桐とう子こもタクシーに乗り込み、仮想空間内では壮絶な現場となった立体駐車場裏を後にした。




　念の為、少し遠回りをして朱音の住むマンションに着いた頃には、《めいり》の意識もかなりハッキリしていた。

　すぐにでも嚙かみつき、殴なぐり掛かって来そうな雰囲気を放つ彼女に、反対側に座る桐子はかなり緊張した様子だったが、朱音は特に気にせずナビゲートを務めた。

　そしてタクシーを降りると、高級ホテルのようなタワーマンションを前にして、《めいり》と桐子がポカンと口を開け絶句するという似たような反応を見せた。二重のオートロックを抜けて、警備員とコンシェルジュのお姉さんが挨あい拶さつをしてくるのにも身を固くして、高層階用のエレベーターを呼ぶのにカードキーが必要なのにも無言のまま反応していたし、かなりそわそわしたまま家まで案内され……

「ここがわたしの家だよ。面白味がなくて、人を招くのは少し恥ずかしいけれどね。好きな場所で寛いでくれていいよ」

　そう言ってから、借りてきた猫のように落ち着かない様子の《めいり》には追加で、

「とりあえず、《めいり》ちゃんには服と……その前に、食べ物が必要かな？　デリバリーで良ければ頼むけど、何がいい？　好き嫌いはあるかな？」

「…………食えるなら、何でもいい……けど……」

「うん？　遠えん慮りよはいらないよ？」

　仮想空間やタクシー内での攻こう撃げき的てきな態度はどこへやら、すっかり萎い縮しゆくしてしまった《めいり》はソファやイスに座ることもなく、立ったままふて腐れたような顔をする。

「こんな所に住めるって……あんた、金持ちなんだな」

「保護者が資産家ってだけだよ。わたしは──ああ、そういえばちゃんとした自己紹介はまだだったね」

　冷蔵庫からオレンジジュースを持って来た朱音は、二つのグラスに注いで桐子と《めいり》に手渡してから、

「改めまして……向こうでは《シレン》という名前だったけれど、こっちでの名前は漣さざなみ朱音。高校二年生だよ。そっちの可愛い子は──」

「天あま宮みや桐子、です。そこの変へん態たい先せん輩ぱいに脅おどされて協力しています」

「おっと、人聞きが悪いなぁ。確かに間違ってはいないけれど、お互いに利益があるパートナーシップだよ？」

　明るく茶化す朱音に対し、桐子はそっぽを向いて返事無しだ。それでも小声で「いただきます」と呟つぶやいてジュースを飲む辺り、悪役にはなりきれないらしい。

　一方の《めいり》はまだグラスに手は付けず、訝いぶかしげな目でじっと朱音を見ていたが……ややあってから、やや怒ったような声で呟つぶやいた。

「……芽め依い里り。鈴すず風かぜ、芽依里だ」

「ああ、やっぱり本名だったんだね。追おい剝はぎ犯で家出中、というわたしの予想はちゃんと合っているかな？」

「……間違ってはねーよ。犯罪者だって今から警察に突き出すか？」

「キミは知らないだろうけど、誰も被害届は出していないんだ。だからもし、わたしがキミを警察に連れて行っても家出の方で問題になるだけだね。まあ、どちらにしても警察に行くつもりなんてないよ」

　そんなことをしても朱あか音ねは何も得をしないし、約束を破ることにもなる。

「一応、訊きいておこうかな。どうして家出を？　捜そう索さく願ねがいは出ていると思うかな？」

「どうだかな。ただ、施設のクソ爺をボコボコにして出て来たから、そっちで被害届が出ているかもしれねーぜ？」

「……ああ、性的虐ぎやく待たいが原因で飛び出して来たクチだね？　それなら可能性は半々かな。自分がしたことはさておき、保護していた子がいなくなると、向こうも体裁があるしね」

「んなっ!?　な、なんで虐待だって分かんだよ?!」

「キミみたいな子に暴力を振るう気概のある人はそう多くないだろうけれど、劣れつ情じようを催して都合の良い展開を期待する男は多いだろうからね。施設……児童養護施設かな？　そんなところに勤めようという人間でも、聖人じゃない。年月で歪ゆがむこともあれば、ストレスでたがを外したくなることもあるだろうしね」

　理解は出来る、という風に取れる言い方をしたせいか、女性二人の視線が険けわしくなる。一般論を語っただけなのに、こういう時に性別の違いというものは面倒だ。

　やれやれと苦笑気味に笑みを浮かべ、朱音は自分の胸に手を当てて、

「少なくとも、わたしはキミに対してどうこうしようというつもりは無いよ。信じて欲しい、というのは多少無理があると分かっているけれど」

「……当然だろ。あんたの綺き麗れいな顔をボコボコにしたって気が収まらねぇくらい、あたしは腹が立ってんだよ」

　そんな反応をされるのは、勿もち論ろん織り込み済みだ。何しろ、ついさっき『ゲーム』でとはいえ殺したばかりだから、言葉だけでどうこうなるとは思っていない。

　だから朱音は分かり易く、自分が用意出来るものを呈示する為にもここに連れて来た。

「許しを請こうつもりは、実はあまり無いんだ。その代わり約束はちゃんと守るよ」

「……あー？　どうしてくれるっつーんだ、おい？」

「この家の隣となりをキミの自由に使っていい。家具はともかく寝具もないから、ベッドで寝たいのなら今日のところはわたしの部屋を貸すことになるけれど……そうだね、その辺りのこともちょっと話をつけよう」

「あぁ？　あんた、何を言って……」

　意味が分からない、と言わんばかりに眉まゆを顰ひそめる芽め依い里りと、似たような表情をしている桐とう子こを他よ所そに、朱あか音ねはスマートフォンを取り出し慣れた手つきで操作する。

　すぐにコールが始まり、スマートフォンを耳に寄せつつ『静かに』と手でジェスチャーをすると、何か言おうとしていた芽依里も険けわしい表情だが黙ってくれた。この子も素直だな、と微笑ほほえましく思う。

　ややあって通話が繫つながり、朱音の耳に先日も聞いた不機嫌な声が届いた。

『……何の用だ？』

「やあ、いきなりだね。もう少し愛に富んだ対応をして欲しいところだけれど、今日は折り入って頼みがあるから、その辺についてはまた今度にしようか」

『……また厄やつ介かい事ごとか。お前はいつになったらまともな生活を送るんだ？』

　心底嫌そうな声が聞こえてくるが、朱音はそれを全く気にせず、用件を口にする。

「ちょっと色々あって、女の子を一人、しばらく預かることになったんだ。だから隣となりの……角部屋の方の部屋を使わせて貰もらおうと思ってね。明日までに電気と水道を使える状態にして、適当に一通りの家具を搬はん入にゆうしてくれないかな？」

『待て。お前、一体誰を……』

「ああ、後は身分証代わりになる電子カードもだね。手続き無しでも使える社内向けのゲストカードがあったはずだけど、あれを送って来て欲しいな。チャージはこっちでやるから、現物さえあればいいよ」

『……おい。本当に、何をしているんだ？　誰を匿かくまっている？』

　流石さすがに、これだけ要求すれば怪しむのは当然だ。訳あり物件を持ち込んだのはもう知れただろう。

　だから朱音は敢えて晒さらすように、至って普通のトーンで話す。

「ほとぼりが冷めるまで家出少女を預かることになってね。佳よし彦ひこにはなるべく迷惑をかけないで済ませるつもりだから、用意を頼むよ」

『………………お前は………………もういい。勝手にしろ』

「うん、そうするよ。じゃあ、よろしく頼むね」

　殆ほとんど一方的に言うと、朱音は躊躇ためらいなく通話を切った。

　そして無言のまま、微妙としか言いようがない表情をしている少女二人に笑いかける。

「これで大丈夫。明日には隣に住めるようになるから、しばらくの間はゆっくりしつつ今後のことを考えればいい」

「……あの、先せん輩ぱい。本当に大丈夫なんですか？　少し揉もめていたみたいですし……そもそも、電話相手は誰なんです？」

「わたしの保護者だよ。義理の兄で、厳しい癖くせに妙に過保護なところもあってね。このフロアは全部屋購入しているのに、使っているのはこの部屋だけなんだ」

「…………ハ？」

「……こ、ここだけ？　こんな高そうなマンションで……一体、何部屋を無駄にしているんですか……!?」

　二人から信じられないという声が漏れるが、残念なことに事実だった。ついでに言うとこのフロアには全部で十二部屋あり、朱あか音ねが使っているのは一番小さな部屋だ。

　啞あ然ぜんとする芽め依い里りに対し、小さく「さて」と呟つぶやいた朱音は表情を引き締めて向かい合う。

「この通り、向こうでした約束は守るよ。もし優勝出来たのなら、その時は賞金も分ける。あそこでキミを『撃破ブレイク』しなければ敗北はほぼ決まっていたのだから、これは当然の義務だね。桐とう子こちゃんもそれでいいかな？」

「……構いません。先せん輩ぱいと違って私は経済的に大した余裕もないので、半分は頂きますが」

「うん、それでいいよ。芽依里ちゃん、悪いけどひとまずはこれで収めてくれないかな？」

「…………物だけか？　あんたから詫わびの一つもねーのかよ？」

「そうだね。キミには悪いと思うけれど、正直なところ、自分の判断と行動には頭を下げる要素がないから。形だけの謝罪なんて、それこそ腹が立つだけだろう？」

「チッ……その通りだが、臆おく面めんもなく言われっとムカつくぜ」

　舌打ちし、一際険けわしい視線をぶつけてくる芽依里だが、朱音はそれを悠然と受け流す。殴なぐられても仕方ないとは思うが、今更スタンスを替える気はない。

　睨にらみ合い、というには一方的な視線の交換は、しばらくしてからの芽依里の言葉で終わった。

「……これは貸しだからな。不意打ちを食らった間抜けがいたから起きたことだとしても、やっぱムカつく」

「それで済ませてくれるなら有り難いな。ああ、わたしが裏切ったらいつでも仕返し出来るように、ここの合い鍵かぎも渡しておこうか。担保代わりにね」

「ちょっと先輩！　いくら何でもやりすぎです、度が過ぎてます！」

　良かれと思っての朱音の提案に何故か反発したのは桐子で、見れば頰ほおを赤くして怒り顔になっていた。

「うん？　もしかして、桐子ちゃんも合い鍵希望かな？」

「違います！　彼女に気に入られようと甘い顔をしていることが腹立たしいだけですっ。下心が透けて見えて気持ち悪いんですよ！」

「それは心外だなぁ。これでもわたしは紳士のつもりだよ？　第一、こんな幼い年下の少女に手を出したりしたら犯罪になってしまうじゃないか」

　朱音としては当然の反論をしたつもりだったが、何故か桐子はそれまでの勢いを止めて目をパチパチさせる。

　そして芽依里を上から下まで観察し、ぽつりと呟く。

「…………幼い？　どこがです？」

「発育はかなりいいけれど、骨格はまだ少し未発達だね。たぶん桐とう子こちゃんと同じくらいの、十四歳くらいなんじゃないかな？」

「何を馬鹿な。そんなこと──」

　有り得ません、と半笑いになっていた桐子だったが、続きを口にするより先に。

　驚きを孕はらんだ声が、芽め依い里りの唇から飛び出した。

「マジ？　中二ならあたしと同じだけど、全然そうは見えねーな」

「………………は、い……？　まさか、そんな……冗談、ですよね……？」

「あー？　あたしが十四じゃ駄目だっつーのか？　老ふけてるって言いたいのかよ、おい」

　声に苛いら立だちを孕ませて凄すごむ芽依里だが、意外にも桐子は怯おびえもしなければ言い訳もしない。

　ただし大いに狼狽うろたえて、何度となく自分と同い年の少女の体を見比べていた。

「あれが…………同じ年月を重ねた……？　…………そんな……はずが……」

　ぶつぶつと呟つぶやく内容は端的だが、何を言いたいかは悲しいことに一発で分かってしまう。

　芽依里の身長は百六十五センチある朱あか音ねよりも大きいし、手足も日本人離れして長い。それだけでなく、丸見えのウエストは細く括くびれているのに、胸を押し上げる膨ふくらみはしっかりと自己主張をしていた。

　それに比べて桐子の場合、小柄で瘦やせてはいるが、胸から腹部にかけてはなだらかなラインを描いている。ほぼ平坦な、と言えなくも無い。
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　スタイルの差に愕がく然ぜんとしている姿は、天才少女の噂うわさから形成された人物像からは想像も出来ない、年相応のものだ。他人からすれば十分過ぎる程に恵まれた桐とう子こだが、この手の悩みはそう簡単に妥協出来ないものらしい。

　見せつけられた厳しい現実に可愛いパートナーは朱あか音ねが男だと知った時と同じくらいショックを受けている様子で、立ち直るにはしばしの時間が必要みたいだった。

　すぐに桐子と話し合いをしようかとも思ったが、この調子では聞き流されて頭に入らないかもしれないので、朱音はやれやれと苦笑混じりの笑顔を芽め依い里りに向ける。

「食事の方はデリバリーで頼むとして……その前に、芽依里ちゃん。ちょっと汚れすぎているから、お風呂に入ろうか」

「あー？　そんなに汚れてないだろ。臭においだって…………」

　言いながらシャツの襟えり元もとを引っ張り鼻に当てた芽依里は、そのまま無言で顔を顰しかめる。どうやら、理解してくれたらしい。

「服が気に入っているなら洗せん濯たく、そうでないなら廃棄だね。そしてキミは風呂場に直行だ。わたしはあまり物に頓とん着ちやくしないタイプだけれど、流石さすがに今のキミには座って貰もらうのを躊躇ためらってしまうよ」

「……チッ、仕方ねーな。風呂はどこだよ？」

「ああ、向こうだよ。下にマンションの住人が使える大浴場もあるからそっちに行ってくれてもいいけれど、先に汚れを落としてからだね。何ならわたしが洗ってあげようか？」

「ちょっと、どさくさに紛まぎれて何を言っているんですか！　先せん輩ぱいの変態は死なないと治らないんですか?!」

　軽いコミュニケーションということで朱音が冗談を飛ばすと、芽依里ではなく半ばフリーズしていたはずの桐子が反応した。

　予想外の効果を得られたが、だからといって急にまともな話をするのもおかしいので、

「別に変なことを言ったつもりはないよ？　芽依里ちゃんの髪は長いし、家出中はまともにお風呂に入ってないだろうからね。隅々まで洗って汚れを落とすには、手伝いの一人や二人いてもいいはずだよ」

「それに託かこつけて裸を見たいだけなのは分かってます！」

「見るだなんて、そんな。洗うんだから、それだけで終わったらおかしいよ？」

「……もういいです。先輩がやるくらいなら、私が手伝いますから」

「おや、そうかい？　だったら桐子ちゃんに任せようかな。お風呂は廊下に出て正面にある洗面所から繫つながっているから」

「あー？　つーか、そもそもあたしは手伝いなんて──」

「あなたの意見はこの際どうでもいいんです！　グズグズしていると、あの変態先輩に言いくるめられてしまうに決まってますから……！」

「ちょっ、おい！　引っ張るなって！」

　かなり酷ひどい誤解を生む発言を撒まき散らしながら、桐とう子こは芽め依い里りの手を引いてリビングを出て行く。

　同い年にしては体格の違いすぎる二人の後ろ姿に、朱あか音ねは軽く手を振って見送ってから、愛用のソファに座り、

「さて、と……その間にこっちも、考えを纏まとめておこうかな……」

『界帰マインドアウト』の直前にしていた思索で足らない部分を埋める為に、朱音はゆっくりとソファに体を沈めて、目を閉じた。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「……あなた、どれくらいまともにお風呂に入ってなかったんですか？」

「あー？　一応、体は毎日拭ふいてたぞ。たまに髪も石せつ鹼けんで洗ってたしな」

「…………」

　それでもこんなに汚れるものなんだと、桐子は知りたくもない知識を増やしてしまった。

　浴よく槽そうに湯が張っていなかったので、芽依里の入浴はひとまずシャワーを使ってのものになったのだが……綺き麗れいなクリーム色をしていたスポンジが、やや変色して澱よどんでいる。

　朱音の言う通り、芽依里の体は見た目以上に汚れが溜たまっていたらしい。

　制服を脱ぎ下着姿になった桐子は、まず手始めに裸になった芽依里の髪を洗ってあげた。彼女を座らせると、芽依里の同い年とは思えないボリュームの胸と、下手をすれば自分より細そうな腰が鏡に映る。視界に入れていると精神衛生上とても良くないので、桐子は唇を嚙かんで洗髪に集中する。

　初めて見るどことなく高級そうなシャンプーを使ってみて、驚いた。全然泡立たない。それどころか、髪を洗っている気がしない。芽依里の髪は長いので、余計に傷んでいるのが分かり易かった。

　何度かシャンプーをしてからトリートメントをたっぷりと使い、その間に芽依里には腕と体の前面を自分で洗って貰もらう。それが済んでから桐子はスポンジを受け取り、肩や背中を洗ってあげたのだが、やっぱりこちらも泡が肌に乗らない。何度かボディソープを使い、念入りに洗う必要があった。

　しかも芽依里が大人しくしていてくれないので、余計に大変だった。「もういいだろ」「くすぐったいから止めろ」の連続で、おかげでむきになって洗う羽目になった。

　いくら言っても桐子が止めないので今は諦あきらめてくれたみたいだが、正直疲れた。どうして自分がこんなことをしなくてはいけないのか。

　それもこれも全部あのいけ好かない男のせいだと、桐とう子こは一層怒りを強くする。

「全く……あの変へん態たい先せん輩ぱいだけは許し難がたい存在です。復ふく讐しゆうが終わったら、絶対に一泡吹かせてやるんですから……！」

「随ずい分ぶんと荒れてんなー。あいつに何かされたのか？」

「……そうです。詳しくは言えませんが。それに、あなたにしたことも気に食わないです」

　どちらかというと芽め依い里りの方が怒り心頭なはずだが、不思議なことにあまり怒っている様子はない。久し振りの入浴で気分が良くなっているのかもしれないが、粗そ野やな印象も強い少女なので、もっと暴れてもいいだろうに。

　怪け訝げんに思う桐子だが、シャワーから流れるお湯を手で掬すくって顔を洗った芽依里が振り向いて、意外そうな表情をする。

「どうしてあんたがムカついてんだ？　まー、ムカつくヤツではあるけどよ」

「……それだけですか？」

「あとは、男に見えないくらい綺き麗れいな顔してやがるな」

「…………それも本当に腹立たしいです」

　あんなに綺麗な顔をしておいて男だなんて反則だと、桐子は強く思う。仮想空間内での格好も、どこからどう見ても美人な女性でしかなかった。あんな派手な格好、普通なら衣装が浮くだけで似合うはずがないのに、完全に着こなしていた。

　あれはずるい。しかも細くて、手足も長かった。男にしては身長があまり高い方ではないが、それがマイナスには全く感じられない。

　性格は嫌いで、容姿は羨うらやましい。これで好きになれというのは無理な話だ。

　なのに、芽依里は特に嫌っている様子がないことが、桐子には分からない。

　自分と違って野性味のある美人で、同い年とは思えないくらいスタイルが良い彼女だから、ネガティブな印象にならないのだろうかと勘かん繰ぐってしまう。

　背の低めな桐子の目線に飛び込んでくる大きな胸なんて、絶対に反則級だ。その上、身長は三十センチ近く高く見えるのに、ウエストは彼女の方が細いかもしれない。……まあ、これは家出していて食に困っていたからなのかもしれないが、羨ましい体型だということには変わりなかった。

　健康的に焼けた二の腕をスポンジで擦こすりながら、桐子は目線を上げて芽依里の顔を見る。

「もし刺された復讐をしたいというなら、私はいつでも協力しますが？」

「あー……とりあえずはいいや。ムカつくし殴なぐりたいけど、家と食い物をくれるっていうんだからな」

「それだってどれだけの裏があるか。きっと覗のぞいたり夜よ這ばいしたり、変態らしいことを考えているに決まってます」

「たぶんだけども、それはねーと思うぜ」

「どうしてです？　さっきだって、体てい良よく芽め依い里りさんと一緒にお風呂に入ろうと目論もくろんでいたじゃないですか。年齢がどうとか言いながら、どうせやりたいことは決まってます」

　自分と違い、こんなに女性らしさに溢あふれた体をしているのだから、疚やましい気持ちを持つに決まっている。あの壁新聞部の部長とやらともいかがわしい関係に思えたし、芽依里も毒どく牙がに掛けるつもりなのだろう。

　だが、そんな桐とう子この想像を笑い飛ばすように、芽依里はあっけらかんとした顔で、

「たぶんだけど、あいつにそんな気はないと思うぜ」

「……どうしてそう思うんですか？」

「なんっつーか、そーいう目で見られると分かるんだよ。あたしがボコって出て来た施設のクソ爺も、ここで声を掛けてきた男共も、取とり繕つくろってはいてもエロ目的だってのはすぐに分かったぜ」

「あの人は本心を隠すのが尋常ではなく上手です……というか、何を考えているのか全然読めません」

　桐子だって天才だと囃はやされるくらいだから、いくらか情報が揃そろえば他人の思考をそれなりにトレース出来るつもりだ。

　なのに、朱あか音ねが相手だとまるで分からない。流石さすがに一から十まで読めない訳じゃないが、理路整然と定じよう石せきを打てるのに、敢あえて悪手を打つだけでなく、盤上のルールをあっさり無視してきそうな気味の悪さがある。本当の意味で、何をしてくるか分からない。

　敵に回したくないが、味方にもしたくない人だ。

　その辺りのことを芽依里は理解していないのだろうかと桐子が眉まゆを顰ひそめていると、

「まー、手を出そうとしてきたらボコればいいだけだしな。あんなヒョロいヤツに押し倒されたところで負ける訳がねーし」

「…………ああ、そういうことですか」

　芽依里の思考は至ってシンプルで、確かにそれは分かり易い。流石さすがは家出をして一人で二ヶ月近くも生きていただけのことはある。

　仮想空間内で見せつけられたあの身体能力があればこその発言だが、納得は出来た。自分が受けた刃物での脅きよう迫はくも、彼女なら二言目を喋しやべる前に殴なぐり倒たおしていそうだ。

　あまり運動が得意ではない桐子には、それも羨うらやましい。

「……少し分けて貰もらえないものですかね……」

「あー？　何が？」

「っ、何でもないです！　こっちは終わりでいいですから、後は自分で足を洗って下さい」

　スポンジを押しつけ、そっぽを向いていたシャワーを手に持ち腕や足に付いた泡を流しながら、桐子はちらりと芽依里の裸に目をやり……

　神様は不公平だ、と改めて実感させられた。
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「……さて、今の内に今後の話をしておこうか」

　朱あか音ねがそう切り出したのは、デリバリーのピザとパスタの注文を済ませ、『ゲーム』で使用する端末の電源を切ってからのことだった。

　ちなみに桐とう子こは不機嫌そうに、リビングのイスに座っている。汚れを落とした芽め依い里りはゆっくりお湯に浸つかりたいというので、今は下層階にある住民用の大浴場に行っていた。着替えは朱音のものを用意したが、流石に女物の新品の下着はないので、後で桐子が買いに行ってくれる手て筈はずになっている。

　二人きりになったところで話そうと思っていたのでこのタイミングになったものの、芽依里が入浴を終えるまでに済むかどうかは分からない。デリバリーが届くまで三十分はかかるので、それまでゆっくり入っていればいいよと言ってはおいたが。

　何故なら、朱音がしようとしている話は数分で終わるものではないからだ。

「今日はもう電源を落とせたから、『ＰｏＳ』に関わらずに済む……とはいえ、問題は何も解決していないからね。早急に何とかしたいところだよ」

「……ですが、先せん輩ぱいの顔も見られてしまったかもしれません。距離はあったでしょうが、三十分と経たたない間に見た相手を間違えるとも思えません」

「だね。まあでも、それは割と覚悟していたことだから。学校で桐子ちゃんと一緒にいる現場を見られている訳だし、それがなくとも明日には噂うわさが広まっていただろうしね」

「つまり、状況は悪化しただけですね。一応、先輩は新たなスキルを手に入れましたし、ポイントも稼かせげたはずですが……プラスマイナスでいえば、明らかなマイナスです」

　ネガティブな意見を述べる桐子だが、とても現実的だ。

　表面的に『ＰｏＳ』内でのステータスだけ見れば、朱音は芽依里を『撃破ブレイク』したことで新たなスキルを手に入れ、大量のポイントも獲かく得とくした。ポイントだけならあの《ポラリス》にも入っているが、スキル獲得の分だけこちらが有利になったといえる。

　しかしこの『ＰｏＳ』は、ただ単に仮想空間でバトルロイヤルを繰り広げるだけのゲームじゃない。基本的には誰がプレイヤーか分からず、いつどこで端末の電源を入れ、アクティブな状態になるかも知れない。しかも『ブラインドマスク』という顔の造ぞう作さくを不ふ明めい瞭りようにするアクセサリーが使われる為、プレイヤー情報は余程のことが無い限り分からないはずだ。

　だが桐子は転落事故により、プレイヤー疑惑が濃く持たれている。特にリアルタイムでやり取りをしていた《ポラリス》は、ほぼ確信しているだろう。

　そしてそんな桐子と一緒にいたと噂されれば、疑惑の目は朱音にも向く。《ポラリス》には遠目からとはいえ顔を見られているはずなので、特定されたとみていいだろう。

　正体を特定されるのは、少なからず痛手だ。朱あか音ねはリスクを承知で行動したが、もし《ポラリス》との決着が長引けば、正体を他のプレイヤーに流される可能性もある。手段を選ばない相手に知られると、かなり不利になる──例えば、朱音が桐とう子こにしたように。

　決着を急がなければ、まずいことになる。それを感じている上に、桐子は個人的な復ふく讐しゆうも果たしたい。恐らく『奴隷スレイブ』の身から解放されることより、優勝することよりも優先すべき事項なのだろう。

　深刻な面持ちで下唇を嚙かみ、それから桐子は試すような目を朱音へと向けてきた。

「……どうするんですか？　敵は非常に厄やつ介かいですが、勝算は？」

「そうだね。相手のスキルは《道化師の毒針劇薬ピエロ》、だっけ？」

「真ま島じま先生はそう言っていました。直接素肌に触れなければ効果が無いみたいですが……その代わり、触れられれば一撃です。あの痛みは耐えられるようなものではありません」

　苦い物を嚙み締めるような不快な表情の桐子は、「ですが」と続け、

「ただ、あのスキルだけならばそこまで怖くはありません。もうネタが割れていますし、端末を頻ひん繁ぱんにチェックしていれば相手の接近にも気付けるはずですから」

「相手に触れると発動する、か……確かに、それだけなら危険度はナイフを持った相手と戦うのとそこまで変わらないかもしれないね。それだけなら、だけれど」

「……そうですね。今は私の《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》があります。勝つ見込みはあるんですか？」

「まあ、ね。面白いスキルも手に入れたことだし」

　ちなみに、《めいり》のオリジンスキルの詳細は、端末の電源を落とす前に確認している。

　それによると、思っていたのとほぼ同じだが、朱音の予測より少し癖くせの強い仕様だった。




『スキル名《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》

　このスキルを使った時、手に触れている物を一時的に存在しないものとして隠いん蔽ぺいすることが出来る

　手に持っている限りその存在はあらゆるものから無視され、手放された地点から一メートル以上移動するか、使用者がスキルを新たに使うか解除をした瞬しゆん間かん、元に戻る


使用ポイント　５００／１　継続使用２００／30ｓｅｃ』






　基本的には投とう擲てきに使えるスキルだが、もし相手に接触する前からこのスキルを使っていて距離をある程度詰められたとしたら、かなり有効だろう。相手を深く傷つけるだけの投擲ならばオーバーアクションになってしまうが、一見すると何も持っていない上に、すぐには何も起こらない。それが一拍置いて突とつ如じよ目の前に刃物が現れた場合、防ぐのはかなり困難なはずだ。

　予測とは違い、手放したとしてもただその場に落としただけの場合、移動距離の問題で消えたままの可能性もある。また、距離感を間違えてあまりに近くで投げれば、そのまま素通りして終わりだろう。

　癖くせの強いスキルだが、おかげで戦術の幅は広がった。

　それでも桐とう子こが浮かない表情をしている理由は、朱あか音ねも分かる。

「有効利用するには中間距離で、相手に大した攻こう撃げき手段が無いことが条件になるけれど……その意味で言えば、敵が《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》を使えるのは痛いね」

「手に持って振り回すことも出来れば、かなりの距離を投げることも出来ます。その気になれば二つ同時に操ることも可能ですから、《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》を有効利用出来る距離まで武器もなく詰めるのは不可能に近いですよ」

「そうだね。となれば、不意打ちしかないけれど……当然、向こうはそれを警戒しているだろうから、難易度は高い。囮おとりを上手く使おうにも、攻撃が不可能な桐子ちゃんは囮としての役割を果たせないから、やっぱり難しいね」

　いくつかシチュエーションを考えてみると、やはりどれも不利な要素ばかりだ。二対一の数の差は実質無いようなものだし、《臆病者の銃弾》を使っている間は《炎鎖の魔女》を使えないことを考えると、スキルの使いどころもなかなかに難しい。

　向こうに《炎鎖の魔女》を使わせなければ勝算は一気に高くなる、が……

　そのことを理解しているようで、桐子は冷ややかな目で問い掛けてきた。

「どうしますか？　芽め依い里りさんのように私のことを『撃破ブレイク』すれば、真ま島じま先生から《炎鎖の魔女》を奪えますが」

「随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうな提案だね？　まさか本当に自殺願望があるだなんて、知らなかったよ」

「そんなのある訳ないです。ただ単に……もう一度死ぬくらいの痛みを受けてでも、私はあの人に一泡吹かせてやりたいだけですから」

　強烈な意志を感じさせる言葉に、朱音は彼女の奥底に消えない燻くすぶりがあることを改めて思い知らされた。

　自分が芽依里にした行為は、桐子には許せない類のものだったはずだ。頭で理解していても倫理観がそれを否定していた。

　なのに、今度は敢あえてやれという。対象が他人ではなく自分自身だから、というのもあるだろうが、心の奥底で暗い炎が消えずにいる証拠だ。

「……その熱情と覚悟があれば……いける、かな」

「何がです？　どうせ悪巧みなんでしょうけど」

「人聞きが悪いなぁ。わたしは単に、悪路でも勝利に繫つながる道なら進もうというだけのつもりだよ。下水を通ろうが地じ雷らい原げんを通ろうが、それで目的を果たせるならね。情報と慎重さ、それに忍耐力が必要になるけれど、明確に完全武装した敵が待ち伏せしている道を行くよりは勝算がある」

　どうやら根深い誤解があるようなので、偽りなく自分の主義を語っておく。やるとしたら悪趣味な理由ではなくて、単にそれが効率が良く、そして大体の場合はそんな手段を取らないと勝ちが拾えないからだ。

　ただ、まあ──自分のプランを話して、それは素晴らしい考えだ、と褒ほめられたことは一度も無いが。

「……どういうことですか？　作戦はあるみたいですが……」

「作戦なんて大それたものじゃないよ。どちらかというと、分の悪い賭かけかな。ハイリスクで、もし外れたらその時点で終わり……良い子はやっちゃいけない類のギャンブルだね」

「……そもそも良い子ならギャンブルなんてしません」

　正論で返す桐とう子こだが、言葉に棘とげと力がない。朱あか音ねが何を言い出すのかが読めず、不安を覚えているのかもしれない。

　なので朱音は親愛なるパートナーを安心させる為に──或あるいはより深い不安を搔かき立てるように、優しく微笑ほほえんでみせた。

「なに、大したことじゃないさ。向こうかこちらのどちらかが勝ち、どちらかが絶望の沼に沈むだけだから」

「…………だから、先せん輩ぱいは何を、」

「ねえ、桐子ちゃん。一つ、確認しておきたいことがあるんだけれど」

　勿もつ体たいぶった朱音の発言に、間近で向かい合った桐子は息を吞のむ。

　昔、とある人から『人を誑たぶらかす魔ま性しようの類だ』と言われたこともあるが、その時も直前にこんな顔をされた。闇やみ夜よに浮かぶ人ひと魂だまでも見たかの如ごとく、常識では目の前の事象を受け入れられず、思考を奪われたような表情を。

　ただでさえ静かだった部屋から一切の物音が消え失せ、空気は固く張り詰め、心臓の鼓こ動どうが聞こえて来そうな錯覚に陥る。

　そんな中で、少し身を屈かがめて桐子に目線を合わせた朱音は、保母かシスターを思わせる優しく誘う声で訊たずねた。




「とてもとても憎い相手だとして──キミは、人殺しが出来るかな？」
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　決戦の日と決めたのは、翌日の水曜日。勿論、相手が乗ってきてくれないと成立しないが、少なくとも朱音の中では今日中に片を付けると決めていた。

　とはいえ、プレイングタイムに入るまでは基本的に日常生活を続けるだけだ。

　朝起きて、シャワーと果物だけの朝食を済ませて登校し、クラスメイトと談笑する。やはり昨日の放課後に天才少女と名高い天あま宮みや桐子と一緒に居たことが知られていて、どういう関係なのか、知り合った経緯などを矢や継つぎ早ばやに訊ねられ、それを丁てい寧ねいに躱かわして過ごした。

　そして、昼休み。普段ならば学食で適当に済ますところだが、今日は少しやることがある。放課後の為の仕込みという、大事な作業が。

　その為に朱あか音ねが訪れたのは、合同校舎の一階にある生徒指導室だった。

　コンコン、とドアをノックすると、ややあってから「はい、今開けますね」と応じる声が聞こえて来る。

　さらに待つこと十数秒、開かれたドアから姿を見せたのはスクールカウンセラーの海え老び原はらで、昨日と同じく白衣姿だった。よく見れば口元のリップが少し滲にじんでいて、慌あわてて口を拭ったのかも知れない。

「こんにちは、海老原先生。すみません、食事中でしたか？」

「ええ。でもいいのよ。来たい時に来て貰もらえれば、他の用事で立て込んでいる時以外なら大丈夫だから。さあ、入って？」

　嫌な顔一つせずに中へと勧めてくれた海老原は、昨日と同じく奥のソファへと案内し、さらに紅茶まで用意してくれる。一応『大した用件じゃないですから』と断りを入れたものの、海老原は『先生の趣味みたいなものだから』と優しく返してきたので、朱音としても有り難く受け入れることにした。

　時計の長針が一つ二つ進んだ辺りで紅茶を持った海老原がソファのある席へと来て、紅茶を一口、二口と飲んだところで、朱音は用件を切り出す。

「昨日の今日で、突然来てすみません。海老原先生に頼みたいことがありまして」

「何かしら？　先生で役に立てるのならいいのだけれど」

「これを……サッカー部顧問の真ま島じま先生に、渡して貰もらえませんか？」

　そう言って朱音が取り出したのは、白い簡素な手紙だ。封はしておらず、宛名も差出人も封筒には書かれていない。

　出されたそれをとりあえず受け取りつつ、海老原は不思議そうに首を傾かしげ、

「真島先生に？　漣さざなみ君から？」

「いえ。昨日少し話しましたが、わたしの友人からのラブレターです」

「ううん……手伝ってあげたいのは山々だけれど、先生の立場からするとちょっと協力は出来ないかしら」

「ああ、大丈夫です。交際を求める内容では無いですから。読んで貰ってもいいと言われているので、良かったら確認してください」

「……そう？　なら、少し心苦しいけれど……」

　やや躊躇ためらいがちに封筒から便びん箋せんを取り出すと、海老原は文面に目を落とした。

　朱音は勿もち論ろん内容を知っているが、そこにはこんな文章が書かれている。




『突然のお手紙、すみません。

　わたしは先生のことを、ずっと慕したっていました。ですが叶かなわぬ想おもいだとは分かっていますし、先生に迷惑を掛けるのも心苦しく、頑張って諦あきらめようと思っています。

　ただ、せめて最後に想いだけでも伝えさせて下さい。

　今日の十九時にグラウンド脇にある体育用具庫の裏で待っています。出来ればでいいので、よろしくお願いします。


シレン』






　自分で書いたのだから、内容に間違いは無い。ちゃんと女の子らしいしなやかな文字にしたので、筆跡で男が書いたものだと見破るのも難しいはずだ。

　問題は、年頃の女の子らしい文面というものが自分も桐とう子こも、勿もち論ろん芽め依い里りも分からなかったことで、もしかしたら固すぎたかもしれない。まあ、手紙で呼び出しだなんて前時代的なことをする子だからこれくらいでいいだろう、と思って良しとしたが。

　ともあれ、便びん箋せんに目を通している海え老び原はらに、朱あか音ねはフォローの言葉を追加する。

「昨日、あれから件くだんの友人に会ったので、少し話をしてみたんです。不毛なのは彼女も分かっていて、どうも諦める切っ掛けが欲しかったみたいで……それだったら思い切って玉砕してみたら、ということになったんですよ」

「そうなの？　でも、それは……」

「ああ、大丈夫です。告白というより、一方的に想いを伝えて、それで終わりにするらしいですから。あと、もし来なかったとしたら『そういう人だったんだ』と思えるから、諦める助けにはなると」

　スラスラと説明する朱音の言葉に、海老原は真剣な表情で頷うなずく。

　昨日会ったばかりでも親身になってくれる相談員という得難い存在に対し、いもしない友人とのエピソードを話す朱音は表情を崩さずに続けた。

「成り行きでわたしがメッセンジャー役になったんですが……真ま島じま先生とはあまり親しくないというか、前に問題を起こしたせいでちょっと睨にらまれてしまっているんですよ。だから申し訳ないとは思うんですが、海老原先生にこれを渡して貰もらえないかと」

「……ううん……本来なら、そういう行為は手伝えないのだけれど…………そうね……」

「もし何か問題が起きた場合は、わたしが……いえ、失言でした。こっちが何を言おうと責任は先生方にのし掛かってしまいますから、無理は言えませんね」

　朱音が申し訳なさを前面に出して謝罪すると、海老原は笑顔で首を横に振り、

「いいのよ。先生は選んでこの職業に就ついたんだもの、どんな形でも生徒から頼られるのは迷惑なんかじゃないわ。いい大人なんだし、責任の一つや二つ抱えているのが当たり前よ」

「そう言って貰えると有り難いですけど、やっぱりこれは直接真島先生へ渡しに──」

「そう？　でも、あのお手紙は先生が読んじゃったから、後で真ま島じま先生に会った時に口を滑らせてしまうかもしれないわ。そんな中途半端なことになるよりは、ちゃんとお手紙を渡した方がいいと思わない？」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、海え老び原はらは丁てい寧ねいに便びん箋せんを畳んで封筒の中に仕し舞まい込む。そして封筒は朱あか音ねに返さないまま、手元に置いた。

　つまり、引き受けてくれるらしい。こんな面倒な頼み事なのに、だ。

「……有り難うございます。海老原先生のおかげでとても助かりました」

「だからいいのよ。困っている生徒を助けるのが先生の仕事だもの」

　事も無げにそんなことを言われてしまうと、益ます々ますとんでもないなと思う。洞どう察さつ力りよくには自信のある朱音には分かる。本心であんなことを言っているのだと。

　スクールカウンセラーでなければ聖職者になることをお薦すすめしたいくらい、海老原舞まいの生徒を思う気持ちは本物だった。

　人間の暗く汚い部分ばかりに目が行く朱音には眩まぶしい存在で……だからこそ、手紙の行く先に不安を覚えずに済む。

　慌あわてず急がず紅茶を飲み干すと、朱音はソファから立ち上がり、海老原に頭を下げ、

「本当に有り難うございました。また何かあった時には頼ってしまうかも知れませんが、その時もよろしくお願いします」

「ええ。この手紙の子も、ケアが必要なら連れて来てね？」

「はい。それでは、失礼します」

　もう一度頭を下げて丁寧に挨あい拶さつを終えると、朱音は生徒指導室から退出する。

　そしてそのまま合同校舎から出ると、外で待っていた人物から話しかけられた。

「……どうでしたか？」

「ああ、うん。上手くいきそうだよ。後はどれだけ運があるか、かな？」

「運任せとは恐れ入ります。もう少しまともな作戦を立てられないんですか？」

　たっぷりと毒の籠こもった言葉を放ってくる年下の天才少女に、朱音は苦笑混じりに返すしかない。

「わたし程度の非才の身には限度があるよ。だから小者なりに、泥の中を這はってでも勝てる可能性に賭かけるんだ」

「……あんな作戦でなくても勝利することは可能なはずです。手札に大差はないんですから」

「うん、そうだね。ひょっとすると現状ではわたしの方が有利なのかも知れない。スキルを上手く使えば、身体能力の差も覆くつがえせる……その証拠に、芽め依い里りちゃんは何も出来ずに先生の手で敗者になった。そして桐とう子こちゃん、キミもね」

「っ……だからこんなことをする、と？」

「いや。何ていうかな……わたしと先生は、ある意味では同種なんだよ。思考パターンが似ているというか、歪ゆがんでいるというかね」

　話している内に、桐とう子この表情が硬くなっていく。

　逆に朱あか音ねは楽しげに口元に薄く笑みを湛たたえて、自分なりに分析した敵のことを語り続ける。

「だから分かる。正々堂々の真まっ向こう勝負なんて、絶対に受けて貰もらえない。嵌はめられてそんな状況になったら、まず逃げて自分のペースで戦える展開まで引き延ばす。『撃破ブレイク』されそうになったら、助かる為に何でもするよ」

「……プライドは。人としての誇りは、どうでもいいんですか？」

「プライドの置き所が違うんだよ。目的の為に必要なら、それは割り切るべきだと思っているんだ。チャンスがあるのにありもしない尊厳の為にふいにする方が、よっぽど見苦しい。中途半端だと唾だ棄きすべき行為だね。だから不意打ちをしようが味方を手に掛けようが、勝つ為に必要なら躊躇ためらわない」

　その発言を聞いて、昨日と同じく桐子の表情が嫌悪に歪んだ。

「…………っ……そうやって、自分の行動が正しいと理論武装しているつもりですか？　卑ひ怯きような真似を正当化しているだけじゃないですか」

「うん、だって正しいからね。『ゲーム』のルールからは外れていないし、『仲間を裏切るような真似は出来ない』なんてセリフを吐いて共倒れする無意味な展開も回かい避ひ出来た。何度か言ったけれど、わたしはちゃんと約束は守るつもりでいるよ。約束を破ったのなら、卑怯者の誹そしりも甘んじて受け入れる。それはわたしにとっても恥ずべき行為だからね」

　桐子の顔を見る限り、納得はしていないようだった。

　まあ、そう簡単に頷うなずいて貰もらえるのなら、昨日あんなに反発されていないだろう。今回の作戦だって、不本意極まりないという具合だった。

　それでも結局は実行を認めてくれたのだから、負けたままで済ませたくないという彼女の気持ちの強さはかなりのものだ。なのに汚い手段は用いたくないと言う辺り、潔けつ癖ぺきさもかなりのものだが。

「話を戻そう。つまり、正攻法での戦いは先方が受けてくれない。それよりは何かを仕掛けられていると感じながらも、逆手に取れそうだと考えられるシチュエーションの方が、まだしも戦える可能性がある」

「……時間と場所を指定しただけで、乗って来ますか？」

「わたしの予想だと七割、かな。早めに決着をつけておきたいのは向こうも同じだよ。他のプレイヤーを倒し面倒なスキルを手に入れられたり、『奴隷スレイブ』を作られて多対一の圧倒的不利な状況に陥ったりする前に、わたしを降くだしておきたいはずだから」

　ただし、端末の電源を入れて予定外の敵プレイヤーがいた場合、まず乗ってきてはくれないだろう。

　朱音が運任せと言ったのは、その辺りが原因だ。他のプレイヤーがこの周辺にいないことが絶対条件になるだろうから、運が無ければスタートラインにも立てない。

「運が良ければ、今日で決着だよ。わたし達か、先生か──どちらが絶望の淵ふちに沈むか、楽しみだね？」

「…………先せん輩ぱいの悪趣味には全く共感出来ません」

　吐き捨てるように言うと、桐とう子こはさっさと歩き出す。ここには首尾の確認をしに来ただけで、この後は放課後まで大学の方で過ごすらしい。

　昨日、対《ポラリス》について詳細を話した時にはあれだけ狼狽うろたえていたのに、いざとなると肝きもが据わるのか。もしくは、なるべく日常に近い時間を過ごして平静さを装いたいのか。

　少なくとも朱あか音ねの場合は、放課後のことを考えると胸が高鳴る。午後の授業はちゃんと受けるつもりだが、その後も予定の時刻まではかなり時間が余る。

「映画の一本くらい観れるかな？　それとも、クールダウンに昼寝でもしようか？」

　お楽しみの時間が来るまでどうしようかと考えながらも、口元には笑みが込み上げてきてしまう。

　──もし、朱音の推測が正しければ、勝つ見込みはかなり高い。

　しかし推測が的外れだったら……その時は、情けない醜しゆう態たいを晒さらす羽目になりそうだ。

「さて……惨みじめすぎて死にたくなるのはどっちになるかな……？」

　想像するだけで楽しくて仕方が無い、が……始まるまでにはあと数時間ある。やるべきことはいくつかあるが、どうにも時間は余りそうだ。

　一つの決着が迫る中、朱音はとてもとても長く感じてしまう空き時間を、遠距離恋愛している恋人が戻ってくる電車を待つような気持ちで過ごした。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「──んじゃ、誰が来ても開けなきゃいいんだな？」

　乱暴な口調で聞き返すと、芽め依い里りはドカッとパイプイスに腰掛けた。

　場所は昨日も使わせて貰もらった、壁新聞部の隣となりにある空き部屋。そこに朱音と桐子に加えて、堂々と侵入してきた芽依里も含めた三人で集まっていた。

　芽依里の服装は野球帽以外朱音の持っていた服だが、好き勝手に切ったり破いたりして着ているので、印象は昨日までとさほど変わらない。臍へそと生足を大胆に露ろ出しゆつしているのも、すぐに嚙かみついてきそうなところもだ。

　それでも狂犬扱いするにしては可愛らしいものなので、朱音は他の人と接する時と変わらない笑みで頷うなずいた。

「うん、頼むよ。誰も来ないとは思うけれど、念の為にね」

「チッ、しゃーねーなぁ。後で肉奢おごる約束、忘れんなよ？」

「了解。皆で戦勝祝いに美味しいステーキでも食べに行こうか」

　言って、朱あか音ねはちらりと右手側の壁際に目を向ける。

　そこにはハンカチを敷しいた床ゆかに体育座りで座る、桐とう子この姿があった。一足先に『潜界ワールドダイブ』している為、意識は手放している。

「時刻は十八時四十七分……頃合いだね。わたしも行くとしようかな」

「あー、勝手にしてくれ。負けても肉は忘れんなよ」

　どこまでも自分に素直な芽め依い里りの言葉は清すが々すがしく、朱音は心地良さを感じながら壁を背にして床に座り込む。ダメージを受けてイスから転げ落ちた場合、受け身も取れず怪け我がをする可能性が高いからだ。

　尤もつとも──向こうでは、ただの怪我で済みそうに無いが。

　少なからず痛い思いをするだろう戦いを前に、朱音は口元に薄い微笑を浮かべ、手にした端末の電源を入れる。

　すぐに起動し、振動した端末に映っている反応は一つだけ。赤いアイコンが点滅し、《ローズマリー》の表示が出る。

　まだ《ポラリス》は端末を起動していないらしい。一応、起動してはいても探知の範はん囲い外がいにいる、という可能性もなくはない……が、朱音は完全に『それは無い』と判断していた。

　何故なら──自分であれば、明確な邪じや魔まがいないと分かってさえいれば、必ず乗る。

　だから《ポラリス》も、電源を入れてから危険を察知し遠くへ移動する可能性はあっても、この段階では移動しない。学校の敷地内にいるはずだ。

　どうやら今日で決着はつくらしいと判断し、朱音の笑みが深まり……

「終わらせに行こうか──『潜界』」

　キーワードを呟つぶやき、仮想空間へと意識を移した。





▼　　　　　　　　　　　　　　　▲






　朱音がハッキリと意識を取り戻すと、予想通り部室棟の外に立っていた。屋内にいると最寄りの出入り口付近に出るような仕組みになっている、ということでどうやら確定らしい。

　先に入っていた桐子とはすぐに合流出来たし、試しておきたいことも実践し、準備は整った。それでも勝負がどう転ぶかは全然分からないので、油断は出来ない。

　出来ない、が──

「……にやにやして、随ずい分ぶんと楽しそうですね」

　どうも頰ほおが緩ゆるんでしまっていたらしく、桐子に冷たい声で指摘される。これから大事な戦いだというのに不謹慎だと言いたいのだろう。

　お怒りはご尤もだが、朱音はそれに軽い口調で返す。

「緊張しているよりはいいと思わないかい？　何事にも余裕を持って当たることが成功に繫つながるんだよ」

「足を掬すくわれなければいいですね。もしそうなったとしたら、刺し違えてきて下さい」

「心中はあまり好みじゃないなぁ。だからまあ、それなりにやってくるよ」

「……では、作戦通りに」

「うん。大変だろうけど、任せたよ」

　明るく激励の言葉を掛けるが、桐とう子こは返事をしてくれなかった。腹が立っている、というのもあるのだろうが、恐らくは緊張してきたのだろう。

　もう一つ二つ声を掛けようかとも思ったが、朱音は寸すんでで止める。この少女は才気に溢あふれているが、あまり器用な方じゃ無い。きっと今までも、こうして自分の中で葛かつ藤とうし、そして勝ち進んできたのだろう。

　だからここは敢あえて何も言わない。彼女なりのコンセントレーションだと思って、そっとしておく。

　ややあって桐子の姿が見えなくなってから、朱音は予定通りグラウンド方面へと向かった。

　誰も居ない学校は普段以上に広く感じるし、もう夜の帳とばりも下りているからかなり暗い。しかし電灯が配置されているところにはちゃんと明かりが点ついているから、足下が見えないという程でもなかった。仮想空間だからか普段より夜目が利きく……というより、目を慣らすまでもなく見えやすくなっている気もする。

「さて……向こうはどう出るかな？」

　普通ならばこちらが待っているところに奇き襲しゆうを掛けてくる、という手を選ぶだろう。ただし馬鹿正直に待ち合わせの場所に来る、という可能性も無くはないのが、この相手の嫌らしいところだ。その場合は練りに練った策が待ち受けているので、下手な奇襲よりも怖い。

　もし遠距離から《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》を打ち合う展開になるのなら、有利なのは向こうだ。そして接近戦になったとしても、噂うわさに聞くオリジンスキルの《道化師の毒針劇薬ピエロ》を使われれば、触れられただけでアウトになる。

　つまり、圧倒的に不利なのは朱あか音ねの方だ。《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》は面白いスキルだが、《炎鎖の魔女》との相性はかなり悪い。

　加えて、向こうはこちらがどんなスキルを所持しているのか知らないので、いきなり接近戦を挑んでくるとは考え難い。まずは《炎鎖の魔女》で削る、出来るのであればそれだけで倒すつもりで来るだろう。

　以上を基本戦術として踏ふまえた上で、必勝を期す為に敵がどんな切り札を用意してくるか。楽しみで仕方が無い。

　絶対に負けないという保証や自信があるからではなくて、むしろ先行きが不ふ明めい瞭りようだからこそ楽しかった。濃のう霧むの向こうに果たして明日に繫つながる道があるのか、それとも途中で崩落しているのに気付かず進んでいるのか。

　そんな状況に自分だけでなく敵もいる、というのが楽しくて仕方が無い。どちらかが確実に奈落に沈むのも、だ。

「ん……あちらさんも来たね」

　ちらりと端末を見れば、マップ画面に新たに点滅する赤いアイコンが増えていた。勿もち論ろん、ＩＤには《ポラリス》の文字が並んでいる。

　数分前に確認した際にはいなかったのに、もう『潜界ワールドダイブ』まで済ませている。この大胆な判断力が敵の武器だ。策を弄ろうするタイプは腰が重くなる傾向があるが、機を逃しては意味が無い。それをよく分かっているし、実行に移すだけの度胸もある。

「敵に回すと厄やつ介かいなタイプだなぁ……味方にすると裏切りそうだけれど、ね」

　だからやはり、桐とう子この件がなくても相容れない相手として決着は必要になっただろう。

　同族嫌悪、とはまた違う。朱あか音ねは自分を軽く考えているが、相手は自分を高く置くタイプに感じられる。だから同じ視点を得ても、同じ感想を抱かない。

　そんな敵がどんな風に策を練ってくるのか、それを楽しみにしながら朱音は歩き続け、グラウンドが見下ろせる階段の前まで来た。

　現実世界ではまだサッカー部と野球部が練習しているのだろうが、ここには誰も居ない。静寂が満ち、奥に行くにつれて薄うす闇やみが支配している。

　階段は電灯が照らしてくれているが、端末を見ていて足を踏ふみ外したら間抜けすぎだ。

　顔を上げた朱音は体育用具庫のあるグラウンドの左側を見ながら、階段を降りるべく一歩を踏み出し……

　──視界の端にぼんやりと赤い光が映った瞬しゆん間かん、体を投げ出すように右へと跳んだ。

　直後、つい今まで朱音が立っていた場所を、炎で出来た鎖くさりが斜めに切り裂いていくのを見る。あと一秒でも遅ければ、確実にあれの餌え食じきになっていた。

　地面に手を突き大きく体勢を崩しながらも回かい避ひした朱音は、背筋を走り抜けた怖気に頰ほおを強こわ張ばらせながら、視線を上へと向ける。

「くっ……!?」

　頭の片隅で警戒していたから反射的に動けたものの、今のはかなり際どかった。

　おまけに──視界には既に、二つ目の炎えん鎖さが飛んで来る光景が映っていた。そして、三つ目の炎鎖が放たれるのも。

　炎鎖の発生地──つまり敵が居る場所は、合同校舎の屋上。そこから狙ねらわれている。

　真まっ直すぐではなく弧を描いて飛んで来る鎖から逃れようと、朱音は走って来た道を戻る。外れた炎鎖が後ろで地面を焦がすが、次から次へとコースを変えて飛んで来る鎖を避よけるのに必死で、余よ所そ見みをしている暇が無い。

「……やられた。このタイミングでくるとはね……！」

　己の失態に朱あか音ねは舌打ちしたくなる。自分なら体育用具庫の脇に行ったところで狙ねらい撃うちするから、相手もそうする可能性が高いだろうと思っていた。コンクリートの壁とフェンス、それに用具庫とで狭く、視界も悪いから、襲おそうには絶好の場所だ。

　けれど敵は敢あえて階段を降りるところを狙ってきた。自分とは考え方が違うと理解していたのに、読みが甘かったと認めるしかない。

　闇やみを切り裂いて襲い来る炎えん鎖さを走って避よけながら、朱音はプランを修正すべく頭をフル回転させる。奇き襲しゆうを許しはしたが、このくらいならまだリカバリーが利きく。

　敵は屋上から狙って来ている。つまり校舎の中に入れば攻撃は届かないし、屋上から逃げられなければ逆にチャンスも多くなる。

　なので朱音は校舎の出入り口、もしくは窓を壊こわしての侵入を目論もくろみながら回避と移動を続ける……が。

　正面の入り口に駆け込もうとし、あと数メートルという目前に迫ったところで、上から炎鎖が降ってきて侵入を阻はばむ。しかも地面に落ちるのではなく刺さり、鎖は棒のように直線になって固まった。

　それだけならまだしも、二本、三本と槍やりのように鋭するどく、垂直に降ってきて、校舎への接近を許さない。

「くっ……流石さすがに、甘くないね……！」

　こちらも《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》を使って薙なぎ払えば排除出来る……が、その間に上から狙われればひとたまりもない。かといって、炎鎖が消える数十秒を吞のん気きに待つ余裕はどこにもなく、矢や継つぎ早ばやに襲いかかる追撃に、校舎に近付くことさえ至難の業わざだ。

　それでいて敵の姿は朱音からは見えない。炎に照らされて人影らしきものが一いつ瞬しゆん映っても、そちらに気を取られれば炎鎖の餌え食じきになってしまう。

「これは……ちょっとまずい、かな」

　奇襲を受けてからまだ二分足らずだが、打開策が見当たらない。おまけに、息切れなどは無いが、少しずつ体の動きが鈍にぶくなってきた。

　元々の身体能力がこちらにも影響している以上、朱音の能力はたかが知れている。瞬発的な能力ならばそれなりだろうが、持久力は全く無い。

　となれば、取るべき行動は決まっている。

「戦略的撤退……しかないかな、これは……っと」

　余裕を持って避けるつもりの炎鎖が肩口を掠かすめ、いよいよ早期の決断を迫られる。

　軽度の火傷やけどを負って肌がちりつく感覚に頰ほおを引ひき攣つらせて、朱音は一度合同校舎の屋上に視線を送り……新たに炎鎖が飛んで来たのを切っ掛けに、校舎に背を向けて走り出す──が。

　踏み出した足に力が入りきらず、右みぎ膝ひざから崩れ落ちるように転んでしまった。

「っ、しまっ──」

　硬いアスファルトに手と肘ひじを打ち付け、その痛みに顔を顰しかめながらも無理矢理に上体を捻ひねって振り向く。

　炎で編まれた鎖くさりは斜めに回転しながら迫ってきていて、このままだと直ちよく撃げきする。

　だが、避よけようにも地面に這はい蹲つくばったこの状態から機敏に動けるはずがない。芽め依い里りなら可能だろうが、残念ながら朱あか音ねにはそこまでの身体能力はない。

　慌あわてて立ったところで足に直撃する未来が頭を過よぎり、朱音は迫り来る炎えん鎖さを直視し……諦あきらめの吐息を吐いた。

「やれやれ……二日連続で同じ事をする羽目になるとはね」

　ぼやきながら、朱音は左手を前へと突き出した。

　そして飛んで来た炎鎖を昨日もしたように、手で摑つかみ取る。当然、勢いのままに左腕には鎖が巻き付き服と皮ひ膚ふ、そして肉まで焼き焦こがし、あまりの痛みに悶もん絶ぜつしそうになる。

「……っ……！」

　喉奥から漏れかけた悲鳴を押し殺し、痛みに暴れそうになる体をどうにか制御して立ち上がった。この場で泣き崩れたい程痛いが、もう次の炎鎖が放たれている。グズグズしていると、無駄に痛い思いをしただけだ。

　まだ左腕には炎鎖が絡みついたままで、焼かれる痛みは増すばかりだが、それでも朱音はよろけながらも懸けん命めいに足を動かす。

　屋上からは『逃がさない』と言わんばかりに次々と炎鎖が飛んで来るが、電灯や植えられた木が楯たてになるようコースを変えることで、朱音は何とか校舎から離れていく。

　やがて左腕に巻き付いていた炎鎖も消え、高等部の本校舎の陰に隠れたところで、追つい撃げきは止んだ。念の為に建物の陰から後ろを確認するが、新たな攻撃は来ていない。

　どうにかひとまずは窮きゆう地ちから逃がれられたことに、朱音は小さく息を吐き……しかしすぐに無事な右手で端末を操作し、

「……ああ、うん、やっぱり。そりゃあ追って来るよね」

　画面にはマップが映っていて、横には赤く点滅するアイコンと、その下に羅ら針しん盤ばんのように矢印が描かれている。

　その矢印が、微妙に動いている。正確な距離は出ていないからそこは分からないが、恐らくは屋上から移動しているのだろう。

　合同校舎の屋上から階段で降りてここまで来るのに、走れば一分と掛からないはずだ。

「のんびり休むことも出来ないなんてね……ああ、痛いなぁ」

　ぼやきながらも朱音はよろよろと走り出し、痛みに吐き気と目眩めまいを感じながらも、口元には薄く笑みを浮かべる。勿もち論ろん、瘦やせ我慢だ。笑ってでもいないとその場で倒れてしまいたいぐらい、左腕の火傷やけどは深い傷になっている。

　このまま高等部の校舎に隠れれば、すぐに見つかるだろう。相手のいる方角が分かる以上、一箇所に留まっていれば隠れても意味が無い。

　潜せん伏ぷくするのであれば、地の利があって、炎えん鎖さの攻撃が来ても簡単には当てられない場所でないと駄目だ。そこで十分間潜ひそみ続けられれば、『界帰マインドアウト』で一応はリセット出来る。今日中にもう一度『潜界ワールドダイブ』するとダメージは継続らしいが、一度『界帰』をしてから十分間は《Attack》を仕掛けられないので、その猶ゆう予よの間に逃げてしまえばいい。

　だからこそ朱あか音ねは逃走するし、ダメージが残っている今がチャンスと敵は追って来る。

　下手をすると逃げている間に倒れてしまいそうだが、不幸中の幸いで、痛みに耐えることには慣れている。かなり厳しくはあるが、身を隠し休めるところまでは頑張れるはずだ。

　問題はどこに潜むかだが──

「さて……上手く逃げられるかな……？」

　明かりのないコースを選んで、時折背後と端末の画面を確認しながら、朱音は痛みを堪こらえて走り続けた。




　普通に走れば一分も掛からず着くだろうそこに辿たどり着ついたのは、たっぷり三分近く経たってからだった。

　来たのは『潜界』する時に現れた部室棟で、幸いにもここまで追撃はなかった。

　しかし建物の中に入ったからといって、止まれない。息切れこそないものの、激痛と目眩めまいに苛さいなまれながら、朱音は階段を上って行く。外よりも更に闇やみが濃く、端末の画面の僅わずかな明かりと手て摺すりを手がかりにしなければ、どこかで転んでしまっていただろう。

　そしてようやくで、開けられたままのドアを通って屋上へ出た。風などは吹いていないが、微かすかに開放感があり、思わず吐息が漏れる。

　部室棟の屋上は普段開放されていない。それだけあって花壇やベンチなどは無く、あるのは給水塔が一つだけだ。

　朱音は奥にあるその給水塔に背を預け、ずるずると座り込む。左を見れば今使ったばかりの入り口があり、右を見ればフェンスも何も無く、膝くらいの高さしかないコンクリートの壁の向こうにちょっと身を乗り出すだけで下が覗のぞける。

　試しに少し覗いて見ると……やはり暗くて、あまり見通せない。しかし電灯の近くはそれなりに見えるし、屋内に比べ外の方がまだ視界が良い。ここに入ってくる人物を見逃す、ということはまずないはずだ。

「ふぅ…………ひとまずはこれで安心……と言いたいところだけれど……」

　端末の画面を見れば、マップ横のアイコンは赤く点滅したまま。つまり百メートル以上は離れておらず……下にある矢印は、この部室棟の方を向いている。

　逃げ切れた、と安心するには早すぎる。

「ようやく十九時になったところ、か……どうしたものかな」

　ここから『界帰マインドアウト』をするとして、近くに敵がいる以上は十分の時間を要する。逃げ回るのは体力的に無理なので、ここで過ごすしかない。

　それを敵が許してくれるかどうかだが……正直、朱あか音ねにも読めない。

　止めを刺しに来るか、或あるいはもう諦あきらめてしまうのか？

　不意打ちを食らう可能性が低いこの状況で、一応楯たてとして機能する給水塔もある。ここでなら戦せん闘とうになっても、動かないままやり過ごすことは可能だ。

　どうなるにせよ、こちらの選択肢は待ちしかない。

　目を閉じた朱音は痛みを堪こらえ、息を殺して耳を澄ます。画面を見続けて神経を磨すり減らすよりは、こうして接近を感じ取る方が楽だ。どうせこの屋上にまで来ない限り戦闘にはならないし、マップと矢印を凝ぎよう視ししたところでどうにもならない。

　熱を伴う激痛が襲おそう左腕を極力忘れようと努力し、過ごすこと数分。

　自分以外には音を発するものがない空間で、ただただ耐える時間が過ぎていたが……

　──静寂を乱す、足音らしきものが聞こえて来た。

「……このまま寝てはいられない、か」

　やれやれと目を開けた朱音は、痛みと吐き気を堪えて立ち上がり、半歩で給水塔に体が隠れるようにと移動する。

　そして一つしか無い屋上への入り口に目を光らせ、足音が止まないまま近付いていることを確認した。

　恐らくは、階段を上っている。それももう終わりに近いだろう。

　こちらが取る手段としては、姿を現す寸前に攻こう撃げきが最良だ。入り口さえ抜けられなければ、まず戦闘で負けることはない。

　朱音は端末を火傷やけどだらけの左手に持ち替え、右手を正面へと突き出す。そして掌てのひらを引き裂かれるような痛みを無視し、いつでも攻撃出来るよう構える。

　あとは敵の気配がもう少し近付いたところで攻撃するだけだ。

　──と、その時。

　すぐ近くまで来ていた足音が止まり、




「先せん輩ぱいっ！　大丈夫ですかっ?!」




　聞こえて来たのは、間違いなく朱音のよく知る後輩のもので、

「……桐とう子こちゃん？」

　思わず、といった感じで漏らした声に、向こうから反応が来る。

「やはりこちらにいたんですねっ!?　無事なんですか?!」

　心配する声と共に入り口から現れたのは、ゴスロリ風の衣装に身を包んだ少女。『ブラインドマスク』の効果で顔の造ぞう作さくは分からないが、その姿は天あま宮みや桐とう子このもので間違い無い。

　朱あか音ねは上げていた右腕から緩ゆるく力を抜き、戸惑いを含んだ声音で訊たずねる。

「どうして桐子ちゃんがここに？　予定では──」

「予定が狂ったからここにいるんです！　先輩もそんな、大おお怪け我がを……！」

　悲痛な声を漏らして、桐子は駆け寄って来ようとし、

「──はい、そこまで。それ以上来たら攻撃するよ」

　しかし一歩踏み出したところで、朱音は再び右腕を突き出し警告の声を放った。

　それを見て桐子は立ち止まるが、表情に戸惑いは隠せない。

「……先輩？　悪ふざけは止やめて下さい。今は──」

「うん、ふざけるのはここまでにしようか。お互いにね」

　言って、右腕は下ろさないまま、朱音はにこりと笑う。親しい友人に向けるものと同じ、気さくな笑みで、




「そこから一歩でも近付いたら攻こう撃げきするから動かないでくださいね、先生」




　優しく突き刺した言葉に、桐子は訳が分からないと言う風に首を振る。

「……何を言っているんですか、先輩？　痛みで錯乱しているにしても、私と真ま島じま先生を見間違えるだなんて……」

　いくら『ブラインドマスク』を付けていて表情はともかく顔の造作は分からないとしても、桐子と真島では体格がまるで違う。顔を隠したところで間違えようがない。

　けれど朱音は相手の指摘に、変わらぬトーンで応じる。

「折せつ角かくだから乗ってあげてもいいんだけど、ふざけるのは止めるって言っちゃったからね。再度忠告するよ？　あと一歩でも近付いたなら、《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》で攻撃するからそのつもりで」

「どうしてそんな……私を裏切るつもりですかっ？」

「まさか。そんなつもりは欠片かけらも無いよ。ただ単に、そのまま近付かれて触れられてしまうと、《道化師の毒針劇薬ピエロ》でやられてしまうからね」

「だからっ、何を言っているんですか?!　私がそれを使える訳が──」

「そうかな？　だって、現に使っているじゃないか。姿を擬態して敵を惑わし、油断した相手に触れて倒す、そのスキルを」

「…………な……に、を……？」

「ああ、それから、一つ勘違いをしているようだから訂正しておくけれど」

　困惑と怒りが綯ない交ぜになった表情の桐子に対し、朱音は微笑ほほえみを浮かべ、




「わたしが言っているのは真島先生にじゃなくて、海老原先生にだよ」




「…………本当に、どういうつもりですか？　私は──」

「ああ、違うと言うのならキミも《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》を使うといいよ。でも、複数の異なるスキルを同時に使うことは出来ないみたいだからね。使った瞬しゆん間かんに馬脚を露あらわすならそれでいいし、使わずにやられてくれるならそれでもいい。さて、先生はどっちを選ぶのかな？」

　すらすらと紡つむがれた言葉は楽しげな口調で、事実どちらを選ぶのかを楽しみにしていた。

　それが正しく伝わったのか、桐とう子こは馬鹿げている、という具合に肩を竦すくませて……

　ため息混じりの吐息の後で、口元を綻ほころばせた。

「残念。やっぱり、こっちの子は簡単にはいかなかったわね。下手な誘いに乗るんじゃなかったかな」

　天才少女のそれとはまるで違う口調でそう言うと、

「──《道化師の毒針劇薬ピエロ》、解除」

　端末を持ってのその一言で、強力な電波を受けたワンセグテレビのように、桐子の姿にノイズが走り……

　数秒とかからずに治まった時には、そこにいたのは桐子ではなく、白衣姿の女性だった。『ブラインドマスク』をしているので顔は分からないが、背格好からしてほぼ間違いなく、スクールカウンセラーの海え老び原はら舞まいだ。
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　魔ま法ほうのような光景に感嘆の声を漏らす朱あか音ねに、海え老び原はらはサプライズに失敗した悪戯いたずらっ子を思わせる表情で、

「まあ、端末でＩＤを見られていたら失敗するだろうなぁ、とは思っていたけれど。それにしても、もう少し動揺してくれてもいいのに。可愛げがないわよ？」

「ああ、それはすみません。そう来るだろうな、とは思っていたので、正直あまり驚けませんでした」

「あら、そうなの？　真ま島じま先生じゃなくて私だと見抜いたことといい、一体どういう絡から繰くりかしら？」

　興味深げに訊たずねてくる海老原は、とてもさっきまで攻撃を仕掛けていた人間とは思えない態度だ。昨日今日と会った時とさほど変わらない。

　その平素さは逆に異常に映るが、朱音は気にせず答える。

「そうですね……昨日、桐とう子こちゃんから話を聞いて、その後で先生と話をした時は、まだ全然疑いもしていませんでした。疑問を抱いたのは、あそこで真島先生と遭そう遇ぐうしたからですよ」

「あら、何か変なことを言っていたかしら？　先生は別に気にならなかったけれど」

「桐子ちゃんの話では『向こうでは自分に関わるな』という旨むねの警句を発したそうですね。なのにあの時、真島先生は厳しく桐子ちゃんに接していました」

　あのやり取りがなければ、朱音も疑問を抱くことはなかっただろう。

　桐子は真島の言葉に憤ふん慨がいしていたが、

「あれ、言葉はキツかったですけど、真剣に桐子ちゃんを思っての忠告でしたよね。約束されたプロの道を怪け我がで閉ざされ、そこから指導者の道を歩むことに切り替えた真島先生なりの、経験談からくる真しん摯しな言葉だったと思います。だからこそ、違和感があった」

「怪我の切っ掛けを作った人間の言葉ではない、と？」

「それもありますが……挑発だとしたら、わざわざそんなことをする必要はない。リスクが増えるだけですから。そこで疑いを持つと、色々なことが怪しく見えてくる。本当に《ポラリス》は真島先生なのか、と」

「例えば、何が引っかかったの？」

　にこやかに訊ねる海老原は、自作の引っ掛け問題を正しく解けたのか確認するような口調で、緊張の色は見られない。こんな異常な状況なのに、だ。

　ただし朱音も相手がどういう人間かはある程度把は握あくして臨のぞんでいるので、特に気にせず回答を続ける。

「桐子ちゃんを倒す時に素顔を晒さらしたと聞きましたが、別にそんなリスクを冒おかさなくても言いくるめることは出来ましたよね？　けれど、もし真島先生本人で無ければ、囮デコイとして素晴らしい役割を果たしてくれます。桐子ちゃんを『奴隷スレイブ』にして泳がせれば、或あるいは真島先生に近付く他のプレイヤーを炙あぶり出せるかもしれない。わたしみたいにね」

「でも、その段階で先生のスキルに擬ぎ態たい能力があるだなんて分からないでしょう？　他にも理由が有るのかしら？」

「まあ、色々と。例えば、桐とう子こちゃんの《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》で奇き襲しゆうして芽め依い里りちゃんが退場した後も、戦せん闘とうを続けようと思えば続けられたはずです。遮しや蔽へい物ぶつも多いフィールドでしたから、《炎鎖の魔女》を使えば、いくら手札が見えないとはいえ負傷している相手にならば有利に戦える。なのにああもあっさり退散したのは、《炎鎖の魔女》を使う姿を見せたくないのかなと思ったんです。スキル使用中に異なるスキルを使えば、擬態を解くことになりますから」

「なるほど。でも、それだけじゃちょっと都合の良い想像に頼り過ぎよ？」

「あとは、そうですね。『北極星ポラリス』という名前も、本名が庚こう星せいという真ま島じま先生が付けるのは少し疑問です。桐子ちゃんが《ローズマリー》と名付けたように、本名から連想されないＩＤにするのが基本ですから」

「あら、あなたがそれを言うの？　あなたの《シレン》って、名字の漣さざなみを崩して読んだだけでしょう？」

　茶化すように海え老び原はらが言うように、朱あか音ねが普段から使う『シレン』という名は漣を『シ』と『連』に分けて読んだ名前だ。一応他にも意味はあるが、どうあれ指摘された通り安直なのは間違いない。

　だが、だからこそ朱音は微笑ほほえむ。

「そんなことをするわたしだから言うんですよ。わたしの場合は、敢あえてリスクを冒おかしスリルを味わう悪戯いたずら心ごころがあるけれど、《ポラリス》は狡こう猾かつな策士です。無駄にリスクを増やすような真似は好まない。敢えてやるならば必ず意味がある」

「ＩＤを決めたのはオリジンスキルが分かる前よ？　穿うがち過ぎじゃない？」

「いいえ？　ＩＤを決めた後でスキルの詳細を知り、そこで擬態する相手に真島先生を選んだというだけです。学内でそれなり以上に有名で、名前に星が付いている。しかもサッカー部の活動は職員の身を利用すればある程度把は握あく出来る。適役でしょう？」

　朱音の回答に、海老原はイエスともノーとも言わずに、ただ楽しげに微笑む。

　これで本当に気を抜いてくれているなら気が楽なのだが、端末を持つ手は音声入力のボタンから離れていない。こちらが油断すれば、いつでも攻撃してくるだろう。

　厄やつ介かいな人だなぁ、と心の底からの感想を抱きながら、朱音は続ける。

「《ポラリス》が真島先生じゃないと確信した極めつけは、昨日の奇襲です。わたしと桐子ちゃんが現場へと向かった時、端末には確かに自分以外は三つの反応しかなかった。学校からは五百メートルと離れていない場所だから、端末を起動しさえすればマップには映ったはずですが、学校から現場付近に移動して立体駐車場に潜ひそむのに、徒歩だと時間的に不可能です」

「なら、車を使ったんじゃない？　先生を含めて、教員の中に車で通勤している人はそれなりにいるわよ？」

「その中に真ま島じま先生は含まれていないでしょう？　少し調べましたが、あの人が選手生命を絶たれた原因は飲酒運転による交通事故です。そのせいか、車がとても苦手だそうですね。免許も持っていないとか」

　その情報は昼休みの内になみえへ調査依頼を出し、放課後に結果を聞いて裏付けを取ってある。かなり負債が溜たまってしまったが、おかげで決戦に挑む前に必要な情報は揃そろえられた。

　恐らく海え老び原はらもそのことは知っていると踏ふんでいたが、案の定というべきか、彼女が深いため息を吐つく姿が見えた。

「……ええ、困ったものね。サッカー部の遠征でバスに乗る機会も多いから、本人もどうにかしたいと悩んでいて、先生に何度も相談に来ているのよ。おかげで親しくさせて貰もらって、言動を真似ることも出来たのだけれど……トラウマというのは簡単に取り除けないものね。臨床心理士の端くれとしては不ふ甲が斐いないわ」

　嘆くようなニュアンスでそう言うと、海老原は肩を落とす。

　そんな演技をする人間は山程いる……が、この人は本気でそう思っていると朱あか音ねには分かる。それが逆に恐ろしい。

　下手な言い訳はしないし、これだけ早い判断を下して狡こう猾かつに行動しているのに、職業意識とモラルの高さは人一倍ある。このアンバランスさはどうやって形成されているのか、普通の人間にはまず理解出来ないだろう。

　朱音にもそこは理解出来ない。だが、想像は出来るし、対応も可能だ。

「……真島先生が《ポラリス》で無いとすれば、最有力で候補に挙がるのが海老原先生です。生徒指導室でこちらから振る前に、それとなく真島先生の話題を出しましたよね？　あれ、わざとでしょう？」

「ええ。天あま宮みやさんが《ローズマリー》だというのは九割方確信していたけれど、絶対でも無いし、漣さざなみ君がプレイヤーなのかも分からないわ。だから、試薬代わりになると思って。まさかそんな細い糸から手た繰ぐられるとは予想していなかったわ。でも、それだけで？」

「いえ、後は昼に渡した手紙です。先生の立場なら、理由はどうあれ断るだろうと思ってました。でも、真島先生に接触して会話に齟そ齬ごが出た場合、偽装がバレてしまうリスクがあるだろうから、受けて貰えると踏んでいました」

「……ああ、そういうことだったの。逆にカマを掛けられたってことね？」

「まあ、そういうことになりますね。海老原先生でなければもう少し面倒な手間が必要になっていたので、助かりました」

　とはいえ、ほぼ海老原で確定だと朱音は思っていたが。

　昨日の奇き襲しゆうのタイミングは、あまりに良すぎた。別れた直後の真島ならばそれも分かるが、そこが偽装であるなら容疑者は海老原以外に浮かんで来なくなる。真島の姿を使っていたことも含めれば、偶然現れた、というのはまず有り得ない。

　それに──もしもスキルによる偽装が朱あか音ねの思い過ごしだったとしても、別に構わないと言えば構わなかった。

　真ま島じまの姿でここに現れたのなら、スキルに変身能力は無いと判断し、違う形で決着をつけるだけの事だった。

　そして実際はというと、親愛なるパートナーの姿で現れた──予想通りに。

「本当に、わざわざ痛い思いをした甲か斐いがありましたよ。距離を開けつつ行く先が分かるように逃げるのも骨が折れましたしね」

　朱音が笑みを浮かべて打ち明けると、海え老び原はらの表情が困った風に歪ゆがみ、

「あら……もしかして先生、誘い込まれたのかしら？」

「はい、そういうことになりますね。正体を明かすにはこうするのが一番良いと思ったので、少し頑張らせて貰もらいました」

「随ずい分ぶんと無茶をするのね？　昨日も思ったけれど、それは自傷行為に近いわ。先生としては感心しないわね」

　スクールカウンセラーらしく窘たしなめてくるが、その傷を負わせたのは当の海老原だ。

　何も知らない観客がこのやり取りを見ていたのなら、いよいよ彼女の正気を疑うだろう。サイコパスの烙らく印いんを押されてもおかしくはない。

　だから朱音も一つ、質問を投げかけてみることにした。

「わたしは海老原先生のことをあまり良くは知りませんが……それでも、昨日今日と接した中で、先生が真剣に生徒を想おもって仕事に──いえ、仕事の枠を超えて、親身に取り組んでいると感じました」

「あら、そう？　改めてそんな風に言われると、照れてしまうわ」

「……そんな先生が、どうしてこんな『ゲーム』に参加を？　もしかしたら生徒を傷つけるかも知れないと……下手をすれば桐とう子こちゃんは死んでいたかもしれないのに、それでも続行しようと思ったのは何故です？」

　恐らくは、桐子も訊ききたかったことだろう。少なくとも朱音よりは付き合いの長い彼女なら、強く疑問に思い、答えを知りたがったに違いない。事実、《ポラリス》の正体が海老原だろうと話した時、桐子は中々信じようとはしなかった。

　例えば身内に莫ばく大だいな借金を抱えている人間がいるとか、どうしても叶かなえなければならない願いがあるとか、そんな理由があるのなら聞いておきたい。

　朱音が見つめる中、生徒想いのスクールカウンセラーは神妙な素振りをするでも悲痛な表情をするでもなく、はにかんだ微笑みを浮かべたまま、




「優勝すれば十億円が貰えるんでしょう？　だったらもしうちの生徒が死んだとしても、やるだけの価値はあるじゃない」




　それまでと変わらぬトーンで、さらりと言ってのけた。

　耳を疑いたくなる言葉に、朱あか音ねは僅わずかに笑みを潜ひそめ、

「……大金の為には生徒を傷つけるのも──殺すのも厭いとわない、と？」

「あっ、勘違いしないで頂ちよう戴だいね？　先生だって、無差別に生徒を傷つけてでもお金が欲しいという訳じゃ無いのよ。たとえ悪い子でも、大事な生徒と引き換えにならお金なんて要らないわ。でもこれは『ゲーム』で、プレイヤーはちゃんと説明を受けて命に関わるかもしれないと理解した上で参加している人達だもの」

「なるほど。あの誓せい約やく書しよにサインした以上は、自己責任だと？」

「ええ。だってそうでしょう？　子供は保護されるべきだけれど、戦場に飛び込んでおいて保護を求めるのはただの愚か者だもの。自ら望んでその場に入って来た以上は、それ相応に扱うのが平等というものよ」

　ごく当たり前のことを説くように、教員らしい語り口で海え老び原はら舞まいは喋しやべる。

　その表情には何ら悪びれたところはなく、勝ち誇る訳でも無い。

　堂々としている……というより、自然体だ。ただあるがままに、そうであると話しているに過ぎないといった様子だった。

　そんな彼女を見て、朱音は小さく頷うなずく。想像の中で組み上げていた海老原舞というスクールカウンセラーの像が、輪郭だけでなく細部まで浮かび上がり、ハッキリと形を成した。

　これなら真ま島じまを相手にした方がずっと楽だっただろう。才女ではあっても良識のある桐とう子こでは手に負えないのも仕方が無い。

　普通の人なら曖あい昧まいな基準になってしまう部分が、海老原の中ではしっかりと線引きされている。生徒からの相談に真しん摯しに向き合い助けようとする一方で、プレイヤーが生徒だったとしても一切の躊ちゆう躇ちよなく『撃破ブレイク』するだろう。

　おまけに──

「さてと……時じ間かん稼かせぎに付き合ってあげるのはこれくらいにしましょうか。もうそろそろ、タイムリミットが近いものね」

「へえ？　誰かとディナーの予約でもしているんですか？」

「残念なことに寂しい独り身で、『ゲーム』くらいしかプライベートでやることはないの。それもグズグズしていると、楽しく戦っている相手にも逃げられてしまうものね」

　優しく慈じ愛あいに満ちた表情のまま、海老原は軽く左腕を振るい、

「──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　呟つぶやいて、右手に炎の鎖くさりを生み出す。

　もうすっかり見慣れたスキルだが、脅きよう威いは身に染みて分かっている。朱音の左腕は痛みばかりを訴えていて、それ以外の感覚は殆ほとんど無い。

　そのことを知ってか知らずか、海え老び原はらの目は酷い火傷やけどに爛ただれたこちらの左腕に向けられ、

「その怪け我がではまともな戦せん闘とうは無理でしょう？　遠距離でなら戦えるかもしれないけれど、動き回って戦えるとは思えないわ。先生はあまり戦闘が得意じゃないけれど、一分もあれば倒せるわね」

「確かに、同じスキルだけで戦えばそうなるでしょうね。でも、わたしには他にもスキルがあることを忘れていませんか？」

「いいえ？　だって、他にこの場で役立つスキルは無いはずだもの」

　微笑ほほえみのまま、海老原は断言する。

「昨日の戦いで先生が逃げた時、あなたは追って来なかった──あの立体駐車場から逃がさなければ、怪我をしていても有利に戦える可能性は高かった。天あま宮みやさんが援護に回れば尚更ね。なのに追走しなかったのは、あなたが持っている他のスキルが戦闘向けじゃない……もしくは、あなたには使いこなせないからでしょう？」

　その質問に、朱あか音ねは答えない。無言のまま視線を返すだけだ。

　こちらの反応は予想していたのか、海老原はちらりと端末の画面に視線をやり、

「あなたはここに先生を誘い込もうとした……だとしたら、先生がここに辿たどり着つく前に『界帰マインドアウト』をしてしまっては意味が無いわ。だから『界帰』の手続きをするとしたら、先生が来た気配を感じてからでしょう？　発動するまで、まだ数分の猶ゆう予よがあるはずよ」

「……それを予測して、対話に付き合っていたと？」

「勿もち論ろん、他に隠し球があるのかもと窺うかがう意味もあったわよ？　でも、天宮さんはそれに値しないわ。彼女の攻こう撃げきでは先生にダメージを与えられないし……それに、賢いあなたなら分かっているんでしょう？　ここに来たとして、今狙ねらうなら手負いのあなたよりも先に、彼女を『撃破ブレイク』する方を選ぶわ。だって、もう泳がせておくメリットがないもの」

　正体が露ろ見けんする前ならば、撒まき餌えとしての役割で生かしておいたのだろう。だが、今ではもうその意味がない。

　そして朱音にろくな戦闘スキルが無いと判断するのならば、桐とう子こからレンタルしている《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》が使えなくなれば、もういつでも倒せる。多少面倒な相手だとしても、朱音は後回しで良いだろう。桐子を倒せるのならこの場では見逃してもいいくらいのはずだ。

　こちらの想像を確信に変える明るい笑みを浮かべた海老原は、『ブラインドマスク』越しに出来の良い生徒へ向けるような優しい目を向けてくる。

「天宮さんがこの場にいないのは、それが分かっているから警戒させる役回りにしたんでしょう？　いっそ彼女を倒してしまえば勝機はあったはずなのにね？」

「……それをしたら、先生はこんな誘いに乗らなかったでしょう？」

「ええ、それも正解。あなたにとっては最善の選択をしていると言っていいわ。でも、先生も臨床心理士の端くれだもの。この状況でこの性格の人がどうするか、どの行動にどんな意図があるか、ほんの少しくらいは分かるわ」

　随ずい分ぶんと控えめな言い方をするものだな、と朱あか音ねは思う。『ほんの少し』で読まれてしまうような行動をした覚えはない。余程優秀でなければ、昨日も今日もここまで追い込まれることはなかっただろう。

　……恐らく、芽め依い里りであれば、スキル無しでも自分と桐とう子こと海え老び原はらを相手にしても、正面からなら『撃破ブレイク』出来たはずだ。しかし現実には海老原に奇き襲しゆうを受け、呆あつ気けなくリタイアする羽目になった。

　持っているオリジンスキルはそこまで大したものではないが、彼女の手にあるだけで魔ま法ほうの短剣として凄すさまじい効力を発揮している。

　余裕を持ちながら油断はしてくれないこの難敵は、右手に持った炎えん鎖さを軽く振るい、柔にゆう和わな笑みを口元に湛たたえて訊きいてきた。

「抵抗をしないのであれば、出来るだけ痛くしないで終わらせてあげるわよ？　先生としては、無為に傷ついて貰もらいたくないわ」

　加害者がするとは思えない発言だが、真しん摯しにそう思っているのだからこの相手は怖い。

　燃え盛る炎鎖という明確な凶器を手にした海老原に対し、ここから朱音が出来ることといえば……残念ながら、一つしか無かった。

　一度下唇を嚙かみ締しめ、それから朱音は空いていた右手を耳へとやり、『ブラインドマスク』のイヤリングを外し、敢えて素顔を露あらわにした。

「……二つ。先生の話した予測の中に、二つ誤りがあります」

「あら、何かしら？　強力なオリジンスキルがあるとでも言うつもり？　でも、残念だけれど時じ間かん稼かぜぎには付き合わないわよ？」

　言いながらも炎鎖を振るうべく右手を軽く引いた海老原に対し、朱音は──




「ああ、それはもういいや。時間稼ぎは終わったからね」




　爽やかな笑顔と共に砕けた口調で放った言葉に、海老原の動きが止まった。

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめるが、対する朱音はイヤリングを仕し舞まい、端末を右手に持ち替える。その動きに敵が反応しない訳が無いが、攻撃されるよりも朱音の唇が声を紡つむぎ出す方が速い。

「先生の言っていた中で間違っていた内の一つだけれど……実はね、わたしは『界帰マインドアウト』なんてする気は無かったんだよ」

「随分と下手な延命ね？　そんなことを言って、先生が信じるとでも？」

「うん、じゃあこうしようか──『界帰』解除キヤンセル」

　向こうからも見えやすいように音声入力ボタンを押しながらの言葉は、もし『界帰』を入力済みだとしても中止するキーワードだ。

　もし海え老び原はらの言う通りの行動を取るつもりだったら、絶対にしないはずの行為。

　なのに平然とやってのけたことで、海老原の表情に深刻な疑問の色が浮かんだ。

「……どういうつもり？」

「だから『界帰マインドアウト』をするつもりなんてなかったんだよ。ああ、でも、もし先生があと五分経たっても来なかったら、諦あきらめて帰っていたけどね。ちゃんと来てくれて、しかも時じ間かん稼かせぎに気付きながらも勘違いしてくれて助かったよ──まあ、そうなると思っていたけどね」

「あら……まだ奥の手があるっていうの？」

　そう言った海老原の口元に、微かすかに笑みが戻る。恐らくは余裕もだ。

　敵の言葉をブラフだと判断したからだろうが、そう思ってくれた方が朱あか音ねにとっては都合が良い。

　自分の優位を疑わないでいてくれた方が、落ちた時のダメージが大きいからだ。

　舞台は既に出来上がっている。後はどこまで──そしてどれだけ演じられるか、だ。

「答える前に、一つ先生に問題を出そうか。わたしが逢あい引びきの場所に体育用具庫の横を選んだのは、何でだと思う？」

「それは待ち伏せをし易やすくて…………いいえ、違うわね……？」

　出しかけた答えを自ら否定し、海老原は微かに眉間に皺しわを寄せて考える。逃してはならない大事な何かが潜ひそんでいることに気付いたように。

　これで自力で答えを導き出せば脳内麻薬が大量分泌されること間違いないだろうが、残念ながら待つ気なんて朱音には更々なかった。

　だからあっさりと、解答を披露する。

「うん、違うよ。答えは簡単、合同校舎に近いから」

「……近かったら、どうだというの？」

「海老原先生がどこから『潜界ワールドダイブ』するかが明確になる、ってだけだよ」

「………………」

　無言で遊びのない目つきでこちらを見る海老原は、何を言いたいか漠然と理解したらしい。恐らくは、『二つの誤り』と言ったもう一つの方も分かったのだろう。

　まだ確信には至っていないだろうが、その想像を肯定してあげるべく、朱音は楽しげに端末を持ったままピンと伸ばした右手の人差し指をクルクル回し、

「あの場所で待ち合わせれば、まず間違いなく先生は生徒指導室から『潜界』する。自分の城で、施せ錠じようも出来るしね。真島先生が上の階にある英語教材室を使用する、って情報を与えていたんだから、他の選択肢は無いに等しい」

「……ええ、そうね。だからどうしたの？」

「ちなみに先生、気付いていたかな？　わたしが昼休みに生徒指導室に行った際、窓の鍵を一つ、解錠しておいたことに」

「………………」

「まあ、別にどちらでもいいんだけれどね。窓を壊す為の道具も用意しておいたから」

「…………そう。そういうこと……あなた、天あま宮みやさんに……！」

「うん、その通り。桐とう子こちゃんがいない理由──それもわざわざ一度『潜界ワールドダイブ』させてから電源を落とし、万が一にも先生に《Attack》されないようにした理由が、ようやく分かって貰もらえたみたいだね」

　──そう。『天宮桐子は隠し球にはならない』という海え老び原はらの認識は、正しいようで間違っている。

　別に『潜界』して仮想空間で戦うだけが全てじゃない。朱あか音ねが入院している桐子を脅きよう迫はくしたように、戦い方は様々だ。たとえそれがこの『ＰｏＳ』を製作し、運営管理している連中の意図からは外れているとしても、そんなもの朱音には関係無い。

　海老原は狡こう猾かつだが、あくまでもこれを『ゲーム』としてしか捉とらえていない。騙だまし討うちでも奇き襲しゆうでも何をやってもいいとは思っているのだろうが、それはあくまでも仮想空間を戦場としたものに限定されている。

　朱音は、違う。ルールの範はん囲い内ないなら何でもやるだけでなく、ルールとして明記されていなければ、それもやっていいと思っている。

　だから海老原には思いつかなかった、『奴隷スレイブ』である桐子を現実世界で奇襲要員として使う策を考えついた。

「この仮想空間で疑似的に意識を持って動けるのは、体に付けたチップがあるからだ。日常生活を送るだけで取れることはないらしいけれど、敗退したプレイヤーからスタッフがすぐに回収したように、意図的にならば取ることも出来る」

「……チップが取れたプレイヤーは、その時点で負け。でも、故意にチップを取るような真似をしたら、そのプレイヤーも……！」

「うん、失格になるよ。でも、『奴隷』にされた雪せつ辱じよくを果たせるのなら、桐子ちゃんなら受けて貰えると思ってね。提案してみたんだよ」

　これなら『奴隷』であっても、刺し違えることは可能だ。残念ながら桐子は失格になってしまうが、自らの手で復ふく讐しゆうが出来るなら構わないだろう。

　この隠し球は完全に想定外だったようで、海老原はしてやられたという風に天を仰ぐ。

　そして大きなため息を吐つき……苦笑を浮かべて、右手を前に出す。

　──炎えん鎖さを持ったままの右手を、だ。

「それが本当なら、急いであなたを倒して『界帰マインドアウト』しないとね。やることは何も変わらない……少し急ぐ理由が増えただけよ」

「……流石さすがだね。もっと動揺するかと思ったけど、ちゃんと要点が分かっている」

　慌あわてず騒がず冷静に状況を判断する海老原に、朱音も思わず感嘆の声が漏れる。

　チップが狙ねらわれているというが、逆に言えばこうして仮想空間にいられる以上、まだチップは付いたままだ。となれば、それを取られてしまう前に相手を倒し、即座に『界帰マインドアウト』が可能な状況にするのが一番良い。

　あっさりと正解をはじき出した海え老び原はらはにこりと微笑ほほえみ、

「お褒ほめの言葉、ありがとう。それじゃ、すぐに倒されて頂ちよう戴だい？」

「残念だけど、まだ話は終わってないんだ。だって、チップを外すって話は、肝心の桐とう子こちゃんに却下されちゃったしね」

　やれやれだよ、と肩を竦すくめてため息を吐つく朱あか音ねに、動き出しかけていた海老原の手が再び止まる。

　こちらを窺うかがってくる目も怪け訝げんそうに細められ、それでも口元の笑みは消えない。まだ自分の優位を疑っていない証拠だ。

　一方の朱音は一歩下がり、屋上の縁へりをすぐ後ろに感じながら、苦笑混じりに続ける。

「そもそもチップをどこに付けているか分からないから時間が掛かる、っていうのを理由にね。確かにそれは尤もつともだけれど、服を脱がさないでも付けられる場所にほぼ限定されているんだから、ちょっと探せば分かるはずなのに……あれ、絶対ただの言い訳だよ。別の手段にしたかっただけだろうね」

「…………別の手段？」

　すぐに思い当たる方法が無かったようで、海老原の口から疑問の声が漏れる。

　なので朱音は一つ頷うなずき、その疑問に丁重に答えてあげることにした。




「そう。そんなことをするより、殺してしまった方が早い、ってね」




　──その一言で、風も無くデータで形成されているはずの世界に、のし掛かるような重圧が生まれた。

　ギシギシと音を立てそうなくらいに張り詰めた屋上の空気の中、爆弾発言を放り投げた朱音は場違いな微笑を浮かべる。

　そして海老原はというと、

「…………………………え……？」

　ここまで笑顔も驚いた様子も、全てにどこかしらの余裕が感じられた彼女の表情が、笑うのに失敗したような形で固まった。

　聡明で理解力のあるスクールカウンセラーが初めて見せる、思考が停止した……というより、発言の受け入れを拒否する反応。

　だからちゃんと理解して貰もらおうと、朱音は優しく言葉を繫つなげる。

「一応、わたしは反対したんだよ？　でも、恨うらみ骨こつ髄ずい……っていうのはああいうことを言うのかな？　それとも『目には目を、歯には歯を』が正しいのかな？　殺されかけたのだから、逆に殺したくなる気持ちも分からなくもないけどね」

「…………そ……ん、な……?!　だってあれは、事故で……！」

「うん、そうだね。でも結果的に桐とう子こちゃんは、下手をすれば死ぬような目に遭あった。しかもあんな迂う闊かつな騙だまされ方をして。天才少女として、小さな躓つまずきはあれど大きな挫折を経験せずに育った彼女には、相当なショックだったんだろうね」

　同情するように首を横に振る朱あか音ねだが、敵はそれどころじゃない。

　唇をわなわなと震ふるわせた海え老び原はらは、忙しなく視線を彷徨さまよわせる。懸けん命めいに否定する材料を見つけるような仕種の後で、ギラリと朱音を睨にらみつけ、

「それでもっ、天あま宮みやさんがそんなことをするはずないわ！　あの子はリスクの大きさをちゃんと把は握あく出来る子だもの！　殺人がどれほど重い罪になって、今後の人生に大きな枷かせとなるか、それを理解しないはずがないもの！」

「まあ、確かにね。でも、この『ＰｏＳ』が原因だっていうなら、果たして警察はちゃんと動くかな？」

「…………あなた……何を言って……!?」

「これだけの技術力を費やし、秘密裏に進められているこの『ゲーム』でも、プレイヤーが殺人事件なんて起こしたら大問題になって中止になってしまうだろうね。それを『未来都市生活開発機構』は良しとするかな？　殺人事件の一つや二つ、揉もみ消そうとするんじゃない？　それくらいの力はありそうだしね」

「そんなはずないでしょうっ?!　いくら権力があっても、そう簡単に──」

「どうかな？　桐子ちゃんにはそれとなく『海老原先生の手に凶器を持たせる形でやるといいよ』って吹き込んでおいたからね。形だけでも自殺に見えるなら……果たして、ちゃんと捜査してくれるかな？　ドアには内側から鍵も掛かっているしね？」

　楽しげに語る朱音の話している内容は、一言で言えば無茶苦茶だ。

　普通に考えれば、たかがゲームのテストプレイ絡みで国家権力が足あし踏ぶみをする理由なんてない。自殺に見せかけたところで、殺人なのはすぐに露ろ見けんするし、犯人だって数日とかからず判明するだろう。

　──なのに海老原が取り乱したまま反論をしないのは、この新しん湘しよう南なんタウンでの九く鬼きグループの権力をよく知っているからだ。学校運営のみならず、様々な関連企業、媒体がこの人工島で根を張っている。

　そんな九鬼グループを中心とした『未来都市生活開発機構』には、全国的にも有名だが、新湘南タウンの開発段階から協力している、所謂いわゆる切っても切れない関係の企業がいくつも参加している。

　ならば警けい察さつ沙ざ汰たの一つや二つ、簡単に揉み消すことが出来るくらいの大金はばらまいていると思っていいだろう。

　……そんな想像が、海え老び原はらの脳裏をちらついているに違いない。『もしかしたら』というほんの僅わずかな可能性が、馬鹿げた想像だと一いつ蹴しゆうすることを出来なくしている。

　そして何より。実際に警察が動くか動かないかは、この際関係無い。

　問題は、天あま宮みや桐とう子こが殺人行為を受け入れるかどうかだ。

「それから、これは保険にもなっていない皮算用だけれど……わたしがこの『ＰｏＳ』で優勝したら、副賞の権利で桐子ちゃんの殺人はお咎とがめ無しにして貰もらうつもりだよ。完全に揉もみ消すのは無理だとしても、まあ未成年だしね？　マスコミさえ抑え込んで貰えれば大した傷にはならずに済むんじゃないかな？」

「……あなた…………そうやって、天宮さんを焚たき付けたのね……!?」

「人聞きが悪いことを言わないで欲しいなぁ。まあ、他人が聞けば殺人教きよう唆さに聞こえなくもなかったかもしれないけれど、やると決めたのは桐子ちゃんだよ？　証拠もないしね」

　くつくつと静かに笑いつつ、朱あか音ねは屋上の縁へりに腰掛ける。

　攻こう撃げきされたら逃げられない体勢だが、関係無い。攻撃されるなんて展開になれば、その時点でこちらの負けだ。

　だから修羅場にそぐわない優雅な微笑ほほえみを浮かべながら、掲げるようにして端末の画面に視線をやり、

「さて、十九時も十分になったところだけれど……先生、胸が痛んだりはしないかな？　もしくは意識が遠くなったりしていない？」

「…………くっ……?!」

　言われて、海老原は辛そうに歯を食い縛り、端末を持った左手を胸に押し当てる。

　現実で刺されたところでこちらでは痛みなど感じないだろうが、それでも幻痛は起こる。そうと信じてしまえば、ただの水も毒薬に変わりかねない。

　恐らくは海老原も、胸が疼うずいたり苦しかったりするのはただの思い込みだと気付いている。だが、それが現実にあった場合、死に直結するという恐怖が可能性を拭ぬぐいきれない。

　可哀相に、と口端を歪ゆがめて哀れみつつ、朱音は更に追い込みを続ける。

「──なんてね、冗談だよ。桐子ちゃんには十五分になるまでは我慢してって言ってあるからね。まだ刺されたってことはないはずだよ。まあ、理性を怨えん恨こんが凌りよう駕がしていたら別だけれど」

「…………っ……あなたは……！」

「まあまあ、そう怒らないで。先生にだって、まだチャンスはあるんだから」

　こうなると、もう積極的に取れる手段は一つしかない。

　だからこそ朱音は、先にそれを口にした。

「さっきまでと条件は変わらないよ。十五分までにわたしに致命傷を負わせて『奴隷スレイブ』にするか『撃破ブレイク』をするかして、すぐに『界帰マインドアウト』すれば間に合うはずだね」

　至し極ごく単純な勝利条件を述べるが、朱あか音ねはその場から動こうとしない。あまり動き回れる状態じゃないというのもあるが……もっと言えば、動く必要なんて一つもない。

　余裕をなくし焦りで切羽詰まった表情の海え老び原はらが、やればいいのに右手の炎えん鎖さを振るえないのも、朱音が動かずにいるからだ。

　まだ何かあるような雰囲気を見せているからこそ、時間がないのに動けない。

　目を細めてその様子を眺めつつ、朱音は最後のピースを明かす。

「ところで、海老原先生。この屋上、何か変だと思わなかったかな？」

「……どういう意味？　まだ何かあるっていうの……!?」

「ある、というか、ないって言う方が正しいかな。普段は生徒が立ち入り禁止の屋上なのだけれど……それでも、普通ならあるものがないよね？」

　話しながら、足をぷらぷらと泳がせる。支えるものが何も無く、ふとしたことで屋上から落ちてしまう、危険な行為だ。

　それを見る海老原は流石さすがに聡さとく、すぐに答えを口にした。

「転落防止のフェンスが、ない……!?」

「うん、正解。ここのドアも含めて、全部桐子ちゃんに《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》で壊して綺き麗れいに片付けて貰もらったんだ。何かあったら、すぐに落ちられるようにね」

「……どういうつもり!?　ここから落ちれば、間違いなく致死ダメージとして認識されるわ。戦せん闘とう中ちゆうの事故と見なされて、先生が攻こう撃げきしたのと同じ扱いになるだけよ！」

　まるで忠告するように叫ぶが、これは動揺のあまり思考を放ほう棄きしているのに近い。

　海老原は分かっていない。自殺行為を仄ほのめかすこちらの意図が、まるで読めていない。

　だから朱音は丁てい寧ねいに、分かり易く教えてあげることにした。

「確かに、致命傷になるだろうね。ただしわたしは『奴隷スレイブ』にもならないし、勿もち論ろん『撃破ブレイク』にもならない」

「そんな出で鱈たら目め、有り得るわけが──」

「ところがね。そんな奇跡が起こせるスキルが、わたしにはあるんだよ」

　にこりと微笑み、朱音は手の中にある端末に視線をやる。

　画面は向こうからは見えていないが、意味するところは伝わっているはずだ。

　つまり──不可能を可能にする手段が、こちらにはある。

「………………まさか……」

「うん、そのまさかだよ。わたしのオリジンスキル《一夜限りの奇跡ナイチンゲールの愛》は、致命傷を受けた場合に一度だけ完全回復をするスキルだからね」

「…………！」

「いやぁ、良かったよ。もし炎鎖の一撃が致命傷と判定されたら、回復はしても計画が台無しになっていたからね」

　目を見開いて絶句する海え老び原はらに対し、朱あか音ねは楽しげに続きを話す。

「ただ、ちょっと使い勝手が悪いのは難点かな。スキルを使っている間に受けた怪け我がじゃないと効果は無いし、自動で発動するだけで自分の意思では使えないからね。使用ポイントも多いし、一日に一度しか効果がないし」

「……………………」

　勝ち誇るのではなく、あくまでも世間話の延長のように喋しやべる朱音に、海老原は唇を嚙かみ締めて睨にらんだままだ。

　──今、彼女の中では否定と肯定が次々と入れ替わっているのだろう。

　桐とう子こが自分を殺しに来るというのもそうだが、そんな回復スキルがあるかどうかは確認が取れていない。普通に考えれば、あまりにも都合が良すぎる。

　だが……もし本当ならば、死に繫つながる。

　この『ＰｏＳ』での死ではない。現実世界での死だ。

　苦渋の表情で悩む海老原に、朱音は優しく語りかける。

「さて……そろそろ時間も無くなってきたし、海老原先生に最後の質問といこうかな」

「………………何……？」

「そんなに警戒しないで。簡単な二択のどちらを選ぶか訊ききたいだけだから、気楽に選んでくれて構わないよ？」

　言って、朱音は端末を屋上の縁へりに置き、空いた右手を顔の横辺りに掲げて、まずは人差し指を立てた。

「一つ目は、タイムリミットまでに頑張ってわたしを倒すという、ちょっとしたアクションゲームだね。スキルも武器も使い放題だ」

「……素直に狩らせてくれるつもり、ないんでしょう？」

「まあ、ね。先に言っておくと、わたしは先生が一歩でも動けばここから落ちて、そこから先はつかず離れずの時間切れ待ちを狙わせて貰もらうよ。落ちる前にわたしに致命傷を与えられれば先生の勝利になるかもしれないよ？　あまりお薦めはしないけどね」

「………………っ」

　ギリッ、と歯は軋ぎしりをする音が聞こえてくる。余程強く奥歯を嚙み締めたのだろう。鬼気迫る表情といい、なかなかに追い詰められた精神状態だ。

　そんな海老原からのプレッシャーを心地良く受け止めて、朱音は二本目の中指を立てる。

「そして二つ目は、かなりお薦めかな。何しろノーリスクで、しかも簡単に済むから。時間の無い先生にはピッタリだね」

「無駄口はいいからっ、さっさと言いなさい！　あなたが望んでいるのは、先生を『奴隷スレイブ』にするってことでしょう?!」

「やだなぁ、わたしが尊敬する先生にそんなことを言えるはずがないじゃないか」

　いきり立つ海え老び原はらの怒声をさらりと流し、朱あか音ねは優しく微笑ほほえみ、




「だから、先生がわたしに『お願いですからどうか倒して下さい』って哀願するなら、仕方ないから『撃破ブレイク』してあげるよ」




　素晴らしい提案をしたはずなのに、視線だけで相手を呪のろい殺せそうな目を向けられる。

　しかし朱音は魔ま女じよめいた微笑を口元に湛たたえ、

「ここから合同校舎までは大した距離じゃないけれど、それでも百メートル以上は離れているね。すぐに『界帰マインドアウト』出来る範はん囲いにまで行かないとならないのに、ここは屋上で下に降りるまで時間が掛かってしまう。その点、『撃破』をすればすぐにここから抜けられるからね。だからわたしが、気は進まないけれど協力してあげてもいいって言っているのに……おや、お気に召さないかな？」

　相手にとって最良の提案をしたつもりなのだけれど、と言わんばかりに小首を傾かしげた朱音は、置いておいた端末を手に取り、

「今は十九時……ああ、もう十二分だね。桐とう子こちゃんが躊躇ためらわなければ、あと三分でタイムオーバーだ。それまでこうしてお喋しやべりしているのも有りだけれど、先生としてはどう？」

「…………良いわけがないでしょう……！」

「うん、まあそうだろうね。わたしとしても愛すべき後こう輩はいに殺人をさせるのは心苦しいから、降伏の選択を提示してみた訳だし。ただし、それが最優先って訳じゃ無い。わたしは楽しく勝ち残ることが出来れば、正直どっちでもいいかな。だから、今晩の夕飯を決めるくらいの気持ちで選んで貰もらえればいいよ」

　そう言うと、朱音は座ったまま体をやや前に倒し、海老原の目を下から覗のぞき込むようにして見上げる。

　そして焦りと恐怖で血走った目を愛おしそうに見つめ、天使のような微笑みで、最後の質問をした。




「さあ──先生はどっちの絶み望ちを選ぶ？」




　プレゼントを前にする子供みたいに期待に満ちた表情の朱音がした問い掛けに、海老原は沈黙のまま答えない。

　だが、動くことも出来ない。

「……………………っ……！」

　怒りに煮えたぎるようで不安に泳いでいる目が。持ち上げられた右の口端と歪ゆがめられた頰ほおが。端末を持つ震ふるえる手と、未いまだに保ち続けている炎えん鎖さが。
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　全てが、海え老び原はらの苦悩を物語っている。

　そしてそれは、朱あか音ねにとって極上のデザートと同じくらい甘美だった。

　──彼女にとって、最良の手段は迷わず攻こう撃げきに移ることだ。それは勿もち論ろん分かっているだろうし、今でもまだ遅くはない。

　何故なら朱音が場に提示したカードは全て伏せられていて、本当に言った通りの内容が描かれているかの保証は無い。ただのブラフで、実際には何から何まで噓うそだという可能性まで有り得る。

　しかし──状況は朱音の言葉を真実だと後押ししている。

「…………………………」

　そもそも朱音のスキルが戦せん闘とう向きではない、と判断したのは海老原だ。

　……では、一体どんなスキルを与えられたのか？

　昨日、《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》による一撃を、迷わずその手で受け止めたのは何故か？

　今日の奇き襲しゆうから今に至るまで、全くスキルを使っていないのは何故か？

　屋上に誘い込み、これだけの準備をしているのは何故か？

　この瞬しゆん間かんも炎えん鎖さを目前にして、笑顔でいられるのは何故か？

　それらの要素が事実として積み重なり、否定したい気持ちを逆に否定していく。

　そんな海老原の苦悩と心の動きが、朱音には手に取るように分かる。

　朱あか音ねはポーカープレイヤーだ。それもホールデムという、他のプレイヤーと共通で使えるカードを利用して手役を作るタイプのゲームを好み、勝利してきた。

　もしも隠されている朱音の手札がハートのＡエースなら、ロイヤルストレートフラッシュが完成する。

　そんな都合の良い偶然なんて殆ほとんどあるはずがない……が、持ってないのであれば、ここまでの一連の行動と余裕に説明がつかない。

　論理的に考えれば考えるほど、ブラフであるという確信が揺らぎ、伏せられた札がハートのＡに見えてくる。

　実際には朱音が所持しているオリジンスキルは《楽園への扉ヘヴンズ・ゲート》などという、この場では何の意味も持たないスキルだ。

　だが──肝心なのは実際にどんなスキルを持っているかではなくて、相手の目にはどう映っているのかだ。

　朱音から見れば、自分はただの役なしブタのクズ手。

　しかし海え老び原はらからそれが最強の役ロイヤルストレートフラツシユに見えていれば、十分だ。

　相手を戦いの場から降ろしてしまえば、それで勝てる。ポーカーと何も変わらない。

　そして海老原の場合、掛かっているのは自分の命だ。

　勝負に出て、もし負ければ──そんな嫌な想像が脳裏にこびりついて離れないのだろう。

「さあ……どうするの？」

　時間的にこれが最後になるだろう確認をしながらも、相手が何を選ぶのか、朱音はもう分かっていた。ここまでの会話の中で、十分過ぎるくらいヒントは貰もらっている。

　──もし、海老原舞まいが生徒の為にこの『ＰｏＳ』に参加をしていたとしたら。

　その場合、朱音は途中で妥協案に切り替えるつもりだった。彼女の仕事に対する献けん身しんは、ある意味異常だ。悪い言い方をするならば誰かの為になる仕事に酔っている。

　こういう人は誰かの為に命を賭かけることを美徳と勘違いして、喜んで刃やいばの海や地じ雷らい原げんに突っ込んでいくことがあり、朱音からすれば非常に厄やつ介かいな人種だ。

　だが……海老原が参加したのは、あくまでも自分の為だ。

　それを確信した時、朱音の中ではこの結末も見えていた。

　即すなわち──

「……全く。あなた、悪魔みたいな子ね」

「心外だなぁ。何故か親しい人ほど同じことを言うんだよね。こんなにも優しさに満ち溢あふれているのに」

「あなたのそれは残酷っていうのよ。残念だけど、先生の手に負えないわ」

　そう呟つぶやくのと同時に、海老原の右手から炎えん鎖さが落ちた。

　苦笑する顔には疲れが有り有りと見えて、『ブラインドマスク』がなければこの数分で一気に老けたようにも見えたのかも知れない。

　さらに海え老び原はらは左手に持っていた端末を、屋上の床を滑らすようにして朱あか音ねの足下へと投げて寄越した。

「……降伏くらい、受け入れてくれるんでしょう？」

「それは勿もち論ろん。わたしとしても、二度も三度も人を殺すような攻こう撃げきをしたくないしね。良心が痛むよ」

「心にも無いことをよく言うわ。それより、急いでくれる？」

　請こわれるがままに、朱音は海老原の端末を拾う。そして自分の端末と重ねる形にして、音声入力のボタンを押し込む。スキルをレンタルする時と方法は同じだ。

　準備が整ったのを見た海老原は、静かに目を閉じて、

「……『降参サレンダー』するわ」

　その言葉を受けて、朱音は自分の端末を確かめる。すると確かに画面には『あなたは降伏を受け入れ、敵プレイヤーを奴隷スレイブにすることに成功しました』と表示されていた。

　これで難敵の《ポラリス》は朱音の『奴隷スレイブ』になった。

　後はもう一度彼女に致命傷を負わせ、『撃破ブレイク』するだけだ。

「さあ、早く先生を殺して頂ちよう戴だい。でも、出来るだけ痛くしないで貰もらえると嬉うれしいわね」

　目を開け、何もかもを諦あきらめた様子で立ち尽くす海老原は、もう覚悟を決めているようだった。早くしないと現実世界で二度と目覚めることが無いとはいえ、やはり切り替えが早い。

　そんな彼女に見えるように、朱音は端末を置くと太ふと股ももに隠し持っていたナイフを取り出し、逆手に持ち直す。

「痛くしないで、か。中々に難しい注文だね」

「そうね。致命傷っていうのに、痛くないはずがないもの」

「うん、まあ、それもあるんだけど……わたしに言われても、ちょっと困るかな」

「…………え？」

　何を言っているのか分からない、という風に海老原は眉まゆを顰ひそめ……次の瞬しゆん間かん、大きく目が見開かれる。




　白衣を纏まとったその背中に、体当たりをするように勢い良くナイフが突き刺さっていた。




「ぃぎっ!?　あ、あっ、あああぁっ……?!」

　悲鳴を上げながら倒れ、驚きよう愕がくと激痛に表情を歪ゆがめた海老原は、屋上の床で悶もだえながらも自分を刺した張本人を見る。

　そして誰の仕業かを知り、愕がく然ぜんとした声を漏らした。

「天あま宮みや、さ……？　…………なんっ……で……?!」

「……一いち撃げきで即死とはいきませんでしたか。難しいものですね」

　足下に倒れる海え老び原はらを見下ろして、天あま宮みや桐とう子こは感情の乏とぼしい声で呟つぶやく。

　微かすかに右手が震ふるえているのは……恐らく、人を刺した感触によるものだろう。朱あか音ねも昨日体験したから分かる。『ゲーム』の中とはいえ、あれは嫌な感触だ。

　床で藻も搔がく海老原の体は、芽め依い里りのようにすぐに消えない。背中側から、しかも心臓や肺を貫くというより腹部寄りの場所を刺されたので、致命傷には僅わずかに足りていないのかも知れなかった。

　それでも朱音が見る限り時間の問題だろうが、折せつ角かくなので哀れな先生に種明かしをしてあげることにした。

「ああ、桐子ちゃんがいることが不思議なのかな？　でも、彼女は最初からずっとここにいたんだよ？」

「……ぅくっ…………そん、な……はず……！」

「マップに反応が無かったから？　うん、まあ、そうだろうね。わたしの端末でも反応は消えていたから。存在を無視されていたからね」

「………………な…………？」

　意味が分からない、という風に目を泳がせる海老原に、身を屈かがめて顔を近付けた朱音が優しく囁ささやいた。

「先生が奇き襲しゆうで倒した芽依里ちゃんの持っていたオリジンスキルでね。『手に触れた物を一時的に存在しないことにする』ってスキルなんだ。ただの透明化だけじゃなくて、触れることも敵かなわなくなる。手から離れて一メートル以上移動すれば元に戻るんだけど……試してみたら、プレイヤーにも適用出来てね。端末から反応まで消えるおまけ付きで」

「………………まさ……か……」

「いやぁ、大変だったよ？　消えているのはスキルの使用中だけだから、解除出来なくてさ。何度も心が折れそうになったけれど、信じて頑張って良かった。諦あきらめなければ幸運が舞い込んで来るっていうのは本当だね？」

　清すが々すがしい表情で語る朱音に対し、海老原は苦く悶もんさえ塗り潰つぶされて啞あ然ぜんとする。

　痛みと予想外の展開に気付くのが遅れたが、どうやらようやくで理解したらしい。

「…………全……ぶ…………うそ……？」

　唇を震わせ、掠かすれた声で呆ぼう然ぜんと呟かれた言葉に、朱音は微笑ほほえむだけで答えない。

　代わりに、命の火が消えゆくにつれて体から力が抜けていく海老原に、この仮想空間内で最後になるだろう餞はなむけの言葉を口にする。

「先生の絶望する姿はとても綺き麗れいだったよ。楽しい時間を、ありがとう」

　心からの礼に、海老原は大した反応もせず力無く目を閉じ……ややあってから、その体は消え去った。致死に至った、ということだろう。

　海え老び原はらは最後に声を出せず唇だけ動かして何やら言おうとしていたが……もし、朱あか音ねの勘違いで無ければ、『最悪だわ』が最後の一言になる。

　こうして、すぐ目の前にあった勝利の果実に手を伸ばせなかった海老原舞まいは、脱落し……

　この『ＰｏＳ』の最初の障害を、朱音達は突破することが出来た。













　　　エピローグ







　誰も居ない夜の学校、それも屋上で男女が二人きり──となると甘い関係を連想させるが、残念ながら朱あか音ねと桐とう子この間にはそのような空気は微み塵じんも流れていなかった。

　難敵だった《ポラリス》を倒せたのは、朱音としても大きい。

「お疲れさま、桐子ちゃん。長い間ろくに動けなかったのは辛かったんじゃないかな？」

　屋上で破壊工作を終わらせて、スキルを使って存在消失してから二十分以上の時間が経たっている。ただ座っているだけとはいえ、地味に大変だっただろう。

　しかも途中からは目の前でギリギリの綱渡りが展開され、それでも動くことが出来なかった。その上、『ゲーム』の中とはいえ、人を刺し殺すという体験をしている。精神的な疲労はどれだけのものか、計り知れない。

　なのに桐子は、

「……大したことじゃありません。それより今更ですが、本当に私が倒してしまって良かったんですか？」

「うん、勿もち論ろんだよ。キミにも使えるスキルが増えることになるし、何より雪せつ辱じよくは自分の手で果たした方がいい。辛い思いをさせてしまったのなら、謝るけどね」

「無用な心配です。そんなことより、自分の怪け我がの心配でもして下さい」

　今は消えてなくなった海え老び原はらの体があったところへと視線を落としたまま、気き丈じようにもしっかりと返事をする。

　ほぼ想定通りの展開になったとはいえ、確証はないまま進められたので桐子からすれば冷や冷やしただろうに、大したものだと朱音は思う。

　──《ポラリス》の正体は海老原ではないか、という推測の下に昨夜に作戦を立てたが、桐子の最低限の役割は屋上の破壊工作のみで、後は大人しく『界帰マインドアウト』して端末の電源を落としておく流れだった。

　だが、《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》のスキルがプレイヤーにも適用されると判明した場合、止とどめの役割は桐子に回されることになっていた。不可能ならば騙だましたまま朱音が『撃破ブレイク』する予定だったので、あくまでも可能なら、だ。

　朱音がやることは殆ほとんど変わらなかったが、実際にスキルが適用されると判明したのはほんの数十分前で、桐子は心の準備が出来ていないままだった為、緊張で顔色が悪くなっていた。

　最悪、桐子が動けなければ朱音が自分で倒すつもりでいたが……結果として、臆おくすことなく海老原をナイフで仕留めてくれた。もしナイフではなくスキルを使って少しでも精神的な負担を減らそうとしていたなら、ひょっとするとスキルを使用する数秒の間に、海え老び原はらに避よけられていたかもしれない。

　その程度では結果は大きく変わらなかったはずだが、今後のことを考えると、適切な一撃を選んで倒したのは素晴らしい。どれだけ恨うらみつらみがあっても、たとえ『ゲーム』の中でも、人を刺すというのは物もの凄すごいストレスだ。

　今も、よく見れば桐とう子この手は震ふるえている。気き丈じような子だが、そう簡単には消えてくれない感触に心が悲鳴をあげているのかもしれない。

　優しく労ねぎらってあげたいところだが……残念ながら自分がそれをすると逆効果になるだろうと、朱あか音ねは違う形で気を紛らわせてあげることにした。

「さて……これで今後の展望が少し見えて来たね。運良く第三者の介入も無かったけれど、もう少ししたらプレイヤーの数も減ってきて、活動範はん囲いを変える積極的なプレイヤーが現れてくるはずだよ」

「……その人達も、騙だまし討うちするんですか？」

「酷ひどい誤解を産んでいるみたいだけど、わたしは正攻法が嫌いな訳じゃ無いよ？　二対一で勝ち目があるなら、真っ当に戦った方がいいだろうしね」

　肩を竦すくめてそう言うと、一度ちらりとこちらを見た桐子は、信じられませんと言うかのようにそっぽを向いてしまった。

　随ずい分ぶんと嫌われたものだなぁ、と苦笑しつつ、朱音は彼女に近付き、

「さて、そろそろわたし達も『界帰マインドアウト』しようか。ここで新たな敵プレイヤーが現れると、流石さすがにちょっと辛いからね」

「……今のところ、大丈夫のようですが」

　端末を取り出し、画面を見て操作をしながら桐子が返す。

　その画面を横から覗のぞき込むように朱音は移動して、

「うん、それならいいんだ。じゃ、手早く済ませてしまおうね」

「……はい？」

　発言の意図が分からない、という風に桐子は顔を上げ眉まゆを顰ひそめ──




　そんな彼女の胸元に、吸い込まれるようにしてナイフが突き刺さった。




　驚きよう愕がくに表情を染めた桐子はその場に崩れ落ちて膝ひざを突き、自分の胸元を見る。黒いゴスロリ風の衣装のアクセサリーのように生えている、鍔つばの無いナイフの柄つかを。

「な…………んで……？」

　持っていた端末を落とし、震える手を朱音へと伸ばす途中で、桐子の顔が苦痛に大きく歪ゆがむ。ショックで麻ま痺ひしていた痛覚が、数秒遅れで襲おそいかかって来たらしい。

「ああ、痛むかな？　なるべく痛くないように心掛けてみたのだけれど、やっぱり死ぬだけのダメージとなるとそうもいかないね。漫画とかだと心臓を一突きで終わらせると痛みはさほどでもない、みたいな描写があるけれど……まあ、そんなに都合良くはいかないか」

　肋ろつ骨こつが邪魔をして上手く刺せないという話も聞いたことがあったものの、そちらは避さけられたらしい。朱あか音ねの腕力だと勢いをつけずに骨を折りながら心臓まで差し込むような真似は出来ないので、失敗しなくて良かった。

「……く、あっ…………！　…………どう、して……こんな……」

　黒い衣装を血で濡ぬらし、それでもまだ事態を受け止められないといった様子の桐とう子こは、口端からも血を流しながら訊きいてくる。

　それに対し、朱音は置いておいた自分の端末を手に取り画面を確認してから、身を屈かがめて彼女に目線を合わせて応じた。

「どうして？　だって、最初からそういう約束のはずだよ？　邪魔な『主人マスター』を倒した後は、キミはわたしの『奴隷スレイブ』になるって決めてあったじゃないか。今見たらちゃんと『奴隷』になったみたいだし、これでようやく果たせたね」

　おめでとう、とでも言うように笑顔を見せる朱音に、痛みに顔を顰しかめながらも桐子は首を横に振り、

「それ、ならっ……こんな、の…………しなくても……『降参サレンダー』を……」

　息も絶え絶えに訴えてくる。それは道理だ。刺されるのより、一言で済ませられる方がいいに決まっている。

　だが、真っ当な抗議をされたところで、朱音の笑みは崩れない。

「うん、わたしも最初はそのつもりだったよ。でも、桐とう子こちゃん──キミ、スキルを使ってわたしを倒すつもりだったね？」

「っ…………そんな、つもりは……！」

「そうかな？　端末で他のプレイヤーがいるかどうかを確認する振りをして、スキルページを開いていたのに？」

「…………っ……」

　指摘をしつつ、落ちていた桐子の端末を拾う。そこには確かに、海え老び原はらのオリジンスキルだった《道化師の毒針劇薬ピエロ》の詳細が表示されている。

　動かぬ証拠を前にして、桐子の唇が強く結ばれる。

　一方で朱音はにこやかなまま、

「手に入れた新たなスキルの詳細が気になっただけ……なんて言い訳はしないよね？　スキルを選択すると詳細が表示されるだけでなくて、使用も出来る。普段は音声入力が基本になるけれど、『敵』にバレないように使うのなら、スキル詳細のページから行使した方がいいね」

「…………」

「こっそり使うという意味では、海え老び原はら先生のオリジンスキルはとても都合が良い。擬ぎ態たいをしなければ傍はた目めには何も変わらないまま、触れただけで相手を倒せる一撃必殺が可能だもの。何も知らずに『降参サレンダー』をさせようと近付けば……或あるいは怪け我がの状態を気に掛ける流れで軽く触れるだけで、あっさりと致命傷を与えられるからね」

　レクチャーをするような口調だが、これは相手のやろうとしていたことを暴いているだけだ。そしてそれが間違っていない証拠に、桐とう子こはこちらを非難しない。

　この潔いさぎよさは人としては美徳だが……残念ながら、この場では勝利に結びつかない。

「わたしを『奴隷スレイブ』にしたら、そこから先は交渉して押さえられているデータの消去でも目論もくろんでいたのかな？　どちらかというと、それ以上に意趣返しの意味合いが強そうな感じもするけどね。そろそろわたしの性格を把は握あくしていそうだし」

「……っ…………どういう意味、です……？」

「間抜けなやられ方をしたからって、腹いせにデータをばらまくような真似はしないってことだよ。勿もち論ろん、キミが約束を破れば別だけどね？」

　朱あか音ねとしては、むしろ抜け目なく倒しに来た桐子を褒ほめてあげたいくらいだ。剣術や空手で言うところの残心がなっていなければ、呆あつ気けなくやられていた。

　脅されているからといって、唯い々い諾だく々だくと従うだけの人形になられても困る。これくらいしてくれないと、一緒に居て面白くない。

　今も桐子の目は敗者のそれではなく、強い反抗の意志を宿している。『ブラインドマスク』があっても分かるくらい、強烈な光を。

「……せん、ぱいの……位置からでは、見えなかった…………はず、なのに……！」

「ああ、うん。指の動きで多少は違和感があったけれど、それはおまけだね。キミならそうすると信じていたから、先に応えてみたんだ」

「……正気、ですか……?!　…………っく……勘違い、だったら……！」

「その時はごめんって謝っていたよ。でもほら、『奴隷スレイブ』にするのは決まっていたことだしね？　これでお互いが近くにいても問題無く『界帰マインドアウト』出来るし、キミのスキルもレンタル枠を消費せずに、コストも標準で使用出来る。メリットばかりだね」

　その為には裏切るようなタイミングで刺したことなど何でもないかの如ごとく、朱音は歌うように軽快に喋しやべる。

　睨にらまれようと憎まれようと、自分の行動が間違っていようと歪ゆがんでいようと、朱音は微み塵じんも気にしない。

　何故なら、正しいと思ってやっている訳じゃないからだ。

　ただ単に──したいからそうしている。

　だから理屈や確率を承知した上で、心のままに動く。

　今回の場合、桐子がそうするだろうなと感じた。だから、とりあえず刺しておいた。

　もしただの勘違いなら、言っていた通り謝り、明日の午後にでもお詫わびのケーキでもご馳走するだけだ。それで済まされるとは思っていないが、別に済まして欲しいとも思っていないので、憎まれたままでも構わない。

　この一いつ瞬しゆんを楽しく過ごせるのなら──それこそ最高に楽しませてくれるのなら、勝利すら得られなくてもいい。

　半身を壊されようが、死を突き付けられようが、大したことじゃない。

「──さあ、そろそろ戻ろうか。芽め依い里りちゃんもお腹を空かせて待っているだろうし、皆で祝勝会といこう。わたしの奢おごりだから、好きな物を食べていいよ」

　だから今も朱あか音ねは、左腕の大おお火傷やけども気にすることなく両腕を広げ、登山を成し遂とげた人のように清々しい微笑ほほえみを桐とう子こに向ける。

「これからもよろしくね、わたしの『奴隷パートナー』さん」

　人によっては狂気とも感じるこの行為に、ナイフを生やしたままの桐子は俯うつむき、何かを堪こらえるように唇を嚙かんで……

「……一刻も早く……地獄に落ちて下さい」

　それでも力強く、自分を刺した相手を睨み付ける。

　頼もしい後こう輩はいの言葉に、朱音は満足げに目を細めて頷うなずき、端末を取り出した。




　……そうして、ようやく。

　朱音達は『界帰マインドアウト』を済ませ──一夜の戦いに、幕が下りた。



















『スキル名《道化師の毒針劇薬ピエロ》

　スキルを使用する際に強く思い描いた人物に自身を擬ぎ態たいし、その状態のまま素手で触れた相手に猛毒による激痛で致死ダメージを与えることが出来る

　直接素肌に触れなければ効果が無く、また使用中に何らかのダメージを受けると、スキルは強制解除される


使用ポイント　１，０００／１　継続使用３００／20ｓｅｃ』












　　　あとがき




　初めましての方もお馴染みの方も、まずはこの本を手に取って頂きありがとうございます！　作者の上こう月づき司つかさです。




　このあとがきを書いている頃は少しずつ寒くなってきていますが、作中の舞台は人工島なので関東の割にそこそこ暖かいという設定になっています。水着のシーンを書く為ためではないです。でも隙すきあらば活用しそうな予感。

　水着といえば、何年か前に初めて沖縄に旅行へ行ってきました。一応、取材です。進まない原稿から逃げ出した訳じゃないです。

　で、せっかく沖縄に行くんだから、やはり海に入らなくてはと水着を買いました。さらに度入りのサングラスも買って、普段は全く使わない日焼け止めも買って、もう万全の準備を終えて旅行の当日を迎えました。

　六月の下旬、ちょいと夏には早いですが、沖縄なら十分に海に入れる時期。しかも学生の夏休み前だから、観光スポットも比較的空すいているはず。予備日も含めプランは完璧！

　…………旅行前日に台風さえ来なければ……！

　一応、僕が行く時には低気圧に変わっていたはずですが、飛行機こそちゃんと飛んでくれたものの、雨はパラついて空はどんよりと曇くもってて、おまけに風が超強い。

　青々と高い空、透き通るエメラルドグリーンの海──ってイメージの沖縄が、もう完全に灰色に染まってました。海も強風の影えい響きようで波が強くて、あんまり澄んでないし。どこに行った常とこ夏なつの楽園。

　まあ、台風が過ぎた後は快晴が待っているのが基本です。もし雨が降ってもいいように三泊四日にしておいたので、二日目以降に楽しめれば十分に取り戻せる！

　……………………まさか、もう一個台風がくるとはね…………

　よもやの台風サンドイッチですよ。これも帰りの飛行機には影響無かったものの、滞在中はバッチリ雨と風をプレゼントしてくれました。

　でもせっかく水着を買ったので、雨がちょっと止やんだタイミングで海に入ろうかと思ったら、強風の影響で遊泳禁止。サンダルのままくるぶしくらいまで入るだけで終了しました。

　しかも帰る日に空港で飛行機を待っていたら、どんどん空が明るくなって快晴になる様を見せつけられるというね……

　というわけで、僕の中で沖縄のイメージは完全に灰一色になっているので、いつかちゃんとリベンジしに行きたいと思います。一週間もいれば、二日くらいは晴れる……かな……？




　さて、ここからはちょいとネタバレ注意。大したことは書きませんが、まだ本編を読んでない人は後回しにすることを推すい奨しようです。

　新作となりました『堕だ天てんのシレン』ですが、僕が今まで書いていた本とはちょっとだけ毛色が違います。一番雰囲気が近いのはデビュー作かな？

　作中で出て来る『ゲーム』は小説や漫画でも良くある全没入型のオンラインゲームに近いものと理解して貰もらえれば想像し易やすいと思いますが、基本的にはスキルを使わなければ現実世界とやれることは大差ありません。ただし死んでしまうような激痛でも意識を失うことはないし、手足が切り飛ばされても失血死には至りません。エフェクトとして血は流れますが、それが原因で死亡判定にはならないということで。

　あと微妙に分かり難にくいかもなのが、『ブラインドマスク』。桐とう子この眼帯は他のプレイヤーからはちゃんと眼帯として片目を隠しているように見えますが、その眼帯や髪型、表情は伝わって来るものの、どんな造ぞう作さくかは認識出来ません。

　なので口絵や挿さし絵え等で思いっきり顔が描かれているとしても、『ブラインドマスク』をしていれば他のプレイヤーには認識出来ていないので、仲の良い友人でも容姿だけではなかなか気付き難いシステムになっています。

　ただし声は変わりないので、知り合いならば分かってしまうかも。あとは特徴的な体格をしている場合とかも。

　ちなみに『ゲーム』は一日毎にリセットがあるので、舞台の街をどれだけ壊こわしても、プレイヤーがどれだけ深刻なダメージを負ったとしても、翌日には元通りの状態になってます。ついでに言えば、現実で大おお怪け我がを負ってもそれが『ゲーム』の中にまで反映されることはありません。ただし高熱等で意識が朦もう朧ろうとしていたり体調が悪かったりすると、『ゲーム』にも引きずってしまうので、コンディションには注意しましょう！




　この巻ではあんな感じで幕となった『堕天のシレン』ですが、現在二巻を書いているところなので、一巻発売から数ヶ月後にはお届け出来ればなー……と思ってます。

　そして途中になっている他シリーズは、機会があれば続きを書いて出したいとは思っているものの、今のところ状況がちょっと厳しいです。なので申し訳ないですが、続きを期待している方は友達に布ふ教きようしつつ、気長に待っていて貰えると幸いです。

　それでは、また次の巻で！





上こう月づき 司つかさ
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。この巻が出ている頃には引越しをして横浜市民に戻っているかも。つまりこの猫も横浜の民に……！
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イラスト／さんた茉まつ莉り

うずら（オカメインコ）とわらび（サザナミインコ）の３人で暮らしています、好きなケーキはミルフィーユです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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